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学生関係総合データファイルの作成

中 ホナ ｛女 生
（昭和57年9月8日受理〉

Making of Data-File of 

General Student Records 

A data-file of general student records has been made. 

Here is an outline of it. 

Y ASUT AKA NAKAMURA 

1 .はじめに

教育の場においては，学生の各種教育情報の総合的

把握は必要不可欠で、ある．これは認識されていても，

その方法になると困難を極める．しかし，現在はコン

ピュターという道具を持っている．

学校における教育情報は二つに大別できる ．一つは

学業成績等に関する情報であり ，他は学業を支えてい

る広範な性格，生活環境等の人格情報と生活情報であ

る．この二つの情報は互に影響を及ぼし合っているの

で，それぞれの情報を正確に把握し，これを有機的に

分折し結合して捉えておかないと誤った判断を下すこ

とになる．

事が起り，特別な指導が必要になった場合，直接そ

の任に当るのはクラス担任であり学生主事である．複

雑化している学校管理機構の中で，全員と接触する機

会は多いようで少ない．また，接触しでも断片的であ

り，表面的にしか捉えていない場合が多い

散在する各種情報を計画的に収集し，これを整理し

てファイル化しておき，必要とするときに，必要とす

る情報を簡単に取り出すことができるようなものが作

られていると便利である．満足で、きるものではないが，

マイコンを使つてのシステム化の目途がついたので報

告する．これを学生関係総合データファイルと名付け

ておく．

現時点では，このファイルには，在学生の学業成績

に関する情報，内申に関する情報，入学試験に関する

情報，賞罰歴に関する情報が書きこまれている．これ

らのデータは，時系列で個人別で，または，クラス単

住で随時取り出せるようになっている

2.使用機器

中心になる処理装置はマイクロコンピュターである．

図 lに示すように，この種の処理を行うには，最小限

の構成である．

図1 使用機器

計算機は，アイ電子測器の「ABC-20」である ．

プロセッサーは， Z-80Aで，ディスクベースで運

転するように作られている．外部記憶装置としてのデ

ィスクは，161Kバイトのものが2台本体に組み込まれ

ている．出力装置は， CR Tのディスプレイとシリア

ルドットプリンタ一（カナ付）である．入力は，全て

キーボートよりf子う．

使用言語としては，フォートラン，べーシ yク（イ

ンタプリタ，コ ンパイラ方式）， コボル等が使える．各

種データは，統計計算等を行うのを前提としているの

でフォートラン言語を使っている．



2 学生関係総合データファイルの作成

マイコンは処理速度が遅いという欠点がある．しか

し，実際の処理時間とプログラムの開発からデバッグ

終了までの時間を比較すると問題にならない位後者が

長くかかる．マイコンであれば，手元に置け，専有し

て随時作動させることができ，何かにつけ小廻りがき

く，という便利さがある．また，プログラム入力はカ

ードを使用しないので，この分の費用は不要で、ある．

毎年4枚のディスケットを補充して行けばよい．卒

業生の分についても特別な考慮は不要である ．

3.学生関係総合データファイルの型式

ディスケットは， lセクタ256バイト， 603セクタよ

りな っている．

データファイルの構成は，ランダムアクセスが可能

なように，クラス内での学籍番号順に配列している．

（ディスクとのデータのやりとりは，セクタ単位で行

われる．）

1人当りの使用セクタ数は，プログラムが複雑化し

ないよう，また，処理速度を速くするために， 10セク

タ， 2560バイト分を確保している ．

主データファイルとして 500セクタ，副データファ

イルとして50セクタ分をどのディスケットにも，同じ

ファイル名で，同じところに配置し登録している．

このようにしておけば，一つの処理プログラムで全ク

ラス（20枚のディスケット）を処理することが可能で、

ある．

主データファイルは48名分収容可能である．

（イ）主データファイルの内容

ランダムアクセスする場合 ファイル内の相対セク

タ番号で行われるので，以下の説明は，相対セクタ番

号による．セクタ番号は Oから始まる ．

この総合データファイルの作成の目的からみて不要

と思われるデータは収録しないことにし，それは学籍

簿によるべきものとする．

第Oセクタ

入学年度，登録者数， l年時 ～ 5年時のクラス人

員，現年度，現クラス名

第 1 ～第3セクタ

1年時教科目名と単位数，その他必要事項

第4 ～第 6セクタ

2年時教科目名等

第13～第15セクタ

5年時教科目名等

第16セクタ

5年時の選択教科目名

59年度からは， 4年時にも選択による授業が行われ，

5年時は大巾に増加するので， 59年度には16～19セク

タは書き換える必要がある．

第20～第29セクタ

この領域が登録番号 1番の人のデータ収録域である

以下この10セクタ内の相対番号で説明する．

1セクタ目

学籍番号，現年度，学年，出席簿番号，氏名，出身

中学校コード番号，学校名，内申成績，入試成績，

賞罰歴（10事項迄，拡張可）

2セクタ目

1年生のときのデータ．年度，出席簿番号，学業成

績，出欠状況，単位追認状況

3セクタ目

2年生のときと同じ

6セクタ目

5年生のとき． 1年生のときのものに選択教科の成

績が加わる

7 8セクタ

留年した場合，留年後のデータをここに収録する．

9 ～ 10セクタ

性格，クラブ歴等の厚生に関するデータ．

高専は大学と異なり，単位制を加味した学年制であ

る．留年した場合，その年度の単住修得は認められず

翌年度に全科目再履修することになっている．事務的

に処理するのであれば進級した年度分だけを収録し

て行けばよいが，指導の役に立つもの，各種統計がと

れるものをとすれば捨てられない．また，在学期間は

7年迄とな っていることを考慮して 7～8セクタ目を

これにあてている．

学業成績に関するデータは 現在 100点法で出され

ているので，これをそのまま収録する．定期考査が4

回行われ，その都度成績が発表される. 4回目は単位

認定の成績である．学業成績は 4回目だけではなく，

4回分全部を収録している．

（ロ）副データファイル

クラス単位でデータを出力する場合，必要とするデ

ータを一時，この副ファイルに編集する為のものであ

る．留年者は上の学年用のデイクケットに収録され

ているので，ひとまず，クラス構成員全部のデータを
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集める必要がある．この為のファイルである．

4.入出力処理プログラム
入出力の為の処理プログラム名と処理内容の一覧が

表 I，表2である．現時点では，厚生関係のデータは

未入力であり，それ用の処理プログラムは作っていな

い．入力できる準備が整った段階で処理プログラムは

作成する ．

表 1 入力処理プログラム内容一覧表
日寺 1明 プログフム名 処理内容等

入学時 TAB  
教入るる科学と．（共年名こ度通はろ領．上が域学登あ録）年れ人のば変民も．更の教でを科転きZ目るc，名よの変う更書になきさ込れっみてて．いい

学年頭初 TABT  教科目名のl!l'き換え（共通領域）

入学時 TABl 
支警季雪・タ義弘宜主号掴安富豪r・・ 氏 名 の 記

入学時 TABlT TABlで記入した氏名の訂正

学年頭初 DI 1 受学（年共霊通領の域タ）フス人民， 年度． ク 7 ス名の2c

学 年頭初 DI 2A 
学牟Z度年の．年．度E年E度n「tゐ，叩番出入席手十き番のる号記デ入ー（個タ織人域の確の共定通と域学）年．． 

学年頭初 DI 2T DI 2Aによ る ミ ス 入 力 の 訂 正

入学時 TUG  出身中学校のコード番号と校名

各 考査後 DI 3 毒雪害雰早差護南建苦喜幸Z 芸品3~丈登録番
各 考査後 DI 3T DI 3にデータの訂正

各考査後 DI 3A 科lijljフごとァにイ2ルE入に学業成績を出席簿番号順に 1教

各考査後 DI 3 B 順lillJフに記ァ入イルに学業成績を数教科分を出席番号

各考査後 DI 3C 副ファイルの内容を主ファイルへ舎き移す

年度末 DI 4 追認i試験合格教科番号の記入

入 学頭初 DI 5 内申，入試成績の記入

入学頭初 DI ST DI 5によ る ミ ス 入 力 の 訂 正

学年頭初 DI 28 退学者の処置

学年頭初 TABTS 5学年の選択教科名記入

各考査後 DI 3SEN 副ファイ Jレに;iw弓攻科目成績記入

各考査後 Dl35(DIT5) 別ファイルに5年時の学業局滋賓2己入 5年生専用

各考査後 DI 3 B 5 へ制書ファき移イすル の 内 容 を 主 フ ァ イ ル

各考査後 DI 3T 5 主ミフス入ァ力イのル訂の正5学年の学業成績

腿i 日寺 HODO 質問E置の記入

隠i 日寺 HODOT 貨 問 疫 の 訂 正 ． 削 除

表 2 出力，印刷処理プログラム内容一覧表
時期 プログフム名 出力・印刷内容

入学時 NAME  'f'1ヨ墨番号．学籍番号．氏名を学科巣位で

学年頭初 CLAS NAM 指Ml学／年B時）のとクしてフ作ス成名簿あ、よを日ぴリ印フ刷ァイル (NA 

随1 H寺 CNAME! 簿日リのフ印ァ刷イル (NAME I B) よりの 7ラス名

図i 日寺 CNAME2 f別也のフデァイィスルケ（N.:トMへE転／送B（＼よセりククタラにス1名名簿宛）を

随 日寺 NAMEIT 査と当め主番て号印刷氏名を入学年度ごとに 4学科分ま

限i 日寺 TUGY  定出身か中7学ラ校ス全コ員ーかド番選択号匂校名の出力…個人指

随 時 内申，入試成績一覧表の出力

随 日寺 HODOY 質問歴・一個人指定かタフス全員かの選択可

間i 日寺 YOMI I 個指人定別か学ク業ラ成ス績全一日覧かのの選印刷択可(1年生用）．個人

随 日寺 Y 0 MI 24 
個個人人指別学定業か成ク績ラ一ス覧全の民印か刷の選（択2可～ 4年生用）

随 時 YOMI 5 個指定人別か学ク業ラ成ス績全一只覧かのの選印刷択可( 5年生用）．個人

腿i 日寺 HOSE! 
間 行 自 入 喜 望 事 妻 賢 禁 勢 盃 襲 寄 印 刷 （ I年生

随 日寺 HOSE24 個年人生里用~i'，賞個罰人H指E学定業か成全績日一か覧の選の択印刷可 ( 2 -4  

l姐 日寺 HOSES 
盟行自λ喜望号室若手努逗表寄印刷（ 5年生

限i 日寺 I TI 
寺？.::.1主主品F手孟品主主学業成績の伝送

随 日寺 I Tl 5 寺フ5年ァ生イ用ル）よ学り別年指フ定ア可イい学業成績の伝送

随 E寺 ITI Y 績日lj一フ覧ァ表イのル印よ刷り指（空定回白欄のあク 7り）ス全日の学業成

随 時 ITI Y 5 績lijlj一フ覧ァ表イのル印よ刷り指（定5回年生の用ク）ラ ス 全 員 の 学 業 成

限i 日寺 HEN2 I たTもIのy（を1左～づ4年め生に用し）て教科別平均等を加え

腿i 日寺 I TY  51 I たTもIのy(~年を左生ず用）めにし教科別平均等を加え

凶I 日寺 TU  IY 首F試験合格教科番号一覧表印刷（拙者全

関i 時 全只入か選力択デ可ータの印刷 個人指定か． クラス全

各種処理プログラムは，原始プログラムと実行可能

なオブゼク卜プログラムにしたものとが入出力用プロ

グラム集として， 5枚のディスケットに収録されてい

る．

5.おわりに

この総合データファイルの用途は広い．しかし，こ

の利用法はこれから考えて行かねばならない．

中学校時代から現在までの学業成績が時系列で1目

でみることが可能になった．これをみると成長の様子

が良くわかる．

教育課程等の改訂にともなって履修単位制が導入さ

れたが，単佐修得が認められず単住履修になっている

教科目名がどれであるのかの情報もすぐにわかる．

昨年発表した「内申・入試成績と学業成績について」

は，これの利用によるものである．また，各教科目聞

の成績の相関についても調査中である．

各種データを個人別，または，クラス別に時系列で

読み出せるようにするには，データ配置をどう設計す

ればよいか，どこにどんなキーコードを入れておけば

よいか，入出力処理プログラムをどのように作成すれ

ばよいか，等皆目見当のつかないとごろからやり始め

やっとここまで到達した．

集中して大量に印刷する場合に印字速度が遅いので

時間を要する以外は，このマイコンで各種の処理をし

てもそう不便を感じることはない．

最後に，この総合データファイルを構築するにあた

り，内申・入試成績の収録を許可して戴した前教務主

事の松島教授に感謝の意を表します．
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米国教育事情（1981)

- Time, Newsweek誌による

松尾保男・吉富久夫
（筑紫女学園短大）

American Educational Scenes in 1981 

Glimpsed Through Time and Newsweek 

Yasuo Matsuo and Hisao Yoshitomi 

以下は，タイム誌とニューズウィーク誌に不定期に

載るコラム‘Education’の1981年 1月から12月まで

の1年間全部を，それぞれ適宜にまとめ，日付順に紹

介したものである．（全文を紹介する，つまり全訳すれ

ば以下の分量の4, 5倍にはなる．）取り上げられてい

る問題ないしは話題を通読すれば， 1981年度の米国教

育界の事情と動向，あるし刈まも っと広く，米国の社会

風土と精神風土の一端を窺い知ることができるだろう．

1 ) 「インフレと経費増に対する私立大学の対応」

’81. 1. 9 (Time）以下（T）と略

財政危機に直面して米国の私立大学は妙案を探し求

めている．

( 1 ）イエール大学の場合．新しいシーリー G. 

マッド図書館の建設が始まったが，インフレが予想、を

越え，建設費は670万ドルにふくれ上り，新たに150万

ドルを捻出しなければならなくなった．他方図書館の

金庫にはイエールのコイン ‘・コレクションのうち最も

有名なコイン， 1787年にニューヨークの金細工師エフ

レム・ブラッシャーが鋳造した26グラムのスペイン・

ラテンアメリカ金貨が保管されていた．先週イエールは

そのコインを売りに出したところ， 4日も経たないうちに

65万ドルで買い手がついた．危険防止のため買い手の氏

名は公表されていない.1965年にイエールのスターリン

グ記念図書館からその金貨が盗まれた於後に取り戻さ

れた事件があり，金貨を保管しでわくよりも図書館建

設費に回す方がより安全な投資といえるかもしれない．

( 2）エッカード大学の場合．数多くの定年退職者

が陽光を求めて居住するフロリダ州，セントピーター

ズパーグのエッカード大学も資金獲得計画を持ってい

る.1958年に設立された同大学には1120人の学生しか

在籍していず，頼るものは僅か800万ドルの基金しかな

いが，大学の資産の中には美しいボカ・シエガ湾に面

する267エーカーの風光明娼な敷地がある．この土地の

どこかに家屋を建て退職者に売るか貸すかするという

案である．大学側は500戸分の分譲アパートと270戸分

の高層賃貸アパート一一あわせて附近にショッピング

センタ一，会議用ホール，医療施設，マリーナーーを

造る計画で，大学側はこれを老齢者達への教育実験の

一部とみなしている．

しかしこれは昔ながらのフロリダ式不動産売り込み

方式ではないか？大学側は土地再区画を要請する13頁

の申請書の中で，明確な学習意欲を持つ老齢者達の居

住地区は一定区画に限定し，居住者は老齢者のための

専門職能学院とでもいうべきもののメンバーになると

述べている．大学は単位取得の対象とはならない 4教

科の実験，講義，セミナーを設けたい考えである．そ

の教科とは，エネルギーと環境，自由と経済成長，一

般教養，信仰と文化である．計画によると，退職年令に

達した著名な学者を 6～ 7人招聴して監督に当っても

らい，また居住者の中から適任者を選んで、大学の学生

の教育にも当ってもらう予定である．

分譲住宅の販売と家賃は最終的に大学の年間歳入を

上まわることになるであろう．しかしこの案が認めら

れるなら，結局「金持者の税金逃れ」に利用されるだ

けだと，当t也の新聞はt比判している．セントピーター

ズパーグの都市計画委員会は大学の案を却下したが，

最終的には市議会が決定を下す予定である．

( 3）コロラド女子大学の場合. 2人のミス・アメ

リカやすぐれたスキー選手あるいは近くにある陸軍航

空士官学校卒業生達の立派な妻を生み出した以前の教

養学校 (finishingschool ) から発展昇格したコロラ

ド女子大学は，学問的には向上したがこの10年間に学

生数は1100人から509人に減少し，負債も560万ドルに
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増えた．経営学博士号を持つ学長のシャーリー・マニ

ング（37歳）・は根本的な解決策が必要で、あるとして専

任教師35名のうち25名を解雇すると発表した．さらに

大学側は財政危機の間，複数の図書館員と 1人の入学

担当者に 2足のわらじをはいて教室で講義するよう要

請した．事務棟は暖房費節約のため閉鎖され，美しい

50エーカーのキャンパスの 3分の 1が売りに出された．

教師達は契約違反の訴訟を考慮し，学生達は学長室

の前に座り込んで、「マニンクゃ追放」を唱和したが，債

権者に悩まされている学長は動ぜず，「他に方法がない

のよ」と云っている ．

2) 「「優」のレポートは 1頁につき 3ドル50セン

ト一一ニューヨーク警察，レポート代作会社を取締る」

’82, 1, 26 (T) 

客のふりをした取締官が下見のため，グランド・セ

ントラル停車場横のピルの 5階にある事務所に派遣さ

れ，その後検察官達が急襲してトラック 2台分の証拠

を押収した．麻薬取締りのような早業であったが，先

週の真畳の急襲はニューヨーク州の最高法務官ロパー

ト・アダムズの命令によったものである．証拠物件は

コカイン，マリファナではなく「ミューケナイとミノ

スの建築」，「『ロミオとジュリエッ ト』における運命の

重要性」といった表題の論文を含んで、いた．容疑者は，

305頁のカタログをもとに 1ヶ月に約500篇のレポート

を代作し， 2万ドルの売り上げを誇る「大学調査シス

テム社」という名称、のレポート製作会社である．

普通は警察に無視されているが，小さな代作業は昔

から多くの大学社会で繁昌している．優秀な成績に対

する社会の要求が高まっているのに対し学生の作文能

力は低下しているからである．出来会いのレポートに

ついては現在， 1頁につき3.5ドル，持別注文のものに

ついては 1頁10ドルが請求される ．中には学生が作製

して代作会社に売ったオリジナルなものもあり，大学

院の学生がかなりの金をもらって作ったものもある．

ある代作者は「可」のレポートは「優」のレポートを

書くよりも難しいから割増金を要求するという．

3千種類のレポートをストックしているというロス

アンゼルスの「研究補助社」は殆んど放任されている．

イリノイ州には剰窃罰則法があるが代作者には影響を

与えていない．先週，イリノイ大学の新聞「イリナイ」

に「数千種の研究レポートストックあり，云々」とい

う広告を「研究サービス社」と名乗る団体か載せていた．

代作が発見されれば殆んどの大学では直ちに落第点

が与えられるが，発見されることはめったにない．メ

リイランド州など 2' 3の州が利潤のための代作業を

禁止し，ニューヨーク州は罰金と 3ヶ月までの懲役を

課している最も巌しい州であるが，この法律を適用す

るのは困難で、あることを当局側は認めている．前記「大

学調査システム社」は1978年に有罪とされたが， 29歳

の社長は様々な法廷対抗手段を弄して，裁判所の召換

に応ぜず，罰金も払っていない．そしてその聞に，「ポ

ーノグラフィと法律」「汚染の経済学」の如き問題作や，

「女性差別：フイラデルフィア地域のアル中治療計画

に女性差別はないか」という 14頁の珍作もある．これ

らのレポートはすべてキャッシュでしか売られない．

代作者達の恥しらずの販売法に驚いた 3つの大学が

当局に訴えたのを受けて，先週の手入れとなったので

ある．「大学のすぐ横でチラシを渡している連中を僕自

身が追い払った位だし，連中の広告を掲示板から引き

剥がす係さえ特に作っている」とある大学の学生部長

は2吾っていた．

3) 「シカゴ市の教育長決まる」’ 82, 1, 26 (T) 

デトロイトの教育長アーサー・ジェッファソンは空

席になっているシカゴの教育長の第 1候補であったが

辞退した．不思議で、はない．生徒数458,000人の全米第

3位のこの市の学校組織は金の問題で苦しんでいるか

らである．今月10校が閉鎖されるし，課外授業計画の 3

分のlが中止されている．どこかをカットしないと今年

は， 4,600万ドルの赤字になる予定である．府余曲折の

すえ，先週カリフォルニア州オークランドの教育長ル

ース・B・ ラヴ（48歳の黒人女性）がシカゴ市の教育長に

就任することに決定した．ラヴは教育長としては全米最

高の年収12万ドルの報酬を受けることになるが，「たい

へんな困難が待ち受けているでしょう」と語っている．

4) 「昔風のやり方ー－フィラデルフィアの小学

校が立派な成果をあげる」’81, 2, 9 (T) 

フィラデルフイアの労働者居住地域にある汚ない石

造り校舎，エドワード・ H ・フイトラ一小学校では，

教室に出入の際生徒達はきちんと男女別々の列を作ら

ねばならない．「たしかに男女差別で古風ですが，両親

達もそうやっていたので、す」と校長のクラムリイ（47歳，

黒人）は云う．事実生徒達は勝手な服装をすることがで

きないし，成績評価も厳しく， 1人 l人の生徒にまで

教師の目が届いている．フィトラーは白人，黒人生徒

の比率が夫々， 35, 45%，残りはスペイン系とアジア

系の生徒からなる公立小学校であるが，現在，他の通

学地区からパス通学も厭わずこの小学校に子供を通学

させたいと希望する父兄2,000人が待機している．

450人の生徒の成績がフィトラーの成功を実証してい

るが，優秀な生徒がたまたま通学しているという幸運

のためではなくて， 1976年に始められた学習計画の結
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果が実ったのである．

ここでは，体育の時間以外はジーンズもテニス靴も

着用できず，靴下は何時も穿いていなければならない．

また生徒達はパスの中で食べ，歌い，遊戯をしてはな

らないし，スプレイ 用のペンキ，マジックペンは校舎

内では使用禁止である．そのためか校舎の壁はきれい

で，廊下・教室も静かである．いわゆる産休代理教師

達は「この学校は私達が授業をすることができた始め

ての学校で、す」と云っている ．元空軍軍曹のクラムリ

ィ校長は平均芋の確立と学習の聞には関係があると固く

イ言じている ．

フィトラーでは基礎一一読み書き，算数，理不牛ーー

を重視し，全生徒に毎日15分のぺン書きをやらせる．ク

ラムリィは殊に手書き練習を重んじている ．生徒達は

算数と英語の読みにCの成績を取らないと進級できな

い．「この学校にはエリ ー ト主義は皆無で、あるが，我々

は子供達に期待感を持っている」とクラムリィは云う．

彼は畳食時には食堂に姿を現わし，生徒達が教室を

移動している時には廊下に出て，何時でもどこにでも居

るような印象を与える ．多数の生徒，殆んどの父兄の

名を彼は頭に入れている．

この小学校が小規模で、あり，生徒数が少ないこと，

5年前に以上のような新しい構想、を持って実験を始め

た時，新しい教師達を惹きつけることが出来たこと， 多

くの学校を悩ませている古参教師達やその凡庸性と戦

わないで済んだことという利点はあったカミフィトラー

小学校の試みは圏内の多くの学校で取り入れられている．

5) 「黒人大学は生き延びることができるか」

’81, 2, 9 (Newsweek ）以下（NW）と略

南部の教育関係者の中には，白人と黒人を分離して，

しかも平等な教育ができるのではないかと考える者が

いるが，この意見の最も強い支持者は白人ではなく，

昔からの黒人公立大学関係者と学生である ．学校分離

が違法とされ，学校 ・大学の統合が始められて27年経

過しているが，これらの黒人大学は黒人の種族的遺産

と黒人教育という使命を保持することに熱心で、ある ．

問題は， 1954年と同じく分離が今日でも不平等を生み

出しがちであるという点である．そして政府にと って

も，黒人教育という使命の妥当性と，分離という違法性

の境界は非常に微妙で、ある ．

10年に及ぶ争いの最後の弁明・主張として，米国教育省

は8つの州に，その大学組織は1964年の市民権法に抵青虫し

ているという通達を先月出した．これらの州は大学統

合の案を進めるか， または改定するために60日間の猶

予を与えられているが これは容易なことではない．

例えば，ケ ンタッキー州の白人学生の99%は，殆んどが

白人で占める大学に在籍している ．長い伝統を持つ黒

人の同州立大学の20%以上が白人であるが，寮は殆ん

ど完全に分離されている．

黒人学生で占められている大学のアカデミ ックな地

位はさらに大きな問題である ．ジレンマは黒人大学の

最上の利点と考えられるもの，即ち恵ま れない黒人学

生に教育の場を与えることを犠牲にしないで，黒人大

学の魅力をいかにして高めるかという点である．

レーガン政権は大学統合についてはそれ程厳しくな

いかもしれない．教育長官に内定しているテレル ・ベ

ルが公聴会で「指導，規定，命令の程度を弱めたい」

と云ったからである ．この方針によって多 くの黒人大

学は独自性を維持する可能性が増えた．しかし最終的

には各州，あるいは裁判所の判断にかかっている ．

（注：21）黒人大学の闘い’81, 1 0. 12 ( T）参照）

6) 「ケンブリッジ大学における不和」’ 82, 2, 

16 (NW) 

英国のケンブリ ッジ大学においては，端正さと礼儀正

しさは，キャム川にボー トをうかべることと同じ程度

に生活の一部となっている．だが最近，英国的品位は意

地の悪い敵意に席をゆず、っている ．普通は争いを シエ

リー・ パーティの場以外には持ち出さない大学の学監

(don）達が，お互いを攻撃し名誉扱損で訴訟も辞さ

ないといきまいているし，テレビ局の取材班がネタを

探すため学内を歩き回っている．これらの争いはすべて

大学が深 く関心を寄せている問題，ケンブリッジは英文

学を如何に教えるべきかという問題に端を発している．

中心人物はジェイムズ・ジョイ スの研究家コリ ン・マ

ッケイブ（31歳）である ．彼は英文学に関するヌ ーヴ

ェル ・パーグ的見解のため，最近同大学の終身在職権

を拒否され，彼を支持する 2人の学監も学部の人事委

員会から外された．怒った学生達は教授会の執行停止

を求め，マ ッケイブの支持者達は彼ら自身で学部を造

ろうとまで考えた．このような騒ぎは， 50年前，因襲

破壊を志向したF・R・ リーヴィスが大学側に挑戦し

て，地位を失って以来のことである．あの時と同様，

マッケイブ事件の底には英文科の支配をめぐる保守派

と革新派（experimentalists）との戦いがある．

多くの文学部教授達と同様ケ ンブリ ッジの保守主義

者達は，文学は永遠の道徳的価値を持ち，作家は20世

紀のエチオピア人と同じく 15世紀の英国人にも理解

されることを主張しようとしていると教える ．だが構

造主義者であると自任する学者達に とって，文学はそ

れ程明快な一貫性を持つものではない．フラ ンスの批判

的思想の影響を受けて，ある文学作品は， 異っ た時代

の異っ た人々には， 異っ た意味を持っと彼らは主張す
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る．さらに作家は，自分の人生と時代によってよりも，

自分の無意識と言語自体の構造によって影響を受ける

と構造主義者は云う

マッケイブは自らを「後期構造主義者」と称え，作

品の歴史的文脈を考慮すると云う．彼はまた文学の言

語学的規則を研究し，作家に対するフロイト的影響を

検討することによって，作品を分析する．この方法を

ジョイスに適用した時， ジョイスのアイリッシュ ・ナ

ショナリズムは，抑圧され，そして抑圧する「男らしさ」

(masculinity ）から結果していると結論したのである

が，これはケンブリッジの保守派には受け入れ難い意

見であった．

皮肉なことに，マッケイブはジョイス研究によって

ケンブリッジの助講師に任命されたのであったが，昨

年英文科の教授会は，終身在職権の付与と講師への昇格

を推薦したばかりである．人事委員会は通常ならざる

措置に出てその推薦を拒否した．大学の最も有名な学

監で，人事委員会から外されたフランク・カーモード

は「喧嘩，スキャンダル，漫性の不快感．この大学の

英文学教育はどこかがおかしい」と愚痴をこぼした．

大学評議員会は次回の会議で，学部の人事手E織を調

査するよう命令するかもしれないし，マッケイブの支

持者達はこの40年間聞かれたことがない大学法延

( Septemviri ）を召集することを考慮している．

7) 「2国語教育に弔鐘」’ 81, 2, 16 (NW) 

教育長官テレル・ベルの就任最初の命令は彼の掌握

する教育省の縮小であり，先週行動を開始した．感情的

に攻撃されている 2国語教育問題に関するカータ一政

権の政策一一英語を解さない350万人の子供達の多数に

対して 2国語教育を行うというもの一一ーを中止したの

である．「連邦政府と就任したばかりのこの教育省を悩

ませている諸幣害の象微である 2国語教育を改め，米

国民に変化のメッセージを伝えたい」とベ、ルは語った．

ベルは実のところ最後の仕上げをしたに過ぎなかっ

た．カーター提案は昨年秋以来相正上げされていたからで

ある．しかしベルの方針は現在約70種類の外国語で行

われている564の計画に資金を出す政府の方針にも，ま

た1974年の最高裁の裁定に対応して始められた諸計画

にも影響を与えないであろう．

新しいベルの方針は多くの者を不安にしたが，彼は

一枚岩的な連邦政府の方策よりも各地域の柔軟な対応

策をよしとして，現在行われている活動の足を引っ張

るものではないと言明した．彼のボス，レーガンも殆

んどすべての問題について各地域独自な方法を奨励し

ている．今年の夏ベルは， 2国語教育よりも第 2国語

としての英語の広範な教育に力点を置く，新しい方策を

提案すると思われる．

（注：この問題については’80,9, 8 (T）及び’80,

12, 15(NW）を参照されたい．）

8) 「教室のコンビューター」’81, 3, 9 (NW) 

教室におけるコンピュータ一時代がようやく始まっ

た．その動きはまだ全体に広がってはいないし，機器

自体の数も不足しているが，国立教育統計センターに

よれば，米国の学校全体で5万台以上のコ ンピュータ

ーが使用されていて，その数は急速に増加している．こ

の革命は1975年に市場に出たマイクロコンビューター

の開発によって火をつけられた，と関係者は云う．電

話線で中央コンピューターに接続される大型のタイム

シェアリング電算機と 違って，マイコ ンは 1台当り

500ドルから2500ドルの比較的安い，しかも独立した機

械である．そしてタイプライターと大きさも違わない

し， 4歳位の子供から扱うことができ，むしろ扱い馴

れない大人達が教わっている位である．

テクノロジーが進歩するにつれ，電算機の使い方も進

歩する．教師達は長年これを基礎的な学習，算数と続み

方の練習に使用して来たが，最近は別の分野，動物解

剖のシュミレーションのようなものにも用いられてい

る．しかし電算機使用の最も差し迫った理由は多分，

「コンピュータ一読み書き能力」を養成するためであ

る．ある予測によれば1985年には全職種の75%が電算

機に多かれ少かれ関係するものとなるだろう，従って

その使い方を知らない者達は不利になるだろう．現在

でも10乃至20時間電算機の取り扱いを経験した者は年

間にして千ドル分割りのいい仕事につけるだろうとい

フ．

電算機の物珍らしさに馴れた後ではそれに対する評

価は変らないだろうかと，疑いの眼を向ける者もいる

が，電算機は非常に面白いものなので退屈することは

あり得ないと信ピている人達は多い．加州のある小学

生グループは学校の電力計をマイコンに接続して，電

気代を 1万ドル以上節約した杭電力会社がそのことを

聞き，市役所にその方法を教授するよう依頼した．あ

る種の子供達はコンピュータ一言語を英語と同程度に

使いこなすことができる．

しかし教室の電算機には，多くは教師からであるが，

まだ抵抗がある．そのため全米教育協会は教師のため

のコンピューター情報交換機関の設立を計画している．

コロ ンピア大学その他も同趣旨の教育計画を持っている．

電算機を生徒達が悪用する危険もある．ニューヨー

クの高校生グループはカナダの21の企業や組織の電算

機システムに自分達のコンピューターを接続して，

あるセメント会社が使用するシステムを制御してデ
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ータのあるものを消してしまった．加州のある生

徒グループは学校のコンビュータ一化されたファイル

を再操作して自分達の成績をAに，他の生徒達のそれ

をFに変えた．

しかしこのような問題は，オンラインの世代が成年

に達する時に解決されねばならぬものにすぎない．電

算機が教室から無くなることはない．やがて，生徒達が何

故文字の続み書きができないかを問題にする代りに，ど

うして電算機が操作できないか，という問題に対応しな

ければならない時が来るだろう．

9) 「カリフォルニアの第二スコープス裁判」

’81, 3, 16 (NW) 

それは， 1925年のクラレンス・ダロウと科学，に女付

るウィリアム・ J・ブライアンと宗教の歴史的対決の

直系，第二スコープス裁判とよばれた．

聖書の天地創造説を支持するファンダメンタリスト

のある家族が，学校で進化論を事実として教えるのは

子供達の宗教的自由を侵害するものであると裁判に訴え

たのだ．サンディ エゴに基盤を持つ苅也創造科学研究セ ン

ターの創立者の 1人ケリー・セグレイヴズがその人で，

息子（13歳）は事姐市が人聞は猿から進化したと教えた

と主張した．元来この訴訟は，進化論を人類の起源の唯

一の信頼できる理論として教えることをカリフォルニ

ア州が中止するよう，求めるものであった．

上級裁判所の判断は両者を立てたものであった．進

化論を教えるのは天地創造信者の権利を犯していない

という外｜の主張を支持すると同時に，進化論は定説

(dogma ）としてではなく理論（theory）として教え

られるべきであるというセグレイヴズの考えに同意し

て，この趣旨に沿った現在の州の指針を，州内の教育機

関に再度確認させるよう命じた．

殆んどの科学者はその裁定を軽視しているが，「いっ

たん突破口が聞かれると，もっと多くのものを要求してく

るだろう」と心配する者もいる．他のいくつかの外｜で

は，苅也創造説と進化論を同列に教えるべきであるとい

う立法措置をファンダメンタリスト達が推進している．

過去における最も強力な弁護者は地獄の責め苦を説く

牧師達であったが，現在では新しいグループのスポー

クスマン一一不信者に神の呪いを説くよりも，むしろ具

備怜記弧を示す生れ変った科学者達一ーがその大義の

ために団結している．アンアーパーを根拠にする天地

創造研究協会の退職した元生物教師によれば，協会の

メンバ－2600人のうち700人が科学者の由である．

彼らはDNAと遺伝子の概念を含め，現代科学の大部

分には異論をとなえず，その複雑さを神の意図の証左

とみなす．しかし進化が大きな規模で発生したという

考えには反対で、あり，化石の解釈の仕方，放射能年代

測定法にも激しく反対する．

加州上級裁判所の判決には どちらかの説を支持す

るような科学的証拠は示されなかったが，明らかにな

ったのは，ある突破口が聞かれてやがてより多くの問

題が提起される可能性が生れたということである．「解

決しなければならぬ問題が数多くあります．今回の問

題はその始まりにすぎません」とセグレイヴズの妻は

いみじくも言吾っている．

10) 「頭脳プラスα一一創立200年，工クセター校

は現在もすぐれている」’＇ 81, 5, 25 (T) 

ここは小さな大学に似ている．建物93棟， 4700万ド

ルの基本財産， 108,000冊の蔵書を持つこの学校は，

ニューハンプシャー外｜の牧歌的なエクセターにあって，

多くの大学よりも設備が良く財政的にも豊かで、ある．

今年創立200年を祝うフィリップス・エクセター学院

は，恐らく米国最良の 1つで、あろうが，予備校の 1つ

にすぎない．卒業生リストは堂々たるもので，中にア

ーサー・シュレジンガー， J・ロ ック フエラー D・ 

ウェブスターがいる．同様に目を見張らせるのは授業料

等の納付金で，寮費をあわせて年間6,100ドルである．

生徒の出身は43州と27ヶ国にまたがっている．エクセ

タ一校の教育の中心は，熟達した教師が指導する14人

以下の生徒からなる，丸テーブルを囲む厳しい討論で

ある．履習便覧に云う，「最大限に出席することが望ま

しい．知ったかぶりと予習不足の化けの皮はすぐはが

れる」と．

学校側は低収入家庭の子弟を積極的に募集し，年間

総額100万ドルの奨学金を貸与しているが，現在の競争

率は 4倍である．また入学者に は頭脳プラス α一一

「級友達の学習意欲にプラスの影響力を持つような子

f共」を求めている．試験成績のいい者も多数不合格に

なる．

ここでは猛勉強をしなければ授業について行けない

から，気どりや俗物根性は姿を消しているようである．

校長のS・ カーツは「倣慢さのない卓越」を追求せよ

と学生と教師達に絶えず云っている．

11) 「デトロイトの恐怖戦術」’81,7, 13(NW) 

最近のことであるが，あるうっとうしい朝，煙草の煙

がよどんだ薄汚れた，しかも刺々しい雰囲気のデトロイト

の職業安定所で 6人の高校生が職を求める列に加わって

いた．彼らは遊びに来たのでも失業保険を貰いに来たので

もない．少年達に切実な社会性を与え，失業と未就職と

いう挫折感にさらすことにより職業がいかに大切なも

のかを考えさせようとする，「対話」とよばれる企ての
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参加者であった．

ヴェトナム退役軍人の就職カウンセラーであったジ

ム・トゥマンは 6千ドルの資金の半額を自ら出して，

高校生達に自分達が何を求めるているかを考えさせる

「対話」の会を造ったのである．参加者200人の家庭は

低収入で彼ら自身も無気力・投げ遣り組だという．彼

は「対話」の集会で，ニュージャージ州の犯罪防止

対策法の「恐怖戦術」 一一服役者が青少年達に監獄

生活の身の毛もよだっ詳細な話を聞かせる戦術一ーか

ら借りた方法で彼らをゆさぶるのだ．

トゥマンの「甘さのない愛情」は世情に通じた生徒

達の敬意と好意を勝ちとっている．「彼は僕達をひどい

目に会わせるが，行きすぎることはないし， うんざり

させることもない」と15歳の野心を持つ運動選手は語

る．この試みが現在の長く続いている不況の時代に，ど

れほどのクッションになるかどうか判定するのは困難

だが，落着きを失っている子供達に，高校後の生活につ

いて考えるチャンスを与えているのだ．

12) 「私立学校の選び方一一親，生徒，教師3者

の釣り合い一一仲介料をとって」引， 7, 20(T) 

デンバーの金のかかる（年間の授業料1,650ドル），

あるローマ・カトリック系の男子高校に在学する 1年

生のポールは学業が振わなかった． 心配した両親はア

カデミック・リソーシス・センターという幹旋機関の女

性カウンセラーの所へ彼を連れて行った．ポールは小

学校の基礎ができていないことが分り，デンバーのあ

る予備校へ行くことをすすめられた．「息子の学校忌避

症は直り，人間も変った．カウンセラーの助言を感謝

している」と父親は語った．

同じような証言が，現在増加しつつある教育カウ ン

セラーと自称する元教師，入試担当者，心理学者，ソ

シアル・ワーカー達のファイルに多数納められている．

生徒 1人につき250ドルから600ドルで，カウンセラー

はその生徒にふさわしい私立校を探す仲人役を務める．

彼らは毎年何十校もの私立校を訪問する．そして現在，

遅れた生徒を専門に教育する寄宿制学校に対する入学

希望者が多い．公立校に不満なため私立校に子供をや

ろうかと考える父兄も多い．この10年間に学業適齢人

口が減少して公立学校の入学者は11%減っているが，

全米私立学校協会加入の880校の生徒数は23%増えて約

30万人に達している．

カウンセラーは生徒に数回面接し，アチーブメント

テストと心理テストを行う場合が多い．その後でい．く

つかの学校を推せんする．

カウンセラーがいわゆるコネを使って学校側に有利

な配慮をしてもらう様望む父兄もいるが，不正がない

ようにするために．彼らの組織である独立教育カウンセラ

ー協会の会員は，学校からは一切謝礼も金も受取らな

いことを誓約している．（私立校の生徒数が少なかった昔

は，必ずしもそうではなく授業料の 1割が仲介者に支

払われていた．）

トップのカウンセラーは年間10万ドルの収入を得て

いて，前記カウンセラー協会の会員も1976年の15人か

ら60人に増えた．しかしすべてが彼らの仕事に満足し

ているわけではない．シカゴのある学校の校長は，彼

らは親の不安につけ込むペテン師だという．またある

私立校の入学担当者は，学校を選ぶ場合には図書館へ

行って私立校の学校要覧を見て判断すれば仲介料を節

約できると云っている．

しかしこの10年間，私立学校は非常に多様になって

いるし，ポーター・サーゼントの「私立学校便覧（1980

年）」には1800校のリストが載っている．カウンセラー

はこの教育の薮の中の案内役を務めることになる．

私立校はもはや金持の領域ではない．増加する離婚，

中流片親家庭の出現，共稼ぎの増加によって，子供の

教育のためならどんな犠牲をも払おうとする（寄宿制

学校の費用は年間5,000ドルから8,000ドルである）新

しいタイプの親が増えて来ている．

13) 「コンビューター夏期キャンプ一一蛇と蛙は

無視されてベイシックとパスカルがとって代る」

官1, 8, 3 (T) 

コネチカ ット州，ムーダス近くの森林の中にある夏

期キャンプには，お定まりのハイキング道路，バレー

ボールコート，水泳の場所があるが，年少のキャンパ

ー達は戸外を歩きまわるのを好まない．しかしこれは，

米国の最も新しい種類の夏のキャンプでは珍らしいこ

とではなく， 10歳から18歳に至る少年少女達は野草の

名を教えられたり，歌を歌ったりする代りに，電子ゲ

ームを考案し，ベイシックやパスカルなどのコンピュ

ータ一言語を学んで、いる．

サンタパーパラ郊外のロス・パドレイ国立森林公園

にある全米最大のカリフォルニア・コンピューター・

キャンプ協会は今年の夏， 2週間に及ぶ講習を 4回行

うが，それぞれに定員80名一杯の参加申込みがあるも

のと予想されている．

毎朝，オーク張りの食堂で朝食をとる時，子供達は

ハイキング，水泳，乗馬などの伝統的キャンプ活動の

うち 2つに参加することをノートに記入する．「子供達

にいくらかは陽を浴びさせねば」と所長は云う．だが

焦点、はコンピューターにある．毎日90分の講習が3回

あって，初心者はベ、イシックとプログラミング初歩を勉

強し，より進んだ生徒達はロボット，グラフィック
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ス， コンピュータ一合成言語のコースをとる．自由時

間には42台のアタリ，アップル，テキサス・インスト

ウルメント、 コモドウのパソコンのどれかを相手にゲ

ームを楽しんでいる．

今のところ，この種のコンピューターキャンプはま

だ少数であるが，来年は更に増えるだろう．今年の夏

コネチカットで別のキャンプを造ったアーサー・マイ

カルズが新聞に広告を出した所，2.000通の聞い合せが

舞い込んだ．彼は来年ヒューストンにも開設する予定

である．また前記のカリフォルニア・キャンフ。協会は，英国

においても今週から 1週間課程の講習会を 5回開催す

る予定である．米国におけるキャンプ参加費は l週当

り300～400ドルという．

14) 「予算削減の生き残り一-42,000名の訓練生

を持つジョブ・コア（JobCorps ) ＝青少年職業訓練

所は健在である」’81, 8, 31 (T) 

サウスブロンクスにあるモリスハイツはニューヨー

クの戦場，犯罪最多発生地域の 1つである ．建物が数

ブロックにわたって焼かれ 家のない人々が窓に板を

打付けて住んで、いる．子供達が通りで麻薬を売り歩い

ている ．この荒廃の真ん中に鉄柵で仕切られた 3エー

カーの芝生と花に固まれた立派なチューダ一様式の建

物がある．ブルーとベージュの制服を着た学生達が木

陰で読書している．周辺の人達がオアシスと呼ぶこの

施設は米国に100以上ある，政府の資金援助を受ける ジ

ョブ・コア・センターの lつである .16歳から22歳までの

263人一ーその殆んどが周辺のゲット出身で高校を中退

した青少年一一ーが英語の簿記，料理と大工，技能と精神

修養を学んでいる．彼らは寮に住み，卒業するとしば

しば登録を必要とするレベルの職業に就き，あるいは

軍隊に入り，または進学する．

設立後17年を経過したこのセンタ ーは，レーガンの最

近の予算削減を免かれた数少ない社会事業の 1つである

来年度に入所する42,000人 1人につき年間5,000ドルか

ら13,000ドル，総額にして 6億 2千万ドルの予算を食

うことに批判がないわけではないが，そのあるものは

私企業によって運営され，私企業の分野におよぶ職業

訓練が施されているので，保守的な政治家達も予算支

出に反対していない．上院の労働・人的資源委員長は

「この予算は有効だ，一生福祉年金で養うのに比べた

ら安いものだ」と語っている ．

この訓練所に入るには条件が不利で、，教育の面でひ

どく困っている者でなければならぬが，重罪犯人と麻薬

中毒者は入所できない．公立学校で解決できなかった難

しいケースがうまく行っているのも，その理由の 1つ

は訓練生がこの場所を最後の機会だと考えるからであ

る．「問題は彼らの無関心，精疑心，自信ととりわけ自

律心の欠如だ」と所長は語る．規律を維持するため訓

練生 3人に 1人の指導員，全部で16人の保安要員がい

る．所内の盗み，けんか，麻薬と性行為はすべて退所

の対象となり，接着剤の吸入は 5ドル，ギャンブルに

は2ドルの罰金が課せられる．

15) 「教授達は去って行く一一物価高が頭脳流出

を促進する」’81, 9, 7 (T) 

大学教師達は普通葛におおわれた壁に守られ，学問

を食って生きる超俗的人種と考えられ勝ちだが，カリ

フォルニアのものすごいインフレによる家屋市場の高

騰が大学人をゆるがし，堅固な壁は崩れ落ちつつある．

カリフォルニア大学の助教授の平均年収は全国平均よ

り8%高い18,800ドルであったが，西ロスアンジェル

スの 7室の家屋は30万ドル，サンフランシスコでは23

万 5千ドルである.28,000ドルの年収を得るスタンフ

ォード大の助教授が住むパロアルトでは，大学地域の

1軒家屋が32万 5千ドル程度である（他方，ニューヨ

ーク周辺では14万4千ドル．）

3年前にカリフォルニア大ロスアンジェルス校に採

用された助教授にして優れた学者， ドナルド・ウェー

パー（30歳）は，当時陽光に溢れ，高給を提供するこ

の UCLA を就職先として理想的な場所と考えたが，

この秋雪の多いマサチュウセッツのマウント・ホリヨ

ーク大に移る．何故か？カリフォルニアでは絶対に家

を購入できないと倍ったためである．月収約1,300ドル

では現在の 2寝室を含むアパートの家賃525ドルを捻出

するのも楽ではないし，小さな家の競争入札にすら勝

目はない．

多くのキャ ンパスを持つカリフォルニア大学が安い住

宅を提供出来るようになるまで，ウェーパーのような

頭脳流出は続きそうである．「大学の若い教師はやがて

独身者で占められてしまうだろう．今でも助教授の席

が次々と空いている」とウェーパーは云う．

16) 「財団の亀裂」’81, 9, 7 (NW) 

フォード財団は「波の立たない水面と破綻のない人

事移行」を常に誇って来たが，最近事態が怪しくなっ

てきている．運営に対する執劫な批判と将来の展望が

はっきりしないため動揺が生じている.27ヶ月前に指

名され，適材適所であると喧伝された初の黒人理事長，

フランクリン・トマスにも攻撃の矢が向けられている．

フォード財団の動揺は米国の私的慈善団体にとって

重大な局面でもある時期に起った．交響楽団から店頭

に至る非営利組織が，レーガン政権の予算縮小のため

いろんな財団に助力を求めている．都市研究所の調査
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によれば，予算縮小に代る私的助成金は来年度26%増

加されねばならないだろうという．しかも税制が変っ

たため，この種の私的助成は向う 3年間に180億ドル減

額される筈だという．もしいくらかでも救済に乗り出

す財団があれば，それは28億ドルの資金を持つ米国最

大のフォード財団であるだろう ．レーガンが削減した社

会福祉の領域における指導者格でもある．しかし現在こ

の旗艦はもたついていて，他の財団の範となっていない．

フォード財団は前理事長の任期最後の頃から調子が

おかしくなって来たが， トマスはこの状態を変えるも

のと期待された．彼は財団を根本的に変革したいと考

えて，徹底的な財団運営の検討一→散底すぎるという声

もあるが を始めた．密月時代は急速に終り，彼が

昨年春に48人の計画立案者の約半数を解雇した時攻撃

は激しいものとなった．

17) 「やきもきしたニクソン一一テεユーク大学，

ニクソン図書館建設を決定する」’81, 9, 14 (T) 

1937年，グルーミー・ガス（gloomyGus ）という川名

の，果断で孤独な青年，リチヤード・ニクソンはデューク

大学法学部をクラス3位の成績で卒業した．卒業生とし

て人気は余りなかったし， 1954年彼が副大統領であっ

た時，教授会は彼に名誉博士号を与えるのを否決した

ものである．大統領を退いた1974年以来大学は彼の肖

像画を地下室にしまいこんでいる．だが今年の夏，ノ

ースカロライナの元民主党知事である学長のテリー・

サンフォードは大統領時代のニクソン関係書類を大学

にもらいうけようと考え ニクソンに会った．そして

土地は大学が提供し，図書館建設費は元大統領の友人

達が集おる．また大量の書類は連邦法の定める専門の文

書保管係が管理に当るという条件を伝えた．

このニュースが伝わると 大学内外に賛否両論の激

しい渦がまき起った．そして幾多の曲折の末，先週の

教授会は34対35で提案を拒否したのだが，数日後大学

理事会の執行委員会は2対 9で交渉続行を可決した．グ

ルーミ一・ガスの肖像の壌を払うことについては何の

声も聞かれなかった．

ールのプールに飛込めば，分子が一杯詰まった宇宙の

中で突然変異した分子がどんな具合になるかを知るこ

とができる．だが，この遊園地の「目玉商品」は屋内の

コンビューターギャラリーである．ここにはセサミ・

ストリート製作者達が開発し，一般に売り出そうとし

ているソフト・ウエアが完備していて，たくさんの子

供達が何十台もの特製コンビューターに群がっている．

19) 「未来の学習の前兆一一新しいコンビュータ

ー，新しい雑誌，新しい教聾」’81, 9, 21 (T) 

長い間コンピューターは，初等教育において，未来

の奇蹟的な先取りを務めるものとして喧伝されて来た

が，奇蹟は起らなかった.70年代に関係各社は膨大な

資金を注ぎ込んだが，製品の大部分は不評で，高価すぎ

たり，性能が不安定で、あったり，プログラムが不適当で

あったりした．しかし最近，より進んだマイクロコンピュ

ーターが出現し，価格も安く性能も格段に向上している．

読み書き能力 (literacy）は，かつては文字通りの

読み書き能力，例えば失楽園を読みこなすことを意味

した．だが今日，五行戯詩を理解できない子供達も

co・m puter literacyとでもいうべきものを習得しつつ

ある.15世紀の印刷機の発明が読み書き能力を広めた

ように， 80年代の低価格のパーソナル・コンピュータ

ーの出現が，コ ンピュータ一知識の習得を必須なもの

にしつつある．

前項に述べたような学習プログラムの販売は，未来

の教育の先触れと思われるが，時代のもう 1つの徴候

は，今週発刊される雑誌ElectronicLeαTηingである．

これは非専門家向けの情報誌であって，コンピュータ

ー学習教材がいつかは教科書や黒板と同様に必要欠 く

べからざるものになることを確信している，教育出版

社スコラスティックが刊行するものである．

現在のところ，電子学習機器には大型で高価なものと

小型で、安価なものの 2つのカテゴリーに分かれる．コ

ロンピア大学教育学部，マイコン利用センター長のカ

レン・ビリングズによれば，最近の机上型マイコンの

性能は教師や親達のこれまでの否定的で消極的な評価

を改めさせている．また親達は一見したところ複雑な

機器を子供達がマスター出来るのに驚いている．また

18) 「知脳のための遊び場一一学習を楽しみに変 ，マイコンを購入する予算がないなら， 20ドルから120・ド

える設備を持つセサミ遊園地」唱1, 9, 21 (T) ル程度の携帯可能な学習機器も開発されている．

テレビ番組セサミストリートの製作者達が昨年開園

した，セサミ遊園地（SesamePlace ）は，ペンシル 20) 「『公共放送サービ、ス」（PBS）と大学教育」

ヴェニア州パックス郡の草原の中にあって，直接手に・ ’81, 10, 5 (T) 

触れる科学的な展示物を備えた，「皆が参加する」方式 1980年代の高等教育のモットーは，「疲れて家に帰り

の屋外遊園地である． たがってはいる杭同時に学住も取りたがっている大衆を

いろんな滑り台は注意深い滑り手に重力と摩擦の関 こちらに寄越しなさい」というものかもしれない．テレビ

係をじかに教えてくれるし，緑色のプラスチック製ボ 講座は以前にも放映されたことがあるが，全国的規模
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でなされたことはない．今年の秋，「公共放送サービス」

(the Public Broadcasting Service）と連繋して500

の大学が206のテレビ局を通して，単佐取得が可能な 9

つの講座を提供する予定である．専業の労働者， 家

庭の主婦，身体障害者あるいは大学から 400マイルも

離れている人一一こういったものがなければ大学へは

行くことが出来なしト一寸可千人もの人達が受講する

だろう．講座はシェイクスピア から米国史，経営学

入門に亘ってい る.p B S講座の大部分は， 15週一 1

学期に放映され る30分の番組群から成り， 学生達に

好都合な中食時か深夜， または週末に放映されるだ

ろう ．

大学側はPB Sに， l講座につき300ドル と，学生1人

につき10ドルか ら15ドルの放送料を支払 うが，大学と

学生双方にと って経済的で、ある．履習するための手続

は基本的には同じである．学生は授業料を払い，電話，

郵便あるいは直接出頭して登録する．大学はテキスト

を送付し，教師を割当てる．学生は登録した大学か，

地元の大学で中間試験と最終試験を受け，成績が成績

証明書に記入される．

PBSの心理学初歩講座作製に加わったマイアミーデ

イド・コ ミュニテイ ・カレ ッジでは，すでに1,000人の学

生がテレビを通じて学習している．大学側はキャンパ

ス内で希望者に対し復習の授業をし，臨時のテストを

課して電話あるいは手紙によって成績を評価する．ニ

ュー ジャー ジー州南部の広漠たる松林の縁にあるパー

リントン・カウンティ・カレ ッジには， PBSのシェイ

クスピア講座を受ける24人の学生がいる．彼らは喜劇

2つ，悲劇 2つを読み， 6つのシェイクスピア作品一一

BBCとタイムライフ・テレビが共同製作した を見

ることが義務づけられている．試験答案は郵送によっ

て提出できる．アイオア大学では遠距離居住者が質問

などのために，無料長距離電話をかけるのを許してい

る．「学生達は質問するためではなく，議論するために

電話してくる」とある教授は語った．

（注：’80, 9, 15 (T）も放送大学に関連した話題

を取り扱っている．）

21) 「黒人大学の固い一一 自らのアイデンティテ

ィを守り抜くために」’81, 10, 12 (T) 

その日はいわば，今年の黒人大学デーだった．アトラ

ンタ，モンゴメリー，ラレイその他の都市で何万人も

の黒人学生が，分離されたしかも平等な教育を要求して

デモをし，集会を催した．最高裁は27年前，教育の場

における分離と平等は語義矛盾であると判断した．そ

れによって政府は1970年代に，黒人大学と白人大学の

二重系且織（これは大学だけに限らないが），分離されか

つ明らかに不平等な州立大学制度を，市民権法第 6条

によって統一合併するよう圧力をかけた．しかし統一

合併には，長年に亘って培われて来た黒人大学の独自

性と伝統が壊されるという面があった．

一方，統合計画に押されて，優秀な黒人学生が黒人

が大多数を占める私立大学，フィスク，モーハウス，

タスキーギ，スペルマ ンのような有名な大学に行く傾

向が弱ま っている．黒人学生の数は過去20年間に 3倍

以上に増えたが，黒人大学に入学する学生はこの15年

間に82%から28%に減っている．さらに現在のインフ

レとレーガンの大幅な助成金の削限のため，黒人私立

大学は財政的に非常に苦しくなっている．その上少数

の有力な黒人教育関係者が，黒人大学は人種差別を却

って助長するものだと攻撃している．

今日黒人が圧倒的に多い黒人大学は105ある．そして

政府と訴訟で、争っている州立大学はその約半分である

が，守るべき最も古い強固な独自性を持つのは私立大

学である．

タスキーギとスペルマン（後者は女子大学）は今年

創立100周年を祝った．現在は第 2，第 3世代の学生が

入ってきているが，米国の黒人指導者の大部分を作り

出したのは，これらの私立大学であった．白人大学で

は孤立感と劣等感を持ちやすい黒人学生に自信と技量

を身に付けさせ，卒業後社会に出た場合の役割の範型

を学生に与えている．

メハリイ大学のある教授は「統合策は黒人にと って

必ずしも有利ではない」と語り，またある学生は「黒

人大学には学問的にも情緒的にも一体感を持つ機会が

ある」と云う．

タスキーギの記念式典の際，副大統領のジョー ジ・

ブッ シュはキャンパス内にヘリコプターで降りて，米国

の黒人大学は「将来も維持され，強化されるであろう」

と約束した．彼の言葉は苦悩する関係者にとって明るいニ

ュースで、あった．彼らは未だにレーガンの助成金カットに

より，ひどく悪化した経営事情を切り抜け るための，どの

ような援助が与えられるかを待っているのではあるが．

22) 「手事の悪い愛書家一一図書紛失が急増，防

止手段の強イヒ」’81, 10, 19 (T) 

筋書きは英国の推理小説そ っく りだった.1638年刊

行のガリレオ著 Discorsiを含む，約200万ドルの稀観

本多数がロ ンドン大学図書館から姿を消す．次いでロ

ンドンの稀観本専門店クオリ ッチにフレンチ博士と名

乗る男が現われて，約20冊の書物とある中世の文書を

交換したいと申出る．クオリ ッチでは書物に図書館の

スタンプの跡があるのに気付いてロ ンドン大学に通報

する．同じ頃蔵書を点検していた館員が，キャビネ ッ
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トの錠が変っているのを発見する．つまるところ，約

267冊の書物が紛失していて，スコットランドヤードと

インタポールが呼ばれた．

次の場面は2週間後のニューヨークである．プリンストン

大学教授と称する男がある古書店に前記の Discorsi

と他の 3冊を l万1千ドルで売ろうとする．怪しんだ

書店主が当局に連絡し，その後若干の曲折があって，

教授は逮捕される．その男はコロンピア大学で博士論

文を執筆中の，ギリシヤ生れ34歳のパパナスタシオウ

という男であった．彼のアパートには95冊の稀観書そ

の他があった．「主犯は自分ではない」と彼は主張して

いて， 267冊の大部分は行方不明のままである．

この事件は，スタッフと特に紛失防止の予算が不足

している図書館に向けられた戦いの劇的な 1例である．

稀観本の窃盗は目新しいことではないが，この種の本

の値段が上っているので誘惑は強くなっている．珍ら

しい地図や昔の初版本， 19世紀の定期刊行物，古書中

の図版がしばしば狙われる．

図書館はどこでも盗難予防に予算を振り向けねばな

らなくなっている．過去 3年間に200万ドル相当の蔵書

を盗まれたシカゴ市立図書館は170万ドルをかけて電算

機による貸出し管理システムを設置中である．ペンシ

ルヴ、エニア大学では紛失防止用機器を設置して， 39%

紛失を減らし， 38ヶ月で設置費用を取り戻すことがで

きた．

殆んどの防止システムには「告げ口テーフ。」が用い

られている．本の表紙の中に装入された鋭敏なテープ

片で，チェックポイントを通過すると警報を鳴らすも

のである．またコンピューターサービス会社が行方不

明の本と書類を記録して，盗難物を売却するのをチェ

ックするという例もある ．

過剰な防止手段は公共図書館の目的一一容易に入館

できて，閲覧と研究を行うという目的に背馳しない

か，という問題を提起する．プリンストン大学は過去

33年間一般人にも開放していた図書館を，盗難予防のた

めに大学関係者のみに限って入館を許すと，先週発表

した．しかし図書館関係者の大部分は，適当な手段を講

じて同時にそのことを周知させるだけでいいと考えて

いる．アトランタ市立図書館では新しい防止システム

を宣伝し始めた後，盗難が著しく減少したのである．

（注： Discorsi＝「新科学対話」）

23) 「ある中国研究家をめぐるトラブJレ」

’81, 11, 2 (NW) 

スティ ーヴン・モウ ジャー（33歳）は，何でもござれの

才人で，いくつかの分野の権威でもある．ワシントン

大学で生物学と海洋学の修士号，スタンフォードで東

アジア学と人類学の修士号を取った.1979年スタンフ

ォードで人類学の博士号を取得する準備をしていた時，

中国でフィールドワークを行う米国の社会科学者調査

団のメ ンバーに選ばれた.30年間西洋に戸を閉ざして

いた中国に接触するすばらしい機会だった．しかしモ

ウジャーは中国に10ヶ月滞在している聞に，マーガレ

ット・ミード風の自由奔放な行動に出たらしい．彼の

行動は中国側と米国の学者双方から批難され，結果と

して，将来の彼の輝やかしい履歴と，米中学術交流計

画に時雲を投げかけ るかもしれない．

モウジャーは，現在離婚している妻の先祖の地であ

る広東省で，「教育，福祉，経済組織，犯罪率などに関

する一般研究＝フィールドワーク」を行う予定であっ

た．彼はやがて避妊や中絶に関する，極めて詳細な情

報を手に入れることができた．中国側から見れば彼は

うまくやりすぎたかもしれない.1980年6月台湾で別

の研究をするため中国を出る時，中国側が彼を批難し

たからである．ともあれモウジャーが手にすることが

出来た調査資料を外交ルートやその他の方法で国外に

持ち出そうとしたことは事実らしい．

今年の 5月，台湾の中国語週刊紙に中国の避妊の実

態に関する写真入りの記事が掲載された．モウジャー

によれば，台湾の学者グループに講演したのを新聞記

者が記事にして，彼が写真を提供したのだという．し

かし記事の暑名者はスティーヴン・ウエストリィで，

モウ ジャーの中間名はウエストリィである．その記事

は，中国では妊娠 7ヶ月後にも中絶が強要されている

という証拠をあげている．この暴露記事は中国を怒ら

せ，また米国の学者達の箪曜を買った．

中国は現在，外国人によるこの種の調査を 3週間に

制限し，また研究者に対し14条からなる規則を定めて

いる．その 1つに，研究者が中国を出る時には持ち出

そうとしている調査資料のリストを提出しなければな

らないというのがある．そしてこの取締り強化にはモ

ウジャーに責任があると，彼と一緒の頃中国に居たパ

ークレーの人類学者は云う ．他方，モウ ジャ ーはス

ケイプゴートだと語る者も居る．中国側は外国の社

会学者が自国の裏庭を歩き回るのを好まず，その行動

を制限しようとしていたその術中にモウジャーが落ち

たのだというわけである．

社会科学研究協議会と全米学術協議会の現代中国合

同委員会はこの問題に関して調査を開始し， スタンフ

ォード大学も，モウジャーが研究者として相応しくない

行動をしたのではないかを調査する委員会を今月任命

した．
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24) 「『ちくちく派（Pricklies）』対『ベたつき派

(gooeys）』一一就学前児童教育計画（Head Start) 

に続く教育論争」’81. 11, 9 （丁）

教育，医療，親を含めた，リンドン ・ジョンソンのHead

Start計画によって，恵まれない子供達カ号蔓得したプラ

スを幼稚園と小学校3年まで延長しようという，フォロー

・スルー計画（ProjectFollow Through）は1967年に始

まった．ジョンソン時代のスローガン， 「偉大な社会」時代

に始められた多くの計画と同じように，フォロー・ス

ルーも関係者達のいわゆるロビー活動によって， l年

単位でこれまで生き長らえてきた．今年もレーガンの

予算削減に影響されず，来年度も4,500万ドルの予算が

つくことが決定しているが連邦予算は1984年には打

切られる予定である

1967年以来，全米の低所得家庭の約40万人の子供達

が7億ドルの経費を使って，フォロー・スルーに組み

入れられている．そして学校，両親，関係研究機関相

互の協調を軸にしたこの計画は，恵まれない子供達に

相当役に立ったようである．

しかし同時に，これは米国教育学の実験台という別

の重要な役割をも果している．今まで様々な教育方法

が試みられて，この計画は様々なモデルを作り出して

いる．さらにまた，米国教育界の最大問題の 1つ，い

わゆる低構造教育（体験に則して授業する方法） (low-

structure teaching）と高構造教育（基礎の練習に重

点、を置く授業方法） (high structure teaching）のどち

らが優れているかという論争にも油を注いでいる ．前

者は俗に「ベたつき派」と呼ばれるが， 1920年以来ニ

ューヨー クのパンク・ストリ ート教育大学が広めた理

論の信奉者である．学習は 1人1人の子供の進度に合

わせねばならない，子供達が文字を学ぶのは子供達の

勉強心を刺激するような豊かな環境を準備することに

よってで、あるというE里Z命である．「ちくちく j尻」として

教育界で知られている高構造派の多くは，オレゴン大

学で始められた DISTARプロ グラム（ for Direct 

Instruction Systems for Teaching and Remedia-

ti or 授業と補習のための直接教授一一の頭文字を

取ったもの）を用いている．この方式では，発音練習，

綿密に計画されたカリキュラム及び多量のドリル練習

に重点を置いている．

フォロー・スルーで生れたモデルの幾つかは，両者

の方法を結び合わせたものであるが，多くの教室では

「ち くちく 」か「ベたつき」かを容易に識別出来る．

両派は，夫に自らの方法の妥当性を主張して譲らな

いが， 1977年の全米的な評価によれば，語い，綴り，

文法，算数において「ちくちく派」が他者を大幅に引

き離していたカミニューヨーク周辺の学校を対象にした

より新しい調査では，両派は殆んど同等の成績であっ

た．筆記による標準的なアチーヴメン トテストはカバーす

る範囲が狭くて，自分達の幅の広い創造的な方法の利点を

測定出来ないと「べたつき派」は絶えず主張している．

（注： HeadStartについては’79,10, 8 (NW), 

’80, 12, 22 (T) (MW）参照）

25) 「仏の哲学者一難解で挑発的なミシヱル・

フーコーの信奉者増える」’82, 11, 16 ( T) 

フランスのマルクス主義者杭フーコーのラデイカル

な理論に取組んで、いるのを見ると，「警官が突飛な女装

同性愛者を捕えようとしている」 のに似ていると，翻

訳者のアラン・シェリダンは云う．米国の大学の哲学

者達にもフーコーは一筋縄ではいかない．彼は「最も

目ざましい力強い哲学者」であると称揚する者もいる

が，イエール大学の歴史学者ピーター・ゲイは「フーコ

ーは直観的lこ語ってLEるだけで，実証的でなしりと余り評

価していない．プリンストン高等研究所のクリフォード

・ゲイアツは，「彼は一種信じ難い存在で，非歴史的

な歴史家，非人間的な人間研究家である．彼はフラン

スの現代の学者がそうである必要があると思われるもの，

つまり捕え難p存在だ」と新しい角度から見ょうとする

議論の対象になっているのは， 55歳の身だしなみの

いい毅然とした人物で，剃りあげた頭と鉄縁の眼鏡を

かけたところは，コジャツクをj寅じるテリィ・サノ〈ラ

スそっくりである．定期的に彼は米国を訪ねているが，

先週は南カリフォルニア大学に姿を現わし， 3日間に

亘る ミシ ェル・フーコー・ シンポジウムに出席した．

例によって会場には学生と教師が溢れ， とpanoptic

discourse H や，と bio-powerヘ精妙でしかも難解な

著作の中で論じられている諸問題を解こうとしてい

た．「キムカヨ佳であるかを干ムにはたず、ねないで在大しい．手ム

に不変さを求めないで欲しい．書いたものの秩序は官

僚と警察に任せよう」とフーコーは云う．

26) 「人類の伝記作家 ウィル・デュラン卜

(1885-1981）」’81, 11, 23 (T) 

すべてはスピノザに出会ったためだった．マサチュ

ウセッツ生れの，無学なフランス系カナダ人の移民の

息子であるウィリアム・ジェイムズ・デ、ユラントは，

1908年，息子を牧師にするという母親の夢をもう少し

で実現する所だった．その時彼は神学校の図書室でス

ピノザの「倫理学」に出会ったのである.17世紀の汎

神論者スピノザにひどく感銘を受けた彼は，すぐに教

会を去り「より知的で、誠実な人生」を送ろうと決心し

た．彼が見出だしたのは別の天職であった.48年間，

殆んど 1万頁に及ぶ著作を，デュラントは修道士的な献
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身をもって書きあげたのであるが，それは普通の読者

にも理解が可能な，過去1万年に及ぶ人聞の思想、と努力の

歴史であった．この「文明の物語」（ The Story of 

Civilizαtion ）は彼も認めるように「愚かな企てで，

計画自体が倣慢なもの」だったが，同時に天性の教師

であり，また 「英知を愛する人達を愛する」彼にとっ

て，抵抗し難い企てでもあった．

「文明物語」は25年計画の 5巻本として計画された

のだが，著者は自らの熱情と寿命を過小評価していた

のだ．彼は毎週 7日，朝 8時から夜10時まで執筆に没頭

した .69歳の時第五巻が完成して，「老齢のため第 7巻

で完結するであろう」と彼は宣言した．だがデュラント

が引退したのは第11巻「ナポレオンとその時代」が完成

した90歳の時であった．

各巻がベス トセラーであった．第10巻「ルソーと革

命」は1968年度のピュリッツア賞を獲得した．しかし

彼の著作が一般の人々に受け入れられる，正にその点

が学者達の日朝笑を買った．歴史上の変り者，カサノパ

やカリギュラを普通以上に評価し， しばしば筆がすべ

った．他方彼はアフォリズムの名手だった．（「国家は生

れる時はストイ ック だが，エピキュリアンになって死

ぬ．」 ＇1Anation is born stoic, dies Epicurean !11) 

彼は先週96歳で、永眠した．

27) 「代数への新しい角度一一既成数学界への挑

戦」’82, 12, 21 (T) 

58歳のジョン・サクソンはウエスト・ポイント（陸

軍士官学校）を出て，第 2次大戦に従軍し，朝鮮戦争

ではパイロットとして勲章を授与され， 1970年に退役

してオクラハマ市に近いオスカー・ローズ短期大学で

数学と代数の教師になった．やがて彼は，学生達が前

週習ったことを忘れ，学年が進んで、も前に習得した代

数の知識が何の役にも立っていないことを発見する．

他の多くの教師と違って彼は，学生をも自らをも筈め

ず，結局は教科書にその原因があると考えた．

高校で用いられている初級代数教科書の殆んどは，

明断ではなく，生徒を惑わせ，しばしば学習を妨害す

るものであると，彼は確信するに至ったのである．全

国の高校において，数学テストの成績がひどく下がっ

ているのは，初心者を教えたことのない倣慢にして不

適格な数学者達が，新数学という名のもとに書いてい

る難解な教科書に原因があり，他の多くの教師と同じ

く，このような教科書は練習問題を犠牲にして理論を

強調し，混乱を招くような難解な用語で書かれている

と考えた．たくさんの項目と解法がめまぐるしく紹介

され，生徒達はある項目を理解できないうちに次へ進

まねばならない．拙いのは，先ず抽象的な理論が先に

あって技能（ skills）が2番目にあることだと，サク

ソンは主張する．これは普通，子供達がものを学ぶ順

序と逆であると

彼は代数教育を改めるべきだと決意して，新しい教

科書執筆を思いたった.1979年ニューヨークの教科書

出版会社は出版を断ったが，彼は くじけず， オクラハ

マの教師達を説得して彼が書いた教科書に立脚した

新しい方法を，約 2千人の高校生を対象にして実験

することができた．結果は驚くべきものだった．全体

ではプラス159%，最下位成績グループでは同じく 246

%の好成績をあげることができたのである．

サクソンの運動を支援する者が現われ，彼自身も 6

万ドルを出資して，彼が執筆した教科書 AlgebraI, 

an Incremental Development(Grassdale Pudishers) 

が1万部出版された．また雑誌「ナショナル・レヴュ

ー」 の編集者もサクソンの信奉者となり，この雑誌に，

代数の教科書と授業について挑戦的な 2篇の論文を書

いた．これらの論文はかなりの論争をまきおこし，結

果としてサクソンは全国の注目を浴びて，彼の教科書

に関する問い合せの手紙が何百通も舞いこんだ．論文

やオクラハマでのテストの成績によって，現在全米各

地の学校がサクソンの教科書を欲している．実際に，こ

のテキストをt采用しているところも，オクラハマ，カ

リフォルニア州を始め少なくない．

28) 「エリート主義の2世紀一一『優等学生友愛会』

(Phi Beta Kappa）は変貌する社会のなかでも有効で

ある」’81, 12, 28 (T) 

1776年，革命の中にあったヴァージニア，.，，しウィリ

アム・アンド・メアリイ大学の若い紳士達が，活発な

討議と友愛のために，ある協会を作る計画をたてた．そ

して独特な握手の仕方と入会式を案出した．このグル

ープは，ギリシア文字 φBK （ファイ・ベータ ・カツ

パ）に基いた穏健なモットーと哲学「人生を導くもの，

智慧を愛せ，」がなかったら，とうの昔に消滅していた

だろう，事実 5年後の1781年にヴァー ジニア支部は解

散したが，それ以前にこの支部はイエールとハーバー

ドに支部設立を慾湿する使者を送っていた．そして全

米各支部の中でも最も有力な，ハーバード大学のアル

ファ支部は今月創立200年を祝う

祝うべきことはたくさんある．まだ10年も経たない

が， φBKは多くの大学で厭うべきエリート主義とみな

されていた.1973年コーネル大学ではφBKに入会をす

すめられた者のうち半分がその申出を蹴った．現在は

入会を跨賭する者はいない．理由の 1つは， φBK会員

に与えられる金製の独特なキーが，世間的な成功への

扉を開けてくれるだろうと期待されるからである

米国の高等教育は変貌しつつある．今日エリートの
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選択は簡単にはできないようである．大学の質は恐ろ

しく多様で、ある. 4年制大学は米国には約 2千ある ．

ワシントンの全米φBK事務局にある20ヶのファイルの

引出しは，新しい支部開設を希望する申込みで一杯であ

る．現在支部は228の大学に限られていて，大学の教員

組織，図書館，優等生選出方法などに関す る個別的

な訪問と調査がなされなければ，新しい支部は認められ

ない．それぞれの大学支部は入会希望者に， 一般教

養の実力を外国語と数学で示すよう，要求すること

を要請されている．新しい会員はクラス10番以内の成績

であったことが一応の目安になっているが，逆にある女

子大学は，その大学の学生が皆学問的にすぐれたエリー

トであるという主張のもとに，支部を作るのを拒否した

例もある .60年代に始ま った成績インフレ（‘優’の氾濫）

が，また本当にすぐれた学生の識別を難しくしている

ハーバードを含め，多くの大学支部は，会員候補者の成

績が容易に単位の取れる科目（いわゆる冶ut-<-courses)

で得られたものではないかどうかを調査している

米国における会員数は37万5千人である．政治，経

済界の指導者にもかなりの会員がいるし，大学では非

常に多い．新しく職を求める者にとって，会員である

ことの利点は簡単には決められない．「時にはそれがマ

イナスになる．本人は過大評価されるし，他の者達に

は脅威となる」とある大学の理事長は云う．しかし，反

面「会員であることが無視されることはなしりとある

証券会社の役員は語る．

その値打ちが何であれ，それに対する今日的態度

は，「それを持っていて も，誇示するな」である

φBKのキーがチョッキの鎖に下がっていたり，デコル

タージュの上にこれ見よがしに飾られているのを見る

ことはめったにない．そういうことは全く当然だ，と

ハーバードの名誉教授でギリシャ文学者の，ジョン・フィ

ンレイは語る．「φBKのキーは成功のためではなく，

ヴイジョンと英知への探究のためにある」のだから

17 
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マイク口コンビューターによる 3次元画像

石橋助吉・平田智彦

〈昭和57年9月20日受理〉

THREE-DIMENSIONAL GRAPHICS BY PERSONAL 
COMPUTER 

Personal computers have rapidly developed their applied areas as their functions 

are amplified and their performances improved, and now they can process the grap-

hics which could only be dealt with by large-and medium-sized computers. We have 

picked out PC-8801 from among those types which are complete in necessary funct-

ion and reasonable in price, and we occupied in processing cubic graphics. Here 

are some of them. 

SuKEYOSHI ISHIBASHI and ToMOHIKO HIRATA 

1 .まえがき

近年パーソナル ・コ ンピューターの機能の拡充と性

能の上昇は目まぐるしい発展を遂げている．以前は，

大・小型コンピューターに頼るほかになかったコンピ

ューター，グラフィックスも，現在では，マイクロ・

コンビューターで3次元の図形処理が可能になってき

た．マイクロ・コンピューターは手許に置いて対話型

式でプログラムの作成が出来る便利さが何よりも重宝

である．視聴覚機器の一環として，図学，製図への導

入を計画していたところ価格も低下し，予算的にも求

め易くなったので，3次元の図形処理ができる機種の

中からPc -8801を選びXYプロ yターを除いてその

周辺機器を揃えることができた．その後，立体図形の

処理に取り組んでいる．こ、にその例を報告する

2.機種と規模

購入した機種は， NEC, PC  -8801，揃えた周辺機

器は， (1）本体，（2) 高解像度カラーディスプレイ，

(3) ミニフロッピイディスク，（4) カセットデッキ，

(5) プリンター（漢字っき） 本体のオペレーショ

ン・システムは他の機種と大差はない．尚，本体は漢

字つきであるが図形処理には必要ない．

高解像度カラーディスプレイは， 3次元図形で隠れ

線の処理に思わぬ便利さを発見した．それは，ペイン

トと抹消である．グリーンディスプレイではこの方法

は不可能である．反面， ドット数不足のために滑らか

な円や斜線が引けないという図形にとっては大きな欠

点、がある.14日すという画面の大きさを十分生か してい

ない．

プリンターは，ディスプレイに画いた図形を出関さ

せる場合に，縦，横ともにディ スプレイ上と等倍では

出関されないのみならず縦と横も比率が異っている

従って，図形を出図させる場合は，比率を変えた［＇.＞＜］形

をディスプレイ i：にかき，この図を出［；（］させることに

なる．その不便と時間の不経済，画面に表示された阿

形をそのま、の状態での出図が不可能というのは大き

な欠点、である．

3. プログラムとその図形

未経験ながら最初から図形と取組んだ．

3次元の図形処理で，軸測投影と立体の切断等にお

いては，立体を回転させた状態での図形で表わす．又

立面図，平面図，側面図等についても，立体を回転さ

せることが重要な要件となる．このことについては，

X, Y, Z軸のそれぞれに対して回車云させることにな
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る．

図形を画くには，原点の佐置の設定，立体の基準項

点の選定は大切な事項になる．

切断面を直線で表示して立体の稜との交点を求めると

いう図学における副投影の図が便利である．フランジ

の立体図は，陰になる線も含めてかいた後で次の部分

をかき，ペイントして抹消した後再度画くという方法

をと った． 以下に，流れ図，プログラム，図形を記す

こ、に記載する例は，（ 1）六角柱の切断 （2）フラ

ンジの立体図である ．六角柱の切断はカラーで表示す

ると図形の認識が容易である．又出図の際にペイント

を抹消することで陰れ線の処理ができた．切断では，

表 1 変数一覧表

PX(!), PY(!), PZ(I) 六角柱の初期座標

XX(!), YY(I), ZZ(I) 六角柱の座様変換後の座標

図 1 六角柱切断の流れ図
CPX (I) CPY (I) CPZ (I) 切断する平面の初期座標

立体と平面の交点さがし

CXX (I) CYY (I) CZZ (I) 切断する平面の座標変換後の座標

PXX (I) PYY (I) PZZ (I) 切断状態図の初期座標

XXX (I) YYY (I) ZZZ (I) 切断状態図の座標変換後の座標

SXX(I) SYY(I) LINE文で六角柱の辺を舎〈際の座標

SCX(l) SCY(l) LINE文で平面の辺を舎〈際の座標

Ll(I) L2(!) 六角位の辺を舎〈際の書き初めと書き終りの座標番号

行列式による片足標変換 CLl (I) CL2 (I) 平面の辺をjl}＜際の；書き初めと書き終りの座標番号

DXO, DYO, DZO 切断する際の立体を動かす回転角

DXl, DYl, DZl 切断状態を表示する際の回転角

QX, QY, QZ 交点をさがす際の六角住の座標

QXX, QYY, QZZ 交点をさがす際の六角柱の辺の座標変換した座標

JJ 座標変換の式を指定する変数

PAX, PAY PAINT文で面の色をつける際の座標

FF 交点の数

リスト I 六角柱切断のブログラム

10 ’ ーー－ CUT 
100 DI 門 P:•:(l:;:) ,PY(J:3) ,PZ(J:3け.:・:x ( 18). YYI: [:;:). zz (!:;:).":xx ( 18) ,SYY( 18) ,CPX (4) ,CPY (4). 
C:F'Z<:4i ,C：・：x(4) ,CYY〔4),CZZ<:4J ,LI (18) ,L2(J:::），：・’〉’：.：o色、，YYY08),ZZZ(J:::) ,P>:>:<18) ,PYY(18 
i ,PZZ(I:::) 
110 SC:!':EEN 0 , 0 : C:ON:::OLE , , , I : CL::: ::: 
120口〉：＝申 ：口y；。 ：口Z;0 :X0;:::t9 :Y0；守ヲ
J'.::0 GO'.::UB 1600 :GO引 IB 1000 :G口：：：u巴 1010 :13口：：：UB 1100 :GC;6 2白口SUB 1ち骨＠ :G口SUB2000 

:G0:31_1B Iι10 
140 G口SUB 1620 : GOt:UB 170 0 : [IY;0 ：口：•： 0 ；口：〈：口Y0;[1y ：口Z0;Dz :CL:3 :=:: 

150 :.;0;15'i' : Y0；ヲヲ :._1.J;I 2白口SリE 1200 ：白白：31_1e, 110 0 : G0:311B 230 0 ：白口SUB2000 : GOSUB I 
,;.30 ：白白：：：u巴 1::::00 ：白osu巴 1:::00 :GO:::UB 2010 
u.0 13o:::ue. 165骨：白口：：：ue. 1740 :Dz;e :D:o；口：〈 :DY！；口Y : DZ I ;[IZ : CL:3 ::: : ._l._1;4 : GOSllB 12 
00 :GOSIJE. 1120 : :•:0;15'i' :Y0;'?'? 
170 口口；[I ；.： ＋口：•： 0 : IF 口：•： ＞ ； 0 THEN 1:::0 EL:::E GOTO 1。e
1:::0 IF DD＇＞；自 THEN20 0 EL:::E 210 
l'o'0 IF D口..・=0 THEN 220 EL:::E 2:::0 
200 白口：：：ue.2100 :130:::1_1巴 2020 ：白白：：：UB2150 :130TO :300 
二10 Go:::u巴 2250 ：白白古UB2020 ：白口三.ue.2200 ：白口T口300
220 6口三.ue. 2150 ,,3口：：：llB2020 :G口：：：ue.2100 ,,3口T口:::00 
2:::0 G0:::1_1e. 2::00 ：白口：：：ue.2020 ：白Ci:3UB2250 
.::00 白0引IE. 16:::0 :GO:::UB 1:::00 :G口：：：u巴 1::::::0 :DD:•:=D:0:0+D:•: I ：口口Y=DY0+DYI : DDZ=DZ0+DZI : 13 
口31_1巴 J:::60 :GO三UB2010 :G0:3U巴 16,S0
::: 1骨N$=!N~.:EY$ : IF N$＝・・ THEN 130TO :::t 0 EL:::E N=VAUN$) : ON N GOTO ::::20, ::::::0, 340 
:::20 130T口 160
：：：：：：骨 GOTO:::10 
:::40 COLOI': ;' : END 

・，，.，，.，， ’ ーーーーーーー一一一一一一一一一一ーーーーーーーー ーーーーー一一一一一一一一ーーーーーーーーー ーーーーーー一一一一一一
1000 F:EAD F'N :FOF: l=l TO F'N :READ' F':((!) ,F'Y(!) ,F'Z(!) : :>: :•:( !)=P:•:<:IJ : 'IYCli=PYC:I) 

ZZ(! )=F'Z( l’：NE：ピT I :l':ETURN 
10 10 F.:EAD LN : FOi': I= 1 TO LN : F:EAD LI ( !) , L2イI) : ND:T I : RETUl':N 
1りこ：0F.:EAD CN :FOF: !=I TO CN :F:EAD CF・:<(!) ,CPY(!) ,CF'Z(!) :C ：•：：•：イ ！ ） ＝CF'：・： f I、:CYY (Ii =CF' 
'I<. I .1 : C.ZZ <. I ) =CF'Z ( I、：NE:<T I : F.:ETllRN 
1040 F.:EAD CLN :FOR !=I TO CLN :l':EAD CL!(!) .CL2【I》：NE:<T I : F.:ETURN 

10・=・0 ’ ーーー一一一一一一一一一一一ーーーーーーー ーーーー一一一一一一一ーーーーーー ーーーーーーーーー一一
1100 FOF.' !=I T口FN ： ：：：：・：：•：＜：！：＞ ＝＞日： （！） ::::YY(!)=YY(!) :ND:T I : F.:ETURN 
I 110 FCIF: !=I T口仁N ::::i二：ピイI》＝Iご＞：：＜＜Il :t:C:Y(!l=C:YY(!) :NE:<T I :F.:ETURN 
1120 F口F:l=l TC: F'F'r＇・·：： ： •：X( I 】 ＝：・：：•：：•： (I) : :;;yy (I) =YYY (I) : NE:.:T I : RETURN 

IIヲo , －ーーーーーーー一一一一一一一一ーーーーーーー ーーーーー一一一一一一一ーーーーー ーーーーーーーーー一一一一
1・200 :::T=D＞：・：：： .1415コ／J:::0 : FA=DY;.;:::.1415'i'/1:0:0 : PS=DZ’3.14159/1:30 
1211; ::::o:=:::nwi:TI : :::F=::;JN(FA) : SP=:::JN(F・::::i : c:::=COS(:::T) : CF=COSCFA) : CF'=COt:(P'.3) 
1~ ：：い 1)N 1._1 G口宕りE 1240.1250.1260, 1270 :F.:ETUF:N 
1240 F口F 1=1 T口FN 
1242 ,''( (I .i =F;.'t I J>;Cf>;CF'+F'Y(!) ;.;(SS;.;:::F;.;cp-c S’さ，Pl+F'Z(!);o;(Cs・：：：f；.；仁P+%:;.;:::F')
1244 YY1.J）＝ドI入‘ I.I州：Fず：：：F'+F'Y(J):<(:3:3:.:::F;.;ff・+1二：：：：.CF')+PZ(I )>'(CS’：：：F;.;:::F・ーさ.：：：：.1ごF')
12'1" Z2 < l .I =・.P/ (! :>;.;:::F+F"I (!) 1・：：：：；：；.；CF+F'Z（！）叫：5・CF : NE:-:T I : RETURN 
1こ5ぬ lコピ人＝O .＜~CF引：F・＋Q 'i ヂ f :;::;.;.;:::F:<CF'-CS;.;ff・) +QZ争（c:;;;.;:::F ;o;CP+::::;;;.;:;;p) 
J 252 0、＼＇＝・山2寸乙ト・：：：F'＋日Y:<C:::::::;.;:::F；.；宕F・+c::;;.;cp:i ＋口Z:<(C：；：；.；：；：・F;o;:;:p-::::::;.;1とf''I
12ぞ；d OこZ=-Q>:;.;:::F +QY;.;::::3:<CF +QZ•でcs・CF :RETUl':N 
12，リ FOr<:!=! 11:: 1.1.J 
l』仁之 I z、人1J · ~CF >: O l’CF>'CF'+CF'Y (I)>' (:::::::.:::F叫：F-C5・：：：F)+C:F'Z(!);o;(C Sヲ日.F:<CF・+:3：：：，・：：：F')
1』 ＿4 CY'l<I J司：F':O'<.I、，CF>':::F'+CF'Y(I)>' r::::::i・：3F;.;Sf・+C:3州二P』＋CPZ(I ) "' ( cs;.;:::F・：：：p-;::::::.C:F'J
12,:,,,, ClよI J.I ＝ーC F·;.: ( 1 :11・~： F+CF'Y ( I ) ＊：：：：：；・＇CF+CF'Z (! HC:::;.;CF : NE:.:T I : RETUF<:N 
! :・7の F口F:!=1 rn F'F'fJ 
U7":・ 1.i.".<. I ：＞ ~ F·:•:>'.<' I H CF>'C:F'+F'YY( I）・（：：：：：：・：：：F0<CF'-C~：；.； SF') +F'ZZ ( I ) * ( C~： 0<t:F:<CP+,:::3;.;:3p J 
l己；＇.1 • V ,'・ l • =F'>:¥<. I j・CF:.o:;:p・+PYY(I）常「：：；：：；：.：：：F;o;SF'+C:3:<CF'J+PZZ(I );;(CS‘：3F;.;:3p St：・CF')
1 ι~－，＿ Z2 l ・. l ., =-F・＞：人＜.！ I掛：3F+PYY ( I ) ＇°＇：：：：：：合CF+PZZ(!):<CS>'CF :NEXT I :F.:ETllRN 

L ＇＇ヲ一一ーー ー ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一ーーーーーーーー ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一



マイクロコンピュータ－ 3次元画像

I ::"0 CCtl口ド υ :L口CATE:o:.l, 7 :PRINT ・り ：．：口：・：e
E:i 0 LDCATE ・o:4 ,:o: :PRINT ・7ァz・；DY0
1・0:2り L口CATE '.::4,9 :PRINT ・7・： . ; DZ 0 : ~：ETUF;N 
t：＇＇＇＇” c1可LOF'5 :LOCATE :34, 15 :PRINT ・；， : . ;D:<t 
1':4(• LDCATE :o:4, 16 :F'RINT ・7ア：＇：口 YI
lミ・5” LOCATE :::4,17 :PRINT ・7・： ・;DZ! :RETURN 
t.::.A ((1L(1F.・ 2 :LOCATE 1,15 :PRINT ・シ :';DD>: 
l ::70 LDCATE l, 16・：PRINT ・7ァ：＇； DDY
1.:::0:0 LOCATE 1.17 :PRINT ・7・： . ; DDZ : RETUF~N 
E＇コp －ーー一一一一ーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーー 一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一ー
1500 FDF' !=! TO LN :LINE c：：：・：：・：（Ll( J)) +:•:0. (SYY (Ll ( J))) /2+Y0）ー＜＂：：：：・c・：（L2(I)) +>:0. ('3YY (L 
J’l、I、’2+Y01,'3C :NEXT I :RETURN 
1汽10ド：：ET <::::•::•:+;•:0. (:::YYl /2+Y0) ,GC : F.:ETUF~N 
1ちこePAINT <.PA;.:+;.:0, (F'AYl/2+Y0・1,GC,GC :RETURN 
l円・：：ゆFl)R !=I TO cu~ :LINE (:3C：・：＜CU (J J】＋；.：0.(SCY (CU (I))) /2+Y0 ） ー ＜ ~：c：・：＜ CL20 ）】 ＋：•： 0. (S 
1・;y f C.L21. I.1 )) /2+Y0) , 13(: : NE:•:T I : RETURN 
15'・'0 ’ーーー一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一ー
[ ,,, 0~ c口LOF:2 :LOCATE :::2,0 :PRINT・り，，，ヲイ ヌ”ケ1 I t':Jヲ‘J・ :RETUF:N 
l 6 I 0 COLC1F-: 5 : L口CATE50 .II :F・F;INT ・t・リ’1">t：，・ :F；’ET URN 
1 仁・ ~•l <OLOF：・4 :LOCATE 0 ,2 :F'R!NT't’リヲ‘ン ill－＇・ ， ~ 文”ケイ ヲイト・つ （力イテ：，） 仲tマヌ． nイ子ン 117ヲ
lM十I.IT ；＿，子’n・伶イ．イ’ヲ’T・シ 1Jイ子：， 1Jつ／＼ -45• nラ 45・マテ・テ・；＞：.j・：F:ETURN

I ,0.:::0 COL.OR・1 :LOCATE 10 ,21 :F'F:INT・t’リ’rン二’”ョの弓イ；＞：＂. :RETURN 
l・:-<l仇 i:-1コLOR 1 :LOCATE 55,21 :PRINT・rンメン z愉． :F:ETUF:N 
I ’二 50 ・：：:D=-1; 5-0 :•: 0 :LD=65-0:•:0 :C口LOF:4 : LOCATE 0 • 1 : F・F: I NT' t•:1ヲ”ン ザレヲ γ ョウ勾イヲヘ”
“’ ， η·~ I ” 月号三テ zマヱ . JHテ＿，1Jつ司 INPUTシテワ'J"ザイ. f 弓弓・シ力イ子；，旬つハ シ’ヲー ハ ・：：3D；.・句
弓ー：L口：． ，？？子、.7ァイハ ー15・nラ 15・マ子踊 テ”；＞：.）・：RETURN
j，，，と・0C口LOR・4 : LOCATE 0 • I : PR I NT・1：口NCE門OF:E 2:DAT《 ::::END・：PETUPN
1七7¥iCOLOF: ：~ : LOC《TE 0.1 :F・F:!NT・ヲヲ”イマ Vリヲ”：，.1._,I・ リ川’ヲイ 1-/ コウテン ヲ三・：1ヶテ 4ヲヌ． 1つ予
J’プ、ゆイ． ・ :l':ETUl''N 
¥ ... :::0 :LOCA「E 0, I :PF:INT・

:F.:ETUF：’N 
¥C.90 COL口P 5 :LOCATE :::.::: :PF:JNT・3つテン ／ 力主”＝・：FF :RETUF:N 
t-o.・・=・ ・ーーーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーー一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー－
I ；＇ ~占 couコF.:::: : LOCATE ::: , 5 : INPUT ・シ－IJ－＝・：口：・：: IF D：・：＜-45 OF: DX><l5 THEN 白OT口 1720 EL 
:::E GOH• 1710 
l.'l'J L(•CATE :::,6 : INF'UT ・7・竹イ＝・：DZ : IF DZ <-45 OR DZ>45 THEN 130TO 1 7:::0 ELSE F:ETUR判
17之＠ L口仁ATE:::,5 :F・F:INT . • 2白口T口 17骨骨
1ア3り L(1CATE2.,6 :PF:JNT・ .:GOTO 1710 
1γ40 COLOF: ::: : L口CATE:::;5 :!NPりT ・シーヲー＝・：口：・：：口口＝口〉：＋口：•： 0 : IF 口口＜－65口F:0日＞65THEN 13 
OTO 17,;.0 EL三EGOTO 1750 
1 ；：. ~ LOCATE .::,6 :INPUT ・7ァイ＝・：DY : IF DYくー15OF: DY>lち THENGOTO 1 770 ELSE RETUF:N 
lγ，，.0 UA.《TEつ，5 :F・F:JNT・ .:13口T口 1740
1/ Yり l.OCATE :::,:;. :F"RINT ・ ． 2日口TO 1750 
17＇＇＇申 ， －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
i:::00 FF＝申 :F口R l=I'.:: TO t::: :C=I-12 :ON c 白白
U巴 1ら70
1:::10 F口R ._1=0 TO 100 : IF DZ<=0 THEN 1::::::0 
1:::20 IF I<lι. THEN 1:::40 EL:3E 1:;:5・
1：ヨ：：：0 IF I <IιI THEN 1:::50 EUE 184骨
1:::40 1)¥'=50 ._I ：白osu巴 l'i/60 : I F 口YY<=0 THEN 18ι0 ELSE 1:::80 
1:::50 qY= .J-50 ：白o~：ue. 19ι0 : IF QYY>=0 THEN 1860 ELSE 1:0::::0 
1：：：ι。 ：p;:1.I 》 ＝白：•：：＜ : PY ( !) =QYY : PZ (!) =l~ZZ ：：・：；.：（！、＝P>:( I ) : YY ( I ) =PY (I ) : ZZ< Iヲ＝PZ(!J :FF= 
FF＋！：白D~：UB 1(:;'0 
1:::70 :;:;.::•:=F·:•: (I! ::::YY=PY(J) :GC=! :e.EEP I 2白白SUB 1510 :BEEP 0 :GOT口 1：：：ヲ骨
i::::::0 NE:O:T I 
1:::・:;0 NE:O:T I :FOF: !=I TO t::: :PX:•:( JJ=>:;;(J) :PYY(Jl=YYイI》：PZZイLl=ZZ(I 】 ： ：•：：＜：•：（ J ) =P：・：：・：
(!) :YYY(J:>=PYY(J) :ZZZ(J)=PZZC!l :NEXT I :PPN=18 ：白OSUB 1120 ：白日SUB 1680 : RETUR 
N 
1 ·~ 00 o:・:=-15 ：口Z=-26 : RETURN 
1コ10 o:.;=-:::0 : QZ=0 : F:ETUF:N 
19'.C申1）；.：＝ー15 :IコZ=26 : F:ETURN 
19:::0 O:<= 15 ：口Z=26 : RETUF:N 
Vi’40 Q:•:= :::0 :QZ=0 :F~ETIJRN 
1950 QX= 15 : QZ=-26 : RETURN 
1ヲι0Q：・：：・：＝Q：.； ：口YY＝白Y :QZZ=QZ :J.J=2 :GOSUB 1200 :RETURN 
1990 ’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一ーーーーーー一一一一－
2000 F:ESTOF:E :3100 :GOSUB 1030 :GOSIJB 1040 :GOSU巴 1110 :GC=5 ：白OSUB 1530 : F:ETU~：N 
2010：・：0=47::: :Y0='il9 :DX＝ヲ0 :OY=0 ：口Z=0 :JJ=3 :GOSIJB 1200 :GOSUB 1110 :GC=5 :GOSUB 
15:::0 : f'AX=0 : PAY=0 ：白OSUB 1520 :.JJ=l :PN=l8 :GO引」B 1200 : GOSUB 1100 :GC=6 : REST 

ORE :::120 ：白口SUB 1010 :GOSUB 1500 :G口SUB 1520 :GOSIJB 1640 :RETURN 
2020 D：•：＝口：o ：口Y＝日Y l :DZ=DZ! :,IJ=3 :G日SUB 1200 :GOSUB 1110 :GC=5 :GOSU巴 1530 :PA:•: 
＝骨：PAY＝骨：130SUB 1520 :RETURN 
2申？？ ’ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー ーーーーー ーー－
2100 F;E:::T口F:E3200 :G口SU巴 101骨：13C=6 :GOSIJB 1500 
211骨口：・：＝0 ：口Y='.0:0 2口Z=0 :Q>:X＝口：＜ :QYY=QY :QZZ=QZ :GOSUB 2280 :,l.J=2 :GOSUB 1200 :P 
《：〈＝日〉：：・：：F"AY=QYY :130SUB 1520 
2120 RESTOF:E 3210 ：白osu巴 1010 ：白C=2 : GO SUB 15 0 0 : RETURN 
2150 F:EST口RE3220 : GOSUB 1010 : GC=6 : GOSUB 150骨
216骨Q:0:=0 2口Y=-30 2口Z=0 2口XX＝口X 2日YY=QY : QZZ=QZ : GOSUB 2280 : ,I」＝2 ：日口SUB 1200 : 
PM：＝白〉：：・：：F《Y＝口YY :GOSIJB 1520 
2170 F:EST口RE32<:0 :13口SUB 101骨：GC=2 : 6日SUB1500 :RETURN 
2200 REST口PE ：~ ：300 :GOSIJB 1010 :GC=6 :GOSIJ巴 15骨骨
2210 Qi：＝骨：qY=-30「－:Q2＝~ :1白XX＝白X : l~YY=QY : QZZ=QZ : G口SUB2280 : J.J=2 : G08U巴 1200 : 
PAX=QX:< :PAY=QYY :GOSUB 1520 
222申 REST口RE3310 : GOSU巴 1010 : 13C=2 : GOSIJB 150 0 : RETURN 
225骨 REST口RE3320 :G口SIIB 1010 :GC=6 : GOSUB 15骨＠
2260日〉：＝骨 ：QY=30 : QZ=0 : Q；；；：＝口；；: QYY=QY : QZZ=QZ : GOSIJB 2280 : .J.J=2 : GOSUB 120 0 : f・ 
A:<=QX>: : PAY=QYY : GOSUB 1520 
2270 RESTORE 3330 : G口SUB1010 :13C=2 :GOSUB 1500 :RETURN 
2280 D>:=DX0+D:o:I :DY=OY0+DYI :DZ=DZ0+DZI :RETURN 
22ヲヲ ’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー － 
2300 IF DX＜骨THENGOT口2320
2310 REST口RE:::400 :13C＝ι ：GOSUB 2330 : GOSUB 2340 : RH:TOF:E 3420 ：白C=2 : GOSUB 2330 
:RETURN 
2'.::20 RE~：TOF~E '.::410 : GC＝ι:13Q!':;1_1e, 2330 : GOSIJB 2340 : RESTOF:E ~：4:,:0 : GC=2 ：白OSUB2::::::0 
:RETURN 
2330 G口SiJB 1010 :130SU巴 1500 :RETUF:N 
2340 QX＝骨 :QY＝骨 :1n=0 ， ，~ ＞：：＜＝ロ：＝： :QYY＝口Y : QZZ=QZ : J,1=2 ：白口sue. 1200 :PA:•:=Q:•::·: :F"AY=QY 
Y :GOSUB 1520 :RETUF:N 
2'"90 ’ーーーーーーーーーーー－ DATA 1 , ショキチ PX, PY, PZ －ーーーーーー一一一ーーーーーー目ー一一ーーーーーーーーーー
3000 DATA 12, -15,100, 26, -30,100,0，ー15.100,26.15.100,26. 30.100,0. 15,100,-2 
6, -15,-100,-26, -:::0.-100.0. -15,-100,26, 15,-100,2ι. 30，ー100.0. 15,-100,-2ι ・
3010 DATA 18, 1,2, 2,3. 3,4, 4,5, 5,6, 6, I. I, 7, 2,8, 3，ヲ.4,10. 5.11. 6,12. 7.:3 
• :3,9.ヲ.10.10.11. 11.12. 12.7 
3090 ’ーーーーーーーーーーー－ DATA 2 , t"Iヲ”ンメン CP：・：， CPY, CPZ －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一－
3100 DATA 4 ，ー100.0.100. 100.0.100. 100,0,-1骨0, -I骨0.0 .-100 
3110 DATA 4 , 1,2, 2,:?., 3,4, 4,1 
3120 DATA ι. 13,14, 14,15, 15,16, 16.17. 17,1:3. 1:::.1:3 
81ヲ？ ’ーーー一一一一ーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー ー－
3200日ATA:::, 1.2. 2,14, 14,13, 13,18, 18,17, 17,5, 5,6, 6,1 
3210 DAT《 7, 2.1. 1.ι．ι，5, 2,14. 1.13, 6,18, 5,17 
3220日《TA8, 14,13, 13,18, 18,17. 17,11. 11,10, 10,9，ヲ.8. 8, 14 
3230日《TA 10, 14,8, 13,7, 18,12, 17,11. 7,8, 8,9, 9,10, 10,11, 11,12, 12,7 
3300 DATA 8, 8,14, 14,13, 1:3,18, 18,17. 17,11. 11.12. 12,7, 7,:3 
3310 DATA 7, 8,7, 7,12, 12,11. 8,14, 7,13, 12,18. 11.17 
332骨 DATA8, 14,2, 2,:::, 3,4, 4,5, 5,17, 17,18, 1:3,13, 13,14 
3330 DATA 10, 14,2, 13,1, 18,6, 17,5, 1,2, 2,3, 3,4, 4,5, 5,6，ι.1 
3399 ’ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーー一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー－
o:4由。 DATA8, 2, 1 , 1. 6. 6. 5. 5. 11. 11. 10. 10. 9. 9, :3, :::: • 2 
:::410日《TA8, 2,3, :::,4, 4,5, 5,11. 11,12, 12,7, 7,8, B,2 
342自 DATA 13, 2,1, 1.6, 6,5, 2,8, 1.7, 6,12, 5,11, 7,8, <:,9，ヲ.10. 10.11. 11.12. 
12.7 

3430 DATA 13, 1.2. 2,3, 3,4, 4,5, 5,6, 6,1, 2,8, 1,7, 6,12. 5,11, 8,7, 7,12, 12, 
II 

21 
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a.切断状態図

図 2 六角柱の切断図

・ー・－－ ・．・－－' . ．． ． 
t 、
‘‘  E ’ 九九＇・ 、- .. ． ー・・ ．・．・．・

b.断面

フランジの立体図では流れ図，変数一覧表を省略し

てプログラムと図形だけを記した．尚，切断における

変数名はフランジのそれとは無関係である． 図 3 フランジの立体図

リスト 2 フラ ンジの立体関のプログラム

10 I 一一一一一一一一一一一一一一－ FLAt-H3E 一一一一一一一一一一一一一
100 ::;cF.:EEN 0 , 0 : CON::;OLE , , , 1 : CL::; ::: 
110 DI門：o:c::::0)'YYC::0) ,ZZC:30) ,i::;;i:c::::0) ,(3Y(30) ,i::;zc::::0) ,::;;x:c::0) ,::;yc::::0) ,Ll <::::0) ,L2c::::0)' 

p;r: ( ’ヲ) , PY ( 9) , PZ ( 9) , F'P:Z: ( ヲ) , F'PY ( ・ヲ) ,PF'Z(9) 
120 :x:0=:::1 ・ヲ: Y0 ＝？ヲ: D:Z:=0: DY=55: DZ=-27: F.:F.'.=. ::: : F 4= の: F' I=:::. 1. 4195 
150 F.'.E::;TOF.'.E 2000: 130:::;UB 両BB: (30:::;U巴両日D: F.'.E:::;TOF.'.E 2010: (30:;:;1_1~. 貴FF
200 ::;1=0: :;:;2=F'I: F.:=79: ZZ=115: C＝る： i::;o::;UB i・；HH: F.:E::;T口F.'.E 2020: 130::;UB 州：：C: 130:::;UB :.:E 

E 
21 0 ::; 1 =F' I : ::;2=F' I梧2 : F.:= 1 75: ZZ=-62: 130:::;UB ；・＇HH: F.'.= 15:::: : 13口：：：；UB 持HH: F.'.= 157: ZZ=-::::2: 
i:3o::; u~. 両HH
220 匹：E:::;T1コF.:E 20::::0: FOF.'. AA=1 T仁12: F.'.EAD :<4, Y 4: :;:; 1 =0: ::;2=F' I桜2: F.'.=14: ZZ＝ー：：：2: F4=1: 
(30:::;UB 両HH: t·~E>:T AA: F4＝。
2::::0 F.:E:::;TOF.'.E 2050: C＝る： i::;o::;UB 掃1二C: i::;o::;UB ：・；EE: F.'.E:::;TOF.'.E 2060: C=2: i::;o::;ue. 対CC: Go::;UB 
:.:EE: F.:=7ヲ： ZZ＝ー115: :;:; 1 =F' I : ::::2=F' I対2: 130::;UB 5・；HH: F.:E:::;TOF.'.E 2070: (30:::;UB ：・；cc: i::;o::;u巳者

EE: F.'.=:::2: ZZ＝ー：.：：：2: :;:; 1 =0: :::2=F' I : (30:::;UB :.:HH: ~：：. ＝：：：： CF・＝2: 130::;1_1巴画白13
240 F.'.E::;TOF.'.E 2060: Iご＝0: 1::;o::;ue. 対cc: i::;o::;ue. 対EE: F.'.=79: ZZ=-115: ::; 1 =F' I : :::;2=F' I対2: 130:::;1_1 
B 持HH: F.'.E::;TOF.'.E 20-?0: (30::;1_1巴 5・;iごl二： i::;o::::UB 対EE: F.'.=:::2: ZZ=-32: :::; l =0: ::;2=F' I: 1:.;o::;ue. :o;HH: 
ド：＝：：：： CF'=0: 13o:;:;UB 垢(313

250 F.:E:::;TOF.'.E 20:::0: I二＝己2 13o::;UB :o:CC : 13口Sリ巳 持EE: F.'.=40: ZZ=-115: :::;1=F'I/6持5: :::;2=F’I :.::::-F・ 
l／七両之： 6口：：；UB 挺HH: F.'.=79: ZZ=-115: :::; 1 =0: ::;2=F' I姪2: 13o::;UB 争時HH: F.:E:::;TOF.'.E 2i370: i::;o:::;ue. 持
仁C: 130::;1_113 *EE 
三！と・9 仁.＝2: F.:=:::2: ZZ=-::::2: ::;1.=0: :::2=F'I: (30::;UB i・；HH: F.:E::noF.'.E 2090: 130::;1_1e. ;.;cc: i::;o::;UB :.:E 
E: F:= 157: (30::;UB *HH: C:F'=2: ~：.＞4: i::;o::;UB :+:1313: C=0: F.'.=::::2: ZZ=-::c: ::: 1 =iJ: :::2=F' I : (30:::ue. 

梧HH: F.:E::;TOF.'.E 20ヲ0: 130:::1_1巴；.；cc: i::;口：：：：UB 長EE: F.'.= 15::: : 130::;1_1巴：.：HH: I二F'=0: K=4: 130::;1_1p. 領(313
270 I二＝る： F.:=::::2: 130:::;UB :o:HH: F.:= 157: 13口：：：；UB ：再HH
2:::: 0 F.:E::::TOF.'.E 21~） 0 : FOF.'. AA= 1 TO 2: PEAD ;i:4，γ4: :::1=0: ::;2=F'I:.:2: F.'.=14: ZZ=-:::2: F4=1: 
130::;1.JB 5・；HH: NE/T AA: F4=0 
290 F.:E::;TOF.:E 2 l 10: C=2: 130:;:;1_1e. 掃！こc: 130::;1_1e. 対EE: F.'.= 15:::: ZZ=-62: ::; 1 =0: ：：；~~：＝ F' I : 130::;1_1e. + 
HH: F.:= 1 75: :ZZ=62: 130::;1_1日常HH: K=2: CF'=2: 13o::;UB :0:1313 
:::0 (i F:E::;T口F.'.E 21 H' : C= 0 : 白o::;UB 長CC: (30::;UB ~EE: F.'.= 1.5:::: ZZ＝一己.2: ::; 1 =0: ::<>PI : l30::;1_1e. + 
HH: F.:=175: Z:Z:=62: 13口：：：；UB 対HH: ~：：.＝ 2: IごF'=i:?: 13口：：；1_1巳 :0:13(3
::: 1 (l C=6: F.:= 15:::: ZZ=-62: 131y:;1_1e. 持HH: F.'.= 175: 130::;1_1e. *HH: F.'.E::n口F.'.E 2 l 2 0 : l30::;1_1p. 掃cc: 130 
::;ue. 持EE: ZZ=0 ~ 130：；；リ巴 f署＇HH: ZZ=62: 130::;1JB 青HH
匂•；10 COL.OF.'. 7: EN[I 

HH3~ *AA 
10 l i) :::T=Dl貴3• 14195/ 1::::0: F・A=DY;.;:::. 141 ・;15/ l :::0: F・：：；＝口Z*::::.141・ヲ5/i:::0 
1020 ::::=.::=::::n~c::n: ::;F=:::;nHFA): ::;F・=:::;ItHP：：；〕： CS=CO::;( ::;T) : CF=1ご0・：：；(FA) : CF'=CO::; ( F・：：：： .j 

H,::::0 IF ._l._1=2 THEN 1070 
l (? ：：：：~； IF ._l._I=::: THEN 11 0 0 
104(l 13／＝＼＼青CF対lごF'+¥'Y青（：：；：：；長：；：；F:o;CP-1：ち持：；：；p・)+TI.発（C::::;:.::::::F持CF'＋：：：：：：：：：；：.：守，F')
1050 5γ＝＜＜＊CF：骨子三；F＇＋γγ＊（：；：；：；：；：.；・5；ド：•SF'+CS：馬1二F') +zz：時｛．「・5持：：：；F：時：；：；p・ーさ；：；：；：.；cp・1
1 (l6i3 13Z=-¥¥:-;:::F＋γγ：.；：：；：：；両lごF+:zz;.;c:：：：；長l二F: F.:ETUF.＇.~~ 

1'n0 13¥(l)=¥/(I）長l二F*IごF＇＋γy(I）擬（:::; ::::; :.; ::w発CF・－Iご：：：：；：器：::::;F・)+ ZZ ( I ) ;.; ( c::::;;.;::::F~CF·+::::;::;:o:::::;p·) 
10:::::0 13Y (I)=¥/ (I) *CF*::::;p’＋γγ（I) i普：（：：：：；：：：：；：.：：：：：；F両三；F'+Iごさ；持CF')+ZZ (I）持（cs:.;::::;F:o::::::Pーさ；：：；蚕C・F・1
1090 13z (I)=-/¥ (I) :.:::::;F＋γγ（I)持：：；：；：；：.：CFt ZZ ( I ）長！二：：；長l二F: F.:ETUF.＇.~－1 
l l (10 F'F'¥ ( ~：：. ） =F'/ i.ド.）:.;1：ド＊CF’＋F'¥!T.J再（::::;::::;:.:::w :.:cp・－cs訴さ；F')+F'Z (K）姪c:c:::::;:-;:::::F＇《：F'＋・：：：：；：：：：；町三；F')
111 0 F'F'γ（ド；）=F'/ ( ~－＇..） :<'I二F:.:::::;p・+p・y ( K) * ( ：：：：；：：：：；長：：w青：；：：；p+1ごさ；:o:CF')+F'Z (I＜.』尭（I二三；＜W:-;::::;p-::::;:;:;*CF' ・., 
1.120 F'F'Z （ド〕＝－－F'/( K) ＊：：：：；ド＋F・ず（V.)；.；：：：；：：：：；持CF+F'Z(K);.;1二三；対CF: F.:ETUF.'.N 
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1i::：告訴e.e.
114(' PEAD F'N: FCIド・ I= 1 TO F't'-~ ： PEAD ¥/ ( I) • Y T’（！） .zz「I) : ._l._1=2: GO::;UB *AA: ~，lE\T I : 匹・E
TUF.： ~J 
1150 ＂＇＇二 l二
1160 PEAD LN: FOP I=l TO LN: PEAD Ll(l),L2(!): NE/TI~ PETUF.判
1170 5唾口口
11:::(1 FOF.: I=l TO F'N：三；／( I ) =C3/ ( I ) ~ ::;y・ ( I ) =13γ（I) : NE×T I: PETIーIPN
11匂色 発EE
120~1 FOP I=1 TO U~ ：しINE 〈・：：；＼( L 1 ( I ) ) ；・5匹＇F.＇.＋、ピ（i.::;y （し1(1））：・；F.：匹’/2+Y0）一（:::;>'. ( l_2 (I ) ) ：・＇F.'.F.'.+/0.::;y' 
し2(I)) :>:F.＇.匹・／2+・y'0), C:: t'JD:T I: F.'.ETUPt--.l 
1210 誉FF 
122~~ PEAD r:J): FOF.'. r::.= 1 TO r::.M: PEム［IP>: （ト） . Fγ｛ト；:i• p:z: ( r::. :i : .J.J=:::: 1:;0:::1_1巴＊AA: NE¥T K: F.'.E 
TUF.：~：l 
12:::0 姪1313
1240 F'A rnH F'F'/ Iド） :O:F.＇.匹・＋／ 0,F'F'Y （ト.) f’＇F.'.F.'./2＋γ0) , I二F',C:: F.'.ETUF.'.t'l 
1250 挺HH
l 260 IF F 4='3 THHJ ::::::=:::. 141・ヲ5云2;::::0 EL:::E ::::::=::::. 141’ヲち／5
127 0 FOF.'. :=.::=::: 1 TO :::2 :::TEF' :::::; ：仁＜＝：：：IN( ::: ) *F.＇.： γY=C・O・：：：( ::: ）姪F.'.: ZZ=ZZ 
1272 IF F<t=0 THEN 127ι． 
12・74 //=¥¥+/4：γγ＝γY+¥'4 
i2ア6 ._l._I= 1 : 130:::1_1巴持AA: :::/=13>:: :::Y=t3γ 
12:::0 IF :=.::=:::1 THEt・・J LH~0 
1290 LINEt:::::<i3担；pp+¥0,:::Y0'!:F.'.IV2+Y0）ーc::>:*F.:F.:+>:0,:::y；.：匹宋／之＋γの） . c 
1:::00 :::/0=:::>::: :::Y0＝三；γ：ND'.T:::: PE丁UF.'.~·J
i::: 10 画II 
1320 c口しOF.'.5: LOCATE 1, ::: : INPUT・7ァイ＝・：｛〕γ
.1:.:::.::0 LOCATE 1，：ヨ：FF.:It・・lT＂ヨ： F:t=:TUF.:r・・l
134 0 世.＿I._!

1:::50 COLOP 4: LOCATE 1 , ~＞＇.！ : F＇ドEINT"l ONCE門OF.'.E 2 END・
Lk. 0 T $= HWEV $ : IF T宰＝’. THEN 1：：：ゐ0 EL:::E T='../AL ( T宰） : F.'.ETリF.:N
2i2 0 0 DAT A 2:::, 0, 79, l lち， 0 • -79 • 115 ' 0 ' :::2 ' :::2 • 。，－：：：2,:::::2, e，ア9,-115, 。，：：：2.-:::2. 0.ーア匂
,-115, ~：；.－：：： 2,-:::2. 20,-::::4.ゐ，－115' 2・:;-1. 6 '-44. ：：：，一115, 44.:::,-29.凸，－1.15, :::4.6,-20,-115 
• 20. -:::4. 6' 0' 。， 175. -62' 0' l 75' 62' 0 '-1 75慣－62, 。守一17空i.62. 0' 17空i.0. 0 ,-l 75”の
20'31 DATA 0,15・7,-:::2, 0,-157,-:::2, 0,15:::,-62, ~3,-15 ：：：”一口2
2010 D/"iTA 4, 0,0,-62, 175,0,0, :::0,0,-62. 12(1,0.-:::2 
2i320 DATA 2, 1宇三：， 2”4 
20::::0 口ATA -::::4. ::: , :::4. ::: , -:::4. ::: , -:::4. ::: 
2040 DP.TA:::, 5,6, 7，：：：，ゐ，：：：
2050 DAγA 1宅ヲ， i::::
20と・8 DAT A 4 , 9 , 1 0 , 1 0 , 11 , 11 , 12 , 12 , 9 
2070 DATA 2, 5,6, ?,::: 
20:::0 DATA ：：：，ヲ， lij, Hi,1l, 11.12 
20 ・~＇ iJ DATA 2, 6,20, :::,21 
21 0 (3 DAT A :::4. ::: , -::::4. ::: , :::4. ::: , :::4. ::: 
2110 DAT A 4, 14, 15, 22, 14, 2:::, 16, 16. 1 7 
2120 DATA 2. 14.15, 16,17 

4.あとがき

今回のプログラムでの陰線処理は，カラーディスプ

レイの特色を活用したもので，このような方法でも出来

るということを示したものである．尚，切断の場合は

ディスプレイにはカラーで表示している．プログラム

は今少し簡潔なものに仕上げたい．マイコンを操作し

ながら図形を画く速度が少し遅いのと，先に述べたよ

うにプリンターの改善を希望したい．今後，相貫体，

陰影，透視投影等の部への活用を深めてゆきたいもの

である．

5.参考文献

1 .佐藤義雄 HOW To 3-D GRPHICS月刊アス

キー 2' 3' 4' 5月号 1982 アスキー出版

2.化学製図研究会編実用化学製図産業図書
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マイク口コンビューターの諸化学領域への応用例について

武 ネ己 道
〈昭和57年 9月20日受理〉

On Application of Microcomputer to Chemistry 

Author picked up about twenty cases of application of microcomputer to some 

regions of chemistry, and commented on some of them. 

Norimichi Y oshitake 

1 .緒 Eヨ

前に，1）マイクロコンピューターについて少し書いた．

その後，一年の聞に（1981年～1982年にかけて），一方

で，小型化，低価格化が進み， PC 8001 (NEC）の

下住機種であるPC 6001, J R -100 （松下）, ZX81 （英

国シンクレア ・リサーチ社）， ベーシックマスタ ーJr 

（日立）などが出現する一方で，在来の中級機種のよ

り一層の充実をはかった， Micro8 （富士通）, PC8801 

(NEC), MZ-2000 （シャープ）などが市場をにぎわせ

た？）

以上は， 8ピットマイコンであるが， 16ピットマイ

コンも， Multi-16（三菱電機）, N-5200モデル05(NEC)

等が著者の自にとまった．

ソフトの面では，日本語ワードプロセッサーの普及

が話題を呼んだ．日本語を形成する漢字かなまじり文

のソフト化は，ソフト技術の中でも，最も高度の技術

を要するときく．専用機のようにはいくまいが，日本

語ワードプロセッサーも出来ることになる？）

食

マイクロコンヒ。ューター（以下マイコンと略称する．）

の化学への応用プログラムは，圏内では余り多くない．

市販ソフトで，せいぜい周期律に関するもの，初歩

的な，化学反応式を完成させるといった程度にすぎな

P. 

このようなことを考えていた所，比較的最近，福井

高専で「化学PC研究会」という組織のあることを知

った．日本化学会の「化学と工業」で，会員募集の呼

びかけがあり，著者も入会の手続きをとったが，その

「会報」によれば，編集者も同じ問題意識をおもちで

あり，少し安心したのである．つまり「ソフトの公開

が，ほとんどおこなわれていない．」ことであり，その

「会報」の目的は「ソフトのすみやかな公開と，高且織

イヒ」ということのようである．

著者の考えていたこととも共通する点が多く，もっ

とよく知られ，発展し，情報の交流が生れてもよいと

考えた．会員のメンバーには，大学，高専，高校，企

業等で，マイコンを化学にいかに応用するかに苦心さ

れておられる方々だと思う

内容は，確かに化学であるが，化学工学に関するも

のが多いように見受けられる．他に，大気汚染のシミ

ュレーション等があり，本校の綜合実習センターにも

参考になるのではないかと思われる．

著者のいう，化学へのというのは，物理化学を中心

とした，分析化学，有機化学，無機化学，機器分析，

（高分－［－化学等） をさしており，これらの沼化学分野

への応用を重視したい．又，ほかの分野でも，物理学，

生物学，数学で， 化学の領域でよく用いられる場合も

含み，化学工学は含まない．その方が焦点がより定ま

ると考える．

女

マイコンの利用法について，簡単にまとめておこう．

l.端末機としての利用 この場合，こないし， 三

通りの利用法があると考える．その一つは，ホストコ

ンピューターのいわゆる端末機であり，第二には，文

献検索である. JICST，紀伊国屋書店，丸善等がサー

ビスしている ．第三には， IR, NMR, MS, X線回析

等のスペクトルデータの検索，又化合物検索も入れて

よかろうか．音響カ プラ を備え，電話ju］線を通じて，

実施される．

2.ワー下プロセッサーとしての利用 いうまでも

なく，日本語，英語ワードプロセッサ一等である．

3. グラフイックとして，関数（三次元）などの視覚

化 X-Yプロッターを使って正確に表わすことが出

来る．

4.文献整理

5. いわゆる数値計算

6.機器の制御としての利用 ハード的な利用，又

ソフ ト的な利用
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7.ベーシック以外の言語の使用，フォートラン，

パスカルなど，入手しやすくなってきている．

女

マイコンの有用性は，まず第 1にそのパーソナル性

にあると考える．他にわずらわされず，各人の創意で

自由に考えを広げていく，その自由さは，他に換えら

れないのではなかろうか．演算速度が遅いだけではな

く，容量も限られているので，可能性の範囲も自ずと

限られるが，人間の創意がある限り，どこまでも，そ

の独創性を拡大していくことが出来るのではなかろう

か．そういう意味では，人間的であり，ヒューマンで

すらある．アップル・コンビューターが，この 5年間

モデルチェンジせず，細胞が増殖するようにソフトを

増し，周辺機器を増していく様は，マイコンのもつ特

徴を，極めて象徴的に表わしている．

著者は，大型電算機と比較して優劣を論ずる愚をお

かすつもりはないが，少くとも，大型電算機を万能であ

るかのように考える一部のコンヒ。ューター至上主義者

には，何らかの考え方の変革をっきつけるものではな

かろうか．

アルピン・卜フラーの「第3の波」によれば，第三

の波によって変革された新しい世界て＼マイコン（あ

るいは，その発展した形態）は，我々の日常的な風景

の中で，大きな役割をになっており，我々の生活をよ

り良く，変革していく力となっているかのようだ．そ

の普及は，大型コンピューターによる，中央集権化，

（一元化）から，地方分権的に発展していく（多様化）

社会への変遷として明るい未来像を描いている？）

2.化学への応用プログラムの実例

第1章で述べたように，マイコンの化学への応用に

関する記事は少ない．プログラムの例も，公開された

例は少ない．

これまで，まとまった記事としては，「化学と工業31

〔6〕（1978）」 5）「化学教育Vol. ~.2 (1981）」 6）にお

ける「マイクロコンピューター持集号」（但し，プログラ

ムの掲載はない．），田中，山岡著「化学者のためのマイ

コンガイド」(1981/1田中善正著「続編」(1982)81（南江堂）

に実例が出ている以外に，著者のもとには，化学Pc 
研究会発行の「会報Vol.1, Vol. 2」があるのみであ

るが，「会報」は，はたして文献としての市民権を得て

いるかどうか，なにしろユニークな試みであるので，

もっと体裁もよくして， しっかりとした，学術雑誌へ

と，生長していくのを期待する以外にはない．これら

のものを除くと，いわゆる，マイコン雑誌にときおり

見受けられる程度である．

ここで，比較的最近の諸雑誌に，掲載された化学へ

の応用実例を取りあげ，主なものに，簡単な解説を加

える．持に，系統的に文献調査したわけではないので

見落しもあるかもしれない．外国雑誌では， JChem 

Educ.，に「コンピューター・ シリ ーズ」と題するマイ

コンのソフトに関する記事が掲載されている．他に，

J.Chromatog.Sci.に，ときおりプログラムの例を見か

けることがあるが，ここでは除外している．

内容については，物理学，生物学とか，銘をうって

あっても，化学に使えるものであれば，とりあげてい

る．

これらのプログラムの一部は，著者なりに，使用可

能な状態に移植した例もあり，試行した例もあるが，

雑誌社，著者によっては，プログラムの使用について

かなりきびしい注意があり，すべて掲載しない．又そ

の結果についても，述べることは，最少限にとどめた．

囚物理化学（あるいはそれに準ずるもの）

< 1 ）分子軌道法（HMO）の計算

「イヒ学教育Vol.29,2」のマイコン持集に掲載された

実例の一つで，著者より，直接カセットサービスをし

ていただいたものである.pc 8001による， CR T版

と，プリンター版，それにPc 8801用の電子密度を図

示する版である.pc 8001版は pc 8801用に移植し

pc 8801で，すべて使用可能な状態にある．原子の数，

結合の数， γ電子の数等を入力すると，クールソンの

結合定数，マクラハランのスピン密度，原子一原子分

極率等が，計算される．

木原寛化学教育 p103 ~， 2 (1981) 

< 2）マイコンで分子軌道を（前編）

pc 8001を用い，単純ヒッケル法による分子軌道計

算のプログラムの例である．著者らは，このプログラ

ムを完全にPc 8801に移植し デバックをおこない

数値的にも完全な解が得られる版を別に作製している．

分子の名称，原千数N, 7T電子の数を入力すると，

軌道のエネルギ一， LCA O係数，結合次数，反応性

指数（電子密度，自己分極率，フロンテア電子密度，

スーパーデロカリザビリテイ，自由原子価）等を計算

する．アニリンの例がある.pc 8801では， C42 （デ

ィスク） c 50 （カセット）位までの計算ができる．この

場合で，演算時間約3時間．

富永信秀 RAM p 124～131 8月号（1981)

< 3）マイコンで分子軌道を（後編）

同じく， Pc 8001に， ミニフロッピーディスク（デ

ュアル）を使用している．容量の関係で，八つの小部

分に分けて計算している．分子軌道法の中でもCND 

o I 2法と呼ばれる半経験的分子軌道法の紹介であり
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< 2）がγ電子系のみを扱っているのに対し， σ電子

を含む分子にも適用される．文献9）のフォートランより

ベーシックに移植されたものと思われ，ほとんど同ー

の計算結果を得ている．著者らは， Pc 8801用に移植

したが，三者の聞には，計算結果に微妙な違いがある．

著者らの結果は， Totalenergyにおいて，むしろフォ

ートラ ンによる結果に近い．エチレンを例題にして掲

げているが，計算には，約37分程かかる．

原子の数，原子の種類を表わす整数，原子の座標を

入力すると，原子間距離，重なり積分，電子反発積分

Coreのクーロ ン反発エネルギー，Core積分，分子軌道

エネルギー， LCA O係数，電子密度， Total ener-

gy等を計算する．

富永信秀 RAM p 136～p 145 10月号（1981)

< 4）パソ コンで分子の構造を見る ．

グラフ イック機能をもっマイコンの出現により，多

様なグラフ表現が可能となった.MZ -80B, MZ -80 

B P5を用いて， Balland Stick型の分子構造模型を表

示する．分子の立体的な構造を理解するために意義が

あると思える．原子の数，原子の座標，結合の数等を

入力すると，分子の模型が現われ，分子を任意の軸の

まわりを回転させたり， Window,View等のコマンド

を用いて，部分の拡大等の操作が可能で、あるという．

中野英彦 RAM p 120～p 127 6月号（1982)

( 5) IF -800分子模型表示システム

I F -800Model 20を使って立体感のあるSpace-fi-

!ling型の分子模型を表示させる システム“Malpas 

(Molecular pascal)”の試作．（プログラムなし）

斉藤隆文 RAM  p 114 9月号（1982)

( 6) Van der Waalsの状態方程式とCRT表示

榊原正明，由谷哲夫会報 Vol.2p27 (1982) 

< 7）反応速度論におけるマイコンによるデータ処理

吉村忠与志会報 Vol.1 p29 (1982) 

(8）反応速度ーシミュレーションと生徒実験結果入

力一

藤本豊久，会報 Vol.2 p45 (1982) 

< 9) pc 8001で磁性体の動きをシミュレートする．

磁石を熱すると，ある温度で磁化がなくなってしま

う．この時，分子や原子の動きは，どうなっているか

をイジングモデルを使って，いろいろな温度での変化

の様子をみるというもの．

上野勝典 PAM p 182 8月号（1982)

(10）マイ コンによる物理の世界物理学入門

熱サイクル，熱力学第 1法則と圧力一体積のP-V

グラフの関係について学習する（他にケプラーの第二

法則を演示するプログラムがついている．）

足利裕人マイコン p 321 8月号（1982)

圏分析化学

分析化学への応、用は， PH滴定に関するものが，多

いようで、ある．

(11）マイコン化学教室 Apple Hで， PHの濃度

を勉強しよう． ！ 

酸性溶液に，アルカリ性溶液を加えていくと，酸性

が，弱まって中和する．その聞のPH曲線をマイコ ン

に描かせる．

中間弘 RAM  p 123～125 5月号（1982)

(12）中和滴定一一シ ミュレーションと生徒実験結果

入力一一

藤本豊久会報 Vol. 2 p 15 (1982) 

(13）マイコ ンによる化学教育 (1)-P H滴定実験

山本米雄・吉川研一・脇健会報 Vol.2 p 57. 

(1982) 

山本米雄・吉川研一・脇健化学教育 30,93 

(1982) 

(14）化学の嫌いな人のためのマイ コン講座一一 中和

滴定シミュレーション一一一

桑原浩二マイコン p 319～328 10月号（1982)

固機器分析

(15）シリ ーズ ・パソコン応用事例研究 pc 8001を

使用して質量分析計のデータ処理システム

増田隆弘・椋木健・大西俊一郎 インターフェイス

p 223～233 9月号（1981)

(16), (17）シリーズ・パソコン応用事例研究PC8001に

よるオージェ電子分光分析データ収集システム（上），

（下）

横田勝弘・大野正己 インターフェイス p 220～ 

p 234 10月号 (1981)

横田勝弘・大野正己 インターフェイス p 218～ 

p 233 11月号 (1981)

園 有機化学・生化学

(18）タンパク質化学におけるマイコ ンの利用

真鍋敬化学の領域 p470 8月号（1982)

固環境化学

(19）パーソナルコンピューター（PC8001）を使用

したデータ処理システムの実験室での使用例を中心と

した， N-Basicによるプログラム集

その内容は

1 .博多湾水質 co D試験データ管理フ。ログラム

2.検量線作製濃度計算フ。ログラム

3.降下ばいじん量試算プログラム

4.文献検索および図書管理フ。ログラム
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5.多変量解析 ・因子分析プログラム

6. PC Bパターン及び濃度計算プログラム

7.浄化槽放流水検査成績統計処理プログラム

8.飲料水 ・不適率計算フ。ログラム

9.農薬成積書プリント及び、規制値表示フ。ログラム

からなっており，マイコンが，公害調査に綜合的に

用いられているよい実例であるといえよう．

広中博見 ・大隈俊之 ・藤本和司・井上哲男 ・宮原正

太郎 ・小寺信・中村正規・福岡市衛試報 p 70～103 

6月号 (1981)

(20）大気中におけるばい煙の拡散のシミュレーション

吉村忠与志 ・木田稔 ・会報 Vol.1 p 35 (1982) 

(21）環境測定における溶存酸素の飽和度の計算とC

R T表示

吉村忠与志 ・橋本嘉之 会報 Vol.1p 47 (1982) 

巴その他 ・グラフイックなどo.11) 

(22）三次元グラフィックスの理論と実際

種々の関数の三次元的表現．関数の組み合せにより

s軌道， P軌道又化学結合などにおける電子雲の表現

は，それ程の困難をともなわずに出来るようだ．

佐藤義雄 アスキー Vol. 6 5月号 p188～200 

(1982) 

以上20種程の例をあげたが，アメリカなどに比べて

化学に関してソフトの出遅れは，大きいようだ．

今後，ソフトのしかるべき公開，文開発は大いにの

ぞまれる所だと考えてよかろう ．

3.最後に

マイコンは，そのパーソナル性に特徴があるとすれ

ば，教育的には，少数台おいて，いつ自分の番がまわ

ってくるか分らないという状態では，余り意味がない．

著者の考えでは，マイコンについて，いろいろと本を

読んで，知識を増すのもよいが，実際にキーインして

いくうちに，何かとアイデイアも生れてくる場合も多

いのではないかと思う ．つまりマイコンに触っている

うちに，マイコン的発想、を生み出すのではなかろうか．

そのためには，たとえば，カセットベースででも，多

数台そろえて，学生各自が，自由に心おきなく触るこ

とが，大事であると思われる ．このようなことは，他

高専ですでに実施されている所もあり，けっして耳あ

たらしいことではないが

著者のマイコンの調査 ・研究にあたって，以外に多

くの方々に，直接お世話になっている．

電気工学科の松野了二先生，工業化学科の石橋助吉

先生，大牟田市役所電算機室の金子照美氏，福岡県公

害センターの深町和美氏，工業化学科5年の浦塚功君

文「化学教育・マイコン特集」の著者の一人であられ

る，兵庫教育大学の木原寛先生には，自作の分子軌道

計算のプログラムを，カセットにてお送りいただいた

上，御親切にも，電話 ・手紙による交信さえもいただ

いた．他にも，伺かと，御興味をおよせになり，御相

談にあずかった方々は少なくない．あわせて感謝の意

を表したい．

まだ，それらの方々に，答えるべきものを得てない

のは，大変心苦しい次第である．

4.文 献

主なる文献は，本文中に掲げているので，ここでは

その他の文献を掲げる

1 .吉武紀直有明高専紀要第18号 p81～88(1982) 

2. と82年パーソナルコンヒ。ユーター綜合カタロ

クミ (1982）広済堂

3.特集とワー ドプロセッサーとアスキー 7月号

(1982) 

4. アルピン・トフラー著（NHK取材班編）“写真

でみる第三の波（21世紀へのパスポート）”（1982)

日本放送協会出版

5 . 特集とマイクロコンピュータ－~ ~化学と工業 31

〔6〕と（1978)

6.特集ミマイクロコンピューターを利用した化学

教育E，化学教育，~， 2 71～136 (1981) 

7.田中善正 ・山岡清共著、化学者のためのマイコ

ンガイドと（1981）南江堂

8.田中善正著ミ続化学者のためのマイコンガイドと

(1982）南江堂

9.菊地修著ミ分子軌道法（電子計算機によるその

応用）ミ (1971）講談社

10.森下厳著とパーソナルコンピュータ一入門と

(1981）昭晃堂

11. A. Streitwieser and C.H. HeathcockとIntro-

duction to Organic Chemistryミ (1976) Collier 

Macmillan. 

12. J.W.MooreとComputerseries 1～3h' 

J.Chem. Educ.Vol 56.3～Vol. 59. 8 (1979～1982) 

続刊中．
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ボラゾンといしによる高マンガン・
オーステナイト鋳鋼の研削切断

小田 明・内野豊作＊

〈昭和57年5月28日受理〉

Cutting-off of Hadfield’s Manganese Cast Steel using Borazon 

Abrasive Metal Bonded Grinding Wheel 

Using borazon abrasive metal bonded grinding wheel the cutting-off of Hadfield’s 

manganese cast steel was carried out for the purpose of material research. 

Under the grinding conditions of low circumferential speed and fine depth of cut, 

a good cut-off surface suitable for hardenss test and microscopy was obtained. 

A KIRA 0 DA and T OYOSAKU U CHINO 

1 .緒 i:::I 

研削切断には，普通，レ ジノイ ドといしが一般汎用

に，ゴムといしが精密切断用に ダイヤモンドといし

が硬質材料切断用に用いられ 研削切断条件は切断面

の性状のほか，といしの損耗と加工能率を考慮して選

択される．しかし，材料研究を目的とする試料切断に

おいては，切断による材料の変質を極力防止すること

が優先され，といしの損耗や加工能率は二次的な問題

とならざるを得ない．

著者らの一人は，高Mnオーステナイト鋳鋼に爆発硬

化処理したレールクロ ッシング材の物性研究のために

かたさ測定や顕微鏡系E織検査に適し，しかも材料変質

を極小に押えた平滑で、広い切断面が得られる試料切断

の心要に迫られた．供試材料のHadfield組成高 Mnオ

ーステナイト鋼は，周知のとおり，オーステナイト本

来の靭性と，冷問加工や衝撃的外力による著しい加工

＊技官実習工場係長

硬化能を共有する特異な耐摩耗材料で，難削材である．

しかも，電解研摩を行なっても強固な酸化被膜が除去

されにくく，同じ難削材18-8ステンレス鋼に比べると

はるかに扱い難い材料で広い測定面を電解研摩法で

得ることは困難で、あった．

以上の観点から，著者らは，ボラ ゾンといしメタル

ボンドホイールを用い 低といし周速度・微小切込み

の湿式切断を行なって，上記の要求をほぼ満足する切

断面を得たので，その結果を報告する．

2.被削材料

被削材料は高Mnオーステナイト鋳鋼SCMnH3（レ

ールクロッシング材）で，図 1に示すような65×60×

300のレール頭部に似た形状を有するブロックである．

踏面には，表 1に示すシート状の強力火薬を貼り付け

て起爆させ，その衝撃波による硬化層（表面のかたさ

H s465 ）を生じている．素材の化学組成・機械的性質
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を表2に示す．

耕
一
類

理一処一
b
L

一
糊
一
種

爆
一

－－－
E

－
 

表一

使用火薬ぞ
F一子

爆

Penthrite+R. D. X. 

状 ｜シート状

c
 

e
 

qu 
，，，，， m
 

nu 
nu 

qa 
p
h
v
 

さ

速

3mm 

爆発硬化処理の回数 I 1.2,3回

1回硬化のへこみ量 ｜約0.2mm

表 2 供試材料の組成と性質

c % I o.90～1.20 

Si% I 0.30～0.80 

Mn% I 11.00～14.00 

固溶化熱処理｜ 1050℃ W.Q. 

引張強さ kgf/mm' I >75 

伸び%｜ >35 

かたさ HB I 170～223 

T田 tingblock No. 1 

2-3 

図 1 被削材料の形状寸法

3.研削切断条件

高Mnオーステナイト鋳鋼の研削切断例は乏しく，材

料研究を目的とした特殊切断や，新種研削と粒材料と

して近年注目されているボラゾンといしによる研削切

断資料は文献調査したが見出すことが出来なかった．

参考のため，レジノイドといしによるマンガン鋳鋼の

普通研削・自由研削・切断の研削条件をノルトン資品

より下記に示す．

研削方式…...・ H ・－・フロアスタンド

といし周速度…………2100～2900m/min

と い し・ん…・・・・・A16N Bll 

3.1 研削盤 切断に用いた研削盤は三正製作所製

BL-36型平面研削盤で，その主な仕様諸元はつぎのと

おりである．

(1）能力・容量

テープール移動量……左右70伽1m，前後300mm

テーブル上面よりといし下面までの距離……

35伽lffi

テーブル作業面の大きさ………30伽m×60伽m

(2) といし軸

といし車の大きさ……305mm×3伽m×127mm

といし車の回転数……max3600r.p.m.min600r.p.m. 

といしの移動量．．．．．．．．．上下375mm

(3) 送り速度

テーブル左右自動送り……0.3～30m/min

サドル前後自動送り……… O～25日1m/lstroke 

といし軸上下自動送り…・・・0.002～0.02/ saddle 

1 stroke(lO段）

(4）電動機

といし軸用...・ H ・・・2.2kW 4 P 

油圧ポンプ用……2.2kW 6 P 

本機を切断に利用するためには，テーブル（試料）

を固定し，といし軸のみを連続微小送りすることが必

要である．このため，図 2に示すようなといし軸微小

送り装置を製作した.1750r. p. m. の起動モータの回

転は，歯車減速機・ Vベルトプーリ・ウォーム減速機

により 1/60に減速され，さらにこの回転がといし上下

送り軸に取付けられたVベルトプーリによって0.75

r.p.m.まで1戚速されるようになっている．ウォームj戚

速機軸からといし上下送り軸への伝動は，整流器を備

えた直流電磁クラッチによってON,OFFされ，といし

車の微小送りが始動または停止される．

3.2 といし車 使用したといし車はノリタケダ

イヤ（株）に特注したボラゾンといしメタルボンドホイ

ールCBN60J75Mで，寸法D300×T1.5×H 127×x 5 

の lAlRタイプで、ある．

ボラゾンBorazonZl3lは，高温高圧下で焼成されたダ

イヤモンド型立方品の窒化ほう素BNで，そのヌーフ。硬

さは4700，アルミナの約2倍でダイヤモンドに次ぐ．

熱膨脹係数も小さく，とくに耐熱性ははるかにダイヤ

モンドより優れている．また，と粒のへき開または微小

破砕による自生発刃作用を有するので，といし車の損

耗が少なくドレッシングがほとんど不要で、，アルミナ

やダイヤモンドより経済的で、あるといわれている．緒

言で述べたように，出来るだけ材質変化を避け優れた

切味を期待して，と粒・粒度・結合度・組織を選定し

た．

3.3 研削切断条件 加工条件はといしメーカに

おける焼入高速度鋼の研削例を参考にして，表3のよ

うに選んだ．
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図2 といし軸微小送り装置

表 3 ボラゾンといしによるSCMnH3の研削切断条件

研 削 盤｜ 三正製BL-36型平面研削盤

といし車｜ボラゾンホイール CBN60J75M

といし大きさ I D300×Tl.5×Hl27×X5 

といし周速度 I 1800m/min 

切込み 量 I0.3mm/min 連続自動送り

研削液

冷却水量

水溶性エマルジョン系，’ノリタケ

ク－）レNo.2 1 :15 

15£/min 

切刃切断面積 I6.5mm×l.5mm 

加工時間 I3.3hr 

4.研削切断結果

研削切断開始から終了まで 1hr毎に切断屑を採取し，

走査電子顕微鏡（日本電子JSM-T20）でその形態を観

(1) 

(2) 

(3) 

×500 (2）のみ×1000

図3 ボラゾンといしによる研削切断屑
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察・撮影した．また，切断面はその平滑度を光学顕微

鏡で観察し，切断の影響を調べるため，電解研摩によ

り表面層を除去しでかたさ測定した．

4.1 研削切断屑の形態 図 3(1）～（4）は切断開始

から終了まで4回採取した切断屑の走査電顕像である

いずれも鋭い形態を示し，優れた切味であることがわ

かる．これに対し，図 4(1),(2）は同一被削材料をレジ

ノイドといしA60J6B（といし寸法， Dl35×Tl.0×H

70）で乾式切断（といし周速度1670m/min，切込み0.2

mm/min）および湿式切断（といし周速度同じ，切込み

0.6mm/min，冷却水量5.e/min）した切断屑の走宣電顕像

である．乾式では切断屑は少なくと粒の脱落が著しく，

湿式ではかなり削れてはいるが，形態は両者とも鈍く

エッヂが丸味を帯びなかには溶滴となったものも観察

され，研削熱により切断屑の一部が溶融したことを示

している．

(1) 

(2) 

(1)は×200(2）は×500

図4 レジノイドといしによる研削切断屑

4.2 研削切断面の性状 図 5はボラゾンといし

による研削切断面を示す．若干の切断条痕は生ずるが，

ほとんど鏡面に近く研削焼けも全くない．切断面にお

けるピッカースかたさ測定の圧痕も鮮明で，対角線長

さの計測を正確に行なうことが出来る．また，わずか

な自動研摩を行なっただけで顕微鏡組織検査が可能で、

図5 ボラゾンといしによる開削切断面

ある．

切断による材質に及ぼす影響も軽微で＼ク ロム酸

りん酸ー硫酸混合液による電解研摩によって表層を溶

解除去したのち，ビッカースかたさ測定した結果は約

35低い値を示した．

4.3 研究実験への適用 図6は供試材料高Mn

オーステナイト鋳鋼爆発硬化材の研削切断面上で，踏

面より深さ方向へ測ったかたさ分布で，切断の影響を

補正して示した．爆発硬化回数を増すにつれて硬度な

らびに硬化層の深さを増すことがわかる
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間
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．
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図6 SCMnH3爆発硬化材のかたさ分布

図7は研削切断面を自動研摩後エッチングした顕微

鏡紙撤で，爆発硬化処理によって生じたstrainmark-

ingの一例を示す．一連の検鏡作業を通じて，切断に基

因すると思われる特異な手E識は全く認められなかった．

これは切断の影響をうけた薄層がエッチングで除去さ

れるためと思われる．

5. 結 ロヨ
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図 7 SCMnH3爆発硬化材のstrainmarking｛~~ 

ボラゾンといしメタルボンドホイールを用いて，低

といし周速度，微小切込みにより，高Mnオーステナイ

ト鋳鋼の試料切断を行なった結果，材料研究の目的に

沿うよい切断面を得ることが出来た ．要約すると，

(1）切断による硬化は ピッカースかたさ値35程度

で軽微である ．

(2）切断面は鏡面に近く 研削焼けも全くない．ま

た，かたさ測定や顕微鏡組織検査に有害な影響を与え

ない．

なお，本実験は高Mnオーステナイト鋳鋼爆発硬化材

の物性研究の目的に沿う良好な切断面を得るために行

なったもので，ボラゾンといしの性能を詳高田に＋食言すす

ることを目的としていない．したがって，研削加工条

件を変えたり，また，他のといし例えばダイヤモンド

といしとの比較などは企図しなかったことを付記する．

終わりに，といしを製作したノリタケダイヤ株式会

社のご協力と，被削供試材料を供与された旭化成工業

株式会社に謝意を表する．

参考文献

1 ）精機学会編 ：改訂精密工作便覧，コロナ社，

1970 

2）日本材料科学会編：新しい材料の事典，共立出版

1980 

3）日本ゼネラルエレクトリック株式会社資料
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擬似乱流境界層流の線型安定性

山 下 巌

〈昭和57年9月18日受理〉

A Linear Stability on the Quasi-Turbulent Boundary Layer Flow 

A large scale periodic motion in turbulent shear layers observed by means of flow visua-

lization methods is studied by numerical methods. Within the linear stability theory, the pre-

sent computation result cannot prove that the large scale periodic motion originates in the 

instability of the mean flow. 

lWAO YAMASHITA 

1 .まえがき

乱流の勇断流には，大規模な周期構造が存在し，そ

れが運動量，熱あるいは質量の輸送に密接に関連して

いることはよく知られている．しかしながら，周期構

造が発生する機構についてはほとんどわかっていない．

他方，種子田は（1959)I）及び（1965)2）に於いて，乱

流ウェークの中に大きな周期構造が存在し，その周期

構造はウェークの幅に比例する波長を有した主流の不

安定によるものであることを示した．更に，（1981)3l 

及び（1981)4）に於いて，舌L流境界層流の中にも大規模

な周期構造が存在し，その波長は勢断層の排除厚の20

倍程度で丁度層流安定論で良く知られたところのTol-

lmien-Schlichting波に類似した波であり，不安定限界

は波長A，排除厚Pとして，波数2πO*Iλが0.1から0.6

の範囲の撹乱は下流に向かうに従い増幅され，波数0.3

の時最大の増幅率を示す．波数0.6以上の撹乱は減衰す

ることを示した．

そこで，本研究では種子田の示した乱流境界層流の

大規模周期構造の存在を，数値実験の方面から追証し

ょうとするものである．

2.問題の定式化

速度Vの流れに平行に置かれた平板上の定常乱流境

界層流を考える．そして，この基本流に一つの非定常

な微小撹乱vを重畳する．次に， vについての 1次の

オーダのみを取ると， Navier-Stokesの式及び連続の

式はベクトル表示で，次式の撹乱方程式として表わさ

れる．

す＋（V・ grad）叶（v.grad)V= gradp+Rγ川
~（ 2 .1) 

div V= 0. J 

ここで， Pは撹乱の圧力， Rは代表長さ a*（勇断層

の排除厚）と代表速度V＊（境界層外の一様流の速度）

に基ずくレイノルズ数である．すべての量はrとv*

について無次元化されたものである．

問題は 2次元の流れ場を考えることにして，流れに

平行に x，直角に yなる直交座標を取る．次に，乱流

境界層流の周期構造の存在を確かめるために，撹乱の

速度と圧力を次式のように仮定する．

v=(u,v) ＝（仏， v,)exp[iα （x-ct )] , I 
f (2.2) 

ρ＝ρE exp[iα（x=ct)J, I 

z軸は撹乱の方向に取る.(2 .1）式に，これら（2.2)

式を代入して圧力p，を消去すると，振幅関数仏， u，に

関する 2つの式を得る．薄い境界層内の局所的な領域

では，方程式は次式のように変形される．

( U c)(v，＇’ a'v,) U”v, 

十i（αR）→（v, "-2a'v, ＂＋α‘v,)= 0 (2.3) 

iau, +v.’＝ 0 (2.4) 

ここで， rはyについての微分を示す. uは主流の速

度である.(2.3）式が安定論の基礎方程式、 Orr-Somm-

erfeld方程式Hで、ある．従って，この式を解くことが本

研究の主目的である．

適当な境界条件は y=Oと∞で u,=v, = 0である．

即ち，（2.4）式からy=0と∞で

u, =v, =v，’＝ 0 (2.5) 

同次境界条件（2.5）式と（2.3）式は固有値関係式，

D (c；α，R)=O (2.6) 

を導く．この固有値関係式から， αとRの関数として

c =cr+ici を決定することができる． αは撹乱の波

数， c は複素位相速度で実部 cγ は撹乱の住相速度，

Ci は撹乱の対数的増幅率を表わし， Ci が正かO又

は負の値を取るのに応じて，・撹乱が時間と共に，それ

ぞれ増幅するか，中立安定か又は減衰するかを決定す

る．

主流の速度分布は通常平行流近似を満足する必要が

ある．本研究の場合は乱流境界層流であるので，本質

的には平行流近似が成立しないが，この流れの周期構

造は層流安定論のTollmien-Schlichting波に極く類似

する波であるという種子田の実験事実を参考にして，

平行平板上の流れのBlasius解に基ず、く次式のような
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1/7乗則無次元速度分布

U-(y) = （す）7

を用いることにする．

(2. 7) 

3.計算方法

今，（2.3）式によって定義される粘性問題を（2.5）式

のv，に関する 4つの境界条件の下に解く ．この問題に

数値計算法を適用するにあたり，積分の範囲は有限の

領域しか取扱えない．従って，（2.7）式の主流の速度が

一定となる y= 2を無限遠とみなして取扱ってゆ く．

その点での初期条件は，u無限遠で、0となる（2.3）式

の2つの特解exp（一αy),exp（－γy），γ＝［α＇＋ iαR( 1-

c)J】＇＇，Re［γ］＞Oを用いる．この 2つの特解を y=2

での初期解として y=Oまで， Runge-Kutta法により

直接数値積分して行く. y = 2から y=Oまで積分す

る際の分割の各ステ ッフ。で、はSchmidtの直交化法を用

いて， 2つの特解の独立性を維持する ．このようにし

て， y= 2で、v,=e ”を初期解として求めたy=Oでの

解をφ，（O),y= 2で、仏 ＝e_nを初期解として求めたu

=0での解をφ，（ 0）とすると， y=Oに於ける一般解

はA,,A，を任意定数としてv,(0) =A.φ，（ 0) +A,φz 

( 0）と表せる ．この解は y=Oでの条件（2.5）式を満

足せねばならない．その時任意定数A,,A，が有意な値

を持つためには，

旬
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が成立する心要がある ．この（3.1）式が前節の固有値

関係式に相当するもので，この条件式を満足するよう

に固有値c，α，Rを決定する ．

固有値の決定は試行錯誤的に成される． αとRのそ

れぞれの値に対して，複素 c平面の格子点での（3.1)

式D(c；α，R）の評価が行われる. cの値を試行錯誤的

に適当に調節してD(c；α，R）の値がOに近くなるまで求め

る．巌密なD(c；α，R)=Oなる点（即ち，固有値c）は内挿法

によって決定する ．初期のα，R,cの推定値は種子田

(1981)4＇の実験結果を参考にした .Runge-Kutta法に

よる積分の分割幅は十分なる精度を維持できる様心掛

け，計算は16桁強の有効桁精度を持つように注意し実

施した．

4.計算結果及び考察

前節の手順で求められた計算結果を図 l，図 2及び

図3に示す．種子田（1981)3＇の述べる如く Tollmien-

Schlichting波の存在は，層流安定論では変曲点不安定

として良く知られた事実である ．乱流境界層流の速度
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図3. R=lOOOOの固有値

分布は前述した通り（2.6）式の形で考えると，確かに

U→∞では変曲点を有している．従って，位相速度Cr

が1に近い不安定波が存在すると予測できた．その事

実は種子田の実験に於いては，確かに観測された．
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しかしながら，本研究結果に於いては，図 1から図

3までに見られる如く，佐相速度Crは，ぉ、よそ妥当

な値を取るけれども， Reynolds数の全てにEって，

Ci< 0なる値しか存在せず不安定になるような徴候は

見られない．種子田の実験結果を，線型安定論の手法

を用い追証する事は不可能でトある事がわかった．即ち

乱流境界層流の不安定波発生の機構は単純に線型化近

｛以を行なって角平明できるようなものではなさそうであ

る．非常に平均芋正しい現象が実際に観測されたとしで

も，その裏には非常に複雑で、非線型的なメカニズムが

作用し合い，その総合効果として，きれいな規則性の

ある現象が発生している事がわかる．これらの現象を

うまく解析するには，無限小撹乱を取扱う線型安定論

の手法では困難で，有限振幅の撹乱を取扱う非線型安

定論の立場から解析をす 、める とあるいは乱流境界層

流の周期構造のメカニズムがわかるのかも知れない．

5. あとがき

平板上の乱流境界層流の大規模な周期構造を線型安

定論の立場から立証できないものかと数値実験を行な

った ．

しかし，結論としては乱流という複雑な流れの現象

は我々が考えるほど単純な現象として解析できないよ

うであり，複雑な現象が偶発的に発生し非線型効果の

総合作用として，非常に干知芋正しい現象が起きている

ようである．これらを無限小撹乱を取扱う線型安定論

の方面から一挙に解明しようとする事が元来無理なの

であろう．この解決には有限振幅の撹乱を考慮する非

線型安定論の確立に待つ以外ない．

おわりに，本研究の示唆と御指導を賜った九州大学

応用力学研究所竹松正樹教授に深甚の謝意を表しま

す．本校第15回辛業生 坂口義治，田中義市両氏には

数値計算の援助をして戴いた．数値計算は本校設置の

FACOM Ml30Fを用い行なわれたことを付記する．
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多翼送風機の翼数に関する実験的研究

清森宏之助
〈昭和57年6月7日受理〉

Experimental Study on the Number of 
Blades of Multi-blade Fan 

In a series of the previous experiments on the impellers of Multi-blade fan, 

it has been confirmed that the fan performance of an impeller with the larger 

number of blades is, within the extent of our experiment, better than that of an 

impeller with the smaller number. 

Now the present research was carried on in order to investigate the influ-

ence of changing the number of blades on the pressure coefficient, the slip co-

efficient and the manometric efficiency. 

In conclusion it is clear that the calculated value of these coefficients of the 

impeller with the larger number of blades is higher than others. 

The outcomes are as follows. 

KOUNOSUKE KIYOMORI 

1 .まえがき

多翼送風機の翼性能に大きな影響を与える要素の 1

つに翼の取付角があり これについてはこれまで詳細

に報告してきた．つぎに考えられるものに翼数の影響

があるであろう．一般に同一羽根車において翼枚数を

ふやす場合，設計に近い流れとなるかどうか， 一方翼

がつまってくるので摩擦損失が増大し，必ずしも性能

の向上は期待できぬかもしれない．

また逆に枚数を減らすと摩擦損失は減少するが，流

体のはくりのため特にシロツコファンのように翼の内

外径比が大き く翼の長さが短いときは，設計通りの流

れが得にくいと予想される．

したがって’性能と工作の両面より，仕様に対し最適

の翼枚数があるはずで、ある．本実験はこれを究明する

1つの手がかりをつかむためのものである．また実験

の整理にあたっては 2次元流れとしてEulerの式を用

い，求めた全圧の計算値と持性曲線上の実測値とが略

等しく満足すべき結果を示した．

なお特性曲線上の比較は従来に合せて風量85m'/mm 

の点でおこない，流れの状態の測定は吸込側よりみて

上下左右の 4断面とした．

2.供試翼

供試翼はつぎの仮定のもとで設計した．

( i ）他の流体機械の場合と同じく流体は半径方向

より流入する．したがって羽根車入口の絶対速度の

周方向成分は Oとなる．

( ii ）翼が薄く主板と側板が平行で流体が翼巾方向

にわたって充満して流れ かつ一様な流入・流出の

メリデイアン速度をもっている．

（｜｜｜）翼入口、出口の相対速度を同一にとる．

(W,=W,) 

(iv）周速Uと相対速度Wのなす角をβとし， /3,+/3, 
=90。（添字 lは入口側， 2は出口側）とす．この値

より小さくなると，翼の背面にはくりが発生し，性

能向上の面より好ましくない．

以上の仮定のもとで羽根入口，出口について連続の

式を適用するとつぎの関係式が生ずる．

C,=C.,,=U,, Cu,=2U,, Cu, =O 

C.,, =U., c; = c:,+c'u, =U; +C'"' 

こもでc..は絶対速度のメリデイアン分速度を示す．

一方完全流体で翼数無限大における全圧上昇 Pthooは

Eulerの式よりつぎのように示される ．

Pthoo= f (U, C「 U1Cu•) 

こ、で添字 1は羽根入口直後， 2は出口直前を示す．

U：羽根車の周速 mis

Cu：絶体速度Cの円周方向分速度 mis
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γ：流体の単位体積重量 kg/rrf 

g：重力の加速度 mIs' 
前述の関係式をEulerの式に代入するとPthoo はつ

ぎのようになる．

Pthoo=l(u, C.,,-u, C.,,) =Lu, C.,, 
g g 司

γ ハ

2g -
またこの条件のもとでは叫＝ま， tan{J, = ~ 

となる．こ、で設計上羽根内径D,=246，外径D,= 

310と定めると，点＝51。35',{J, =38。25＇となり， 2 

点聞をR23近傍の曲率半径で結んだ．この羽根車の入

口，出口の速度三角形を図 1に示す．

U1 .81=51°35’ 

図 1羽根車の入口・ 出口の速度三角形

つぎに遠心送風機の出口におけるピッチtは翼数を
'77'112 

zとすれば t＝ニぞーで， tは通常翼の曲率半径rtこ対し
ー D•-D1

て t= (0. 5～ 1) rで、きめ， r＝；：：；－－つ二ーーによって
ι、12

2/2π 
z 

(0. 5～ 1 ) I 1一（す）｜

となる 本実験ではD,=310, D, =246であり，号＝

。794で、あるからま＝0.8とすれば翼数Zとt/rの関係

は表 1のように求まる．これを図示すると図2となり

・印で示す．そこで翼数の多い場合は翼がつまって く

るので工作上許される範囲で翼数を多くとり56枚とし

た．一方翼数の少い場合は曲線延長上で、t/r=l.4にと

り30枚とした．なおその中間に翼数36枚， 46枚と均等

に翼枚数を選定し，これらを図 2中の⑨印で示した．

翼数56枚， 46枚， 36枚， 30枚の供試羽根車をA, B, 

C, Dと定め，それぞれの断面図を図 3に示す．

表1 多翼送風機における翼数とピッチおよび直径比との関係

Z(t=0.7r) I Z(t=r) 

90 64 44 

100 

50 

Z 羽恨翼数

t 翼出口ピyチ

T ~の曲率半径
D, W の内径
D， 翼 の 外 径

0 2 0.4 0 6 0 8 1.0 1.2 1.4 l.6 

t/r 

図2 多翼送風機における翼数とピッチとの関係

（ま＝0.8の場合）

羽恨車A(56枚）

羽根車B(46枚）

羽恨車c(36枚）

羽娘車D(30枚）

図3 供試翼断面図
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c 

3.実験装置および実験方法

実験装置と方法は従来と同一であり， 5.5kW, 4p 

の電動機をVプーリによって増速して1900rpmとし，

増速軸の他端に羽根車を取付け，軸の中間住置にトル

ク・メーターを挿入し J・I . s規格に準じて吐出

し側測定をおこなった．風量・風圧はピト一管法によ

り求め，静圧はファン吐出し直後約2Dの住置で計測

した．軸動力はトルク・メータと回率三計により求め，

風圧上昇の比較は各供試羽根車とも風量85m'/minの点

で、おこなった

図4 測定位置

D 

E 

。 B 

図5 速度ベクトル成分

測定位置は図4に示すように吸込みべ、ルマウス側よ

りみて左右上下の翼直前の位置A, B, C, Dとこれ

に対応する翼直後の位置E, F, G, Hとを組合せA

E, BF, CG, D Hの4断面佐置で計測した．流動

状態の測定にはあらかじめ検定したコブラ型5孔ピト

一管を用い，供試羽根車の測定部位置にプロープ先端

を挿入し，羽根前縁より1伽m内側の位置，また羽根後

縁より1伽m外側の佐置で、軸方向lこ1伽m間隔で、調べた．

各供試翼の主板と側板との翼巾は15伽mである．

なお測定にあたって，ヨ一角の基準面は測定点とフ

ァン軸線を含む平面をとった．またピトープローブ検

定部の構造上，ピッチ角が45。以上では検定時に流れ

が不安定となるので，これ以上の角の流れについては

実験をおこなっていない．

つぎに 5孔ピトー管による分速度の求め方について

述べる．図5に示すようにまず5孔ピトー営によって

速度Vを含む平面OCD Eを求める．このときどCD 

Gがヨ一角となる．一方ピッチ角と流速v（動圧）は

あらかじめ作成した検定曲線図より求め得る．風圧上

昇計算には実測によるCuを用いる．よって図より各分

速度はつぎの計算式により求め得る．

半径方向 Cm=V×cos （ピッチ角）

×cos （ヨ一角）

回軸方向 C0=V×cos （ピッチ角）

×sin （ヨ一角）

軸方向 C.=V×sin（ピッチ角）

前述のようにEulerの式に示されるPthooは完全流体

で翼数無限大として展開された理論式である．しかし

ながら実際の羽根車においては翼数が有限で、あるため

流れの旋回にすべりが発生する．また流体は粘性をも

っているゆえ，ケーシングに流入し，その外部に流出

するまで各種の損失を伴う．よって実際発生する全圧

Pは以上2つの影響をうける．こ、ですべり係数をμ

デイフユーザをも含めた圧力計効率をηMとすれば，全

圧Pは Pthoo・μ・ηMに低下するはずである．

本実験では Pth=Pthoo・μは5孔ピトー管によって

計測される旋回速度の実測値より求め，一方近似的に

ηM Z 仇（仇：羽根車の流体効率）とおいて得られる，

Pth ・ηMの計算値と特性曲線上より求まる全圧Pとの

比較をおこなった．

4.全圧Pの計算手順

完全流体で翼数無限大における理論全圧上昇をPthco

有限翼の理論全圧上昇をPth，実際の発生全圧をP，羽根入口

および通路中の全損失をムPp，渦形室での損失をムPo, デ

イフユーザをも含めたファンの圧力計効率をηM，すべ

り係数をμ とすればつぎの関係式があり，これを図6

に示す．
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5.実験結果Pth 
μ ＝百~

p P由一（ムP1＋ムPo)
ηM=Pth= Pth 

供試羽根車の規定回転数1900rpmにおける特性曲線

を図 7，図8に示す．図 7は風量に対する送風機全圧，

軸動力，効率の曲線で，図8はこれらの無次元表示で

ある．

こ、で

Pth= 

p 
ψ＝ γ二7

2g u, 

圧力係数は

ゃ＝工主－－
i--D; U, 

一一
Z
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＠ 羽倣.illA 1900rpm 

⑧ 羽恨車B 今

・羽恨車C φ 

× 羽恨耳、D φ 

流量係数は

動力係数は

で定義する

＋や
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』
F

－
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」

図6 Pth=, Pth, Pの関係図

一方送風機の全効率引ま流体効率をれ，機械効率を

れ，体積効率をれとすれば，マ＝仇・弘・れの関係が

ある．弘は漏れと機械損失をのぞく他のすべての損失

による効率の低下であって，厳密な意味では圧力計効

率ヲMとは異なり，たとえば円板摩擦損失は弘に含まれ

るから一般にはワMの方が弘より大きいはずで、ある．し

かし本計算では近似的に弘二すMとおくことにする ．そ

こで弘＝97%，れ＝94%と仮定すれば

マ＝弘×0.97×0.94=0.911弘

二0.911ヲM

となる．

つぎに各供試羽根車の風量85m'/minにおける全効率

ηは特性曲線上から求め得るから，前式より弘すなわ

ちす M；：：；仇がわかる.Eulerの式に示されるPth＝は前

述のようにすべりと損失が全くないとして誘導された

式である．しかし有限翼の場合には必ずすべりを伴い

Cu,' Cu，とは異なる C~，， Cし2にかわる．これが入

口，出口の実際の旋回速度であって， 5孔ピト一管に

よって計測が可能である．すなわち有限翼の理論全圧

上昇はつぎのようになる． 印
刷
線

Q

曲全特図7

0.9 

2.5 

2.0 

(1) 

また流体は粘性をもっているから，各種の損失があ

り，デイフユーザ流出直後の全圧上昇Pはつぎのよう

にかわる．

Pth＝工（日C'n,-U, c;) 
g -

0.8' 0.7 0.6 0.5 0.4 0.1 ,0.2 

＋ 

特性曲線

0.5 
20 

"" .,.. Iも

図8

P＝ヲM .Pth 

＝ワM f (U2C'u2-U,Cト）
これより任意風量における全体PはそのときのC山，

c hマM を与えることによって半理論的に求めること

ができる こ寸＝O.1225 kgS2 Iばとおいた

(2) 
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流動状態の測定風量は85ni/min でおこなった．そ

の結果によれば，各供試翼のメリデイアン速度は翼直

前の位置では略一様と認められるが，翼直後では主板

側で大きく，側板に近づくにしたがって小さくなり，

逆流している領域もある．また回転方向分速度Cuは，

翼直前では非常に小さく，略半径方向に流入しており，

一方翼直後で、はCuはいずれも大きく，回転方向である

ことが認められた．

6.全圧Pおよびすベり係数の計算結果

前述のように風量85ni/min近傍において吸込側では

略一様に流入しており 一方吐出し側では一様流出の

表2 羽根車Aの旋回速度より求めた全圧計算一覧表

旋回速度 m/s Pth 

mmAq 組合せ位置 測定位置 C' c’ U• U2 

I 。 44.4 167.5 
AE  

II 。 44.1 166.4 

I 。 46.6 175.8 
BF 

II 。 46.6‘ 175.8 

I 。 43.9 165.6 
CG 

II 。 43.8 165.3 

I 。 43.0 162.2 
DH 

II 。 43.1 162.6 

表 3 羽根車Bの旋回速度より求めた全圧計算一覧表

旋回速度 m/s Pth 

組合せ位置 測定住置 c~. c’ 
mmAq 

U2 

I 。 40.0 150.9 
AE  

II 。 40.1 151.3 

I 2.0 44.0 160.0 
BF 

II 2.0 43.6 158.5 

I 。 44.1 166.4 
CG 

II 。 43.1 162.0 

I 。 42.4 160.0 
DH 

II 。 41.6 157.0 

条件をとれば，主板より略33%の翼巾が有効とみなせ

る．よってデータの整理をつぎのように 2通りかえて

計算結果をまとめた．

(1）吸込側測定値Cふ全部の平均値と吐出し側

の主板より1伽un, 5伽m聞の 5 個の測定値C~，の

平均値との組合せ．

(II ）吸込側測定値c~. 全部の平均値と吐出し側

の主板直前と6伽m間の 7個の測定値C仏の平均

値との組合せ．

計算結果を表 2' 3' 4' 5に示す.U,, U，はD,=

310, DI =246，回転数1900rpmよりU,=30.8m /s, U, 

=25.5m /sとした．この値と 4節のヲMの値および（1)

(2）式より Pth, Pが求まる．

全圧計算値 特性曲線 すべり係数 特性曲線
ヲM 上の実測 Pth 上の効率

% 
P=Pth17M 

全圧
μ=f>thCX) 

mmAq P mmAq % η% 

73 123 127 72 67 

73 122 127 72 67 

73 128 127 76 67 

73 128 127 76 67 

73 121 127 71 67 

73 121 127 71 67 

73 119 127 70 67 

73 119 127 70 67 

全圧計算値 特性曲線 すべり係数 特性曲線
ヲM

P=PthすM 上の実測 Pth 上の効率

% 全圧 μ＝予函E
η %  mmAq PmmAq % 

65 98 104 65 59 

65 98 104 65 59 

65 104 104 69 59 

65 103 104 68 59 

65 108 104 72 59 

65 106 104 72 59 

65 104 104 69 59 

65 102 102 68 59 
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表4 羽根車Cの旋回速度より求めた全圧計算一覧表

旋回速度 m/s Pth 

組合せ位置 測定位置 ~. Cu, 
mmAq 

I 。 38.2 144.1 
AE  

II 。 38.5 145.3 

I 0.9 41.8 155.0 
BF 

II 0.9 40.9 151.6 

I 。 42.2 159.2 
CG  

II 。 41.0 154.7 

I 。 38.3 144.5 
DH 

II 。 38.4 144.9 

表5 羽根車Dの旋回速度より求めた全圧計算一覧表

旋回速度 m/s Pth 

組合せ佐置 測定位置 Cふ c~. 
mrnAq 

I 。 35.7 134.7 
AE  

II 。 36.2 136.6 

I 1.3 36.7 134.5 
BF 

II 1.3 38.2 140.3 

I 。 41.8 157.7 
CG  

II 。 40.4 152.4 

I 。 33.9 127.9 
DH 

II 。 33.8 127.5 

また設計上Cu,=Oとなっているから， Pthooは

P伽＝れ Cu,=2ftr,→32kg 

( =232mmAq) 

として計算したが，この値は各供試翼とも共通であ

る．

7 .結果の検討

( 1 ）表 2' 3' 4' 5で示される全圧の計算値と

特性曲線上の実測値とは最大6%程度の誤差が認めら

れるが，可成り近い値のものもあり，したがってこの

全圧計算値 特性曲線 すべり係数 持性曲線
1J M 上の実測 Pth 上の効率

% 
P=Pth7JM 

全圧 μ=p百Z

mrnAq p mrnAq % 
η % 

53 77 83 62 48 

53 77 83 63 48 

53 83 83 67 48 

53 80 83 65 48 

53 84 83 69 48 

53 82 83 67 48 

53 77 83 61 48 

53 77 83 61 48 

全圧計算値 特性曲線 すべり係数 特性曲線
ヲM 上の実測 Pth 上の効率

% 
P=Pth71M 

全圧 μ=JSthOC 

mmAq PmmAq % η %  

36 49 53 58 32.5 

36 49 53 59 32.5 

36 49 53 58 32.5 

36 51 53 60 32.5 

36 57 53 68 32.5 

36 55 53 66 32.5 

36 46 53 55 32.5 

36 46 53 55 32.5 

計算手順に含まれる内， μは信頼性があるものと認め

られる ．

( 2）特性曲線よりみて全圧，効率向上の面から羽

根車Aが最もすぐれ以下羽根車B,C, Dの順序とな

っていて，本実験の範囲内では翼数が多い程良い結果

がでている．翼数が多ければすべりが少なく，一方そ

の損失は却って小さいこと，すなわちμ，ηMの値が羽

根車A, B, C, Dの順序で小さくなることが表 2'

3' 4' 5より明らかである．このことより更に翼数

をふやして実験をおこない風圧上昇の限界を調べるこ

とが必要である．

( 3）測定点85m'/min付近ではCiJ，二 0で設計通り
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略半径方向より流入していることが確認された．
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4・061一定
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図9 Zと砂， ηM• μとの関係

( 4）本実験結果を総括しでまとめた線図を図 9に

示す．これは流量係数併＝0.61一定の条件のもとで横

軸に翼数Zを縦軸に圧力係数砂，圧力計効率ηM，すべ

り係数μをとったものである．図から翼数が多い程圧

力が高く，効率が向上していることが明白であり，翼

数が多翼送風機の性能向上の面より非常に大切な要素

であることが認、められる．

8.あとがき

本実験は同一設計の翼数の異なる羽根車を設計・製

作してEulerの式を用いて風圧向上の理由づけをおこな

ったものである．結論的に更に翼数を増加して本実験

を続行すべきであるが これは次回に究明したいと考

えている．

最後に本実験にあたり，終始御懇切な指導を賜わり

ました九州大学生井教授並びに実験に熱心な協力をさ

れた本校技官ならびに学生諸君に厚く御礼申し上げま

す．
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操作量にむだ時間を含む線形離散値系

に対する非干渉制御系の設計

川崎義則・岩井善太＊
（昭和57年 8月5日受理〉

Design of Decoupling Control Systems for Linear Discrete Time 

Systems Containing Time Delays in the Control Variables 

In this paper,the design problem of decoupling control systems for linear discrete 

time systems containing time-delays in the control variables is considered. 

For time-delay systems, some design methods which is realizable in practice are 

represented. The aim of this study is to find out the design method which is appl-

icable to more classes of delay systems. 

Yoshinori KAWASAKI and Zenta lWAI 

1 .緒日

多変数制御系においては 一般に相互干渉が存在す

るため，設計が複雑化するが，その中にあって，相互干

渉を除去し，入力出力聞に一対一対応を実現する非干

渉制御は，非干渉後，古典制御論をそのま、適用可能

なことから，簡便な制御系設計法として興味あるもの

である．

系内にむだ時間を含まない系に対する設計法につい

ては，すでに満足すべき結果が数多く得られている＿1)

しかしながら，むだ時間系に対しては，いまだ十分で

あるとはいえないようである．それは，むだ時間系に

対する制御系設計において，しばしば問題となる未来

状態量の使用という問題を含むからである．

一方，近年のマイクロエレクトロニクスの急速な進

歩により，安価なデジタル制御が可能となった．これ

からも，制御系の設計は，離散値系で行うことが望ま

しいと考えられる．

むだ時間を含む離散値系の非干渉制御問題について

最近報告がある＿zlこれは，非干渉制御則を差分方程式

の解法の問題，すなわち，操作量u(k）が，状態量，操

作量および設定入力の現在値および過去の値のみによ

って解き出せるか否かを判定する定理を導き出してい

る。これは，未来状態量の予測値使用が表立つては行

われない方法であるともいえる．

本報告では，むだ時間を含む離散値系の非干渉制御

問題について，上の結果と関連して，その他に考えら

＊工博熊本大学工学部機械工学科教授

れる設計手法について考察している．その一つは，制

御対象そのものを，おくれを含む成分を新たな状態変

数とみなしでもともとの状態変数に付加して拡張し

た形式とする．この拡張系は もはやむだ時聞を含ま

ない系とみなせるため むだ時間を含まない系に対し

てすでに開発されている非干渉制御に対する結果が適

用できるのである．いま一つは，非干渉制御則そのも

のは文献2）に従って設計し，その制御則に含まれる未

来値に対してのみ，拡張系を用いて構成された予測器

による予測値を利用しようとするものである．

以下， 2.で制御対象をむだ時間演算子（シフトオペ

レータ）を導入して記述する.3.で，文献2）の結果，

（以後，原系に基づく方法と呼ぶ）を証明なしに示す．

4. では，拡張系を用いる非干渉制御（拡張系に基づ

く方法と呼ぶ）について示す. 5.では，予測器の構

成のみに拡張系を用いる方法（予測器構成のみに拡張

系を利用する方法と呼ぶ）について述べる．最後に，

いくつかの数値例を示し これらの手法の比較検討を

千丁フ．

2.制御対象の記述

考察の対象となる系がつぎのような操作量にむだ

時間を含むような差分方程式

（山）＝Ax(k)+，~0 B 叫ん－i)

タ（ん）＝Cx（ん）

(2.1.a) 

(2.1.b) 

で与えられているものとする．ここに， zはn次元状
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態量ベクトル， uはm次元操作量ベクトル， uはm次

元出力量ベクトルであり，初期関数u(k)=O，一α壬k<

0 （α ：正の整数）であるものとする．このタイプの

系は，化学プラントなどをはじめとするプロセス系で

数多く見うけられるものである．

いま，以後の考察の簡略化のために，シフトオペレ

ータ Fを導入して，系（2.1）を書き換える．

（叫ん十1）；；叫ん）＋B(V)u(k

B(V）＝~ BS' 

y(k)=Cx（ん） 

(2.2.a) 

(2.2.b) 

(2.2.c) 

ここで， Vt (k) = f(k-1), V 't(k) = f (k一入），

V-'t(k) = f(k+l), Fλt(k) = t(k+λ）（λ：正の整数）

で定義される．

さて，系（2.2）に対する非干渉制御系の設計につい

ては，いくつかの方法が考えられる．まず，系（2.2）そ

のものに対して非干渉制御系を設計する方法が考えら

れる．ただし，この場合，制御系構成について，状態

量の未来値をもっ場合を含んで、いるため，何らかの形

で，いわゆる実現可能か否かを判別しておく必要が生

じてくる．この設計手法については，すでに報告され

ているので，つぎに結果のみを簡単に示す．

3.原系に基づく方法 2)

系（2.2）について，対応定数d,(i=l,2，…，m) を

1 d,~min~ ;,cA'B(V) *O, j~Ol n l I 
または (3.1) 

d,=n-1, if c,AjB(v)=O, Vj 

で定義する ．ここに， c，はCの第i行ベクトルを示す．

さて，系（2.2）に対して，つぎの状態フィードパッ

ク則を適用するものとする．

u（ん）＝P(V)x（ん）十Q(V)(I)（ん） (3.2) 

ここで， P(V),Q(V）はFに関する有理関数マトリク

スであり， ωはm次元の設定入力である．

このとき，つぎのように非干渉制御を定義する ．

wck) 叫。 X(k) yn~ 

［定義 1l 
制御則（3.2）式を系（2.2）に対して適用したとき，

系の入出力聞に適当な非負の整数lおよびムが存在して

y,(k）＋ ~1eij Viy,(k)=w,(k一l),i=l,2，…，m (3.3) 

が成立するとき，系（2.2）は非干渉化されたという．

ここにy,,w，は，それぞれにωの第i成分であり，e,jは

任意のパラメータである．

このとき，つぎの定理が成り立つ．

〈定理 1}

いま，detD*(V)キ0であるとする．このとき（3.2)

式のフィードパッ ク則において

{ P(V) =-D*(V) C* 

Q(V) =D*(V) -I  VT 
(3.4) 

と選べば（r：非負の整数），系（2.2）は非干渉化されて

(3.3）式が得られる ．ただし

「c1Ad1B(l7)l 
D*(V)=I : I 

LcmAdmB(l7）」 （3.5)

、、t’’
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である． （証明省略）

以上で，状態フィードパ ックによる非干渉制御が実

現できることが示されたが，定理 lは数学的に実現可

能なこと（数学的実現可能と呼ぶ）を示したにすぎな

い．それは，（3.2）式で与えられるu(k）が， U,X,(I)の

未来値を用いる形で構成される場合を含むためである．

そこで，この問題を明確にするため，未来値を含まな

い形で構成できる（構成可能と呼ぶ）か否かを判別す

る必要がある．

いま（3.2), (3.4）式から

u（ん）＝-D*(17)-1C*x（ん）＋D*(V）ー117r(I)（ん）

(3.7) 
または

C*x (k) + D* ( 17) u(k) = 17 T (I) (k) (3.8) 

を得るが，この方程式に注目してつぎの定義を与える ．

［定義 2]

(3. 7）式より操作入力Uの現在値u(k）が，状態量と設

定入力の現在値｛x(k),(l)(k）｝ および過去の値｛ x

(k-1), x (k-2), ・・・,(I) (k 1), (J) (k-2），…｝ それに操

作入力の過去の値｛ u(k-1), u(k-2），…｝のみを用い

て，陽に解き出せれば，制御則（3.7）式または（3.8)

図1.状態量フィードパッ クによる非干渉制御系の構成 いま，

式は構成可能で、あるという．
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detD* ( 17) = ~ q, 17' (3.9) 

岬－ I (3.10) 
adjD* ( 17) = .E Th V 

p=minl i: q；キ0,i=O,l，…，mα！ (3.11) 

と定義するとき，つぎのことがいえる．

〈定理 2}

m×mp行列Mを

M＝〔M。，Mけ…M._,,q,,Im+ M.＿，〕（3.12)

p~l 

とおく．ただし

i円 D C*Fjー j孟Z

F,=AF,_,+B, ,i=O,l，一・，p 1 (3.13) 

lF。＝B。

である．またImはm×m単位行列で、ある ．

このとき， M。，M，，・・・，q.Jm+M.＿，のうち少くとも一つ

が正則であり，かっその行列より左に存在する行列M,

がすべて零行列であれば，告I］御則（3.7）式は構成可能

である．ただしp=OのときM=q。Imとする．（証明省略）

さて，定理2により，非干渉制御の構成可能条件が

示されたが，この定理をさらに吟味すれば具体的な構

成可能条件が得られる．この条件およびフィードバッ

ク則の構成をつぎに示そう．

〈定理 3}

(3.12）式で表わされるMについて

M。＝M，＝・・・・・・・・・＝M.,=O 

かつもIm+M.，が正則であるとき，制御則（3.7）または

(3.8）式は構成可能で、ある．また，このとき得られる非

干渉制御のためのフィードパック則は，

u（ん）＝ーL[IN, (17)+N..(v) I u（ん）－N,(17)x（ん）

+N‘（17)w（副］ (3.14) 

で与えられる．ここに

L= (q,,lm+ Mρ→）－＇， N,(17)=.E q, 17' -•, 
i－＝ρ＋l 
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N,(17)=:Li D,17' 

である．ただしr＝ρと選んでいる． （証明省略）
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4.拡張系に基づく方法

前章で示した構成法とは別に むだ時間を含む離散

値系の設計において，しばしば採用される方法につい

て述べる．それは，制御対象そのものを，おくれを含

む成分を新たな状態変数とみなして，もともとの状態

変数に付加して拡張した形式とし，これについて考え

るものである．

系（2.2）の状態変数x（ん）にu（ん－1),u(k-2），…，u(k-

α）を加えた

（却咋卯）＋Bu（ん

y（ん）＝C王（ん）

(4.1.a) 

(4.1.b) 

なる系を考える．ここに

正（k)T=[x（ん）T,U（ん－l)T，…， u(k－α）T] (4.2) 

A B, B, ・Ba r B。

0 IO 

C=[C O ……0] 

。
(4.3) 

である．この拡張系（4.1）は，もはやむだ時聞を含まな

い系とみなせるため，むだ時間なしの線形離散値系の

非干渉制御の結果が適用できる .3)

そこで，（3.1）式に対応するものとして，系（4.1）に

対した対応定数cl,(i= 1,2，…，m）を

l J~~min{j • C.Aー1 …｝

または (4.4) 

di=n+mα－1, if忌AiB=O,V j 

てし

的

E
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お
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的
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｛疋で

(4.5) 

なる状態フィードパック則を適用すれば，定理 1に対

応してつぎの定理が成立する．

〈定理〉

いま， detD＊キOであるとする．このとき（4.5）式

のフィードパック則において

1 P~－ D•-'C* 

Q=Dト 1

(4.6) 

(4.7) 

と選べば，系（4.1）は非干渉制御されて（3.3）式が得

られる．



(5.1.a) 

(5.1.b) 
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まず，系（2.2）に対して，つぎの拡張系

！ ” ＋1ケAx（ん）＋B(v）叫んーα）

~ y（ん）＝C.i（ん）

l x(k) =J.i（ん）

を考える．ここに

(4.8) 
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I C1 7. Ad,-iB; I 
「c1Ad,B寸 I ，ニo I 

D*=I : l=I ・ ｜

I c~ AdmB I I dm , I 
－ー ICm .L; Adm-'B I 

(5.1.c 

.i（ん)T=[x（ん）T,U（んーl)T，…， u（んーα＋l)T]

(5.2) 
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(5.3) C=[C 0 ・・・ 0],J＝［ム0・・・ O]

である．

いま（5.1.a）に対して予測器を形式的に構成すると

何十月二A’£（ん）＋呂Aβ「 B(v)u（ん一α＋i-1)

(5.5) 

よりx(k）のβステップ先の予測値であ

＊
 

戸 d,+l 「 一 d,+l
I _.I; elil c1Ad,+1, c1 .L; Aム＋1-iB,,
I j=l L i=l 

＋｜：  
I dm+l 「 dm+l
I .L: e町 ICmAdm+l, Cm .L; Adm+l-iB,, 
」 j=l L i=l 

となり，（5.1.c)

るZ(k+β）は

x(k＋β） =J瓦ヲ（ん）十土JAp-£B( v)u（んーα＋i-1)

=[Aβ ，A-1B, +A"-'B，十…＋Bp,A"-'E,+Aa-'B, 

(4.9) ＊ 

＋…＋Bβ判，…Aβ＿，B…＋Aト 2Ba-1,B-1Ba-1]x (k) 

＋至［A• - '{ B。V-a+Ba} + V-a ｛~ AトトiBi}]

×u(k－α＋i-1) 

である． （証明省略）

なお，拡張系（4.1）における非干渉制御では，原系

に基づく方法の取扱いと異なり，定理4の条件を満足 (5.6) 

で与えられる ．

このとき，つぎの定理が成立する．

〈定理 5}

系（2.2）において， B。＝B1＝…＝B._2=0・であれば，

状態量x(k）のβステッフ。先の予測値x(k＋却をRめる予

測器構成が可能である．特にβ＝1のときは， z(k+β） 

を求める予測器構成は常に可能である．

（証明）

予測器構成のみに拡張系を利用する方法は，状態量

の本来値x(k＋β）を， Zの現在｛直，および過去の値， u

の現在値および過去の値のみを用いて構成しようとす

るものである．ここで（5.6）式について，右辺第 1項

l x (k）に関する項｜は， Fに関する負のべき乗項を全く

含まないため，この条件を満している．一方，第 2項

は， Fの負のべき乗項が含まれており，この条件をしら

すれば同時に構成可能条件をも必ず満たしていること

に注意する．

5.予測器構成のみに拡張系を利用する方法

図2は， 3.,4.で述べた 2手法と，これより述べる

予測器のみに拡張系を利用する方法との関連を表わし

たものである．これからわかるように，ここで新たに

述べる手法は，非干渉制御則のみは原系に基づく方法

（定理 1に従って）と同様に設計し，その制御則に含

まれる未来値を求める対象として，拡張系を用いる．

それによって構成される予測器により得られる予測値

を利用しようとするものである．
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べる必要がある．

(5.6）式，右辺第 2項は展開して

［土 A"-'B,V '+' ＋乞Aβ ＇BaVa i ＋•＋土 l 土d j-j 

Bil v'+']u(k) 

をf尋る． β＝lのとき

(B。＋BaVa )u(k) 

Fに関する負のべき乗項はでてこないので予測器の構

成が常に可能で、ある．

β＝2のとき

[(AB。＋B.)+B, v-・ +AB。Va+Ba Va-' ]u(k) 

この場合はB。二Oであればよい．

β＝3のとき

[(A'B。十AB,+ B,) + (AB。＋B.)V_, +B, F→ 

+A'Ba Va+ ABa Fα1 + Bava-' ]u(k). 

この場合 B。＝0,B,=0であればよい．

これより β＝β，のとき

[(A'! I B。＋1¥12 B, +P.J :iB, ＋…＋B,; I) 

+ (.P:J 2 B。＋／＇＼f:iB,+/'¥t 1B，＋…＋B,; 2) v I 

十・．．．

+(A'B。＋AB,+B,) V 't" :i 

+(AB。＋B.) V il-1 2 + B, V -if I + pJ I Ba Va 

+A'/-Z Ba Va 1 

＋… +ABa Va （平一21+BaFα t,[ 11 ]u(k) 

したがって， B。＝B，＝ー・＝B,7z=Oであれば予測器が

構成可能であることがいえる．

ここでは，状態量x(k）のβステッフ。先の値x(k＋β）

を予測する予測器の構成可能性について，拡張系を用

いて考察した．その結果，定理5が得られたが，この拡

張系を用いず，原系に対して直接に，予測器構成可能

条件を求めてみても，全く同様の結果が得られること

がわかった．（証明省略）

以上のことから，非干渉制御可能条件は原系に基づ

く方法（定理 1）と，拡張系に基づく方法（定理4）とで

は異なるのに対して，予測器構成可能条件については

同ーとなることがわかった．

6.例 題

上に述べてきたことを つぎに示す数値例で検討し

てみる．

（例題 1) 

r i i i r i+ v. i +z vi r i o i 
A=I l,B(v)=I J,C=I I 

l 1 0 ) l v, v + v J l 0 1 ) 
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1 ）原系に基づく方法

対応定数はd,=d.,=Oであり， D*(v）は
f 1+V.1 +2 V l 

D*(v)=I I 

l v v+ v' J 
である．よってdetD*( v) =c v＇キ0. したがって

定理 1により数学的実現可能で、ある．つぎに構成

可能性をしらべる.q, =q,=O, q,=lキOよりp=3.

M=[M。，M"q,L+M,J 

において，まず

r i i i 
M=I IキO

l 0 0 ) 

より定理3により構成不可能．

2）拡張系に基づく方法

対応定数はd,=O, d,=lであり D＊は

- r i i i 
D不＝ I I 

l 2 2 ) 

であり， det5＊キOなる条件が満されていないた

め非干渉制御系は構成できない．（定理4より）

3）予測器構成のみに拡張系を利用する方法

まず，原系の非干渉制御則に含まれる未来値を定

理 lでしらべる
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より，最も先のステップ数は v－＇よりβ＝3である

予測器構成可能条件は定理5より， B。＝B,=0で

あるが，

r i i i r i z i 
B =I I. B =I I 

lOOF  lll) 

より，条件を満足していないので予測器構成はで

きず，非干渉制御系は設計できない．
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1 ）原系に基づく方法

d,=d,=O, 

r v.i+z v i 
D*( v)=J ｜よりdetD*( v) =-v＇キO

l 1 ,l+ v-v ) 
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なることから定理 1を満たす．つぎにq,=q,=O,

q.= -1より ρ＝3.

M ( 0 OJ M=( 0 01 
。＝l0 0 J’ I l 0 0 J 

( -2 o I 
q.l,+M.=I I キO

- l 0 2 ) 

かっdet(q.l, +M2) =4であり定理3により構成可能

である．

2）拡張系に基づく方法

d,=d,=O' 

-. r 1 1 i 
D本＝ I I 

l 1 1 ) 

であり， detD＊キOなる条件を満さないことから構

成不可能で、ある．

3）予測器構成のみに拡張系を利用する方法

( v-3 +2 v-・ , -v-3 -3 v-・ -v-・ 
P ( v) =I 

l -v-3 -v ' , v-3 + 2 v ・ 
より， β＝3.

(llJ (12J 

B。＝I I R =I I 
l 1 1 j’－. l 0 1 ) 

であることから定理5の条件を満さないため構成

不可能で、ある．

ょっ．て本例題は原系に基づく方法のみが構成可能

となる例である．

（例題 3)

( o 2 I ( 1 + v, 2 I ( 1 o I 
A=1 l,B(v)=I l,C=I I 

l 3 2 ) . l v, v-v ) ’ L 0 l) 

1 ）原系に基づく方法

d, =d,=O, 
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M=[q,l,+M。］

r -7 -121 
一 ｜ ｜ キO
-l 3, 5) 

かつ， det[q,l,+M。］＝1キOであり定理3により構

成可能で、ある．

2）拡張系に基づく方法

d,=O, d,=l, 

-. r 1 2 i 
D不＝｜｜

l 4 7 ) 

であり detD*=lキOから定理4により構成可能

である．

3）予測器構成のみに拡張系を利用する方法

6 4+2 v-2 v' 
P( v) =I v+ v3’ v+ v3 

2土三Z 2 
v+ V3’ v+ v3 

により， β＝1.ゆえに定理5により構成可能であ

る． （付録1参照）

よって本例題は， 3手法とも構成可能な例である

以上のことから，つぎのことがいえる．

｜）予測器構成のみじ拡張系を利用する方法は， 5.の

結果からもわかるように， x(k＋β）のβの値が大きく

なると構成可能条件が厳しくなり， f也の 2法に比べ

て設計に関する制限が大きくなる

｜｜）拡張系に基づく方法については， 原系に基づく方

法で構成可能な例に対して，構成不可能となる場合

があった．（例題 2）なお，拡張系に基づく方法での

み構成可能となる例は 今のところ数値実験におい

て見出せない．このE里由として考えられることは，

(4.2)' (4.5）式より明らかなように，拡張系ではx

(k）の要素に xの過去の値を含まないため，原系に

基づく方法に比べて，より制限を受けた形で設計が

行われているものと考えられる．

Ill）以上より，むだ時間系に対する非干渉制御系の設

計において，最も設計上の制約が少ないのは原系に

基づく方法であろうと推論できる．

7.結 Eヨ

本報告では，操作量にむだ時間を含む線形離散値系

の非干渉制御問題について，実際上の構成可能性に焦

点、を絞り，その設計法について述べた．すなわち制御

対象に対して 3つの異なった手法を示し，数値例によ

り，これらの手法を適用した．その結果，非干渉制御

問題（定理 1）と状態予測問題（予測器構成）とを分

離して独立に議論するよりも，非干渉制御の為の条件

（定理 1）を満たすもののうち構成可能なものを，状

態予測とは別に差分方程式の解法問題として求める方

法（原系に基づく方法）が，より適用範囲の広い設計

法となることが例題などにより明らかとなった．

最後に，本研究に対し御討議いただいた後藤正則氏

（九州松下電器（捕勤務）および数値例の計算に協力

いただいた本校15期生，小島良一（日本オイルシール

（楠勤務），福留正裕（ファナ ック（捕勤務）の両君に感謝

の意を表します．
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X~P 一言宮f不可能

広張系

構

予測器構成にのみ拡
張系を利用する手法

御

成

〈付録〉

本例題は前の 2例題と異なり， p( 17）の各要素の分

母が多項式となっている．したがって，このp( 17）を

用いた（3.2）式のフィードパック則は

u (k) = p ( 17) x (k) + ( * ) 

r -6 4+2 17-2 17' 

I 17 + 17＇’ 17 + 17' 

=1 ~三L_ 2 I吋）＋（＊）

I 17 + 17＇’ 17 + 17' I (A.I) 

より（ただし右辺第 2項は省略．（＊）印）

r -6, 4+2 17-2 17' I 
(17+17ワu（ん）＝！ I xcん）＋（＊）

~ 3+3 17, 2 ) 

両辺に F→を乗じて

r -6, 4+2 17-2 17' I 
u（ん）＋u(k-2)=¥ l.:r(k+l) 

l 3+3 17, 2 ) 

+17'(*) 

右辺第 l項に注目すればβ＝1. 

対 象

主玄張系

司 言皆

主ま張系に基づく手法

原系に基づく手法

図2 非干渉制御系の設計手法
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加圧、減圧併用ろ過装置の試作器の実験（その3)

石 橋

〈昭和57年9月20日受理〉

助

A Trial Installation of the Filter for Both Pressure 

and Decompression (3rd Report) 

Here is presented a plan on an installation of the filter for both pressure and 

decompression to press and decompress at the same time, more effectively and ih 

a shorter time, leaving out the aspirator used for decompressing through a reducing 

filter. 

SuKEYOSHI ISHIBASHI 

1 .まえがき

実験室排液を，固，液にろ過分離するために，回分

式フィルターろ過装置として 減圧ろ過装置に回流式

アスピレーターを用いてろ過していた．そのろ過に余

りの長時間を要するので，所要時間の短縮のために，

加圧，減圧併用ろ過装置を思い立った．基礎実験の後

現在の装置を試作して実験を重ねているが，前報に引

きつどき，その実験の結果を報告する．まだ，十分な

結果を得るには至ってはいないが，時間的には，溶液

の濃度，容量，粒子の形や大小等によって違いはある

が相当の所要時間の短縮があることがわかった．この

報告では，前報での資料溶液が排水処理装置の沈澱物

を用いていたために，濃度が一定せず，実験結果の比

較検討が十分出来ないために，別に，ろ過試験用の溶

液を作って実験を行なった．その結果，溶液について

濃渡と使用圧との関連が，凡そ実験的に求められた

2.実験装置及び実験方法

この装置を試作した理由については，前々報に記し

ておいた．装置と実験方法は前回と同一である．た J

ろ過終了時に操作上困っていたことがあった．それは

ろ過を終了するとろ液貯溜槽内の圧力が上昇し，脱湿

筒内のシリカゲルがゴム栓とともに吹き飛ぶ．それは

貯溜槽とコン プレッサーの聞に三方コックと，内部に

詰めたシリカゲルの色の変化が分るように筒はガラ ス

で，両端に制IJいガラス管を通したゴム位を桜め込んだ

脱湿筒があり，このコ ックの外気側の火を閉じて運転

しているので，コ ックの開閉操作の適切さを欠くとこ

の事態が起る． 今1111これを， どん・コy クの外気側の穴

1 ろ過fl'li2 .給気口 3 フィルタ ー 4.金制 5.政令

6. p及出し口 7.ろ液！！ri留槽 8.ろ液排出11 9.脱税筒

図1 加減圧併用ろ過装置

も聞にして，この穴に，穴より大きいゴム栓を当て、

おくと，圧力の上昇につれてゴム栓の質量に応じた圧

力に達すれば，ゴム栓は自動的に落ちて，この穴から
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加圧の通気は外部へのがれ，文コ ンプレッサーへの給

気も同じ穴から行なうことが出来る ようになって問題

は解決した． （尚，ろ淳の含水量を減じるとともに，
フィルターからの剥離をよくするためにろ過終了後も

十分間の通気を行なう）

(1) コンプレッサーからの所定圧の空気は，ろ過槽

胴体上部から円周方向に槽内に吹き込まれる．

表1

区 番 Nie~ 濃度 溶液量 圧力

分 干Eコヲ の量 g g /R, R, kg/ cnf 

1 73.6 2.9 12 2 
2 73.6 3.7 。 2.8 

A 3 73.6 3.3 。 3 
4 73.6 3.25 今 3 
5 73.6 4シ 4シ 3 

6 73.6 3.75 10 1.5 
7 。 3.8 4シ 2 
8 イシ 4.26 ，シ 2 
9 。 4.4 ，シ 2 
10 。 4.2 イシ 2 
11 イシ 3.7 ，， 2 

B 12 。 3.87 ，， 2.5 
13 。 3.4 今 2.5 
14 ,, 3.56 ，， 2.5 
15 今 3.51 今 2.5 
16 。 3.72 4シ 3 
17 ク 3.35 ，， 3 
18 4シ 3.95 イシ 3 

19 110.4 5.30 ，シ 2 
20 ,, 5.22 イシ 2 
21 110 5.68 今 2 

c 22 110 5.39 今 2.5 
23 110 5.56 ，， 3 
24 110 5.46 イシ 3 
25 110 5.82 ，， 3 

26 130 6.68 ，， 2 
27 イシ 7.03 φ 2 

D 
28 今 7.32 今 2 
29 。 6.94 ，， 3 
30 イシ 7.01 ，， 3 
31 イシ 6.65 ，， 3 

32 150 7.95 。 2 
E 33 今 8.02 ，〉 2.5 

34 今 8.6 今 3 

35 170 9.3 ，， 2 

F 
36 ，， 9.6 ，， 2 
37 イシ 9.6 4シ 3 
38 。 今 3 

39 190 10.78 ，， 2 

G 
40 ，， 10.4 ，， 2 
41 ペシ 10.66 今 3 
42 イン 10.37 イシ 3 

43 210 11. 77 イシ 2 

H 
44 。 11.25 ク 2 
45 今 11.3 φ 3 
46 dシ 11.01 か 3 

(2) ろ槽内に入った圧縮空気は，溶液を上部から加

圧し，液はフィルターを通ってろ液貯溜槽内に落

ちる．

(3) ろ液貯溜槽内の空気は，この槽の胴の上部にあ

る傘下の吸い出し口から脱湿筒を経てコンプレッ

サーに吸引される．

溶液は，排水処理装置の沈澱物では濃度が一定せず

真空度 ろ過時間 湿潤ろj宰 乾燥ろ淳 湿潤ろj宰

cm Hg 時 分 g g 含水率%

21 3。00’ 343.3 34.8 89.8 
24 1。52' 384 44 88.5 
24 25' 414.3 39.6 90.4 
24 1。35' 281 39 86.1 
24 53' 271 39 85.6 

24 2。06' 320 35.7 88.8 
22 1。40' 306 38 87.6 
24 31〆 42.6 
23 1。10' 273 44 83.9 
22 1。47' 227 42 81.5 
24 1。28' 342 37 89.2 
26 58’ 338 38.3 88.2 
23 1。46' 266 34 87.2 
26 1。31' 256 35.6 86.1 
24 1 ° 29’ 307 35 88.6 
24 1。09' 347 37.6 89.2 
24 1。34' 270 33.5 87.5 
24 1。 305 39.5 86.7 

23 2。37〆 383 53.3 86.1 
19 2。11' 396 52.2 87.9 
20 2。19' 432 56.8 86.9 
22 1。40' 390 53.9 86.2 
22 1。46〆 415 55.6 86.6 
23 1。30' 397 54.6 86.2 
22 2。 493 58.2 88.2 

21 1 ° 44' 531 66.4 87.5 
21 1。07’ 501 70.3 86.0 
21 1。06’ 559 73.2 86.9 
23 1。46' 485 69.4 85.7 
22 56' 422 70 83.4 
24 1。44' 418 66.5 84.1 

19 1。41' 645 79.5 87.7 
21 1。34' 672 80.2 88.1 
23 l。18' 711 86 87.9 

20 1。45' 709 93 86.9 
18 2。05〆 1,058 96 90.9 
22 1。31' 774 96 87.6 
22 1。36' 96.2 

19 2。19' 847 102.7 87.5 
19 2。45' 844 104.5 87.6 
26 2 ° 49' 846 106.6 87.4 
24 2 ° 08' 103.7 

20 3。35' 741 113. 7 84.7 
20 3。22' 732 112.5 84.6 
22 3 ° 18' 735 113 84.7 
23 3。25' 820 113.6 86.1 



有明工業高等専門学校紀要 第 19号 57 

ろ過装置の性能調査に適当とは云ぃ難いので排水処理

装置を経ない溶液を別に作った．表の区分Aは処理装

置を経た溶液である．区分B～Hは，塩化ニッケルの

水溶液に凝集剤として塩化第二鉄を添加し，水酸化ナ

トリウムでPHを10に合わせたものである．使用した塩

化ニッケルの量は

B : 73.6g /10£ 

D : 130g /10£ 

F : 170g /10£ 

H : 210g /10£ 

である．

C : llOg /10£ 

E : 150g /10£ 

G : 190g /10£ 

凝集剤の使用量は， Bで、第二塩化鉄45%の水溶液20

9 を用いた．その他はこの比率によった．

3.実験結果と考察

実験結果を表に示した．文表から，濃度，圧力及び

ろ過時間の関係を図2に示す．

10 

20 

40 

20 

20 

c E F G H Nie~ 

・2気圧 0 2.5気圧 × 3気圧

図2 濃度，圧力，ろ過時間の関連図

B,C，…Hの常圧，常温，溶液の高さ283～306mmで、

80cmの沈降について，その速度の計測をしたが，グル

ープそれぞれの平均値は

B : 2. 2mm / min 

c : 1.5 // 

D : 1.9 // 

E : 1.3 // 

F : 1.8 ~ 

G : 1.3 ~ 

H : 1.2 ク

で，不規則な結果とな った．この現象が如何なる理

由によるものなのかそれは今後の課題とする．

1 .表から，湿潤ろj宰の含水率とろ過時間との聞には

比例，反比例の関係もなく，両者間に特定すべきも

のは見出せない．

2.濃度とろ過時間との関連

イ.B～Hの各グループはそれぞれ塩化ニ ッケルの使

用量は一定であるのに濃度が一定していないのは，

第二塩化鉄の秤量に誤差があったのであろう．文こ

の事は凝集粒子の成熟過程に影響がでて粒子の形状

・大小にもより以上の影響を与えたものと思う．こ

れが外部条件は同じでありながらろ同一グルーフ。内

でろ過時間に差がでた原因である．

ロ.B, D, Eのグループ内では濃度が高い方がろ過

速度が早く， C, F～H聞では遅くなっている．

ハ． （ロ）のようになるとBとCの聞の現象は矛盾してく

る．即ち，濃度はBより Cが高いのにろ過速度は（ロ）

の場合と逆になっている．濃度とろ過速度との関係

は，加圧，減圧の併用ろ過において，上部からの加

圧，下部からの負圧との相互作用がろj宰層粒子表面

液膜に影響し，ろ層の厚さとも関連して流路抵抗の

I普加となったもので、あろう

ニ.G以降はろ層が厚くなり，即ち濃度の増加がその

ま、ろ過時間が長くなる結果とな った．

ホ.B～Hでの濃度とろ過時間との関係は図 2のよう

な曲線とな って表われた．この図からろ過を行なう

のには， FもしくはFよりも少し高い濃度が適当と

いえるが，実際の操作濃度の選択にあたっては， H

もしくはHよりも少し高い濃度が経済的である

4. あとがき

加，減圧併用ろ過における圧力，溶液濃度と量の最

適条件についてこの溶液については実験的に一応の結

論を得ることができた．た ど図2のように， B, Dで

濃度の高い場合にろ過速度が速く，又B～D聞の変化

がみられるのは予想外であった．回分式のために一回

の操作時間を約4時間程度にする場合， Fで行なうよ

りもHかそれより少し高い条件で行なう方が実際には

経済的である ．今後ろj宰層粒子の状況把握とこの装置

のまとめをつめてゆきたい．ここにこの実験で熱心に

協力してくれた工業化学科5年生，内野悦也，江頭誠

司両君に心からの謝意を表します．
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ポリウレタンの熱分解に関する研究 第八報
架橋ポリウレタンの熱分解（1 ) 

吉 武 紀 道
〈昭和57年9月20日受理〉

A Study of Thermal Thgradation of Polyurethanes (8) 
Thermal Degradation of Crosslinked Polyurethanes (1) 

Dii socianate components of crosslinked polyurethanes (elastomers and foam rubbers) were de-

termined by thermal analysis method ( DTA -TC -DTG ) and mass spectrometry. 

N orimichi Y oshitake 

1 .緒言

これまで，低分子ウレタンや，線状ポリウレタンに

ついて，熱分解を検討してきたが，今回からは，架橋

ポリウレタンについても検討する．

本報では，市販の架橋ポリウレタン（エラストマ一

三種，フォームラパ一三種）計六種について，熱分析

(DTA-TG-DTG）と，質量分析装置（MS検

出器）で，検討する．

架橋ポリウレタンは，構造は複雑であり，従って

分解生成物も複雑，多種にわたる．このような研究に

は， PGC-M Sが，最もよく使用されるが，ここで

は， MS検出器を用いて，主として ジイソシアナー卜

成分を検討する．

熱分解の研究には，熱分析法や， PGC-M S等に

よる方法があるが， MSの直接試料導入部に，試料を

導入して，熱分解させ，そのマススペクトルより，熱

分解を論ずるという文献を，最近よくみかける＿ 1～7)

この方法の特徴は，熱分解生成物の分子量ピークよ

り，熱分解機構を論じるものであるが，操作が容易で，

高真空状態での測定が可能で、ある ．とくに低分子化合

物の場合，よい結果が得られる．しかし，この方法は

イオン源を汚染するなどの欠点がある. PGC-MS 

測定では，真空度がおち，カラムの取り換えをおこな

うなど，技術上の困難をともなう．

今回は， MSのみを用い，又熱分析的方法もあわせ

て検討の材料とした．

なお， MS検出器は，昭和56年度の特別予算で，認

められ，工業化学科の機器のひとつにくわわったもの

で，電子科学KK製，小型磁場型質量分析装置（EM

D-0 SA型）である．通常MS部分は， MS検出器

とよばれ， GCを接続すれば， GC-M S，更に，熱

分解装置を接続すれば PGC-M Sとして利用でき

る

2.実験

2 1 実験に供した試料

試料は， トヨタ自動車工業KKより提供を受けた，

架橋ポリウレタンエラストマーと，フォームラパーで

ある．試料の配合は，以下の通り（重量）

a .エラストマー（略号E)

a -1. E 1 （ハイプレンLJl'系）

①ハイブレンL 100部

② MOCA 8.0 

ハイプレンLとは.TDI-100とPTME G-2000 

（ポリテトラメチレンエーテルグリコール）とのプレ

ポリマーでMoc Aは架橋剤

a -2. E-2 （ハイブレンuJl'系）

①ハイプレンU 100部

② M OCA 13.3 

ハイプレンUとは， TDI -80とPPG （ポリプロ

ピレングリコール） Diol -1000, Diol -2000とのプ

レポリマー

a -3. E-3 (ND I系，ブルコラン系）

① ポリエチレンアジペート（M.W.2000) 

100音15

② N D 1 25 

③ 1.4－ブタ ンジオール 5.7 

b フォーム・ラパー（略号F)

b-1. F-1 （軟質スラブフォーム）

① ポリエーテルポリオール（M.W. 3000) 

100部

② T DI -80 51.8 

③その他発泡剤，整泡剤，触媒等少量．

b -2. F-2 （モールドフォーム）

① ポリエーテルポリオールA (M.W.3000), 

60部， B (M. W. 3300) 40音IL

② T DI -80 43 

③ そ の他発泡剤，整泡剤，触媒等少量

b -3. F-3 （半硬質フォーム）

① ポリエーテルポリオール（M.W. 7000), 

73部

② ポリマーポリオール 20 

③ クルードMDI 63 

④ その他， トリエタノールアミン，水，触媒等．
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少量

2-2 熱分析（DT A-T G -D T G）の測定条件．

理学電機KK製， TG-DT A標準型に，微分回路

(DTG）を付設したものを使用した．

1 .雰囲気空気中

2.試料量 2 mg 

3.標準試料 αーアルミナ

4.昇温速度 20K /min 

5.測定温度室温より500。Cまで

6. D TA Rangeエラストマーの場合500μ v' 
フォーム・ラパーの場合， 250μ v. 

7 . T G Range lOmg 

8.デリパトグラフ感度 0.1 

9.チャー卜・スピート lOmm /min 

エラストマーは，カッターで削り，一定のメッシュ

にそろえて，実験に供した．上記の測定条件で，各試

料を三回づ‘つ測定して，その中で代表的なデータを載

げた． （図 1) 

2-3 M Sの測定条件

ESC O電子科学KK(E MD-05A型） MS検

出器を使用した．

1 .熱分解設定温度（試料加熱温度） 350℃ 

2.エミッション電流： 10μ A 

3.試料量：極微量（O.lmg以下）

4.フィラメント電流 20V 

3.結果と考察

3-1 熱分析（特にDT Gについて） 図上表 1

熱分解開始温度は，エラストマー，フォームラパー，

で顕著な差は，見出せないが，第 1ピーク，最大ピー

クは，明かに，エラス トマーが高い．又熱分解の完了

する温度も，エラストマーが高い．

E -1, E -2, F -1, F -2は， TD I系のポリウレタ

ンであるが，それぞれi以かよったピークパターンを示

し， E-3(ND I系）， F-3(MD I系）とかなり顕著

な違いを示す．

DT Aの感度は，フォームラパーの方が，エラスト

マーの%であるが，熱分解は，激しくおこっているも

のと考えられる．

3-1-1 エラストマー

E -1, E -2，ともにTD I系であ るが， E-1は， E

-2で，一本の最大ピークが，二本に分かれている．

これは， E-1におけるポリオールの影響だと考える．

E -1の方が熱的には強い.E -3は，前二者と明かな相

違を示す．ジイソシアナートによる相違と考えられる．

熱的には，最も安定である．

3 1 2 フォームラ；｛ー

’T D I系のF-1, F -2は，ほぽ同ーの温度で，類似

した熱分解パタ ーンを示すが，ジイソシアナート（T

DI ）が同ーの仁他成分の配合もほぼ同一であるこ

とによ っている.F 2における，第 3ピーク（346℃）

の存在は，ポリオールの相違によ っているものであろ

う.F 3は，明かに，前二者と異なったピークパター

ンを示す．ピークは， 271℃を中心として，他と異な

り， 一本のみである．

以上の幸吉果より，とくにジイソシアナート成分の相

違は，そのポリウレタンの熱分解パターンにかなり明

瞭な影響を与える．ピークの数が一本のものもあれば

(MD I系人数本に分れたものもあるのは，熱分解の

様式が異な っていることを示している ．

3-2 マススペクトル [!(12，表2，表 3.

試料を直接導入による熱分解をおこない，そのマス

スペクトルより，主要なピークを10～15本をとって図

示したものである． （閃 2)

これらのピークから，かなり明瞭に分かるのは，ジ

イソシアナー卜成分の判定で， TD Iでは 174, ND 

I, 210, MDI , 250と，それぞれの分子量ピーク

の所に，見分けやすいピークを見出すことができる ．

それぞれ， E-1, E -2，又F-1, F -2には， 174とそ

の前後に，ピークが存在するし， E-3では， 210, F 

-3では250に存在する ．（図 2）それぞれ前述のジイソ

シアナートに対応する．ジイソシアナートに，対応す

る化合物の分チ量ピーク，フラグメントピークは，表

3のようにまとめることができる．

他に，ベンゼン核（77），アニリ ン（93）を思わせる

ピークが存在する.E 1, E 2，の 234, 233のピー

クは架橋剤のMoc Aに対応するフラグメ ントと考え

られる． ジイソ シアナート以外の成分は，判別し難い

が，ポリエーテルの分解物と考えられる~ CH2一CH

(CH 3) -0 f n , 58 ( n = 1 ），更に58の倍数を加え

た， 116' 17 4 ' 232，にみられ，この傾向は，E-1, 

E -2, F -3等にややみられる．しかし， 174はやはり，

TD I , 233, 4は，架橋剤のフラグメントピークと考

えた方がよいようだ．

これらの結果から，各成分をそれぞれ検出すること

は，難しいが，あるポリウレタンのジイソシアナート

成分を鑑識するために役に立つのではないかと考える．

4.結論

6種の架橋ポリ ウレタンの熱分析とマススペク トル

により，熱分解様式の差異，又ジイソ シアナート成分

の鑑別をおこなった．

5.謝辞
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表 1 DT Gピーク温度の比較

試 イジナI 

熱分解始量℃ 開

ピ ピ ピ ピ

熱解分完量℃ 了
料名略） 予ヲ アソシ成分ト

ク ク ク ク
1 2 3 4 
℃ ℃ ℃ ℃ 

コニ E-1 TOI 256 340 354 367* 408 434 
フ
ス E -2 TOI 217 280 321 * 385 430 
トマ

I E -3 NDI 232 294 406* 430 455 

フ F-1 TOI 222 279* 323 353 
オ

7 
F -2 TOI 227 275* 328 346 363 

ムノf

I F -3 MDI 252 271 * 280 326 

＊ 熱分解速度が最大の温度

表2 各ポリウレタ ン熱分解物のマススペクトルより主なM/Z値

No. E 1 E -2 E 3 F -1 F -2 F -3 

1 51 51 51 51 52 

2 55 

3 57 57 58 58 58 59 

4 63 65 63 

5 73 72 73 

6 78 76 77 79 

7 87 87 86 

8 93 93 

9 99 100 99 

10 106 105 106 

11 110 

12 113 115 

13 117 

14 121 122 

15 127 

16 131 131 132 132 132 

17 139 140 140 

18 145 

19 148 148 

20 154 

21 158 158 

22 165 

23* 176* 175* 174* 174* 

24 184 

25 199 

26 208 

27* 210* 

28 225 

29 234 233 

3日本 250* 

31 255 

32 258 

33 279 

34 293 

35 298 298 

36 302 

37 347 

＊ ジイソシアナートの分チlJ:ピークのM/Z値

表 3 ジイソシアナートとそのフラ グメン トのM/Z

ジイソ NCO NCO NH2 Ar Ar 

Ir* Ar シアナ A 

~~2 
NCO NH2 Ar 

ート NCO NH2 

TOI 174 148 122 133 106 90 

(174）主 (148) (121. 2) (131.2) (105. 6) （ー ）

NDI 210 184 158 168 142 126 

(210) (184) (154) （ー ） (140) (127) 

MDI 250 224 198 208 182 166 

(250) (225) (199) (208) （ー） (165) 

＊ 芳香核の部分

: 測定値のM/Z値

本研究に使用した試料は，本校第二期生，坂田勲氏

（トヨタ自動車工業KK）により提供を受けたもので

ある．仲介の労をとっていただきました本校旧教官の

吉田照正先生とも， 厚く お礼申し上げます．

文卒研にて本研究に従事下さ った西山f孟郎君にも，

（第15期生）お礼申 し上げたい．
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『青 し、 目艮」

一一近代我の源をもとめて（5）ーー

松 尾 イ呆 男

〈昭和57年 9月20日受理〉

In Search of the Origin of Modern Self 

Thomas Hardy had, a strong influence on modern English literature. One 

of its traits seems to have been the birth of modern self. There will be 

some discussion as to how it came into being. 

Yasuo Matsuo 

ハーデイの作品を年代順に通読する読者は，第一作

『窮余の策』(1871）及び次の『緑樹の陰で、』(1872）と，

第三作『青い眼』（1873）との聞に大きな筆致の相違が

あるのに気付くはずで、ある．ず、つとめりはりのきいた

小説になっている．

ハーディは、処女作に未婚の母を登場させ，ヴィク

トリア朝の善男善女から，激しく批判されたのは当然

のことであったといわなければならないが，失意の中

にいた彼は，それら酷評のなかに一点共通した評価が

あるのを発見していた．彼の郷里ドーチェスターを背

景とする彼独持の自然描写である．その田園生活を基

調とした農村社会の中心的存在である教会と，その聖

歌隊の顛来記により合せた恋物語が『緑樹の陰で、』で

あった．一応の成功をおさめるのは作者に目算がつい

ていたと思われる．それまでは建築技師としての仕事

の片手間での創作であったが，題材には自信を持って

いた．

『緑樹の陰で』の執筆前， 1870年 3月，建築事務所

に草力めていたハーディは， ~t；コーンワルのボスカスル

近くのセント・ジュリオッ卜教会修復工事のため派遣

され，当地で，その教会の娘，ハーデイの来来の妻エ

マ・ラヴィニア・ギッフォードと出会っている．作家

としての出発時の挫折感から救ってくれたのは彼女だ

とされている．彼の第三作『青い眼』は彼自身のこの

教会復旧工事を背景とした小説である．これが作家ハ

ーディの初めての雑誌社注文による小説で，ハーデイ

の署名付きで発表されたのも初めてのことで、あった．ロ

ンドンでの執筆は思う通り進捗せず，当時ロジャー・

スミスの下で働いていた建築の仕事にも専念できずに

いたが，折しも，ハーディの親友で，文学上彼に好意

的であったホラス・モウルの筆になる『緑樹の陰で』

の時期おくれの絶賛に接したその日に，生涯文筆でた

っ決心がついている．『緑樹の陰で、』は，「長らく接した

ことのない最良の散文田園文学で、」I)文学作品として「社

会性」も備えており，またその反面，ハーディの農村

生粋の村人達は，自分達自身の考えを自分の言葉で表

現するのではなく，作者自身の言葉で表わされている

場合があるという弱点も公平に指摘されている．『緑樹

の陰で』の書評としては時期を逸していたが，ハーデ

ィの決断を促したという意味ではむしろ幸いしている。

こうして執筆も半ばに達したころ，スミス氏からも暇

を取り，故郷ボックハンプ卜ンに帰り，何者からも煩

わされることなく，創作に専念し，前二作にみ られな

い密度の高い文体を生みだすのに成功した．また当時

有数の雑誌「コーンヒル」の主筆レズリー・スティー

ヴンから，『緑樹の陰で、』を高く評価され，次作連載小

説依頼があったのもこの時期であった．文学への取り

組みにあずかって力があった。

『緑樹の陰で、」がそうであったように，『青い眼』も

作家ハーディの自叙伝的要素が濃厚で、ある。とりわけ

前半では，．彼の実生活の経験のなかから拾い集めたも

ので構成されている面がある．持に女主人公エルフラ

イドと彼女をめぐる男性達に関する描写には，ハーデ

ィとエマとの関係が，殆んど同時進行的に投影されて

いるとみなされる．作家の実生活と文学作品との関連

性という点からだけでなく，作家の執筆時現在での尖
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端的な，時事的な社会生活点描という面からも興味深

かい．『窮余の策』の原稿は「エマ嬢の清書」とされて

いるが，『青い眼』の原稿は十二章残っていて，そのう

ち「エマ嬢の筆跡のは二頁半ある」だけで、残余は現

存しない．何故なのか，エルフライドの原形がエマ以

外の女性であったのか，だからエマを煩わせたくなかっ

たのか，それとも身分の相違が内容となっているので

できなかったのか．いずれにせよ「真髄は，犯罪のない

プロット」2）となる小説を意図していたのは事実である．

したがって，どこまでが真実であるかは別として，

小説の前半，とりわけ冒頭の数章で取り扱われている

エルフライドと青年建築技師との関係は，作者お墨付

きの伝記とされている，のちのハーデイ夫人による『ト

マス・ハーディ伝』pp.64～79 (PP. 90～93も参照）に

ゆず、ることにし，ここでは，ロノ〈ー卜・キッテイング

の『若きトマス・ハーデイ』から主な項目を拾ってみ

たい．

セント・ジュリオットの教会牧師は，資金不足から

計画倒れとなっていた塔の建て直しを実行に移した杭

痛風やみで，青年建築技師ハーデイの初訪問のさいは

夫人がその看護にあたり，夫人の妹エマが応接役を果

している．エマの義兄ホルダ一氏，作品では女主人公

エルフライドの父は，ひどいスノップで，スミスの父

は，ハーデイの父がそうであったように，地方の労働

者の息子であるのに気付かないお人よしであった．イ

ヤリングの話などは，メレディスに見せただけで原稿

のままにとどまり，出版は断念してしまった『貧乏人

と淑女』から取ったのだとされている．ロンドンから

コーンワルまでのエルフライドとナイトの船旅は．そ

の年の八月のハーディ自身の同じ船旅が原形である．

作品でライヴアル関係にある建築家スミスと文筆家ナ

イトは，師弟関係を含めてハーデイと文人ホラス・モ

ウルの影が濃厚である．辞職するまでの勤め先の建築

事務所長スミス氏からは，その姓ばかりでなく，彼の

印度での仕事の経験談まで借用し，スティーヴン・ス

ミスの姓とし，印度行きの経験にすりかえている？）

ハーディが『青い眼』でとった物語の展開の手法は

『窮余の策』でいえば，焚火の不始末が原因であった

あの大火事の物理的な面と，手のほどこす余裕もなく

火の手のあがった宿屋側の人々の不慮の災害に対する

対応の仕方の描写との重ね合わせである．ただ男女聞

の心理的な側面が加わっているが，因果関係が読者に

分っているという点では そういって差支えない．

複数の出来事が，連鎖的に発生しでも，事の次第がは・っ

きりしている限り，兄のウオーレン同様，読者を含め，

観察者は疑念をさしはさむ余地はなく，ごく自然のこ

ととして受け入れる．他方その一連の出来事には目隠

しされた登場人物は，当事者と自分の聞の基本的な認

識のずれに身をさらし，当惑，疑念，誤解がその人物

の行動の決定要国となる．『窮余の策」では出来事の核

心にいる一方の当事者以外の人物達も読者も，ことの

因果関係は知らされておらず，不可解なまま事件は進

展し，読者はなぞ解きのサスペ ンス を昧あわされた．

伏線が要所要所に配置されているだけで，内的心理的

必然性は極めて稀薄になっていた． 『青い眼』でのハー

デイの手法は，謎解きの要素は部分的に用いられてい

るだけである．初めの数章で，青年建築家スミスの素

情が明るみに出るまでの，エルフライドの眼を通して

見える彼の異様な行動ー一一不意に行方が分らなくな っ

たり，薄聞にぼけて見える影絵のようなキスシーン

が好例であ る．そしてそれ自体が一つの伏線をなして

いる．最後の数章でも同様で、，エルフライドの死因に

ついて，ライヴアル同士で追求してし3く過程では，過

去の出来事の中から，さでは伏線であったかと思い当

たる場面が，いもづる式に浮かび出て くる仕組みも，

サスペンスのテク ニックである．ス ミス とエルフライ

ド、の出会いから，評論家ナイトの出現までの前半は，

年代記的に筋道が示されている．それが後半に登場す

る第二の男性ナイトだけには未知の世界であるだけに，

読者の女主人公への感情移入が容易にな っているだけ

に，サスペンスというより， 一種異様な不安感の伴っ

たスリル感に付き合わされるメロドラマ的通俗さがあ

るのは否定できない．

ハーディは，現実のエマの家族構成は，そのままに

はとらず，作品では痛風痛みの教区牧師の娘エルフラ

イドとの二人暮 しの家族にしている．片親であるのは

それだけでも読者の同情を惹くことから，彼の他の小

説でもその例が多い．同時に，片親の寵愛を得ながら，

自分の欲する生き方をするには，情熱のおもむくまま

に生きるには，不本意ながら，その愛にそむくことも

あえてする状況を，ハーディは小説作法の定石の一つ

にしている．

ロンド ンの建築会社から，教会修復のため派遣され

たスミスは，牧師父娘に迎えられ，厚遇にあずかる．

辺地の娘好きのする若い「ロンドンの人」はエルフラ

イドの容貌にひかれ，音楽や散歩などを通して次第に

接近してい く．彼女が予期していた中年の，いかめし

い，眼の鋭い無口の実業家とうってかわり，「顔色はエ

ルフライドと同じく，きれいで，ほおの色も殆んど同

じように申請静岡であった．」 4）「このブロ ンドの二人」（p.51)

は年齢も二十歳そこそこで，女性の方が一ヶ月だけ年

長であった．外観のみならず，情緒の点でも「彼の方

も，彼女自身のと全く同じ興奮しやすい性情（p.20)

で、あった．
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彼の挙動がしばしば示す不審さにますます惹き付け

られていったエルフライドは，スミスが彼の素性を明

かさないでは，二人の間柄がこれ以上発展できなくな

ってきたと思ったとき，意を決して打ち明けられでも

その意外さに戸惑うことはあっても，二人の仲は深ま

っていった．彼女は，ナイトと出会うまでは階級意識

にとらわれていない．スミスはロンドンの建設会社員

ではあったが，この教区内に住む石工頭の息子である．

教区の石工の伴と牧師の娘の組み合わせではただでも

一波澗は免がれがたいのに 娘の父は「家系とご馳走

と貴族的回想録」がなによりの楽しみで，「寛大で、ある

にはあまりに偏見が強すぎる」（p.87）人であった．「貴

族」 bluebloodの血をひくか否かが人の評価の規準で

あった．

ここで，再度，常識という問題を取り上げておきた

い．われわれは，一人一人，勝手気佳な生活を営んで

いるようで，実は決してそうではない．それぞれ自分

の属する生活領域には，この共同体の中で自然にでき

上ってきた共通の感覚があり，それを常識と呼んで、い

る．私的な場合もそうである．一定の生活原理にかな

った生き方，行き方は，その常識の範囲内であってこ

そ保障されている．生活の知恵として実生活の行動の

妥当性，真偽の色分けの規準として働きかけてくるも

のである．山上の垂訓にもられている内容が代表的で

ある．順調に生活が営まれている限り，問題にならな

いが，逸脱者，異端者が現れると，常識が顔を出し，「…

すべからず、」といって，常識自身の自己保存の原理か

ら，ものをいうようになる．時代，文明，文化に固有

の常識があり，その変化の後をおうようにして変って

くる．したがって，ある生活領域，ある集団では常識

とされるものが，他の領域，他の集団では非常識とな

る場合があるのはいうまでもない．『窮余の策』と「緑

樹の陰で』において，「常識」という言葉が頻繁に用い

られていた．特定の社会に共通の，社会通念が働く枠

組の役割を果し，その枠組からの逸脱を示す役目を負

わされていた．

初期作品における常識の機能の分析は，同じくそこ

で多用されているエピグラムの役割りについても言及

しておかなければ，片手落ちになる．先に見た，ハーデ

イの早逝した友人モウルの筆によるとされている「窮

余の策』の書評に「無理なエピグラムが多すぎる」 5)

という指摘がある．エピグラム，つまり警句は，簡潔

な言葉で，時には逆説的に，社会，芸術，道徳上の真

理を，辛嫌に表現したものである，とすれば，それは

ある状況のもとで，感取されながら，いまだに通念の

域に達しない，もやもやとしたものを，共通感覚に訴

えて，ぴたりと人の意表にでたものである．

『青い眼』では，「常識」という言葉も，エピグラム

の多発も，直接表面には出ず，前者で三回，後者は出

ても地の文と融合し，それだけ緊密な文体となってい

る．筆の運びにも余裕があり，その証拠に，前の二作

よりもハーデイ特有のユーモアに裏打ちされた場面が

各所に現れている．次作「狂乱の群をはなれて』もこ

のような下地があって成功したというべきであろう．

その三回用いられた「常識」のうち，三度目は，ナイ

トとエルフライドが塔に登っているとき，彼女が不注

意に足をすべらし，ナイトからとがめられた時のこと

で，とっさに口をついて出ただけでのことである．字

句に拘泥するきらいはあるが，前の二回は物語の特徴

を象徴している言葉であるように思われる．

建築家スミスはエルフライドの父に，彼女との婚約

の許しを切望していたが，社会的地位の違いがもとで，

いい出せずにいた．エルフライドも許可が出る確信は

ないまま，話を持っていくことに同意していた．とこ

ろがたまたま，三人同席しているところに，スミスの

父，石工，が手に負傷した知らせが伝わり，スミスは

それが自分の父であることを隠しきれず，同時に彼の

身分も露見してしまった．牧師は青年の隠しだてを遺

憾に思い，かつ驚いたのはいうまでもない．

娘は，父は自分達の仲は知っていたのだし，何をい

まさらと抗議する．隣村の名門ルクセリアン卿と親戚

関係ではあり，零落の一途をたどっているとはいえ，

「自分の村の水呑み百姓の伴を」娘婿にするには娘の

親としてばかりでなく，「英国のどんな父親もこんなこ

とは聞き入れないだろう」（p.89）とくやしがった．娘

は，今すぐ結婚を認めてもらいたいというのではなく，

彼が父同様の紳士になってからのことで，それまでの

婚約を求めているにすぎず，「求愛のあとには愛の獲

得がくるのは分っていたでしょう，ねえ，パパ」と弁

明する．ハーディはこれを「常識の押し」（p.89）と呼

び，父には，その鉾先をかわさせている．彼女の「常

識」を敷街すれば，「彼の両親がどこか遠くに住んでい

れば，会わなくてもすむし」，「彼の身分は彼の職業が

何であるかで決まり，親の地位で決まるものではあり

ません」，彼の「お父さんは，お金をたくさん貯め，私

たちより裕福なんだし，だから息子さんにあんな元手

のいる職業に付かせることができたのでしょう」（p.91)

と，地方の娘の考え方としては進んで、いた．

当時の親の側には，それに桔抗する常識があり，ハ

ーデイは牧師を彼なりの一人前の見識を持った英国紳

士として描いている．青年に古典語の知識はいくらか

あっても，発音が耳障りでじかたがなく，チェスのさし

方もなまかじりで，さらに，
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そうだ，僕は彼を疑ってやりたい気持だったのだ．

彼は，どんな種類のソースだって一向気にしなかっ

たからな．自分の味覚でちゃんと味わい方を心得て

いない人聞が紳士であるなんて，いつも疑ったんだ．

洗練されていない味覚は，成り上り者の隠しょうもな

い馬脚なんだからね．僕の同十年産マルテイネズを一

本 もう十一本だけなのに 十八ペニものと区

別のつかない男に出してやったと思うと ！(p.93) 

ハーディの後期の小説でならば，これだけあれば悲

劇の条件として十分で、あったろう．そこでは主要な登

場人物は，次第に数がしぼられ，叙事詩的物語の傾向

が強まってくる．初期の作品では，『緑樹の陰で、』を除

けば，脇筋が多い．「青い眼』では，今は娘が婚約相手

として承認を求めているスティーヴンに，父は正面か

ら対決を迫るには及ばなかった．一度は投機に手を出

し失敗していたらしいが，（「またあのみじめな鉱山です

か」（p.93）），秘かな計略が実を結び，隣家に住む裕福な

未亡人との再婚にこぎつけていた．そうなれば，社交

シーズンにはロンドンに出て，住居も新婦の所有する

ところがあり，娘もそれだけ良縁に恵まれるであろう

し，物語はにわかに上流風な様相を呈することになっ

ている．

他方，庶民側の「常識」を支える意識構造はどうで

あったか．先ず＼スティーヴンの経歴をみておきたい．

婦人経営の初等学校 dameschoolからナショナル・

スクール（宗教団体経営）に学んだが，当時は海岸近

くの郷里にはなかったので，九歳で，ナショナル・ス

クールの畳間生となるため，エクソンベリ（エクセタ

ー）近くに寄留し，十五歳の時，その町の建築事務所

に弟子入りした．謝礼は両親が定額を払い込んでいる．

それからロンドンに出て半年間無給見習職人の経験の

あと二十歳で，例の工事のため出張して来たのであった．

ハーディは英国南部の農民の生活を主題にしたとい

うのが通説になっているが，スミス一家の場合でも明

らかなように，農夫であっても，主として親方クラス

を対象にしていたのが実情である．さもなければ，子供

が二十になるまで都会に出し教育する余裕はなかっ

たであろう．ハーデイの村人たちは，都市に対抗する

に足る知性，感性を彼から与えられている．更に，ハ

ーデイの文学で，注目すべきことは，われわれ人聞が，

真の意味で，個性を持ち得るのは，何等かの形で自

然と騎の緒がつながった状態でいるのが不可欠の条件

である．都市は個性も自我も存立できないところであ

る．スティーヴンの父親を見れば，このことは一目瞭

然である．彼は，

殆んどの田舎の職人達問機に，個性にあふれでいた

ので，あの典型的な「労働者」一一大きな町だけでし

か経験されない，浜の小石よろしく，自分の同類と

摩滅し合って生まれた人間一ーにはなれなかった．

その摩滅というのは，「f固我」 unitSelf を「一つの

階級」 unitClassに変容させるからである.(p.96) 

彼は，町の専門化された，従って，画一化された職

人ではなかった．元来石工であったが，作業内容次第

で，煉瓦も積み，天気がくずれそうなら，垣根瓦もふ

せ，冬こてが使えなければ，木椎の仕事も，どんな人

よりも上手で、あった．それでも口数は少なく， f妾にい

て，細君の「健全な常識」（p.97）に同意しであ、けばよ

かった．彼女はルクセリアン卿のお屋敷仕えだけあっ

て，物の見方は偏見から免れていた．息子が自分を暴

露したため，階級の相違から結婚が危ぶまれているの

を知ると，むしろ喜んでいる．彼女の「健全な常識」

によれば，

この頃は，女はみんな，結婚するからには，自分

の父よりも一段低い義父ができると思っていなけれ

ばいけないよ．男性達はこんなに地位があがったの

に女性はじっととどまったままなのよ．男の人に会

えば，その人は，その人のお父さんよりすてきなの

よ．だからあんただってあの人〔エルフライド〕と

ちょうど同格じゃないの.(p.99) 

スミスは，エルフライドも同じことをいっていたと，

相槌をうつが，教育を受けただけで，経験が乏しく，

現実的常識を欠く彼よりも無学な母親の常識が説得力

があり，彼を圧倒している．あわてず， 二，三年まてば

破産した牧師様の娘よりえらくなると確信している．

庶民の「健全な常識」には，良家の娘というだけのネー

ムヴアリューは通用しなくなっている．親馬鹿かげん

も手伝っているとしても，世の趨勢に敏感に反応して

いるとみるべきであろう．スティーヴンは，庶民の出

で、ありながら，というより，そうであるからこそ，エ

ルフライドというより，良家の娘ということに取りつ

かれていた．母から，彼女の家から断わられるなら，

似合った家柄をさがせばよいとさとされて，「ええ，そ

うだけど，母さんがいうような人達に迎えられるとい

う嫌気には我慢できないし，それかといって，彼女の

ところみたいな人達の中ではJ令淡にされるだけだし」

(p.98）と嘆いている．この不決断さが，彼を無謀とい

うほかない印度行きに追いやったのである．

我が国では，作品の中で，海のイメージの描かれか

たで，その作品の基調がほぼ推定できる．同様に，ハ
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ーディ文学では，主人公が故郷を離れ，都会に出るか

でないかで，物語の経過がほぼ確定しているといえそ

うである．先ほどの個性摩滅説とあわせて読めば論旨

はさらに明らかである．ハーディは，スティーヴンの

おかれた状況を，「自然の捧物」 nature'sofferから離

れてLEく人間の悲劇としてとらえている．「健全な常識」

の立場からでなければ理解できない，人間の宿命的な

局面である．スティーヴンは，両親訪問からは何等得

ることなく，牧師館へ帰っていった．「堰の水が快よい

調べをたてて流れ，和らいだ月光，さわやかな露の香

りがあたり一面に広がっていた．ただ眺めることが黙

想で，黙想即平和である時であった．」

スティーヴンは 「自然の捧物」を大事にするほど

の哲人ではなかった．彼の素質は単純な細目から成

っていた．文明の初期にはめったにないことで，国

家が老化し，個性が色あせ，教育が普及するにつれ

て，だぶついてくるように思われる素質，つまり，

頭脳は異状な受容力をもつが，大きな創造力はない．

自分の周囲で目に付く知識は素早く j蔓得し，男性に

よりも女性に共通の柔軟な順応性を持ち，自分のお

かれている社会が次第に高度な人為的風調をおびる

につれて，カメレオンのように色を変える．彼は独

創的な思想、はもたなかったが，それでも相応しい訓

練の下では，立派な対等なものを付け加えることの

できないという考えは何もなかった.(p.102) 

この地球上で，われわれは，どこに住もうと，早晩

近代化，都市化現象をさけて暮らすことはできない．

「相応しい訓練」とはいかなるものか，その探求がハ

ーディ文学の一つのテーマになっている．この作品で

いえることは，個性と引換えでなければ，都市化はな

かったということである．都市とは個我が浜辺の小石

のように磨り減らされ，一つの階級に変容させられる

ところである．処女小説『窮余の策』で，ハーデイは

女主人公シシリアに我の深淵を覗き込ませていた．「誰

も人様の本性のなかに，本当は，はいっていくことが

できないわ．それが悲しいことなの」（p.276）個我と個

我との融和が実現できなければ，人生は生きるに価し

ない索漠としたものである．ハーディはその和合を

Passionの上に築こうと生涯をかけて文学の中に求め

た．これが彼の更に大きく困難なテーマであった．自

我をしっかり保持しながら，新しい時代に生きていく

こと こんなことが可能で、あろうか．

スティーヴンとエルフライドは，彼女の父の不興を

蒙り，秘かに結婚式をあげるために町に出た．ついに

ロンドンまで来たが一抹の不安は隠すことができない．

女は「ひどく体裁が悪いの．もし誰かに見付かったら恥

をかくことになると思うわ」（p.127）と決心がつかず引き

返すことになる．ところが，『森に住む人々 』 (1887）で，グレ

イスは，結局言葉通りにはならなかったが，危機に際し，

心の底から叫ぶことになる．「現実が正しければ，体裁

などどうでもかまいません」（p.378）これを近代我の一

つの現われとすれば，ハーデイは 「体裁の悪p」自我構

造から，「現実が正しければ，体裁などどうでもかまわ

なp」自我まで到達するのに十四五年の間探求の道を

歩まなければならないことになっている．

教養論として述べていた「男性によりも女性に共通

の柔軟な順応性」はスミスとエルフライドにも当ては

まるが，作者はロンドンでの重大事にさいし，「腕を

とらえて祭壇まで引きず、って行き，有無をいわさず結

婚」（p.140），すべきであったと示唆している．これは，

女性の側からしでも，結婚目的での四十八時間の駆落ち

の目撃者がいることがわかり，傷物とわかれば父もさっ

さと認めてくれるだろうし，一歩進んで、，結婚してし

まっていた方が「よりよい方策であったろう」（p.130)

という心境と呼応している ．スミスには男性的で、，力

強い決断力はなく，現実の彼は「ハンサムで…従順で

優ししりので彼女から愛されたのだし，他方，女は

“sweet tantarizer”（p. 66）で「彼を女王のように支

配していた」（p.275）近くにアーサ一王ゆかりのテイン

タジエル城跡があり，それに因んでと思われるが，『ア

ーサー王城宮廷』を著していた彼女は，騎士物語を地

で行く心地がしていたと解される．

彼女がロンドンまで行き，結婚せず，すぐ折り返し

帰ってきたのは，「体裁が悪い」という心境にはずみを

つけたものがあった．車窓から見たロンドンの第一印

象は，「丁度明りをともした灯りばかりが， しめっぽい

空気のなかでまたたいていたのと，夜空を背景にぞっ

とするぼんやりと浮き彫りのようなトタンの煙突の立

ち並んだ列」（p.124）であった．彼女は「ロビンソン・

クルーソーの，一発目の効果を知らなかった現地の野鳥

同様，そこのぴりっと刺すような悪評は何も知らず」

「不安にもだえ苦しんだ」（pp.1245）ハーデイが描く

ロンドンの町並みは表通りの眺めより，裏町の風景が

印象的で、ある．ナイトの事務所のある旅館は「財産と

上品さばかりを話題にしている雑踏する街路」に面し

ていた（エルフライドはこの表通りに連なる大道路を

大小新旧十数個の指輪をはめた新しい義母たちと，ま

もなく打揃って通ることになる）裏口は「主要都市の

どこにでもあるのと同じように，雑踏した貧乏に悩む

網目状の路地に接してい」たし，「シャツなしの人々の

習癖や楽しみごと」が窓越しに見え，「酔払いや細君を

なぐる人」から発される耳障りな声が聞こえてきた．
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(p .141）表通りにも路地裏にも「黙想即平和」で、あると

ころはどこにも見当らない．文芸評論家，随筆家，法

廷弁護士であるナイトの部屋でも，床から壁まで多種

多様の書籍があり，塑造物だの小像だのが所せましと

集められていたが，彼は「社交的儀礼，現代作家一般

に関する紙上論papertheoryは山ほど調合していた

が，実地という特別の一オンスを欠いでいた」（p.214)

『青い眼』には，ハーディ最後の小説『日陰者ジュ

ード』を想わせる筋がある．ジュードには，村の生徒

の頃，学問をするため，クライストミンスターに出て

いった先生がいる．教え子は尊敬する教師の後姿に自

分自身の向学心をかきたてられていた．勧めにより独学

で古典語の研究もした．かつての生徒が長じて恋人がで

き，二人だけで結婚するため教会に行き，女性の気ま

ぐれで直前に挫折し，とかくするうち，二人の聞にそ

の先生が介入し，恋人と先生が接近していくという筋

である．肉欲の化身的な存在であるイザベラの役はな

いが，その他の点では骨格の相似をみることができる．

更に，エルフライドとシューは，ハーディが創造した女

主人公のなかでも最も教養のある女性のうちの二人で

ある．

エルフライドはアーサ一王宮廷に関する物語を書い

ていたが，それでもどこかお嬢さん芸的なところがあ

る．書評者ナイトからは「殆んど分別年齢に達してい

ない若い婦人」（p.164）ときめつけられている．小説の

後半はそのエルフライドとナイトの閣の愛情とその結

末で，前半でみたスティーヴンとの関係が揺曳し，綿

密に構成されたプロットで，ハーデイ特有の効果を収

めている．エルフライドは，スティーヴンに対しては，

相手が知らないとみると，生半可なアリアを歌って聞

かせ，女王然と振る舞い，初めて大人扱いされて，内心

悦に入りながら，こわい顔をしてみせ，「あけすけな，

あだっぽい倣慢さ」（p.56）があった．

スティーヴンは，ナショナル・スクールの畳間生以

来の教師であるナイトに，エルフライドが嫉妬するほ

どの憧憶と尊敬を抱いていた．崇拝に近い感情で、あっ

た．ところが，たまたまナイトが，エルフライドの新

しい義母の遠い縁故者であり，同時に，エルフライドの

書評家であったことが分かり 二人が親交を結ぶに及

ぶと，局面は一転し，今度はナイトが彼女！こ対して知

的タンタライザーとなり，彼女は彼の前ではほんの子

供にすぎなくなる．ナイト，つまり Knight ＝騎士で

あるから，スティーヴンこそその姓一一称号にふさわ

しいのを逆にしたのは，ハーデイ固有のイロニーか．

かつて，エルフライドは，スミスとの駆落ちを目前に

して，不安に襲われ，「初めて自分の目に見ゆる世界とは

別の内的私的世界を見た」（p.115）のであったが，読者

の期待とは逆に，自立的積極的衝動を心の中に見たの

ではなく，一言でいえば，父を喜ばせようということ

にすぎなかった．そのような彼女が，男性が十歳も年

長者であるうえに，文学論でも，チェスの対局におい

ても，お嬢さん芸の出鼻をくじかれ，彼のペーパー・

セオリーの崇拝者になっている．とりわけ，あの断崖

で，尊敬する男性を，最も恐ろしい形での死から救っ

たときの彼女の歓喜は，魂の根底までゆすぶり，以後，

意志の働きは情念に屈服してしまった．「今のように，

彼の腕にだかれたままで，受動的で、いる」ことで十分

で「多分彼は感謝しているだけで，愛してくれてはい

ないのかも知れない．それでもかまわない．劣者の女

王であるより，立派な人の奴隷であるほうがはるかに

ましである」（p.249）と信じ込んで、いる．

清算できない過去を背負いながら，知性への傾倒，

隷属は痛ましく，産業構造の変化と，それに伴なう物

心両面にわたる都市化，画一化への不可避性の徴とし

て，近代の悲劇が形象化されている．自分の置かれて

いる状況のなかで，自分の心の傾きに誠実に生きた結

果がそうであった．

対人関係の見地からみても，愛する人の考えに，何

一つ反対するわけでなく，独立心を示したのでもなく，

自説を固持したこともなかったが，恋人というものは，

男性でも女性でも，あまり親切がすぎると，甘やかされ

てしまう．ナイトは，彼女の終始変らぬ従順さにあい，

危機に際してすら過酷な態度を保っている．

作者自身も，自分の創造した悲劇的人物達に，満腔

の同情を寄せるのと同時に，冷静な批判的洞察力もた

えず働かせている．例えば，エルフライドの心の動き

にも「初期には自分で軽蔑していた正にその利己的な

やり方」（p.289）を無意識に採っていると，それとなく

示している．

前作『緑樹の陰で、』において，ファンシーは，デイ

ックと婚約中にもかかわらず，出来心からメイボルト

牧師に結婚の承諾をしてしまったのを取り下げ，以後

秘密にしてくれるよう申し入れる一幕があった．牧師

から来た最後の便りには「彼にすべてを打明けなさい．

それが一番です．あなたを許してくれますよ」（p.244) 

とだけ記しであった．ところが，作者はその小説の最

後の行は，「『ああ，夜鳴きうぐひすよ』と女はつぶやき，

決していいたくない秘密を想い出した」（p.273）と結ん

でいる．その一行は作品に微妙な余韻を残して効果的

であったが，次作『青い眼』と通読すれば，実はあの

挿話は「青い眼』の一種の予告篇の働きをしている印

象を受ける．かけがえのないこととして現在行ってい

ることが，自分の次の生活での別のかけがえのない経

験に致命的な障害となると，露見さえしなければ，新
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たな経験に好都合で、ある場合，隠すという行為が特に

男女聞の倫理道徳 U11f11Jなる意味を持っかというのポ

『青い眼』のモチーフとな っているからである

ナイトはエンデルストウに逗留中，エルフライドに

女性であるが故にそれだけ特別の好意を示すというこ

とはなかった．しかし，－＿§＿そこを去ると，彼女に愛

着を覚えていることを悟っている．彼は「恋人として

は友人スティーヴンよりはるかに単純」（p.316）で，し

かも，女性を愛するからには，自分がその「女性の初

恋の人」（p.348）でなくてはならないという固定観念，

つまり，ペーパー・セオリーを持っていた．「彼の想像

力は孤独な研究…で異状な大きさに肥大していた」

(p.348）が，エルフライドのナイトへの愛が崇拝の域に

まで高まったところで，ハーデイは，その肥大した想

像力を彼女の純潔の検分に向わせている．『テス』で，

エンジェルがテスに対してとる態度も同工異曲である．

エンジェルの心の深みに宿っている「頑なな論理の鉱

床」（p.310）と同じく，ナイトは「鋭L、精査と論理力」（p.

349）を備え，エルフライドは，それに向って，孤立無

援で，愛する人のためではなく，愛するための自衛

手段を構じなければならなかった．メイボルドはファ

ンシーに秘密は明かせと忠告し，彼女は，明かすかど

うかは自分で決めればよかった．「青い眼』の悲劇たる

所以は，エルフライドが自分の過去を隠そうとすれば

するだけ，彼の「論理力」に油をさすことになり，一

歩一歩窮地に陥り，遂に，破局を迎えることになる．

身の証しを求められ，告白をためらえば，愛と正直さ

は二律相反に陥るからである．結局，彼のいびつな想

像力は彼を「シニシズムのj剃」（p.366）に立たせる．こ

れをもじっていえば，ナイトがエルフライドを受入れ

難いとして，「ノ、ムレット」のレアティーズよろしく，

「できるだけその人と早く結婚しなさ P・・・ もしその人

と今結婚できないなら，そして，別の人があなたを妻

にするなら，この秘密を明かしてはならないよ．もし

前に明かさないのなら．そうなれば正直なんか破滅だ

よ」（p.383）と諭したとき，説教者に対して，都市の花

形インテリーに対して，ハーディは内心シニシズムの

測に立っていなかったか．聞かないほうがましなこと

を完膚なきまでにあばいたのはナイトだったから．

「青い眼』には，大西洋岸に望む断崖「名無しの絶

壁」があるのを避けて通るわけにはいかない．海上

六百五十フィートの絶壁に，なかば宙づりになりながら，

ナイトは文字通り死と直面していた．「眼前には，岩壁か

ら低く浮き出たように化石が食い込んで、いた．眼を持

った生き物である．その眼は，死んで、，石と化していた

が，丁度今，彼を凝視していた…生きていたのは何

百万年も離れていたが，ナイトとこの下っぱは両者の

死所で、出会っているように思えた」（p.241）この下っぱ

の化石から触発され，開間以来このかた，更に未来永

却を一瞬のうちに垣間見る想いがしたのだが，エルフ

ライドの窮余の策に救われ，地上に帰ると，彼女の愛

は更に深まっても，彼はやはり，いびつな論理の人に

帰った．

田園育ちの青年建築技師スミスは，少年時代，家業

を手伝い，牛乳しぼりやクリームすくいやskimmingで

「結構仕合せな時であった」（p.78）が，理想の結婚を夢

み，蓄財に走り，インテリーとの交友を求めだし，つ

まづいて振り返ってみても，失なわれた時は帰ってこ

ない．あまつさえ，両親までも，田舎の廃屋はたたみ，

中流気取りの町住まいを始め，「必要な社会的資格は…

新しい家具と家の増築だけで間に合う」（p.396）と信じ

ている．エルフライドにしても，「爽かな海風が騒ぐ心

にヨちかつ」（p.132）ことはあったが，「骨折り仕事の酪

農をしなければならない所に，どうして仕合せがあり

うるか」（pp.78～79) J里角平できない人である．

大都市生活が性に合わないハーデイは田舎の生家に

帰ってこの小説を仕上げている．彼は町に関する小説

は不得手で、ある .ir青い眼』まで書き進んで、，作家生活

の見通しがつき，自分の得意の境地ウエセックスの奥

深い旧国に花て着し，人間の生きるとは何か，死とは何

か，追究せずにはおれなかった

〔注〕

1) R. G. Lox (ed.) Thomas Hardy: The Critical 

Her itαge (Routledge & Kegan Paul, ) p. 11 

2 ) R. L. Purdy Thomαs Hαrdy : A Bibliograph・

icαl Study (London) pp. 10-11 

3) R. Gittings Young Thomαs Hardy (Heine-

man川pp.164-172 

4) T. Hardy A Pαir of Blue Eyes (Macmillan) 

(Pocket Edition) p. 10 

（ハーディの他の作品を含め，以下この版からの

引用はすべて本文中に頁を示す）

5) Thomas Hardy The Criticαl Heritαge op. 

cit. p. 7 







第 19号

捕
虜
と
な
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
十
三
人
の
将
軍
は
ア
ラ
ド
の
軍
事
法
廷
で
死
刑
の
判
決

を
下
さ
れ
、
そ
の
後
処
刑
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
将
校
達
を
謀
叛
人
と
し
て
皇
帝
の
法

廷
で
断
罪
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
君
主
国
の
発
展
の
歩
み
の
中
で
不
吉
な
効
果
を
あ
ら
わ

す
こ
と
に
な
っ
た
。
は
や
く
も
十
八
年
後
に
は
、
皇
帝
家
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
ア
ウ
ス
グ

ラ
イ
ヒ
〉

5
包
2
0
7

に
さ
い
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治
的
要
求
を
充
た
さ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ラ
ド
で
裁
判
さ
れ
た
将
校
達
が
ラ
イ
タ
川
の
此
方
で
は
謀
叛
人
と

し
て
断
罪
さ
れ
、
ラ
イ
タ
川
の
彼
方
で
は
自
由
の
闘
士
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
の
を
傍
観
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
国
勢
力
の
援
助
を
得
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
暴
動
を
き
び
し
く
鎮
圧
し
た
こ

と
に
よ
り
、
一
八
四
八
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
の
両
度
の
革
命
に
よ
る
動
揺
は
よ
う
や
く

終
息
し
た
。
宰
相
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
エ
ン
ベ
ル
ク
侯
は
、

A
7
や
ふ
た
た
び
全
力
を
も
っ
て
ド

イ
ツ
問
題
の
解
決
へ
と
向
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
、
国
民
議
会
は
、
世
襲
皇
帝
を
も
っ
小
ド
イ
ツ
主
義
的
な
解

決
の
方
向
を
め
ざ
し
て
協
議
を
つ
づ
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
全
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
国
家
、

あ
る
い
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
む
非
ド
イ
ツ
的
地
域
を
も
再
興
さ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
に
受
け
容

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
シ
ユ
ヴ
ア
ル
ツ
エ
ン
ベ
ル
ク
の
提
議
が
、
最
後
的
に
議
会
の
小
ド
イ

ツ
主
義
的
な
企
図
を
妨
害
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
民
議
会
は
、
そ
れ
に
対
す
る

対
応
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
を
、
二
四
八
人
中

二

O
O人
の
同
意
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
ん
だ
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ

ロ
イ
セ
ン
王
が
、
民
衆
の
意
志
で
皇
帝
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
こ
の
選
出
を
拒
絶
し

た
と
き
、
議
会
の
立
場
は
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
な
っ
た
。
無
益
な
議
論
を
つ
づ
け
れ
ば

っ
。
つ
け
る
程
ま
す
ま
す
与
論
の
中
で
の
、
ま
た
ド
イ
ツ
諸
国
個
々
の
政
府
の
聞
に
お
け
る
国

民
議
会
の
威
信
は
失
墜
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
多
く
の
ド
イ
ツ
諸
国
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
代
表
者
達
は
本
国
に
召
還
さ
れ
、
他
の
代
表
者
達
も
引
き
あ
げ
た
。
「
残
骸
議
会
」

同

c
g℃
守
m

三宮
g三
は
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
へ
と
場
所
を
移
し
、
そ
の
地
で

一
八
四
九
年

六
月
十
八
日
に
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
政
府
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ヨ
ハ

ン
大
公
も
ま
た
ド
イ
ツ
帝
国
執
政
の
地
住
を
放
棄
す
る
に
い
た
っ
た
。

こ
れ
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
由
主
義
革
命
の
不
名
誉
な
結
末
で
あ
る
。
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若
々
し
い
新
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
は
、
苦
労
し
て
作
ら
れ
た
憲
法
草
案
の
受
理
を
拒

絶
し
た
。
こ
の
と
き
、
こ
の
新
支
配
者
は
、
若
き
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
女
帝
が
一
七
四

O
年

に
直
面
し
た
の
と
似
寄
っ
た
絶
望
的
状
況
下
に
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か

れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
全
体
国
家
の
分
解
を
防
ぎ
、
そ
れ
を
保
持
す
る
と
い
う
大
き
な
成

果
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
か
れ
の
人
間
惜
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝

国
と
い
う
多
民
族
国
家
に
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
民
族
を

一
つ
に
結
合
す
る
た
め
の
唯
一
の

シ
ン
ボ
ル
た
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

ル
イ
十
四
世
ご
六
四
三

1
一
七
一
五
）
に
次
ぎ
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
（
一
八
四
八

i
一
九
二
ハ
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
上
の
す
べ
て
の
君
主
の
中
で
も
っ
と
も
永
い
期
間
を
統

治
し
た
君
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
の
中
で
、
か
れ
程
多
く
の
人
間
的
な

不
幸
を
担
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
も
ほ
か
に
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
二
回
の
戦
争
（
一
八
五
九
、

一
八
六
六
）
に
お
い
て
、
か
れ
は
、
ま
ず
イ
タ
リ
ア
で
、

つ
い
で
ド
イ
ツ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
指
導
権
を
失
フ
た
。
そ
の
家
族
生
活
に
お
い
て
も
、
か
れ
は
よ
り
大
い
な
る
不
運
な
境
涯

を
辿
っ
た
。
弟
の
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、
メ
キ
シ
コ
皇
帝
と
し
て
、

一
八
六
七
年
、
勝
利
を

占
め
た
共
和
主
義
的
反
対
党
に
捕
え
ら
れ
、
銃
殺
さ
れ
た
。
唯

一
人
の
息
子
た
る
皇
太
子
ル

ド
ル
フ
大
公
は
、
恋
愛
事
件
の
不
幸
な
絡
み
合
い
の
中
で
二
八
八
九
年
に
自
殺
を
遂
げ
た
。

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
傍
系
の
出
の
、
芸
術
的
天
分
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
も
の
の
精
神
的

に
は
不
安
定
で
あ
っ
た
帝
妃
エ
リ
ザ
ベ

l
卜
と
の
結
婚
生
活
は
結
局
解
消
す
る
に
い
た
っ
た
。

の
ち
、
エ
リ
ザ
ベ

l
ト
は
ジ
ユ
ネ

l
ヴ
で
あ
る
無
政
府
主
義
者
に
殺
さ
れ
た
こ
八
九
八
年
）
。

そ
の
後
、
か
れ
の
甥
に
し
て
帝
位
継
承
者
た
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
が
家
法
に

反
す
る
行
為
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
は
、
よ
り
身
分
の
低
い
ベ

l
メ
ン
の
貴
族
出
の

ゾ
フ
ィ

1
・
チ
ョ
テ

ッ
ク
と
の
結
婚
に
ふ
み
切

っ
た
の
で
あ
る
。
｜
｜
皇
帝
家
の
構
成
員
は
、

身
分
相
応
に
ヨ

l
ロ
y
パ
の
支
配
的
な
家
族
内
部
で
結
婚
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
｜
｜
そ
れ
ゆ

え
に
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
、
そ
の
子
供
達
の
帝
位
継
承
権
を
放
棄
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
サ
ラ
ィ
エ
ヴ
ォ
で
の
死
後
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
自
身
な
ら

び
に
そ
の
妻
は
、
完
全
な
皇
帝
家
の
儀
式
に
よ
る
葬
儀
を
拒
絶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
き
び
し
く
か
た
く
な
に
そ
の
家
の
伝
統
に
固
執
す
る
態
度
こ
そ
は
、
古
来
の

刻
印
を
有
す
る
こ
の
王
家
の
最
後
の
君
主
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
治
世

の
開
始
に
あ
た
っ
て
生
と
活
動
の
喜
び
に
充
た
さ
れ
て
い
た
皇
帝
は
、
晩
年
に
は
化
石
化
し

た
ご
と
く
行
動
す
る
人
物
と
な
っ
た
。
年
老
い
た
皇
帝
は
、
毎
分
に
い
た
る
ま
で
も
規
制
さ

れ
た
日
々
の
経
過
を
、
も
っ
ぱ
ら
義
務
履
行
の
た
め
に
の
み
生
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
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し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
ご
と
く
、
軍
人
的
な
紀
律
や
宮
廷
的
儀
礼
と
い
う
硬
直
し
た
外
見

の
背
後
に
は
あ
た
た
か
い
心
が
脈
打
っ
て
い
た
。
か
れ
の
騎
士
的
な
態
度
、
そ
の
威
厳
・
お
よ

び
宮
廷
の
儀
式
の
ふ
る
ま
い
方
な
ど
は
、
か
れ
が
そ
の
職
務
を
か
な
り
深
く
理
解
・
把
握
し

て
い
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
は
、
勿
論
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の

よ
う
に
特
別
の
才
能
を
有
す
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
に
、
か
れ
は
、
そ
の
性
格

の
円
満
さ
、
意
志
の
堅
固
さ
、
す
ぐ
れ
た
判
断
力
、
賢
明
な
思
慮
性
お
よ
び
お
ど
ろ
く
べ
き

程
の
忍
耐
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
は
る
か
に
ま
さ
る
も
の
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

若
々
し
い
君
主
は
、
そ
の
治
世
開
始
の
後
直
ち
に
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、

つ
ね
に
皇
帝
家
に
対
し
て
忠
誠
心
を
保
持
じ
た
軍
隊
は
、
ウ
ィ
ー

ン
、
プ
ラ
ハ
、
ミ
ラ
ノ
お

よ
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
の
諸
都
市
の
騒
乱
を
遂
次
と
り
除
い
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ク
い
ム

ジ
エ
に
お
け
る
帝
国
議
会
の
代
議
士
達
が
憲
法
の
草
案
に
つ
い
て
激
し
く
議
論
し
て
い
た
聞

に
、
ヴ
ィ
ン
デ
シ
ユ
グ
レ

l
ツ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
と
い
う
仕
事
に
と
り

か
か
っ
た
。
一
八
四
九
年

一
月
に
、
か
れ
は
そ
の
軍
隊
を
も
っ
て
オ

l
フ
ェ
ン
と
ペ
ス
ト
を

占
領
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
土
の
制
圧
は
す
で
に
時
間
の
問
題
で
あ
る
か
に
み
え
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
中
の
国
王
側
に
忠
実
な
グ
ル

ー
プ
の
人
々
は
、
は
や
く
も
革
命
的
議
会
を
見

捨
て
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
内
政
上
の
好
運
な
転
回
に
直
面
し
て
、
君
主
側
で
も
、
帝
国
議

会
に
よ
る
従
来
の
憲
法
作
成
を
と
り
や
め
さ
せ
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
た
め
の
帝
国
憲
法
」

を
欽
定
す
る
と
い
う
方
向
へ
の
動
き
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
と
も
に
ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
政
府
か
ら
統
治
さ
れ
る
統
一
国
家
で
あ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

こ
の
、
新
憲
法
に
お
い
て
付
与
す
べ
く
意
図
さ
れ
た
と
り
扱
い
の
中
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

姿
は
、
コ
ッ
シ
ュ

l
ト
を
し
て
、
ふ
た
た
び
デ
ブ
レ
チ
エ
ン
に
残
骸
議
会
を
開
く
と
い
う
計

画
を
よ
び
お
こ
さ
し
め
た
。
す
な
わ
ち
、
欽
定
憲
法
が
あ
ら
た
な
反
乱
を
誘
発
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
コ
ッ
シ
ュ

l
卜
の
ひ
き
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
会
は
、

A
7
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

・ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
家
の
廃
位
と
共
和
制
の
採
用
と
を
決
定
す
る
に
い
た

っ
た
。
そ
れ
と
と

も
に
、
ま
さ
に
両
者
の
聞
の
生
死
を
か
け
て
の
戦
い
は
さ
け
が
た
い
状
況
と
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
ま
だ
部
分
的
に
イ
タ
リ
ア
の
地
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
独
力
を
も

っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
反
乱
を
鎮
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
若
い
皇
帝
は
、
ロ

シ
ア
皇
帝
の

ニ
コ
ラ
イ

一
世
に
軍
事
援
助
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
ロ
シ
ア
の
軍
勢
は
カ
ル
パ

テ
ィ
ア
山
脈
を
こ
え
て
進
軍
し
、
一
八
四
九
年
の
八
月
十
三
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ヴ
ィ
ラ
｜

ゴ
ス
で
優
勢
な
ロ
シ
ア
軍
の
前
に
降
伏
し
た
。

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 



第 19号

ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
た
め
の
憲
法
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
憲
法
で
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
一
ヶ
の
民
主
的
な
法
治
国
で
あ
る
こ
と
を
刻
印
づ
け
る
基
本
法
た
る
こ
と

が
官
頭
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
急
進
的
な
改
革
に
属
し
た
の
は
、
貴
族
の
廃
止
を

明
記
し
た
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
、
軍
事
を
市
民
の
法
と
裁
判
と
に
下
属
せ
し
め
る
べ
き
こ
と

を
記
し
た
第
二
十
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

タ
タ
民
族
国
家
の
立
憲
的
組
織
に
つ
い
て
の
協
議
に
さ
い
し
て
、
二
つ
の
草
案
が
提
出
さ
れ
、

討
議
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
チ
ェ
コ
人
の
指
導
者
パ
ラ
ッ
キ
ー
の
案
に
、
他
の
一
つ
は
憲
法

委
員
会
の
報
告
者
の
任
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
系
メ
｜
レ
ン
人
カ
エ
タ
ン
・
マ
イ
ア

l
の
案
に
そ

れ
ぞ
れ
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
を
つ
く
る
と
い
う
案
は
、
ク
レ
ム
ジ

エ
憲
法
の
最
終
的
見
解
で
は
一
切
考
慮
さ
れ
な
か

っ
た
。
一
八
四
八
年
の
春
以
来
職
務
を
遂

行
し
て
き
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
革
命
政
府
は
、
お
の
ず
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
家
連
合
か
ら

切
り
離
さ
れ
、
ゆ
る
い
人
的
同
君
連
合
の
形
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ク
レ
ム
ジ
エ
の
憲
法
委
員
会
の
協
議
の
さ
い
に
、
パ
ラ

ッ
キ
ー
と
ド
イ
ツ
系
べ

l
メ
ン
人

の
代
表
ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
レ

l
ナ
l
は
在
来
の
王
冠
の
土
地
宍

Z
己
飢
え

2
の
廃
止
を
要
求

し
た
。
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
の
全
体
国
家
｜
｜
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
も
含
め
て
｜
｜
は
、
民
族
的
な
観

点
に
し
た
が
っ
て
再
組
織
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
ッ
キ
ー
は
、
委
員
会
に
対
し
て
、

八
つ
の
民
族
的
領
域
を
創
設
す
べ
き
こ
と
を
提
議
し
た
。

付
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
世
襲
領
と
べ

l
メ
ン
地
方
の
ド
イ
ツ
的
部
分
）
。

口
、
チ
ェ
コ
人
の
領
邦
集
団
（
べ

l
メ
ン
王
冠
の
地
な
ら
び
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
地
方
の
チ
ェ
コ
的
部
分
）
。

日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
諸
地
方
（
ガ
リ
ツ
ィ
ア
、
ク
ラ
カ
ウ
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
お
よ
び
「
ハ
ン
ガ

リ
l
・
ル
セ
ニ
ア
地
方
」
す
な
わ
ち
カ
ル
パ
ト
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
中
の
ス
ラ
ヴ
語
を
語
る

部
分
）
。

回
、
イ
リ
リ
ア
諸
地
方
（
シ
ユ
タ
イ

エ
ル
マ
ル
ク
・
お
よ
び
ケ
ル

ン
テ
ン
、
ク
ラ
イ
ン
の
中
の

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
的
部
分
、
そ
し
て
沿
海
地
方
）
。

回
、
イ
タ
リ
ア
的
諸
地
方
（
ロ
マ

ン
語
的
チ
ロ
ル
な
ら
び
に
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
）
。

的
、
南
ス
ラ
ヴ
的
諸
地
方
（
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
・
お
よ
び
ヴ

ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
ー

刷
、
マ
ジ
ャ

l
ル
的
諸
地
方
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
お
よ
び
ジ

l
べ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

的
部
分
）
。

川
、
ル
ー
マ
ニ
ア
的
諸
地
方
（
ジ

l
べ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
の
ル
ー
マ
ニ
ア
的
部
分
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
お
よ
び
ブ
コ
ヴ
ィ
ナ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
的
部
分
）
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
的
地
方
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
の
パ
ラ
ッ
キ
ー
の
分
類
の
仕
方
に
は
首
尾
一
貫

性
が
な
く
、
矛
盾
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
、
こ
の
地
方
グ
ル
ー
プ
に
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
い
う
二
つ
の
互
い
に
相
対
立
し
合
っ
て
い
る
民
族
が
共

存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

憲
法
委
員
会
に
お
い
て
パ
ラ
ッ
キ
ー
の
草
案
に
同
意
し
た
の
は
、
チ
ェ
コ
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
人
、
ロ
マ
ン
語
系
の
チ
ロ
ル
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
そ
れ
は
、
有
能
な
報
告
者

た
る
マ
イ
ア

l
の
草
案
に
統
一
化
さ
れ
た
。
こ
の
提
議
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
家

連
合
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
・
ヴ
工
、
不
ツ
ィ
ア
を
除
い
て
）
は
十
四
の
帝
国
領

邦
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
他
の
諸
領
邦
も
ま
た
、
正
規
の
立
法
手
続
き
の
方
法
に
よ
っ

て
そ
の
国
家
連
合
の
中
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

是
認
さ
れ
た
帝
国
の
権
力
は
皇
帝
と
内
閣
と
に
委
託
さ
れ
た
。
立
法
の
機
能
は
、
単
一
の

庶
民
院
と
地
方
院
の
二
院
か
ら
成
る
帝
国
議
会
が
引
き
受
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の

帝
国
領
邦
は
地
方
院
に
対
し
て
六
人
の
代
表
を
送
っ
た
。
法
の
秩
序
あ
る
可
決
の
た
め
に
は

両
院
の
裁
可
が
必
須
で
あ

っ
た
。
予
算
の
承
認
の
み
は
庶
民
院
の
同
意
で
十
分
で
あ

っ
た
。

草
案
で
は
、
各
領
邦
に
お
け
る
領
邦
議
会
の
形
成
、
各
都
に
お
け
る
郡
議
会
の
創
設
が
そ
れ

ぞ
れ
立
案
さ
れ
て
い
た
。
帝
国
内
の
大
領
邦
は
、
民
族
主
義
的
な
観
点
に
し
た
が
っ
て
郡
に

分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
で
は
あ
る
程
度
の
民
族
的
自
治
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
問
、
皇
帝
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
一
世
二
八
三
五

1
四
八
）
は
退
位
し
た
。
か
れ
は

本
来
の
意
味
で
の
精
神
病
者
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
精

神
力
と
意
志
力
の
極
端
な
ま
で
の
弱
さ
か
ら
精
神
薄
弱
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
か
れ
に
は
そ
の
高
級
官
僚
達
の
責
任
能
力
を
増
大
さ
せ
る
力
が
な
く
、
最
初

か
ら
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
支
配
の
ま
ま
に
任
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
革
命
の
嵐
の

よ
う
な
激
動
が
帝
国
を
お
お
っ
た

一
八
四
八
年
の
十
二
月
二
日
、
つ
い
に
退
位
す
る
の
ほ
か

は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
近
い
正
統
の
帝
位
継
承
者
た
る
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
ー
ル
大
公
が
継
承
権
を
放
棄
し

た
の
で
、
そ
の
息
子
た
る
当
時
十
八
歳
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ

l
ゼ
フ
が
帝
位
に
即
い
た
。
ー
ー

前
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
は
、
死
に
い
た
る
ま
で
の
無
意
味
な
晩
年
を
プ
ラ
ハ
で
過
し
、

そ
の
地
で
工
芸
的
、
紋
章
学
的
な
趣
味
の
生
活
に
没
頭
し
た
。
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こ
の
、
国
民
議
会
準
備
委
員
会
の
選
挙
宣
言
は
、
べ

ー
メ
ン
の
チ
ェ
コ
人
の
聞
で
は
、
そ

の
指
導
者
た
る
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ー
ク
・
パ
ラ
ッ
キ
ー
の
激
し
い
反
対
を
よ
び
お
こ
し
た
。

か
れ
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
対
し
て
拒
否
回
答
を
提
出
し
、
べ

l
メ
ン
の
ス
ラ
ヴ
種
族
と

し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
へ
の
信
条
告
白
の
弁
明
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

「
私
は
ス
ラ
ヴ
系
の
チ
ェ
コ
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
が
所
有
し
、
私
に
完
全
に
所
属
す

る
と
こ
ろ
の
僅
か
の
財
物
を
も
っ
て
、
わ
が
民
族
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
不
断
に
没
頭
し
て
い

る
。
こ
の
チ
ェ
コ
民
族
は
ま
こ
と
に
弱
小
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
太
古
以
来
固
有
の
性

格
を
も
っ
独
立
の
国
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
そ
の
支
配
者
は
昔
か
ら
ド
イ
ツ
の
諸
侯
達
の

連
邦
に
参
加
し
て
き
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
民
衆
が
自
己
を
ド
イ
ツ
民
族
の
一

部
と
感
ず
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
数
世
紀
聞
を
通
じ
て
他
の
民
族
か
ら
そ
の
よ
う

に
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
の
諸
領
邦
の
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
と
の
、

つ
い
で
ド
イ
ツ
連
邦
と
の
結
び
つ
き
は
純
粋
に
王
朝
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
チ

エ
コ
の
国
民
や
等
族
は
多
く
を
知
ら
ず
、
か
れ
ら
を
ほ
と
ん
ど
等
閑
に
付
し
た
形
で
行
わ
れ

て
き
た
。

：
：
：
（
ド
イ
ツ
の
）
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
を
私
が
拒
む
第
二
の
理
由
は
、
こ
れ
ま

で
公
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
結
局
は
現
在
お
よ
び
未
来
に
お
い
て
最

終
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
独
立
性
を
無
視
し
、
そ
の
存
続
を
不
可
能
に
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

｜
｜
一

ヶ
の
帝
国
、
そ
の
恒
久
性
、
そ
の
完
全
さ
と
堅
固

さ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
固
有
の
国
民
に
と

っ
て
の
み
で
な
く
、
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

に
と

っ
て
、
ま
た
そ
の
上
、
人
類
と
文
化
自
体
に
と

っ
て
偉
大
か
つ
重
大
’な
問
題
で
あ
り
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

：
・
私
は
、
べ

l
メ
ン
の
境
界
を
こ
え
て
は
る
か
遠
く
の
地
を
見
渡
す
と
き
、
自
然
的
な

ら
び
に
歴
史
的
な
理
由
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
は
な
く
、
当
然
ウ
ィ
ー
ン
の
方
へ
と
目

を
向
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
平
和
、
自
由
、
そ
れ
に
わ
が
民
族
の
権
利
を
確

保
し
、
擁
護
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
中
心
点
を
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
：
：：
ウ
ィ
ー
ン

は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
た
め
の
首
都

？
d
〈

5
N
Z
p
r
た
る
の
役
割
を
お
と
し
め
る
べ
き
で
は
な

い
。
も
し
ウ
ィ
ー
ン
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
集
っ
た
人
々
と
同
様
の
意
見
を
い
だ
く
人
が

い
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
叫
ば
ね
ば
な
ら
・
な
い
。
諸
君
よ
、
か
れ
ら
を
許
せ
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
、
自
分
達
が
真
に
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
理

解
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。

最
後
に
、
私
が
そ
の
集
会
へ
の
参
加
を
拒
む
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
第
三
の
理
由
が
あ
る
。

私
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
に
対
し
て
あ
ら
た
な
憲
法
を
与
え
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
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こ
こ
ろ
み
は
、
そ
れ
が
真
に
生
死
を
か
け
る
程
の
大
手
術
を
も
っ
て
断
行
さ
れ
ぬ
限
り
実
現

不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
未
来
の
た
め
に
十
分
に
安
全
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、

私
は
、
ド
イ

ツ
共
和
国
の
宣
言
が
行
わ
れ
る
日
の
こ
と
を
念
頭
に
浮
か
べ
る
の
で
あ
る
o

j

i
－
－
し
か
し
、
私
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
、
あ
ら
ゆ
る
共
和
国
の
理
念
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

国
境
内
に
入
っ
て
未
ぬ
よ
う
精
力
的
に
、
か
つ
明
白
に
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く

の
共
和
国
や
小
共
和
国
に
分
割
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
て
み
よ

1
1そ

れ
は
、
ロ
シ
ア
と
い
う
世
界
帝
国
の
発
展
の
た
め
の
大
い
な
る
基
盤
提
供
そ
の
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
だ
己

一
八
四
八
年
五
月
十
八
日
、
ド
イ
ツ
国
民
議
会
の
代
表
者
達
は
、
鐘
の
音
や
花
火
の
合
図

と
と
も
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
パ
ウ
ル
ス
教
会
に
集
り
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ

・
フ
ォ
ン
・
ガ

l
ゲ

ル
ン
を
そ
の
初
代
の
議
長
に
選
ん
だ
。
最
初
に
仮
の
帝
国
行
政
府
が
設
置
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ヨ
ハ
ン
大
公
が
そ
の
摂
政
に
選
任
さ
れ
た
。
議
会
の
も

っ
と
も
主
要
な
協
議
題
は
憲

法
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
憲
法
で
は
、
未
来
の
連
邦
国
家
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
立
場
は
、
非
ド
イ
ツ
系
住
民
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
実
情
か
ら
み
て
、
非
常
に
困
難
な

も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
議
会
に
は
二
つ
の
党

派
が
分
立
し
た
。
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
ド
イ
ツ
の
国
家
連
合
の
中
に
と
ど
ま
ら
せ
る

こ
と
を
擁
護
す
る
大
ド
イ
ツ
派
と
、
ブ
ロ
イ
セ
ン
の
指
導
の
も
と
で
の
よ
り
強
力
に
中
央
集

権
化
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
連
邦
国
家
を
の
ぞ
む
小
ド
イ
ツ
派
で
あ
る
。
最
後
の
票
決
で
は
、
小

ド
イ
ツ
派
が
僅
か
な
が
ら
多
数
を
獲
得
し
た
。

七
月
以
来
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
民
議
会
が
聞
か
れ
て
い
た
ウ
ィ

ー
ン
で
は
、
秋
に
入
っ
て

ふ
た
た
び
バ

リ
ケ
ー
ド
の
市
街
戦
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
機
と
し
て
、
反
乱
を
わ
こ
し
た
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
対
し
皇
帝
の
干
渉
軍
が
差
し
向
け
ら
れ
た
が
、
革
命
的
、
自
由
主
義
的
志
向
を
有

す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
人
々
は
そ
れ
に
抵
抗
し
た
。
そ
こ
で
、
皇
帝
の
宮
廷
は
オ
ル
ミ
ユ
ツ
ツ
に

退
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
は
ヴ
ィ
ン
デ

シ
ユ
グ
レ

l
ツ
将
軍
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
、
最
後
に
は
征
服
さ
れ
た
。
反
乱
の
首
謀
者
は
死

刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
さ
い
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
に
代
表
と
し
て
出
席
し
て
い
た
ロ

l
ベ
ル

ト

・
ブ
ル
ム
の
不
可
侵
権
す
ら
も
尊
重
さ
れ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る

革
命
は
決
定
的
に
抑
圧
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

皇
帝
の
勅
令
に
よ
り
、
オ
ル
ミ
ユ

ッ
ツ
の
領
主
司
教
の
夏
の
別
荘
で
聞
か
れ
て
い
た
帝
国

議
会
は
ク
レ
ム
ジ
エ
に
移
っ
た
。
そ
の
、
メ

l
レ
ン
の
田
舎
町
の
静
け
さ
の
中
で
、
代
表
者

達
は
、
市
民
社
会
の
自
由
主
義
的
な
ら
び
に
国
民
主
義
的
な
要
求
を
あ
る
程
度
考
慮
し
た
オ

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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火
花
は
ド
イ
ツ
の
西
南
部
で
燃
え
は
じ
め
た
。

一
八
四
八
年
二
月
二
十
七
日
に
は
、
パ

l
デ

ン
の
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
で
の
民
衆
集
会
で
、
後
に
い
わ
ゆ
る
「
三
月
要
求
」
の
名
で
包
括

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
革
命
的
な
要
求
が
提
議
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

出
版
の
自
由
、
陪
審

裁
判
所
、
個
々
の
国
家
の
た
め
の
憲
法
、
そ
れ
に
特
別
の
国
民
的
な
切
望
と
し
て
全
ド
イ
ツ

議
会
の
召
集
な
ど
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
運
命
は
、
二
大
勢
力
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
領
域
に
お
け
る
革

命
の
展
開
に
よ

っ
て
決
定
的
な
局
面
を
迎
え
た
。
ウ
ィ
ー
ン
は
ド
イ
ツ
第
一
の
都
市
、
居
城

都
市
で
あ
り
、
そ
の
地
で
三
月
十
三
日
に
革
命
が
勃
発
し
、
学
生
達
は
武
装
し
て
市
民
的
な

基
本
的
権
利
を
認
め
る
憲
法
を
要
求
し
た
。
こ
の
最
初
の
革
命
的
な
暴
動
を
理
由
に
、
メ
ッ

テ
ル
ニ
ヒ
公
は
皇
帝
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
一
世
か
ら
罷
免
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
新
内
閣
で
は
、

内
政
を
統
轄
す
る
も

っ
と
も
重
要
な
大
臣
と
し
て
ピ
ラ
l
ス
ド
ル
フ
公
が
入
閣
し
二
八
四
八

年
四
月
に
は
、
過
去
と
の
完
全
な
断
絶
を
示
し
た
と
こ
ろ
の
最
初
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
が

公
示
さ
れ
た
。
以
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
帝
国
議
会
が
開
設
さ
れ
、
予
算
審
議
権
の
ほ
か

大
臣
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
も
そ
れ
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
議
会
で
は
、
自
由
な
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
か
ら
成
る
下
院
と
な
ら
ん
で
、
君
主
か
ら

任
命
さ
れ
た
代
表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
元
老
院
も
設
け
ら
れ
た
。

最
後
に
は
ベ
ル
リ
ン
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
お
よ
び
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
も
革
命

の
怒
涛
に
・
お
そ
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
地
で
も
王
佐
が
ぐ
ら
つ
き
は
じ
め
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、

ル
l
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
は
退
住
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
四
世
は
、
か
れ
が
反
徒
と
同
意
見
で
あ
る
と
言
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、

辛
う
じ
て
君
主
制
を
救
い
得
た
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
各
地
の
主
要
都
市
に
お
い
て
も
、
す
で
に
ウ
ィ
ー
ン
の
事
件
の
以
前
に
革

命
的
な
暴
動
が
お
こ

っ
て
い
た
。
か
く
し
て
、
三
月
三
日
に
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
で
ハ
ン
ガ
リ
ー

議
会
が
開
設
さ
れ
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
コ
ッ
シ
ュ

l
卜
は
こ
の
議
会
の
諸
身
分
代
表
を
前
に

し
て
の
演
説
に
・
お
い
て
、
立
憲
主
義
的
な
国
家
形
態
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
で
の
民
族
の

自
由
と
を
要
求
し
た
。
プ
ラ
ハ
で
は
、
三
月
十
一
日
に
、
ヴ
ェ
ン
ツ
エ
ル
ス
パ

l
ド
で
民
衆

集
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
、
チ
ェ
コ
人
・
お
よ
び
ド
イ
ツ
人
の
市
民
達
の
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
委
員
会
は
、
市
民
的
自
由
の
承
認
に
関
す
る
皇
帝
へ
の
請
願
文
を
起

草
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
十
八
日
に
は
ガ
リ
ツ
ィ
ア
で
も
民
衆
の
蜂
起
が
お
こ
っ
た
。
レ
ン
ベ
ル
ク
や
ク
ラ
カ

ウ
で
の
集
団
デ
モ
が
項
点
を
成
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
皇
帝
の
代
理
た
る
総
督
が
革
命
的
な
展
開
を
巧
み
に
抑
制
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
か
れ
は
内
務
省
の
布
告
に
よ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
お
よ
び
ル
セ
ニ
ア
人
の
農
民
を
そ
の

地
主
へ
の
納
税
義
務
か
ら
解
放
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
民
達
は
ウ
ィ
ー

ン
の
政
府

側
に
ひ
き
ょ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
達
に
よ
っ
て
企
て
ら
れ
た
国
民

主
義
昂
揚
の
運
動
は
、
も
は
や
何
ら
の
巾
広
い
支
持
を
見
出
す
こ
と
も
な
く
な
っ
た
の
で
あ

ヲ
令
。
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ウ
ィ
ー
ン
の
革
命
が
し
だ
い
に
急
進
化
し
た
の
で
、
皇
帝
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
は
、

そ
の
宮
廷
を
急
速
イ
ン
ス
ブ
ル
ツ
ク
に
移
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
ポ
る
に
い
た
っ
た
。
今
や
、

チ
ェ
コ
人
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
も
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
人
達
と
と
も
に
公
然
と
君
主
国
に
反
抗
す

る
方
向
へ
と
一
歩
ふ
み
出
し
た
。
フ
ラ
ハ
で
は
、
一
八
四
八
年
の
聖
霊
降
臨
祭
の
と
き
に
ス

ラ
ヴ
会
議
が
召
集
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
ラ
ヴ
主
義
の
保
守
的
な
勢

力
が
お
し
の
け
ら
れ
、
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
の
急
進
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
優
位
を
占
め
は
じ
め
た
。

そ
こ
で
、
政
府
は
、
プ
ラ
ハ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
闘
争
に
対
し
て
断
子
た
る
態
度
を
と
る
こ
と
を

ヴ
ィ
ン
デ
シ
ユ
グ
レ

l
ツ
公
に
委
託
し
た
。
ま
た
、
皇
帝
の
政
府
は
、
反
抗
せ
る
ハ
ン
ガ
リ

ー
に
対
し
て
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
の
「
長
官
」
回

2
5た
る
ヨ
ゼ
フ
・
イ
ェ
ラ
チ

ッ
チ
を
派
遣
し

た
。
か
れ
は
政
府
の
命
令
に
し
た
が
い
、
ド
ラ
ウ
川
を
こ
え
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
進
入
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
問
、
七
月
二
十
二
日
に
は
、
ヨ
ハ
ン
大
公
の
尽
力
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
国
民
議
会
が
ウ
ィ
ー
ン
の
ホ

l
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ

l
レ
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
宮
廷

も
首
都
に
帰
還
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
議
会
の
も
っ
と
も
重
要
な
議
題
の
一
つ
は
農
民
解
放

で
あ
っ
た
。
そ
の
提
案
は
シ
ユ
レ
｜
ジ
エ
ン
の
代
表
ハ
ン
ス
・
ク
ド
リ
ッ
ヒ
に
よ
っ
て
な
さ

れ
、
は
や
く
も
一
八
四
八
年
の
九
月
七
日
に
は
そ
の
希
望
に
添
っ
た
法
案
が
可
決
さ
れ
て
、

農
民
達
が
領
主
に
対
し
て
負
っ
て
い
た
在
来
の
義
務
は
廃
止
さ
れ
た
。

在
来
の
ド
イ
ツ
連
邦
に
代
る
ド
イ
ツ
国
民
国
家
を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
市
民
的
革
命
家
の
要
求
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
三
月
当
時
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
集
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
諸
国
の
代
表
達
は
、
そ
の
よ
う
な
革
命
の
側
か
ら

の
圧
力
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
双
頭
の
鷲
を
連
邦
の
紋
章
と
し

て
、
黒
・
赤
・
金
の
三
色
を
連
邦
の
旗
と
し
て
承
認
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
三
月
の
う
ち

に
、
は
や
く
も
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
種
族
を
代
表
す
る
信
頼
で
き
る
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
た
ド
イ
ツ
国
民
議
会
の
準
備
委
員
会
が
協
議
を
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
か
ら
、
第

一
回
の
ド
イ
ツ
国
民
議
会
の
選
挙
に
つ
い
て
の
方
法
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
選
挙
は
、
ド
イ

ツ
連
邦
に
属
し
た
す
べ
て
の
地
方
や
州
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

っ
た
。

q
u
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そ
の
政
治
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
挫
折
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
世
以
来
保
持
さ
れ
て

き
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
超
民
族
的
な
帝
国
理
念
と
あ
ら
た
に
め
ざ
め
さ
せ
ら
れ
た
諸
民
族
の

自
己
意
識
と
の
聞
の
矛
盾
・
対
立
は
、
一
八
四
八

1
四
九
年
の
自
由
主
義
革
命
と
い
う
形
で

爆
発
す
る
に
い
た
っ
た
。

革
命
的
な
動
揺
は
イ
タ
リ
ア
で
は
じ
ま
っ
た
。
マ
ス
テ
ィ
・
フ
ェ
レ
ッ
テ
ィ
伯
家
出
身
の

新
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
（

一
八
四
六

1
四
八
）
の
も
と
で
、
自
由
主
義
的
な
運
動
は
力
強
い
流

動
を
示
し
た
。
教
会
国
家
に
・
お
い
て
も
、
数
多
く
の
進
歩
的
な
改
革
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
は

直
ち
に
他
の
イ
タ
リ
ア
諸
国
に
燃
え
移
り
は
じ
め
た
。
パ
ル
マ
と
モ
デ
ナ
の
両
公
国
と
両
シ

チ
リ
ア
王
国
に
・
お
い
て
の
み
、
｜
｜
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
隊
の
後
盾
を
あ
て
に
し
て
｜
｜
改

革
は
拒
否
さ
れ
た
。
一
八
四
七
年
の
秋
に
は
、
下
イ
タ
リ
ア
で
騒
乱
が
瀕
発
し
た
。
他
方
、

同
じ
時
期
に
、
ピ
エ
モ

ン
ト
王
国
で
は
行
政
上
の
改
革
が
遂
行
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
八
四
七

年
の
十
二
月
に
は
、
ロ
ー
マ
に
、
あ
ら
た
に
各
専
門
別
所
管
大
臣
が
設
け
ら
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ラ
デ
ッ
キ

l
の
率
い
る
上
イ
タ
リ
ア
駐
留
軍
の
兵
力
を
強
化
し
、
行
政

の
手
綱
を
ひ
き
し
め
、
パ
ル
マ
、
モ
デ
ナ
の
両
公
国
と
同
盟
を
結
ん
だ
と
き
、
一
八
四
八
年

の
一
月
に
は
シ
チ
リ
ア
で
革
命
が
お
こ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
や
、
ナ
ポ
リ
、
ピ
エ
モ
ン
ト
、

ト
ス
カ
ナ
に
加
え
て
教
皇
す
ら
も
憲
法
を
公
布
す
る
に
い
た

っ
た
。

そ
の
問
、
パ
リ
で
革
命
が
勃
発
し
（
一
八
四
八
年
二
月
）
、
そ
れ
は
迅
速
に
ド
イ
ツ
へ
と
燃

え
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
も
大
き
な
騒
乱
が
お
こ
り
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
失
脚
・

引
退
し
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
ミ
ラ
ノ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
に
対
し
公
然
た
る

反
抗
の
声
を
あ
げ
た
。
が
、
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
迫
っ
て
き
た
危
機
は
、
上
イ
タ
リ
ア

の
戦
場
で
の
ラ
デ
ッ
キ

l
の
勝
利
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
た
。
か
れ
は
旧
秩
序
を
再
建
し
た
だ

け
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
統

一
の
目
的
の
た
め
に
一
般
的
な
暴
動
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
サ

ヴ
ォ
イ
家
の
カ
ル
ロ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
を
打
ち
破
っ
た
。
ノ
ヴ
ァ
ラ
の
戦
い
（
一
八
四
九
年
三

月
）
の
後
、
カ
ル
ロ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
は
そ
の
息
子
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ

l
レ
二
世

二
八
四
九

1
七
八
）
に
後
事
を
托
し
て
退
位
し
た
。

ラ
デ
ッ
キ
l
は
、
パ
ウ
ル
ス
教
会
、
そ
し
て
そ
こ
で
最
後
的
に
達
成
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
を
ド
イ
ツ
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
小
ド
イ
ツ
主
義
的
な
企
図
に
対
す
る
敵
対
者
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
、
一
八
一
三
年
に
確
認
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
聞
の
同
盟
（
戦
友
の

関
係
）
を
か
た
く
ま
も
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
れ
は
二
八
五

O
年
の
危
機
に
さ
い
し
て
、

「
諸
侯
達
の
名
誉
心
あ
る
い
は
煽
動
さ
れ
た
民
族
精
神
」

か
ら
の
ド
イ
ツ
の
兄
弟
戦
争
に
断

乎
と
し
て
反
対
し
た
。
ド
イ
ツ
の
君
主
達
と
軍
隊
は
国
民
の
ベ
ル
ト
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
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ド
イ
ツ
の
自
由
と
偉
大
さ
と
を
擁
護
す
べ
き
使
命
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

一
八
五

O
年
に
、
か
れ
は
、
ロ

ン
パ
ル
デ
ィ
ア

・
ヴ
工

、
不
ツ
ィ
ア
王
国
の
一
般
民
政
な
ら

び
に
軍
政
上
の
総
督
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
は
、
そ
の
傑
出
し
た
正
義
の
精
神
を
も
っ

て
高
度
の
職
務
を
遂
行
し
た
。
一
八
五
七
年
、
九
十
一
歳
に
し
て
こ
の
職
を
退
き
、
翌
年
に

亡
く
な
っ
た
。

ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
で
戦
い
が
勃
発
し
た
後
、
イ
タ
リ
ア
の
各
地
で
国
民
的
団
結
の
感
情
が

燃
え
上
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
論
を
背
景
に
、
ナ
ポ
リ
王
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
二
世
は
国
民

的
な
宣
言
を
発
し
、
そ
の
軍
隊
と
艦
隊
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
戦
争
に
介
入
せ
よ
と

の
命
令
を
与
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
反
動
勢
力
が
地
歩
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

王
は
ふ
た
た
び
軍
隊
を
よ
び
戻
し
、
議
会
を
廃
止
し
た
。

そ
の
問
、
教
会
国
家
や
ト
ス
カ
ナ
に
お
い
て
も
共
和
主
義
的
な
政
党
が
優
位
を
占
め
た
。

教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
が
ガ
エ
タ
の
城
塞
へ
と
逃
亡
し
、
ロ
ー
マ
で
は
共
和
制
が
公
告
さ
れ
た
。

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
ト
ス
カ
ナ
の
議
会
が
、
全
イ
タ
リ
ア
の
た
め
の
憲
法
制
定
国
民
議
会

を
召
集
す
べ
き
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
こ
で
、
ト
ス
カ
ナ
大
公
も
ま
た
急
い
で
ガ
エ
タ
へ
と

逃
亡
し
た
。
か
く
し
て
、
中
部
イ
タ
リ
ア
の
全
域
で
革
命
が
勝
利
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
勝
利
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
革
命
の
動
き

は
完
全
に
挫
折
す
る
に
い
た
っ
た
。
一
八
四
九
年
の
四
月
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
ト
ス
カ

ナ
を
占
領
し
、
大
公
は
七
月
に
は
そ
の
地
に
戻
つ
で
き
た
。

そ
の
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ナ
ポ
リ
は
、
ロ
ー
マ
共
和
国

に
反
対
す
る
共
同
の
行
動
に
つ
い
て
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
不
首
尾
に
終
っ
た
。

そ
し
て
、
ゥ

l
デ
ィ
ノ
指
揮
下
の
フ
ラ
ン
ス
の
派
遣
軍
団
は
チ
ピ
タ
ヴ
ェ
ッ
キ
ア
を
占
領
し
、

嵐
の
中
に
ロ

l
マ
を
征
服
し
た
こ
八
四
九
年
六
月
四
日
）
。
そ
の
問
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は

ボ
ロ
ニ
ア
と
ア
ン
コ
ナ
を
占
領
す
る
に
い
た
っ
た
。
一
八
四
九
年
の
四
月
と
五
月
に
は
、
ポ

ー
ラ

ン
ド
人
の
ミ
エ
ロ
ス
ラ
ヴ
ス
キ
イ
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
た
シ
チ
リ
ア
の
反
乱
も
ふ
た
た

び
屈
服
さ
せ
ら
れ
た
。
反
乱
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
の
み
、
一
八
四
九
年
八
月
二
十
四

日
に
い
た
る
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
問
、
ド
イ
ツ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
も
、
反
革
命
的
な
方
向
へ
の
決
定
が
な
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
一月
に
バ
リ
ケ
ー
ド
の
戦
い
に
よ
っ
て
オ
ル
レ
ア
ン
家
の
市
民
王
が
追
放
さ
れ
、
そ
の
代

り
に
共
和
制
の
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
パ
リ
に
お
け
る
革
命
の
勝
利
は
、

ド
イ
ツ
の
諸
国
で
は
、
革
命
の
気
運
を
高
め
る
た
め
の
合
図
と
な
っ
た
。
は
じ
め
、
革
命
の

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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図
を
復
活
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
原
則
的
に
、
か
れ
は
、
歴
史
的
な
国
家
の
秩
序
を
尊
重

す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
、
民
主
主
義
的
な
行
動
に
よ
っ
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
抵
抗
を
誘
発
す
る
こ
と
な
し
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
独
立
性
を
空
洞
化
す
る
こ
と
、

政
治
的
な
関
係
を
漸
進
的
に
改
造
す
る
こ
と
を
一
歩
一
歩
成
し
遂
げ
て
い
っ
た
。

そ
の
当
時
、
一
ヶ
の
形
式
的
な
王
朝
的
連
合
、
い
わ
ば
同
君
連
合
の
形
を
採
用
す
る
か
、

そ
れ
と
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
中
央
制
度
を
国
家
組
織
に
ま
で
拡
大
す
る
か
と
い
う
二
つ
の
道
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
こ
の

二
者
択

一
を
故
意
に
さ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の

場
合
、
問
題
を
マ
ヒ
さ
せ
、
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
政
治
的
な
思
慮
に
富
む

正
し
い
方
法
で
あ
る
よ
う
に
か
れ
に
は
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
う
国
家
の

個
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
的
な
向
上
と
経
済
的
な
進
歩
と
い
う
成
果
が
も
た

ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
内
の
他
の
部
分
と
結
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
常
に
強
力
な
存
在
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
帝
国
の
中
央

政
府
と
し
て
も
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
の
重
要
性
を
一
歩

一

歩
認
識
さ
せ
ら
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
以
上
の
よ
う
な
見
解
に
し
た
が
っ
て
、

一
八
一

二

i
二
五
年
の
間
ハ

ン
ガ
リ
ー
国
会
を
召
集
せ
ず
、
国
会
の
同
意
な
し
に
租
税
や
新
兵
の
徴
集
を
行
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
当
然
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
相
当
の
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
県
穴
0
5
5円
の
行
政
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
統
治
機
構
を
力
づ
く
で
妨
害
し
た
。
そ
こ

で
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
そ
の
結
果
必
然
的
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
会
を
ふ
た
た
び
召
集
す
る

の
余
儀
な
き
事
態
に
た
ち
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
家
の
傍
系
が
侯
と
し
て
支
配
し
た
ト
ス
カ
ナ
の
次
子
領
、
パ
ル
マ
、
モ
デ
ナ

の
所
有
な
ど
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
教
会
国
家
自
体
に
対
し
て
す
ら
か
な
り
の
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
影
響
力
が
存
し
た
の
で
あ
り
、
新
教
皇
の
選
挙
に
さ
い
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
み
が
拒
否
権
を
表
明
し
え
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
半
島
の
周
辺
部
に
・
お
い
て
の
み
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
従
属
せ
ぬ
二
つ
の
中
級
国
家
が
存
し
た
。
そ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
ブ
ル
ボ

ン
家
の
傍
系
が
支
配
し
た
両
シ
チ
リ
ア
王
国
と
土
着
の
サ
ヴ
ォ
イ
王
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

た
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
・
ピ
エ
モ
ン
ト
王
国
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
妻
で
あ
っ
た
マ
リ

l

－
ル
イ
ゼ
の
死
（
一
八
四
七
年
）
後
、
ブ
ル
ボ
ン
家
の
公
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
ル
ツ
カ
公

国
は
ト
ス
カ
ナ
に
譲
渡
さ
れ
、
一
方
、
パ
ル
マ
公
園
は
そ
れ
ま
で
ル
ツ
カ
を
支
配
し
て
い
た

ブ
ル
ボ
ン
家
の
有
に
帰
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
王
佐
に
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
非
イ
タ
リ
ア
的
な
諸
王
家
は
、
侵
入
し
て
き
た
自

由
主
義
的
、
国
民
主
義
的
な
潮
流
に
対
処
す
る
た
め
に
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

絶
対
主
義
に
そ
の
支
柱
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
上
イ
タ
リ
ア
・
お
よ
び
中
部
イ
タ
リ
ア

に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
カ
ル
ボ
ナ
リ
党
の
革
命
的
な
地
下
活
動
を
抑
え
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
下
イ
タ
リ
ア
で
は
こ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ら

の
潮
流
は
つ
ね
に
強
力
な
運
動
と
し
て
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
王
フ
エ
ル
ナ
ン
ド
七

世
が
革
命
運
動
の
重
圧
下
に
あ
っ
て
一
八
一
二
年
の
コ
ル
テ
ス
憲
法
を
復
旧
す
る
よ
う
強
制

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
こ
の
よ
う
な
運
動
は
下
イ
タ
リ
ア
一
帯
の
地
を
お
お
う
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ナ
ポ
リ
王
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
は
憲
法
を
公
布
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

破
目
に
た
ち
い
た
っ
た
（
一
八
二

O
年
）
。
し
た
が
っ
て
、
神
聖
同
盟
の
ラ
イ
パ
ハ
会
議
は
そ

れ
に
対
す
る
軍
事
的
な
干
渉
を
決
議
し
た
（
一
八
二
一
年
一
月
）
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
軍
隊
は
下
イ
タ
リ
ア
に
進
撃
し
、
憲
法
は
ふ
た
た
び
廃
止
さ
れ
た
。
同
時
に
、
ピ
エ
モ
ン

ト
地
方
に
勃
発
し
た
騒
乱
も
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
に
鎮
圧
さ
れ
た
。

一
八
コ
二

年
と
翌
三
二
年
に
は
、
今
度
は
教
会
国
家
と
パ
ル
マ
、
モ
デ
ナ
の
両
公
国
で
あ

ら
た
に
騒
乱
が
勃
発
し
た
。
こ
こ
で
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
隊
が
出
動
し
、
在
来
の
秩
序

を
再
建
し
た
。
進
歩
的
に
統
治
さ
れ
て
い
た
ト
ス
カ
ナ
や
改
革
が
開
始
さ
れ
て
い
た
下
イ
タ

リ
ア
で
は
、
こ
の
と
き
は
騒
乱
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
で
、
一
八
四
四
年
に
お
こ
っ
た

カ
ラ
ブ
リ
ア
地
方
の
反
乱
は
失
敗
に
帰
し
た
。

ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
優
位
の
防
衛
こ
そ
は
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

の
政
策
の
基
本
観
念
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
こ
の
両

方
で
あ
ら
た
な
国
民
主
義
的
、
自
由
主
義
的
な
運
動
に
遭
遇
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
結
局
は
、
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ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
さ
い
に
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
希
望
通
り
に
創
造
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝

国
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
に
お
い
て
指
導
権
を
占
め
た
の
み
で
な
く
、
そ
の

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
・

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
王
国
の
支
配
を
通
じ
て
イ
タ
リ
ア
諸
国
の
中
で
も
優
越
的
地
位
を
保
持
し
た
。

イ
タ
リ
ア
は
、
勿
論
、
ド
イ
ツ
と
同
様
に
多
く
の
中
小
諸
国
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ

ツ
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
連
邦
議
会
が
演
じ
た
ご
と
き
、
超
地
方
的
、
全
体
的
な
組

織
を
有
し
な
か
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
優
越
的
地
位
は
、
ミ
ラ
ノ
（
そ

こ
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
公
が

「
副
王
」
と
し
て
駐
在
し
た
）
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
首
都

と
す
る
ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア

・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
王
国
の
所
有
、
・
な
ら
び
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

・
ロ
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ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
お
い
て
は
、
一
部
に
は
歴
史
的
な
国
民
、
他
の
一
部
に
は
「
非
歴

史
的
な
国
民
」
が
存
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
云
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、
古
来
の
国
家
国
民
と
未
だ
か
つ
て
国
家
を
有
し
た

こ
と
の
な
い
国
民
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
「
古
来
の
国
家
国

民
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
と
統
一
王
国
形
成
の
数
世
紀
以
来
漸
次
成
長
し
て
き
た
恒
久
的

な
国
家
性
を
所
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
土
台
に
し
て
独
自
の
国
法
と
直
接
的
な
自
己
意

識
を
生
み
出
し
た
諸
民
族
、
す
な
わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
チ
ェ
コ
人
、
ク

ロ
ア
テ
ィ
ア
人
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
先
頭
と
す
る
歴
史
的
な
国
家
国
民
と
な
ら
ん
で
、
そ

れ
ら
に
対
比
し
う
る
程
の
固
有
の
歴
史
的
な
発
展
を
へ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
民
族
が
い
た
。

そ
れ
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
ご
と
き
農
業
的
小
民
族
、
あ
る
い
は
ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
ご
と

く
後
に
隣
接
民
族
の
宗
主
権
下
に
注
目
す
べ
き
国
家
的
拡
大
を
成
し
遂
げ
た
諸
民
族
で
あ
る
。

あ
る
程
度
に
お
い
て
は
、
セ
ル
ピ
ア
人
も
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

歴
史
的
な
国
家
国
民
と
、
単
純
化
さ
れ
た
表
現
法
で
は
「
農
業
的
民
族
」
と
名
付
け
ら
れ

た
他
の
諸
民
族
と
の
聞
の
差
違
は
、
そ
れ
が
国
民
的
意
識
の
新
理
念
と
自
由
主
義
の
そ
れ
と

の
差
違
に
比
せ
ら
れ
た
ご
と
く
、
決
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
的
な
国
家
国
民
に
お
い

て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
念
は
、
そ
こ
に
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
た
国
政
上
の
自
己
意
識
と
、

ま
た
、
伝
統
的
な
国
法
の
観
念
と
結
び
つ
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
い
ず
れ
の
民
族
に
お
い
て

も
、
「
国
民
的
な
め
ざ
め
」
は
、
固
有
の
母
語
の
地
位
と
威
信
に
つ
い
て
の
意
識
の
中
に
示
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
成
行
き
は
「
国
家
国
民
」
∞

E
E印
コ
P
Z
O
コ
2

と
「
農
業
的
民
族
」
回

2
0
2〈
2
7
2コ
と
に
共
通
に
み
ら
れ
た
。

A
7
や
、
こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
固
有
の
母
語
に
お
い
て
、
完
全
に
あ
ら
た
な
表
現
の

可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
国
民
的
言
語
に
よ
る
文
芸
を
保
護
す
べ

き
こ
と
が
情
熱
的
に
主
張
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
自

己
の
母
語
に
立
脚
し
て
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
自
明
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
ラ
テ
ン
語
に
す
ば
ら
し
く
熟
達
し
て

い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
貴
族
に
と
っ
て
は
、
ー
ー
か
な
り
永
い
時
代
の
間
l

ラ
テ
ン
語
を
話
す
の
が
ご
く
自
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
広
大
な
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
的
ド
ナ
ウ
帝
国
に
・
お
い
て
、
ド
イ
ツ
語
は
、
一
ヶ
の
上
位
語
、
超
民
族
的
・
精
神
的
な
了

解
手
段
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
。

他
の
言
語
や
文
学
は
下
層
民
衆
の
仕
事
日
に
の
み
使
用
を
限
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、
礼
拝
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や
宗
教
上
の
慣
用
文
学
に
お
い
て
の
み
、
あ
る
種
の
文
学
的
な
表
現
力
へ
と
発
展
を
つ
や
つ
け

た
。
と
り
わ
け
、
チ
ェ
コ
語
は
こ
の
範
時
に
属
し
た
が
、
そ
の
後
、
反
宗
教
改
革
以
来
の
高

い
教
育
制
度
の
も
と
で
ド
イ
ツ
語
に
よ
っ
て
押
し
ま
く
ら
れ
た
。
東
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
カ
ル

ヴ
ィ
ン
主
義
が
マ
ジ
ャ

l
ル
的
言
語
意
識
の
楯
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク

的
な
西
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ド
イ
ツ
語
を
語
る
首
都
ウ
ィ
ー
ン
の
優
勢
な
影
響
下
に
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
諸
民
族
の
間
に
、
一
八

O
O年
ご
ろ
か
ら
そ
の
民
族
的
過
去
に

対
す
る
意
識
の
湖
及
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
観
察
す
る
。
そ
こ
で
は
、
新
し
い
比
較

民
族
学
と
い
う
分
野
の
学
問
が
大
き
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ツ
・
ポ

ッ
プ
（
一
七
九
一

1
一
八
六
七
）
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
語
族
に
よ
る
人
類
の
分
類
は
、
こ

の
時
期
の
も
っ
と
も
重
要
な
精
神
的
進
歩
の
一
つ
で
あ
る
。
今
や
、
ゲ
ル
マ
ン
、
ロ
マ
ン
に

加
え
て
ス
ラ
ヴ
も
が
一
つ
の
語
族
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ラ
ヴ
系
の
諸

民
族
な
ら
び
に
民
族
集
団
は
、
み
ず
か
ら
を
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
広
が

っ
て
い
た
一
つ
の
語
族
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
に
な
り
は
じ
め
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
的
な
例
や
ロ
シ
ア
の
軍
事
勢
力
の
政
治
的
な
例
に
な
ら
っ
て
、
ス
ラ

ヴ
系
の
小
民
族
の
意
識
も
し
だ
い
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
今
や
、
か
れ

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
言
語
で
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
的
な
も
の
か
ら
他
の
言
語
と
文
化
へ
の
移
行
は
、
と
り
わ
け
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
大
規

模
に
達
成
さ
れ
た
。
「
マ
ジ
ャ

l
ル
化
」
冨
包
V
Z巴
0
2コ
m
は
、
最
初
は
主
と
し
て
マ
ジ
ャ
ー

ル
的
上
流
階
層
の
貴
族
的
生
活
形
式
の
引
力
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
、
そ
れ
は
、
農
民
や

小
市
民
の
ド
イ
ツ
化
の
傾
向
を
あ
っ
さ
り
と
打
ち
倒
し
た
。
後
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
こ

の
「
マ
ジ
ャ

l
ル
化
」
の
気
運
は
、
国
家
の
行
政
措
置
に
よ
っ
て
計
画
的
に
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
的
ド
ナ
ウ
帝
国
の
非
ド
イ
ツ
系
民
族
の
中
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
第
一

の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
、
歴
史
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
固
有
の
国
法
の
中
に
明
確
に

表
現
さ
れ
た
特
別
の
地
佐
に
よ
り
、
ま
た
、
そ
の
自
己
意
識
に
よ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ウ

ィ
ー
ン
の
中
央
集
権
主
義
に
と
っ
て
解
決
不
能
の
困
難
な
問
題
で
あ
っ
た
。
第
二
の
地
位
に

あ
っ
た
の
は
チ
ェ
コ
人
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
つ
ね
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
偉
大
な
例
に
注
意
を
向

け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
両
民
族
に
つ
い
で
政
治
的
な
重
み
を
有
し
た
の
は
ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
と
く
に
外
交
面
で
か
な
り
の
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
の
本
質
を
深
く
認
識
し
て
い
た
。
か

れ
は
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
失
敗
せ
る
経
験
を
た
え
ず
念
頭
に
お
き
、
中
央
集
権
的
統
制
の
企

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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こ
の
よ
う
な
状
態
は

一
八

O
O年
ご
ろ
に
は
根
本
的
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
か

ら
の
い
わ
ゆ
る
「
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
時
代
」
に
力
強
い
成
長
期
へ
と
拡
大
発
展
を
遂
げ
た
「
国

民
的
意
識
」
の
近
代
的
な
段
階
に
お
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ハ
円
、
国
民
の
所
属
性
の
特
徴
は
、
も
は
や
故
郷
や

一
ヶ
の
土
地
へ
の
帰
属
と
い
う
の
で
は
な

く
、
一
ヶ
の
人
間
が
信
奉
す
る
言
語
で
あ
る
と
い
う
観
念
や
要
求
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も

に、

二
つ
の
、
あ
る
い
は
よ
り
多
く
の
言
語
を
も
っ
地
方
に
は
一
ヶ
の
完
全
に
新
し
い
問

題
が
発
生
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
政
治
的
な
共
同
体
意
識
が
言
語
的
相
違
を
お
お
っ
て
い
た

地
方
で
、
そ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
あ
ら
た
な
対
立
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
今
や
、

言
語
が
国
民
の
帰
属
性
の
唯

一
の
標
識
と
な

っ
た
と
き
、
そ
の
後
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
母

語
と
し
て
語
る
者
の
み
が
真
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
」

Z
E
m伊
2
∞
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
言
語
民
族
は
今
や
「
少
数
民
族
」
と
な
り
、
そ
の
言
語
的
な
親
縁
性
に
よ

っ
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
境
を
こ
え
た
彼
方
の
地
方
を
見
つ
め
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
べ

l
メ

ン
の
場
合
に
も
同
様
に
云
え
る
こ
と
で
あ
り
、
「
べ

l
メ
ン
」
の
二
つ
の
歴
史
的
国
民
は
、

今
や
「
チ
ェ
コ
人
」
と

「
ズ
デ

l
テ
ン
地
方
の
ド
イ
ツ
人
」
と
い
う
二
つ
の
新
し
い
言
語

国
民
に
分
か
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

口
、
す
べ
て
の
、
あ
ら
た
な
仕
方
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
語
国
民
｜
｜
ル

ー
マ
ニ
ア
人
、
ス
口
、
ヴ
ァ
キ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
ご
と
く
歴
史
的
な
国
民
を
成
す

こ
と
の
な
か

っ
た
諸
民
族
｜
｜
も
ま
た
、
民
族
自
決
権
に
よ
り
そ
の
運
命
を
み
ず
か
ら
決

定
す
べ
き
主
張
を
有
す
る
と
い
う
要
求
。
す
べ
て
の
言
語
国
民
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
有
の
国

家
を
つ
く
る
と
い
う
主
張
を
発
す
る
こ
と
に
な

っ
た。

以
上
の
二
つ
の
原
則
の
結
合
に
よ
っ
て
、
そ
れ
自
身
の
使
命
感
を
も
っ
戦
闘
的
な
国
民
主

義
は
一
ヶ
の
起
爆
剤
と
な
り
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
の
多
民
族
国
家
を
爆
裂
せ
し
め
る

に
い
た
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
来
の
領
邦
的
愛
国
主
義
を
あ
ら
た
な
国
民
的
意
識
に
改
造
す
る
に
つ
い

て
は
、
西
方
か
ら
侵
入
し
た
思
想
的
理
念
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。

｜
｜
そ
れ
は
、
と
り

わ
け
、
そ
の
本
来
の
相
対
立
す
る
性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
通
の
衝
撃
力
に
お
い
て
互
い

に
結
び
つ
く
に
い
た
っ
た
次
の
二
つ
の
思
想
的
理
念
で
あ
る
。

ハ
円
、
下
層
民
衆
、
従
来
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
権
利
を
有
し
な
か

っ
た
民
衆
の
下
層
の
人
々
に
ア

ッ
ピ

l
ル
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
主
義
と
大
革
命
の
理
念
。
地
方
な
ら
び
に
村
落
の
農
民

達
、
さ
ら
に
産
業
的
お
よ
び
手
工
業
的
住
民
も
ま
た
そ
れ
ま
で
は
何
ら
の
政
治
的
権
利
を

も
有
し
な
か
っ
た
。
今
や
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
が
こ
れ
ら
の
下
層
民
衆
に
対
し
て
も
、
権
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利
の
存
す
る
こ
と
を
宣
明
し
た
の
で
あ
る
。

口
、
以
上
の
思
想
潮
流
と
お
の
ず
か
ら
結
び
つ
く
に
い
た
っ
た
の
が
ヘ
ル
ダ
l
や
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
派
の
理
念
で
あ
る
。
一
ヶ
の
民
族
に
お
け
る
真
正
な
る
も
の
、
本
質
的
な
も
の
は
、

と
り
わ
け
素
朴
な
民
衆
の
自
然
的
で
無
意
識
的
な
行
動
や
話
法
の
中
に
、
ま
た
そ
の
慣
習
、

民
間
信
仰
や
民
謡
な
ど
の
中
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
観
念
。
「
民
族
精
神
」
〈

o－zm
o
E

の
力
に
対
す
る
そ
の
信
仰
に
よ
っ
て
、
ロ
マ
ン
派
は
民
族
文
化
の
発
見
者
と
な
っ
た
。
と

く
に
、
ス
ラ
ヴ
の
土
地
で
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
が
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た

の
で
あ
る
。

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
理
念
の
展
開
に
対
す
る
影
響
の
面
で
と
り
わ
け

世
界
史
的
な
重
要
性
を
獲
得
し
た
の
は
、
ヘ
ル
ダ
l
の
『人
類
史
の
哲
学
に
つ
い
て
の
理
念
」
（
リ

ガ
、
一
七
八
四

1
九
二
の
中
の
「
ス
ラ
ヴ
人
の
章
」
∞
一戸名

g
E
1
z一
で
あ
る
。
へ
ル
ダ

ー
が
こ
の
著
作
を
書
い
た
の
は
、
ま
さ
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
後
の
、
ロ

シ
ア
が
世
界
勢
力
へ

の
上
昇
を
達
成
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ま
だ
世
界
政
治
の
槍
舞
台
に
出
現
し
て
い
な

か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
段
階
で
は
、
世
界
の
大
い
な
る
政
治
的
運
命
は
ロ
シ
ア
帝
国

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
の
で
あ
る
。

へ
ル
ダ

l
は
、
そ
の
「
ス
ラ
ヴ
人
の
章
」
の
中
で
、
い
さ
さ
か
現
実
離
れ
の
し
た
平
和
愛

好
的
ス
ラ
ヴ
人
の
牧
歌
的
な
姿
を
、
乱
暴
な
ゲ
ル
マ
ン
人
と
は
対
照
的
な
存
在
と
し
て
示
し

て
い
る
。
ゲ
ル
マ
ン
人
の
領
主
層
の
人
々
の
圧
制
的
役
割
に
対
し
て
黒
と
白
と
い
う
程
の
対

照
を
な
す
と
こ
ろ
の
、
こ
の
よ
う
な
ス
ラ
ヴ
人
に
つ
い
て
の
牧
歌
的
な
描
写
は
、
注
目
す
べ

き
仕
方
に
お
い
て
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
に
い
た
っ
た
。
何
ら
の
歴
史
的
役
割
を
も
演
ず
る
こ

と
の
な
か

っ
た
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
の
姿
を
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
歴
史
的
世
界
と
対
照
さ
せ
て
え
が

い
た
そ
の
記
述
は
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
従
来
か
ら
あ
っ
た
歴
史
哲
学
的

メ
シ
ア
主
義
と
融
合
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
民
族
圏
に
お
い
て
は
、
西
方
か
ら
侵
入
し
た
新
し
い
理
念
が
民
族
運

動
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
の
前
提
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
き
わ
め

て
小
範
囲
な
り
と
は
い
え
明
確
に
局
限
さ
れ
た
言
語
圏
が
存
す
る
｜
｜
西
方
お
よ
び
南
方
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
は
対
照
的
に
ー
ー
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
盛
期
・
お
よ
び
後
期
中
世
に
そ
の
中
に

移
住
し
た
ド
イ
ツ
人
植
民
の
結
果
と
し
て
諸
民
族
の
多
種
多
様
な
混
合
状
態
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
こ
で
は
、
台
頭
せ
る
戦
闘
的
国
民

主
義
の
理
念
が
、
歴
史
的
に
つ
な
が
り
の
あ
る
領
域
を
、
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
か
ね
ば
な
ら
ぬ

こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

有明工業高等専門学校紀要
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か
く
し
て
、
一
七
二
七
年
に
は
、
干
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
指
導

的
政
治
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
キ
ャ
ニ

ン
グ
の
促
進
に
よ
り
、
西
方
の
二
大
勢
力
た
る
イ
ギ
リ
ス
と

フ
ラ
ン
ス
は
反
乱
を
お
こ
し
た
ギ
リ
シ
ア
を
援
助
せ
ん
が
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
条
約
に
お
い

て
ロ
シ
ア
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ナ
ヴ

ァ
リ
ノ
海
戦
に
・
お
い
て
、
ト
ル
コ
・

エ
ジ
プ
ト
艦
隊
は
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
・
ロ

シ
ア
の
連
合
艦
隊
に
よ
っ
て
せ
ん
滅
的
に
打

ち
破
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
メ
イ
ゾ
ン
将
軍
指
揮
下
の
派
遣
軍
を
上
陸
さ
せ
、
そ
の
軍
隊
は

モ
レ
ア
半
島
か
ら
ト
ル
コ
・
エ
ジ
プ
ト
軍
を
一
掃
し
た
。
そ
れ
を
も
っ
て
、
陸
・
海
と
も
に

決
戦
の
段
階
は
終
っ
た
。
同
時
に
、
ロ
シ
ア
軍
が
北
方
か
ら
進
入
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

｜
プ
ル
を
脅
し
た
。

ア
ド
リ
ア
ノ

l
プ
ル
条
約
二
八
二
九
年
）
な
ら
び
に
ロ

ン
ド
ン
条
約
（

一
八
三

O
年）

に
・
お
い
て
、
あ
ら
た
に
つ
く
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ア
国
家
の
独
立
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
は
、
勿
論
、
内
部
的
な
自
治
を
保
有
し
つ
つ
も
ト
ル
コ
の
上
級
支
配
に
属
し
て
い
た
セ
ル

ピ
ア
の
場
合
と
は
異
り
、
完
全
な
国
際
法
上
の
独
立
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
の

自
由
の
た
め
の
闘
い
（
独
立
戦
争
）
の
成
功
に
よ

っ
て
、
他
の
バ
ル
カ
ン
諸
民
族
の
自
由
へ

の
努
力
は
力
強
く
鼓
舞
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
干
渉
活
動
の
大
い
な
る
意
味
は
、
そ
れ
が
神
聖
同
盟
を
内
部
的
に
動
揺
さ
せ

た
こ
と
に
あ

っ
た
。
ロ

シ
ア
は
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
に
軍
事
的
に
介
入
し
た
。
こ
れ
に
反
し

て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
あ
ら
ゆ
る
干
渉
活
動
を
抑
制
し
た
。
そ
し
て
、
小
国
家
プ
ロ
イ
セ

ン

は
終
始
不
決
断
の
態
度
を
保
持
し
た
。
か
く
し
て
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
神
聖
同
盟
の
内

部
に
亀
裂
が
生
じ
た
こ
と
は
全
世
界
の
前
に
明
白
な
も
の
と
な

っ
た
。

一
八
三

O
年
に
、
神
聖
同
盟
の
内
部
的
団
結
が
あ
ら
た
め
で
た
め
さ
れ
る
出
来
事
が
お
こ

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
七
月
革
命
は
国
王
シ
ヤ
ル
ル
十
世
を
退
位
さ
せ
、
そ
し
て
、
「
市
民
王
」

ル
イ
・
フ
ィ
リ

ッ
プ
の
も
と
で
の
立
憲
君
主
政
の
成
立
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、

ウ
ィ
ー

ン
会
議
後
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
連
合
王
国
に
編
入
さ
れ
た
ニ
イ
デ

ル
ラ
ン
ト
南
部
（
カ
ト
リ

ッ
ク
的
）
に
お
い
て
も
、
解
放
の
た
め
の
運
動
が
お
こ

っ
た
。
自

由
主
義
的
な
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の

ベ
ル
ギ
ー
の
反
乱
を
お
こ
し
た
人
々
に
共
感
す
る
も
の
が

あ

っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ニ
イ
デ
ル
ラ

ン
ト
の
王
は
軍
隊
の
投
入
に
よ

っ
て
こ
の
運
動
の

抑
圧
に
着
手
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
で
よ
り
古
い
時
代
の
様
式
た
る
正
統
主
義

の
秩
序
の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
、
古
き
秩

序
の
番
人
た
ら
ん
と
の
使
命
を
自
覚
し
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
の
正
統
主
義
の
再
興
者
か
つ
保

証
人
と
し
て
行
動
せ
ん
が
た
め
に
、
ロ
シ
ア
の
干
渉
軍
を
同
盟
国
プ
ロ
イ
セ

ン
経
由
で
ラ
イ

中
世
と
い
う
時
代
は
、
す
で
に
、
固
有
の
種
族
な
ら
び
に
民
族
の
特
別
の
様
式
に
つ
い
て

の
自
己
認
識
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
民
族
意
識
は
、
中
世
末
に
は
、
「
国
土

愛
」
「

2
ι
2
3
E
0
5
5
5
と
し
て
持
徴
づ
け
ら
れ
う
る
政
治
的
な
意
識
へ
と
高
め
ら
れ

た
。
そ
れ
は
、
「
祖
国
」
富
三
仰
や
「
国
民
」
コ

E
5
の
意
識
を
ふ
る
い
立
た
せ
た
。
国
民

コ
2
0
と
い
う
表
現
を
特
徴
づ
け
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
当
時
は
ま
だ

一
ヶ
の
言
語
共
同
体

で
は
な
か

っ
た
。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
」

E
立

OY5mmwzgと
い
う
言
葉

は
、
か
れ
ら
が
ど
ん
な
母
語
を
語
る
か
に
は
か
か
わ
り
な
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
の
全
住
民

を、「
べ
｜
メ
ン
国
民
」

g
z
o
g
Z
E
Sと
い
う
言
葉
は
チ
ェ
コ
語
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
ド
イ

ツ
語
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
べ

l
メ
ン
王
国
の
全
住
民
を
、
そ
れ
ぞ
れ
包
括
し
た
の
で

や
め
守
合
。

ン
川
ま
で
派
遣
し
よ
う
と
の
計
画
を
た
で
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
議
会
王
国
の
軍
隊
が
ベ
ル
ギ
ー
に
差
し
向
け
ら
れ
る

と
の
報
知
に
よ

っ
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
大
蜂
起
（
十

一
月
蜂
起
）
が
誘
発
さ
れ
る
に
い
た

っ

た
。
ロ
シ
ア
の
優
越
的
勢
力
は
、
九
か
月
も
つ
づ
い
た
苦
し
い
闘
い
の
後
に
は
じ
め
て
、
こ

の
ポ
ー
ラ

ン
ド
蜂
起
を
鎮
圧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
シ
ア
の
干
渉
軍
を
ベ
ル
ギ
ー
に
投
入

す
る
と
い
う
計
画
は
、
そ
れ
に
よ

っ
て
不
可
能
と
な
っ
た
。

一
八
三

0
1コ
二
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
戦
争
に
対
す
る
見
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世

論
は
、
共
感
と
反
感
と
の
は
ざ
ま
の
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
自
由
主
義
的
に

思
考
す
る
人
々
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
側
に
立
っ
た
。
上
お
よ
び
中
部
ラ
イ
ン
の
ド
イ
ツ
自
由
主

義
の
母
国
（
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
、
パ

l
デ
ン
、
ヘ

ッ
セ
ン
、
ラ
イ
ン

・
フ
ア
ル

ツ
）
の
人

々
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
自
由
を
求
め
る
出
来
事
に
感
激
し
た
。
他
の
領
邦
で
は
与
論
は
分
裂
さ

せ
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
二
大
勢
力
た
る
プ
ロ
イ
セ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
・
お
い
て
は
、
そ
の

た
め
に
検
聞
が
配
慮
さ
れ
、
共
感
の
声
は
ぼ
か
し
た
形
で
の
み
表
現
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
、
自
由
主
義
的
な
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
友
情
の
念
を
い
だ
く
知
名
の
士
が
い
た
。
そ
の
中
の

一
人
が
詩
人
の
フ
ラ
ン
ツ
・
グ

リ
ル

パ
ル
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
勿
論
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
フ
ロ
イ
セ

ン
に
お
け
る
か
よ
う
な
ポ

ー
ラ

ン
ド
へ
の
友
情
の
気
分
は
、
神
聖
同
盟
と
い
う
政
治
的
な
団
結
組
織
が
真
剣
に
と
り
上

げ
て
問
題
視
す
る
に
足
る
程
強
力
か
つ
印
象
的
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
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第 19号

て
の
性
格
を
有
し
た
体
操
運
動
は
禁
止
さ
れ
、
大
学
に
対
す
る
監
督
が
指
令
さ
れ
、
ド
イ
ツ

の
学
生
組
合
（
ブ
ル
シ
エ
ン
シ
ャ
フ
ト
）
も
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
カ

l
ル
ス
パ

l
ド
の
決
議

が
執
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
く
の
人
々
が
逮
捕
さ
れ
、
免
職
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
、

ボ
ン
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
モ

l
リ
ッ
ツ
・
ア
ル
ン
ト
も
そ
の
地
位
を
失
っ

た
の
で
あ
る
。

一
八
二

O
年
、
ト
ロ
ッ
パ
ウ
で
の
会
議
は
、
上
イ
タ
リ
ア
で
勃
発
し
た
革
命
的
騒
乱
の
処

理
に
没
頭
し
た
。
今
や
、
正
統
主
義
的
な
干
渉
の
問
題
、
す
な
わ
ち
王
朝
の
正
統
性
の
原
理

を
保
持
し
、
再
建
せ
ん
が
た
め
の
、
外
国
に
対
す
る
権
力
政
治
的
か
つ
軍
事
的
な
干
渉
の
問

題
が
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
二
一

年
、
ラ
イ
パ
ハ
に
・
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
イ
タ
リ
ア
の
革
命
的
運
動
を

抑
圧
す
る
た
め
の
同
盟
執
行
権
を
委
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
じ
こ
ろ
、
ス
ペ
イ
ン
で

も
騒
乱
が
燃
え
上
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
の
ち
に

一
般
的
自
由
を
求
め
る
独
立
戦
争
へ
と

成
長
し
た
と
こ
ろ
の
反
乱
が
は
じ
ま

っ
た
。

一
八
二
二
年
、
ヴ
エ
ロ
ナ
会
議
に
・
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
正
統
の
秩
序
を

再
建
す
る
よ
う
委
任
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
軍
隊
は
ピ
レ
ネ
ー
を
こ
え
、
騒
乱
を
鎮
圧
し
た
。

神
聖
同
盟
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
正
統
主
義
と
王
権
神
授
説
と
を
擁
護
す
る
た
め
の
共
通

の
統
一
的
外
交
政
策
の
理
念
は
、
な
が
く
も
ち
こ
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ

カ
や
ギ
リ
シ
ア
の
問
題
を
め
ぐ
る
と
り
決
め
の
中
で
神
聖
同
盟
の
組
織
は
お
の
ず
か
ら
解
体

し
、
亀
裂
を
示
し
は
じ
め
た
。
そ
の
後
、
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
干
渉
が

は
じ
ま
る
と
、
ロ
シ
ア
専
制
国
家
の
権
力
政
治
に
と

っ
て
は
、
神
聖
同
盟
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

よ
り
も
、
む
し
ろ
国
民
的
、
帝
国
主
義
的
な
独
自
の
利
害
関
係
や
ギ
リ
シ
ア
正
教
的
運
命
共

同
体
の
意
識
の
方
が
よ
り
重
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ヴ
エ
ロ
ナ
会
議
（
一
八
二
二
年
）
は
、

一
八

O
九
年
に
燃
え
上

っ
た
旧
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ

リ
カ
の
独
立
運
動
と
か
か
わ
り
合
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
は
旧
制
度
を
再
建

す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
た
。
そ
れ
に
対
し
、

シ
モ
ン
・
ボ
リ
ヴ
ァ
ル
を
主
要
な
指
導
者
と
す

る
そ
の
闘
い
は
一
八

O
九
年
か
ら

一
八
二
六
年
ま
で
つ
づ
い
た
。
ヴ

エ
ロ
ナ
で
は
、
参
会
し

た
神
聖
同
盟
の
諸
勢
力
の
意
向
に
よ
り
、
こ
の
闘
い
に
干
渉
し
、
大
西
洋
の
彼
方
へ
と
派
兵

す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
若

い
勢
力
が
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
内
で
の
係
争
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
以
外
の
諸
勢
力
の
介
入
に
反

対
で
あ
る
と
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
ご
八
二
三
年
十
二
月
二
日
の
議
会
報
告
）
と
い
う
一
ヶ
の

世
界
政
治
上
の
原
則
宣
言
を
か
か
げ
て
は
じ
め
て
出
現
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
は
ア
メ
リ

カ
人
に
任
せ
よ
と
い
う
こ
の
宣
言
は
、
神
聖
同
盟
に
対
し
て
、
な
ら
び
に
当
時
の
干
渉
の
脅

威
に
対
し
て
、
ま
た
、
ア
ラ
ス
カ
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
ロ

シ
ア

の
膨
張
（
「
ロ
シ
ア
対
ア
メ
リ
カ
」
）
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
神
聖
同
盟
は
事

実
上
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
干
渉
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
翌
年
に

ス
ペ
イ
ン
が
そ
の
最
後
の
拠
点
を
失
っ
た
（
一
八
二
六
年
、
カ
リ
ァ
オ
）
と
き
も
、
無
為
に

傍
観
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

神
聖
同
盟
は
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
に
よ
っ
て
重
大
な
試
煉
に
立
た
さ
れ
た
。
ト
ル
コ
の
支

配
に
対
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
大
い
な
る
反
抗
か
ら
生
れ
た
政
治
的
な
問
題
に
直
面
し
て
、
東

方
の
三
大
保
守
勢
力
は
一
つ
の
統
一
的
な
政
策
を
と
る
こ
と
を
決
意
で
き
な
か
っ
た
。
ギ
リ

シ
ア
の
独
立
戦
争
の
序
幕
は
す
で
に
セ
ル
ピ
ア
の
反
乱
（
一
八

O
四
年
以
来
）
の
中
に
み
ら

れ
た
。
が
、
そ
の
反
乱
は
狭
い
地
域
に
局
限
さ
れ
、
そ
れ
を
こ
え
て
外
部
に
ま
で
影
響
力
を

広
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
の
独
立
戦
争
は
こ
の
セ
ル
ピ
ア
の
反
乱
と
は
完
全
に
異
っ
て
い
た
。
ギ
リ
シ
ア

人
は
当
時
ス
ル
タ
ン
国
家
の
中
に
あ
っ
て
そ
の
経
済
的
重
要
性
、
そ
の
教
育
と
学
校
制
度
で

卓
越
せ
る
地
佐
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
影
響
力
は
他
民
族
の
言
語
領
域
に
ま
で
法
透
し
て
い

た
。
同
時
に
、
ギ
リ
シ
ア
は
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
文
化
の
根
源
を
成
す
土
地
と
し
て
思

慕
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
反
乱
の
勃
発
（
一
八
二
一
年
）
の
後
、
お
の

ず
か
ら
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
（
バ
イ
エ
ル
ン
の
ル

l
ト
ヴ
ィ
ヒ
皇
太

子）
、
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
（
パ
イ
ロ
ン
卿
）
に
お
い
て
、
迅
速
に
ギ
リ
シ
ア
を
救

お
う
と
い
う
大
き
な
運
動
司
王

Z
－r
E∞
5
5
が
広
が
る
に
い
た
っ
た
。

海
軍
国
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
と
も
に
時
代
の
自
由
主
義
的
な
理
念
に
充
た
さ
れ
て

お
り
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
反
乱
の
勃
発
に
さ
い
し
て
直
ち
に
共
感
の
念
を
表
明
し
た
。
し

か
し
、
メ

ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
原
則
的
か
つ
実
際
的
な
考
量
か
ら
ギ
リ
シ
ア
人
支
援
の
た
め
の

介
入
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
か
よ
う
な
介
入
は
正
統
主
義
の
原
理
に
反

す
る
｜
｜
ス
ル
タ

ン
も
ま
た
、
ま
さ
し
く
一
ヶ
の
「
正
統
の
」
支
配
者
で
あ

っ
た
｜
｜
の
み

で
な
く
、

他
の
民
族
の
反
乱
の
危
険
を
よ
び
お
こ
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
プ

ロ
イ
セ

ン
は
、
当
時
本
質
的
に
は
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
政
策
の
引
き
綱
の
中
で
帆
走
し
て
い
た
。
ロ
シ

ア
で
も
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

l
一
世
が
統
治
し
て
い
る
限
り
、

同
様
に
ま
た
、
正
統
主
義
の
原

理
が
動
揺
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
か
れ
が
亡
く
な
り
、
ル
イ
ゼ
王
妃
の
娘
の
一
人
と
結
婚

し
て
い
た
そ
の
弟
の
ニ
コ
ラ
イ

一
世
が
即
位
す
る
（
一
八
二
五
年
）
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

部
分
的
に
は
与
論
の
圧
力
の
も
と
で
、
ロ
シ
ア
の
政
策
の
変
節
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
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テ
ル
ニ
ヒ
像
を
え
が
こ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
家
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

フ
ォ
ン
・
ス
ル
ビ
ク

ヱ
0
5
1
0
7
〈
O

コ
∞
「

zr
で
あ
る
。
そ
こ
に
え
が
か
れ
て
い
る
の
は
、

賢
明
さ
、
知
識
、
勤
勉
さ
、
柔
軟
性
、
世
態
人
情
の
知
識
、
人
間
処
理
の
技
術
な
ど
お
ど
ろ

く
べ
き
多
彩
な
能
力
を
有
し
た
真
実
偉
大
な
政
治
家
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な

国
家
共
同
体
の
代
表
者
に
と

っ
て
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
主
義
の
志
向
は
自
明
の
も
の
で
あ

っ
た
。

か
れ
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
構
想
は
次
の
よ
う
な
原
則
に
基
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

皇
帝
国
家
た

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
家
家
族
の
核
心
を
成
さ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
に
あ
る
と
い
う
そ
の
地
理
的
位
置
を
土
台
に

し
て
そ
う
な
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
具
備
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の

核
心
地
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
力
の
根
源
は
ド
ナ
ウ
地
域
に
あ

っ
た
。
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
、

そ
し
て
勿
論
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
国
家
世
界
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
、
い
い
か
え
る
と
ド

イ
ツ
連
邦
の
指
導
権
な
ら
び
に
イ
タ
リ
ア
連
邦
（
イ
タ
リ
ア
の
中
小
国
家
の
共
存
体
と
し
て

実
現
化
を
は
か
ら
れ
た
が
、
失
敗
し
た
）
の
指
導
権
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
上
イ
タ
リ
ア
の
も
っ
と
も
重
要
な

部
分
た
る
「
ロ

ン
パ
ル
デ
ィ
ア
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
王
国
」
を
所
有
し
た
皇
帝
国
家
オ
ー
ス
ト

リ
ア
が
、
ピ
エ
モ
ン
ト
・
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
王
国
、
両
シ
チ
リ
ア
王
国
や
そ
の
他
の
イ
タ
リ
ア

の
中
小
国
家
よ
り
以
上
の
政
治
的
な
重
み
を
有
し
た
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ

っ
た
。

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
特
殊
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
的
・

ド
イ
ツ
的
な
使
命
は
、
自
由
主
義
的
な
フ
ラ
ン
ス
と
保
守
的
な
ロ
シ
ア
と
の
聞
の
世
界
政
策

的
和
解
を
は
か
る
こ
と
、
そ
し
て
、
全
時
代
を
通
じ
て
敵
対
的
に
対
峠
し
、
ド
イ
ツ
的
中
央

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
か
れ
ら
の
世
界
政
策
を
め
ぐ
る
勢
力
抗
争
の
舞
台
に
す
る
お
そ
れ
の
あ

っ
た

こ
の
二
大
勢
力
の
聞
の
均
衡
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
メ

ッ
テ
ル
ニ
ヒ

の
ド
イ
ツ
政
策
の
目
標
は
、
こ
の
二
つ
の
大
い
な
る
大
陸
勢
力
を
ド
イ
ツ
的
中
央
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
か
ら
排
除
す
る
こ
と
、
両
勢
力
を
互
い
に
対
抗
さ
せ
、
か
つ
ド
イ
ツ
の
多
数
の
小
国
家
へ

の
脅
迫
的
な
干
渉
を
防
ぐ
た
め
に
両
者
の
均
衡
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

現
実
に
は
ロ

シ
ア
の
優
位
が
あ
ま
り
に
も
強
す
、ぎ
、
メ

ッ
テ
ル
ニ
ヒ
と
い
え
ど
も
、
そ
の
こ

と
を
部
分
的
に
な
し
え
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

圏
内
政
治
の
領
域
の
上
で
、
自
由
主
義
、
抵
抗
権
の
主
張
、
立
憲
主
義
、
民
族
主
義
な
ど

の
近
代
的
、
革
命
的
な
理
念
を
抑
圧
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
メ

ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

政
策
の

一
部
を
成
す
も
の
で
あ

っ
た
。
と
く
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ご
と
き
多
民
族
国
家
に

と
っ
て
民
族
的
理
念
の
実
現
化
は
、
国
家
的
存
在
の
死
滅
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
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－えス回。こ
の
よ
う
に
し
て
、
メ

ッ
テ
ル
ニ
ヒ
時
代
の
歴
史
は
、
大
い
な
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
的
、
世
界

史
的
な
状
況
の
中
で
、

一
方
に
お
け
る
古
く
か
ら
の
三
大
「
東
方
勢
力
」
と
し
だ
い
に
台
頭

し
て
き
た
新
興
諸
勢
力
あ
る
い
は
ま
た
民
族
主
義
的
、
立
憲
主
義
的
、
自
由
主
義
的
と
名
付

け
ら
れ
た
思
想
諸
潮
流
と
の
間
の
妥
協
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
家
家
族

（
国
際
社
会
）
に
お
い
て
、
古
来
の
原
則
は
専
制
的
な
軍
事
国
家
ロ

シ
ア
に
よ
り
、
新
し
い

原
則
は
革
命
の
遺
産
が
復
古
王
政
の
お
お
い
の
中
で
も
観
念
の
上
で
も
生
き
つ
。
つ
け
た
立
憲

主
義
的
な
フ
ラ

ン
ス
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
さ
れ
た
・
の
で
あ
る
。

神
聖
同
盟
に
よ

っ
て
結
合
さ
れ
た
三
大
東
方
勢
力
の
中
で
は
ロ

シ
ア
が
格
段
に
強
力
で
あ

り
、
そ
の
軍
事
的
な
優
越
は
抗
う
余
地
の
な
い
程
確
実
な
も
の
で
あ

っ
た
。
プ
ロ
イ
セ

ン
国

家
の
政
治
的
、
軍
事
的
な
指
導
層
の
人
々
は
明
白
な
ロ

シ
ア
心
酔
者
で
あ

っ
た
。
ま
た
い
ロ

シ
ア
皇
帝
の
家
と
多
く
の
ド
イ
ツ
諸
侯
の
家
と
の
聞
の
血
統
上
の
親
縁
関
係
も
、
そ
の
固
い

つ
な
が
り
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。
一

七
六
二
年
以
来
、
ロ

シ
ア
皇
帝
の
妃
は
二
三
の
例
外

を
除
き
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
ド
イ
ツ
の
新
教
諸
侯
の
家
の
出
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
逆
に

ロ
シ
ア
の
大
公
女
達
は
た
え
ず
ド
イ
ツ
の
諸
侯
達
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
、

ロ
シ
ア
の
政
治
的
影
響
力
の
増
大
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
多
数
の
王
朝
間
の

結
婚
に
よ
る
結
び
つ
き
が
成
立
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
皇
帝

家
と
親
戚
関
係
に
あ
る
ド
イ
ツ
の
諸
君
主
の
宮
廷
に
お
い
て
は
、
事
前
に
ロ
シ
ア
皇
帝
の
意

志
を
確
め
る
こ
と
な
し
に
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
何
ら
の
た
め
ら
い
も
な
し
に
、
何
ら
か

の
重
要
性
を
も
っ
政
治
的
決
定
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ロ

シ
ア
の
軍

事
力
の
重
み
は
、
外
交
的
な
老
練
さ
を
も
っ
メ

ッ
テ
ル
ニ
ヒ
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
は
抑
え
ら

れ
た
が
、
完
全
に
飼
い
な
ら
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

神
聖
同
盟
の
政
策
は
、
そ
の
最
初
の
年
の
君
主
間
の
会
談
と
大
臣
間
の
会
議
に
お
い
て
申

し
合
わ
さ
れ
、
と
り
決
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
一
八
年
以
来
毎
年
定
期
的
に
会
議
が
催

さ
れ
た
。
一

八

一
八
年
に
は
、
ア

l
へ
ン
で
、
当
時
ま
だ
フ
ラ
ン
ス

に
駐
留
し
て
い
た
占
領

軍
の
撤
退
が
と
り
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
議
事
録
を
と
る
こ
と
が
あ

ら
た
に
と
り
決
め
ら
れ
た
。

一
八
一
九
年
、
ロ
シ
ア
の
枢
密
顧
問
官
コ
ツ
ェ
ブ

l
の
暗
殺
に
よ

っ
て
召
集
さ
れ
た
カ
ー

ル
ス
パ

l
ド
で
の
大
臣
会
議
は
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
司
会
の
も
と
で
煽
動
的
な
活
動
と
か
か

わ
り
合
ラ
こ
と
に
な
り
、
断
乎
た
る
決
議
が
な
さ
れ
た
（
「
カ
l
ル
ス
パ

l
ド
決
議
」
）
。
そ
し
て
、

書
物
や
新
聞
に
対
し
て

一
般
的
な
検
閲
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
当
時

一
ヶ
の
政
治
運
動
と
し

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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な
か
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
嵐
は
領
土
的
な
区
画
整
理
を
実
現
し
、
そ
れ
は
も
は
や
逆

行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
大
き
な
係
争
問
題
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
と
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
ザ
ク

セ
ン
問
題
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
論
の
評
価
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
主
要
な
勝

利
者
の
ご
と
く
映
じ
て
い
た
ア
レ

ク
サ
ン
ダ

l
一
世
は
、
そ
の
軍
事
力
の
重
み
の
意
識
に
お

い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
」
と
し
て
の
同
盟
的
併
合
の
形
式
で
ロ
シ
ア
帝

国
と
の
同
君
連
合
に
お
い
て
結
合
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
要
求
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
、

他
の
分
割
勢
力
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
が
か
な
り
の
領
土
を
失
う
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
た
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
そ
の
代
償
と
し
て
全
ザ
ク
セ
ン
王
国
を
要
求
し

た
。
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
は
、
そ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
な
独
自
の
利
害
と
一
ヶ
の
君
侯
家
を

簡
単
に
王
位
か
ら
追
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
正
統
主
義
的
な
観
念
か
ら
、
プ
ロ
イ
セ

ン
に
よ
る
ザ
ク
セ
ン
の
完
全
な
併
合
に
反
対
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

同
盟
諸
国
の
聞
で

あ
ら
た
な
戦
争
が
お
こ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
。
そ
う
な
る
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
イ
ギ
リ
ス

が
一
方
の
側
に
、
ロ
シ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
が
他
方
の
側
に
そ
れ
ぞ
れ
立
つ
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、
タ
レ

l
ラ
ン
の
協
力
の
も
と
で
一
ヶ
の
妥
協
的
な
解
決
が
は
か
ら
れ
た
。
歴
史
的
な

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
部
分
は
ロ
シ
ア
の
も
の
と
な
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
小
部

分
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
は
そ
の
外
に
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
北
半
部
を
得

た
に
と
ど
ま
り
、
南
半
部
は
そ
の
ま
ま
独
立
の
王
国
と
し
て
の
こ
っ
た
。
さ
ら
に
加
え
て
、

プ
ロ
イ
セ
ン
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
と
を
得
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
ら
た
な
西
方
の
領
土
を
得
た
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
圧
力

に
対
し
て
西
ド
イ
ツ
の
安
全
を
守
る
と
い
う
使
命
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ド
イ
ツ
の
西
方
国
境
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
優
勢
な
地
位
を
断
念
し

た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
勢
力
は
、
も
は
や
豊
か
な
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
の
地
に
戻
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
前
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
王
家
の
本
地
自
体
が
プ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
と

と
も
に
完
全
に
放
棄
さ
れ
た
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
ラ
イ
ン
地
方
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
立

場
を
保
持
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
強
力
な
政
治
グ
ル
ー
プ
に
反
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
原
則
の
決
定
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

強
力
な
マ
イ
ン
ツ
要
塞
を
今
後
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

プ
ロ
イ
セ
ン
お
よ
び
バ
イ
エ
ル
ン
の
利
害
は
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
は
、

バ
イ
エ
ル
ン
領
の
下
フ
ラ
ン
ケ
ン
と
ふ
た
た
び
バ
イ
エ
ル
ン
領
と
な
っ
た
ラ
イ
ン
・
フ
ァ
ル

ツ
と
の
領
土
的
結
合
を
復
活
せ
ん
が
た
め
に
、
ラ
イ
ン
・
マ
イ
ン
ツ
領
域
を
マ
イ
ン
ツ
市
と
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と
も
に
獲
得
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
三
競
争
者
の
意
向
は
、
マ
イ
ン
ツ
の
運
命
に
関

し
て
如
何
に
し
て
も
一
致
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
結
局
そ
れ
は
へ
ッ
セ
ン
・
ダ
ル
ム

シ
ユ
タ
ッ
ト
大
公
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
九
章

メ
ッ
テ
ル
二
七
時
代
（
一
八
一
五
j
四
八
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ウ
ィ
ー
ン
会
議
（
一
八
一
五
年
）
か
ら
自
由
主
義
革
命
運
動
（
一
八
四
八
年
）
に
い
た
る

ま
で
の
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
交
は
、
と
り
わ
け
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

の
統
率
術
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
。

ク
レ
メ
ン
ス
・
ヴ
ェ
ン
ツ
エ
ル
．
、
不
ポ
ム
ク
・
ロ
タ

l
ル
・
フ
ォ
ン
・
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、

由
緒
あ
る
ラ
イ
ン
地
方
の
貴
族
の
出
で
あ

っ
た
。
か
れ
は
、
一
七
七
三
年
に
、
ト
リ
エ
ル
大

司
教

l
選
帝
侯
の
首
都
コ
ブ
レ
ン
ツ
に
生
れ
た
。
成
人
後
し
ば
ら
く
の
問
、
か
れ
は
ヴ
ェ
ス

ト
フ
ァ

l
レ
ン
帝
国
伯
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
か
れ
に
対
し
て
よ

り
高
度
の
政
治
世
界
に
の
り
出
す
た
め
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
エ
レ
オ
ノ

l
レ
・
カ

ウ
ニ
ッ
ツ
と
の
結
婚
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八

O
一
年
に
は
、
か
れ
は
大
使
と
し
て
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八

O
九
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の

戦
い
に
敗
北
し
、
宰
相
の
シ
ユ
タ
デ
イ
オ
ン
が
引
退
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
メ
ツ

テ
ル
ニ
ヒ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
の
指
導
を
委
託
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
約
四
十
年
も
の
問

権
力
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
一
八
四
八
年
の
革
命
の
嵐
の
最
中
に
引
退
し
た
。
引
退
直

後
は
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
が
、
後
に
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
り
、
そ
の
地
で
晩
年
を
完
全
な
隠
遁

生
活
の
う
ち
に
過
し
た
。

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
し
て
勝
利
を
占
め
た
こ
と
で
優
位
を
獲
得
し
た
保

守
主
義
的
、
復
古
主
義
的
な
観
念
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
新
時
代
の
理
念
た
る
国

民
主
義
、
自
由
主
義
、
立
憲
主
義
に
対
し
て
す
る
ど
い
拒
絶
の
態
度
を
示
し
た
。
し
か
し
、

か
れ
は
、
結
局
は
、
向
う
と
こ
ろ
敵
な
し
の
勢
い
で
押
し
ま
く
る
新
時
代
の
理
念
の
前
に
敗

れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

政
治
家
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
め
姿
は
、
最
初
の
う
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
新
時
代
の
理
念
を
か
か

げ
た
反
対
勢
力
の
代
表
者
に
よ
っ
て
の
み
え
が
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
れ
の
姿
は
、

す
ぐ
後
の
世
代
の
自
由
主
義
的
な
人
々
か
ら
は
、
ま
さ
し
く
陰
険
な
色
合
い
を
も
っ
人
物
の

よ
う
に
受
け
と
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
偏
見
じ
み
た
見
方
を
排
し
、
は
じ
め

て
巾
広
い
史
料
的
根
拠
に
基
き
、
き
び
し
い
客
観
性
を
求
め
る
努
力
を
も
っ
て
正
確
な
メ
ツ

有明工業高等専門学校紀要



85 

破
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
一

二
年
六
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
宣
戦
布
告
な
し
に

ロ
シ
ア
に
進
入
し
た
。
ス

モ
レ

ン
ス
ク
と
ボ

ロ
デ
ィ
ノ
に
お
け
る
勝
利
の
後
、
モ
ス
ク
ワ
は

占
領
さ
れ
た
。
し
か
し
、
つ
い
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
そ
の
敵
対
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
｜

一
世
に

よ
り
休
戦
協
定
を
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、
真
冬
の
厳
寒
の
中
を
撤
退
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
大
軍
勢
は
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
北
は
ド
イ
ツ
人
の
蹴
起
を
よ
び
お
こ
し
た
。
ロ
シ
ア
の
例

は
、
よ
り
以
前
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
そ
れ
と
同
様
に
ド
イ
ツ
人
を
鼓
舞
し
た
。
タ
ウ
ロ
ゲ
ン
の

条
約
（
一
八
一
二
年
十
二
月
三
十
日
）
の
後
、
一
八
一
三
年
二
月
二
十
八
日
に
カ
リ
シ
ュ
で

ロ
シ
ア

・
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
が
結
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
土
地
に
お
い
て
決
戦
の
用

意
が
と
と
の
え
ら
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
今
一
度
フ
ラ
ン
ス
で
か
な
り
の
無
理
算
段
を
し

て
軍
隊
を
か
き
集
め
、
そ
れ
を
率
い
て
ド
イ
ツ
の
野
に
出
現
し
た
。

一
方
の
側
に
は
フ
ラ
ン

ス
と
、
ま
だ
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
忠
誠
心
を
保
持
し
て
い
た
配
下
の
諸
国
、
他
方
に
は
ロ
シ
ア
、

プ
ロ
イ
セ
ン
、
ス
エ

l
デ
ン
が
立
っ
た
。
大
勢
力
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ま
だ
そ
の
態
度
を

鮮
明
に
せ
ず
、
柔
軟
性
の
あ
る
政
治
家
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
双
方
の
側
を
仲
介
し
よ
う
と
こ
こ

ろ
み
た
。
か
れ
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
公
国
が
ふ
た
た
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
イ

セ
ン
の
間
で
分
割
さ
れ
、
ダ
ン
チ
ヒ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
帰
属
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ふ
た
た

び
イ
リ
リ
ア
州
を
保
有
す
べ
き
で
あ
る
と
の
条
件
の
も
と
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
和
解
を
提
議

し
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
そ
れ
を
拒
絶
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、

一
八
一
三
年
八
月
十
日
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
争
に
突
入
し
た
。
べ

l
メ
ン
軍
の
大
部
分
は

シ
ユ
ヴ
ア
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
公
の
最
高
指
揮
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ラ
デ
ッ
キ

l
伯

が
参
謀
長
と
し
て
そ
れ
を
助
け
た
。

ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
諸
国
民
戦
争
（
一
八
一

三
年
十
月
十
六

1
十
八
日
）
で
の
勝
利
の
後
、
同

盟
軍
は
フ
ラ

ン
ス
に
進
撃
し
、
パ
リ
を
占
領
し
た
。
そ
こ
で
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
は
フ
ォ
ン
テ
ン

ブ
ロ

l
条
約
に
よ
っ
て
退
位
し
、
あ
て
が
わ
れ
た
エ
ル
パ
侯
国
に
隠
退
さ
せ
ら
れ
た
。
同
時

に
、
ウ
ィ
ー
ン
に
戦
勝
諸
国
間
の
会
議
が
召
集
さ
れ
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
ト
ル
コ
を
除
く

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
代
表
を
派
遣
し
た
。
会
議
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
上
陸
と

一
八
一
五
年
の
ワ

l
テ
ル
ロ

l
の
戦
い
の
と
き
以
外
は
中
断
さ
れ
ず
、
つ
づ
け
ら
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
会
議
で
決
定
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
秩
序
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
秩
序
の

基
本
傾
向
と
権
力
政
治
的
な
比
重
の
配
置
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
い
た
る
ま
で
維

持
さ
れ
、
擁
護
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
の
経
過
の
中
で
、
国
境
の
変
更
や
政
治
的
比
重
の
転
住

に
閉
じ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
｜
｜
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
統

一
、
ク
リ
ミ
ア

戦
争
や
東
方
問
題
の
結
果
に
伴
う
変
更
ー
ー
は
、
政
治
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
体
像
を
大
き

く
変
更
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
会
議
は

一
八
一
四
年
九
月
か
ら

一
八
一
五
年
の
一
月
ま
で
聞
か
れ
た
。
会
議
に

出
席
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
者
フ
ラ
ン
ツ
一
世
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー

一
世
、
プ

ロ
イ
セ

ン
の
フ
リ

l
卜
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
へ
ル
ム
一
二
世
、
さ
ら
に
加
え
て
ジ
ャ

ー

ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
代
弁
者
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
・
ゲ
ン
ツ
に
支
援
さ
れ
た
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
、

ロ
シ
ア
の
宰
相
ネ
ッ
セ
ル
ロ

l
デ
（
低
ラ
イ
ン
地
方
の
貴
族
出
身
）
、
ギ
リ
シ
ア
生
れ
で
後
に

独
立
ギ
リ
シ
ア
の
初
代
大
統
領
と
な
っ
て
殺
害
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
外
相
カ
ポ
デ
ィ
ス
ト
リ
ア

ス
、
さ
ら
に
プ
ロ
イ
セ
ン
代
表
の
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ

ル
ト
、
敗
戦
国
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
タ
レ

l
ラ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
リ
ー
な
ど

で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
帝
が
会
議
を
召
集
し
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
議
長
と
し
て
そ
れ
を
指
導

し
た
。
小
国
家
も
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
に
代
表
を
送
っ
た
。
し
か
し
、
事
実
上
の
決
定
権
は
戦

勝
四
大
国
（
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
）
の
委
員
会
に
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
同
盟
諸
国
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
「
副
同
盟
国
」
印

0
5
l
m
w
E
2
は
、
最
後
的

な
決
定
に
さ
い
し
て
何
ら
の
寄
与
を
も
な
す
こ
と
が
で
き
・
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
小
国
代
表
は
大
国
間
の
張
り
合
い
を
政
治
的
に
利
用
す
る
術
を
心
得
て
い
た
（
バ

イ
エ
ル
ン
？
）
。
敗
れ
た
祖
国
の
代
表
と
し
て
非
常
に
困
難
な
使
命
を
負
わ
せ
ら
れ
て
ウ
ィ
ー

ン
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
タ
レ

l
ラ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
新
秩
序
が
公
法
に
依

拠
し
て
つ
く
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
要
求
を
も
っ
て
、
四
大
国
の
主
張
に
よ
っ
て
弾
き
と
ば

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
小
国
家
群
を
政
治
的
に
利
用
し
、
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

か
く
し
て
、
敗
戦
国
フ
ラ
ン
ス
は
、
ま
た
た
く
聞
に
ふ
た
た
び
物
事
の
決
定
に
参
加
す
る

大
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
つ
ま
り
、
四
大
国
か
ら
五
大
国
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
領
土
を
喪
失
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
上
エ
ル
ザ
ス
と
ロ
ー
ト
リ

ン
ゲ
ン
を
も
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
帝
国
の
再
創
設
を
願
う
ド
イ
ツ
の
愛
国
者

の
希
望
は
諸
大
勢
力
の
反
対
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
ず
、
「
ド
イ
ツ
連
邦
」
ロ

2
g
o
y
g
回

E
L

の
名
に
よ
る
ド
イ
ツ
諸
国
家
の
ゆ
る
い
結
合
体
の
み
が
成
立
し
た
（
三
十
三
の
君
主
国
と
四

自
由
市
）
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
こ
の
国
家
連
合
の
議
長
国
で
あ
り
、
そ
の
代
表
は
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
の
連
邦
会
議
の
議
長
と
な
っ
た
。

神
聖
ロ

l
マ
帝
国
と
い
う
雑
然
た
る
色
と
り
ど
り
の
小
国
家
連
合
体
の
地
図
は
再
建
さ
れ
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第 19号

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
二
世
は
、
お
ご
そ
か
な
宣
言
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
国
民
の
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
の

帝
位
を
退
く
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
屈
服
し
た
（
一
八

O
六
1
0七
）
と
い
う
事
実
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
対
し
て
、
カ
ー
ル
大
公
と
宰
相
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ユ
タ
デ
イ
オ
ン
（
シ
ュ
ヴ
ァ

ー
ベ
ン
の
帝
国
伯
一
門
の
出
身
）
を
項
点
と
す
る
改
革
と
革
新
の
運
動
を
み
ち
び
き
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
改
革
者
達
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
革
命
的
な
国
民
皆

兵
の
輝
か
し
い
成
果
、
時
代
お
く
れ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
敗
北
、
そ
し
て
最
後
に
ナ
ポ
レ
オ

ン
に
対
す
る
ス
ペ
イ
ン
民
衆
の
蜂
起
と
い
う
印
象
的
な
光
景
を
横
目
で
な
が
め
、
そ
れ
ら
か

ら
多
く
の
も
の
を
学
び
と
ろ
う
と
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。

一
八

O
八
年
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
王
を
説
き
伏
せ
て
退
位
さ
せ
、
そ
の
兄
ジ
ョ

ゼ
フ
を
王
と
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
に
お
い
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
人
民
は
新
王
を
承
認
せ

ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
や
派
遣
軍
に
支
援
さ
れ
て
フ
ラ
ン
ス
占
領
軍
に
反
抗
し
、
起
ち
上
が
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
イ
ン
の
人
民
戦
争
の
知
ら
せ
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
蜂
火
の
ご
と
く

受
け
と
ら
れ
た
。
こ
の
自
由
を
愛
す
る
勇
敢
な
人
民
の
抵
抗
の
意
志
は
、
三
万
の
フ
ラ
ン
ス

軍
に
よ
っ
て
も
破
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

一
八

O
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
聞
に
戦
争
が
勃
発
し
た
と
き
、
「
ド
イ
ツ

民
族
に
対
し
」
、
フ
ラ
ン
ス
の
圧
制
者
へ
の
闘
い
の
撤
が
発
せ
ら
れ
た
。
皇
帝
に
忠
実
な
チ
ロ

ル
人
は
そ
の
撤
に
応
じ
て
起
ち
上
が
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
な
ら
び
に
そ
れ
と
同
盟
を
結
ん
だ
バ

イ
エ
ル
ン
軍
を
国
土
の
外
に
押
し
返
し
た
。
そ
れ
ま
で
勝
ち
進
ん
で
き
た
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
は
、

こ
の
と
き
に
初
め
て
野
戦
で
の
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
ヵ

l
ル
大

公
は
ア
ス
ペ
ル
ン
の
戦
い
で
か
れ
を
敗
北
さ
せ
、
退
却
せ
し
め
た
。
そ
こ
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

は
、
そ
の
次
の
ワ
グ
ラ
ム
の
戦
い
で
ふ
た
た
び
勝
利
者
と
・
な
る
こ
と
に
成
功
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
不
敗
の
栄
光
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八

O
九
年
十
月
十
四
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
聞
に
シ
ェ

l
ン
ブ
ル
ン
和
約
が
結
ば
れ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
そ
の
多
く
の
領
土
を
譲
渡
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ザ
ル
ツ
ブ

ル
ク
と
イ
ン
フ
ィ

l
ル
テ
ル
を
バ
イ
エ
ル
ン
に
、
小
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
西
ガ
リ
ツ
ィ
ア
）
を
ク

ラ
カ
ウ
や
ル
プ
リ
ン
と
と
も
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
公
国
に
、
東
ガ
リ
ツ
ィ
ア
の
一
部
を
ロ
シ
ア

に
、
サ
l
フ
ェ
川
の
南
側
の
領
域
を
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
地
域
を
含
め
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
そ
れ

ぞ
れ
割
譲
し
た
。
こ
の
最
後
の
領
域
に
は
、
ラ
イ
パ
ハ
を
首
都
と
す
る
「
イ
リ
リ
ア
州
」
と

い
う
新
し
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
属
国
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
短
い
間
奏
曲

は
、
こ
の
「
イ
リ
リ
ア
」
の
地
で
、
ま
さ
し
く
ス
ロ
ヴ
エ
ニ
ア
人
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
人
お
よ

び
セ
ル
ピ
ア
人
の
一
部
が
初
め
て
同
じ
国
制
の
中
に
統
一
結
合
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
全
南
ス

ラ
ヴ
族
の
統
一
意
識
の
成
熟
の
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

ワ
グ
ラ
ム
で
の
敗
北
の
後
、
カ
ー
ル
大
公
は
、
と
り
わ
け
宮
廷
内
の
策
謀
に
よ
り
、
さ
ら

に
ま
た
皇
帝
た
る
兄
フ
ラ
ン
ツ
の
不
興
を
蒙
っ
た
が
ゆ
え
に
最
高
軍
司
令
官
を
解
任
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
か
れ
は
私
生
活
の
中
に
退
き
、
ナ
ッ
ソ

l
・
ヴ
ァ
イ
ル
プ
ル
ク
の
へ
ン
リ
エ
ッ
ト

夫
人
の
傍
で
精
神
的
な
趣
味
と
戦
術
学
の
著
作
と
に
没
頭
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
四
七

年
に
か
れ
は
亡
く
な
っ
た
。
か
れ
は
、
問
題
の
多
い
困
難
な
時
代
に
一
時
は
大
衆
に
迎
え
ら

れ
て
熱
狂
的
に
崇
拝
さ
れ
は
す
る
が
、
そ
の
後
は
完
全
な
静
け
さ
の
中
に
隠
遁
し
て
し
ま
う

と
い
う
偉
大
な
人
物
に
往
々
に
し
て
み
ら
れ
る
い
さ
ぎ
よ
い
生
き
方
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
は
、
戦
い
に
敗
れ
た
結
果
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
追
求
を
の
が
れ
る
た
め

に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
嫌
わ
れ
た
シ
ユ
タ
デ
イ
オ
ン
伯
に
代
る
新
し
い
人
物
を
採
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
シ
ユ
ヴ
ァ

l
ベ
ン
人
シ
ユ
タ
デ
イ
オ
ン
の
後
を
お
そ
っ
た
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
次
の
世
代
に
他
の
だ
れ
よ
り
も
多
く
の
刻
印
を
与
え
た
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
人

メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
で
あ
っ
た
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
最
初
の
う
ち
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
し
て
柔

軟
に
適
応
す
る
と
い
う
政
策
を
す
す
め
た
。
す
な
わ
ち
、
皇
帝
の
娘
マ
リ

i
・
ル
イ
ゼ
を
フ

ラ
ン
ス
皇
帝
の
夫
人
と
し
て
与
え
る
と
い
う
工
作
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
一

O
年
、
マ

リ
l
・
ル
イ
ゼ
大
公
女
は
フ
ラ
ン
ス
の
帝
妃
と
な
っ
た
。
こ
の
結
婚
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
と

っ
て
も
、
慎
重
に
熟
慮
さ
れ
た
計
算
で
あ
っ
た
。
歴
史
的
な
正
統
性
を
も
た
ぬ
成
り
上
が
り

の
纂
奪
者
は
、
古
く
か
っ
尊
厳
な
ド
イ
ツ
の
皇
帝
家
と
の
縁
組
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
を
正
統

化
し
よ
う
と
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
婚
の
結
果
、
一
八
一
一
年
に
は
一
人
の
息
子
が

生
れ
、
「
ロ

l
マ
王
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
二
世
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一

世
の
没
落
後
、
母
と
と
も
に
ウ
ィ
ー

ン
に
引
き
と
ら
れ
、
そ
の
地
で
「
ラ
イ
ヒ
シ
ユ
タ
ッ
ト

公
」
と
し
て
生
を
過
し
た
（
一
八
三
二
年
に
残
し
た
）
。

＊

＊

＊

＊

＊

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
大
陸
で
獲
得
し
た
あ
ら
ゆ
る
軍
事
的
な
ら
び
に
政
治
的
な
成
果
は
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
な
相
手
国
た
る
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
を
終
ら
せ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
海
は
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
つ
守
つ
け
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時

に
大
陸
に
も
雷
雲
が
た
れ
こ
め
は
じ
め
た
。
一
八

O
七
年
に
チ
ル
ジ
ッ
ト
で
結
ば
れ
、
一
八

O
八

年
の
エ
ル
フ
ル
ト
君
主
会
議
で
再
度
確
認
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
と
の
協
力
関
係
に
亀

裂
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
大
陸
の
勇
者
と
し
て
ロ
シ
ア
に
対
す

る
イ
ギ
リ
ス
の
期
待
を
除
去
せ
ん
が
た
め
に
、
迅
速
な
遠
征
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
の
勢
力
を
打

- 23ー

有明工業高等専門学校紀要86 



87 

れ
は
四
人
の
息
子
を
後
に
の
こ
し
た
が
、
不
運
な
こ
と
に
、
最
長
子
に
し
て
帝
位
継
承
者
た

る
フ
ラ
ン
ツ
二
世
（
一
七
九
二

1
一
八

O
六
、
ド
イ
ツ
皇
帝
、
一
八

O
四

1
三
五
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
皇
帝
）
は
凡
庸
な
人
物
で
あ
っ
た
。

他
の
息
子
達
の
う
ち
、
ト
ス
カ
ナ
大
公
と
な
っ
た
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ヨ

l
ゼ
フ
｜
｜

一
八
四
八
年
以
後
の
ド
イ
ツ
帝
国
摂
政
｜
｜
に
対
し
て
は
、
種
々
の
軍
事
的
な
ら
び
に
政
治

的
な
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
の
息
子
達
の
中
で
も
っ
と
も
重
要

か
つ
有
能
な
存
在
は
カ

l
ル
大
公
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
一
七
七

O
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
生

れ
、
そ
の
地
で
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の
精
神
を
も
っ
て
教
育
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
か
れ
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
領
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
の
総
督
と
な
り
、
さ
ら
に
ひ
き
つ
づ
き
南
ド
イ
ツ
（
ア
ム
ベ

ル
ク
の
戦
い
）
や
上
イ
タ
リ
ア
で
の
皇
帝
軍
の
最
高
指
揮
権
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
上
イ
タ
リ
ア
の
地
で
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
か
れ
に
対
抗
し
た
の
が
若

き
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
将
軍
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
イ
タ
リ
ア
で
の
戦
い
に

お
い
て
、
か
れ
は
、
シ
ユ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
の
方
に
全
軍
を
整
然
と
退
却
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
軍
の
主
力
を
救
う
と
い
う
巧
み
な
指
揮
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
戦
い
は
最
後
に
は

レ
オ
ベ
ン
の
休
戦
、
そ
し
て
カ
ン
ポ
・
フ
ォ
ル
ミ
オ
の
和
約
締
結
（
一
七
九
七
年
）
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ロ
ン
パ
ル
テ
ィ
ア
と
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
を
譲
渡
し
、
そ

の
代
り
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
フ
エ
ル
マ
の
都
市
と
そ
の
周
辺
部
、
な
ら
び
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

領
の
イ
ス
ト
リ
ア
と
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
所
領
は
、
以

後
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
軍
の
重
要
な
基
地
と
な
っ
た
。

二
年
後
に
は
は
や
く
も
あ
ら
た
な
戦
争
が
勃
発
し
た
。
そ
れ
は
第
二
次
同
盟
戦
争
（
一
七
九
九

1
一
八

O
二
）
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

に
対
す
る
包
囲
同
盟
を
結
集
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
に
よ
り
、
戦
争
は
、
皇
帝

と
の
リ
ュ

l
ネ
ヴ
ィ
ル
和
約
（
一
八

O
一
年
）
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
ア
ミ
ア
ン
和
約
（
一
八

O
二

年
）
の
締
結
に
よ
っ
て
終
結
さ
せ
ら
れ
た
。
リ
ュ

l
ネ
ヴ
ィ
ル
和
約
で
は
ラ
イ
ン
左
岸
地
域

が
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
そ
こ
に
所
領
を
有
し
た
諸
侯
達
は
ラ
イ
ン
右
岸

に
お
い
て
そ
の
代
替
地
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
一
八

O
三
年
の

帝
国
代
表
の
聞
の
主
要
な
と
り
決
め
で
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
領
土
的
変
更
の
な
だ
れ
現
象

が
進
行
し
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
聖
職
領
が
廃
止
さ
れ
、

小
世
俗
領
は
統
廃
合
さ
れ
て
、
ド
イ
ツ
の
政
治
地
図
は
完
全
に
塗
り
変
え
ら
れ
る
に
い
た
っ

た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
嵐
の
前
に
は
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
内
に
お
よ
そ
三
百
以
上
も
の
帝
国

直
属
領
邦
が
存
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
今
や
約
三
ダ

l
ス
あ
ま
り
に
統
合
さ
れ
た
。
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一
八
一
五
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
は
、
そ
の
状
態
に
対
し
て
も
は
や
多
く
の
変
更
を
加
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
帝
国
議
会
の
代
表
者
達
に
よ
る
主
要
な
と
り
決
め
の
決
定
に
さ
い
し
て
、
皇

帝
の
官
庁
が
完
全
に
空
洞
化
し
て
い
る
こ
と
が
全
世
界
の
前
に
あ
ら
わ
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

中
小
の
諸
侯
達
は
こ
ぞ
っ
て
パ
リ
に
赴
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
に
対
し
て
み
ず
か
ら
を
で
き

る
限
り
高
い
値
で
売
り
つ
け
よ
う
と
政
治
的
な
暗
躍
を
こ
之
ろ
み
た
。
｜
｜
ま
さ
に
・
お
ぞ
ま

し
い
光
景
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ツ
二
世
は
、
ド
イ
ツ

皇
帝
と
い
う
実
体
の
な
い
空
疎
な
称
号
を
つ
づ
け
る
代
わ
り
に
、
す
で
に
一
八

O
四
年
に
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
の
称
号
を
名
の
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

は
こ
の
新
し
い
称
号
が
適
用
さ
れ
ぬ
こ
と
が
国
会
で
確
認
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
、

ア
ミ
ア
ン
和
約
の
条
件
が
双
方
で
厳
守
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ふ
た
た
び
第
三
次
同
盟
戦

争
が
お
こ
っ
た
（
一
八

O
五
年
）
。
そ
し
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
」
の
称
号
を
名
の
っ
た
（
一
八

O
四

年
〕
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
メ

l
レ
ン
の
小
村
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
で
の
「
三
帝
会
戦
」
に
よ
っ

て
、
同
盟
せ
る
二
人
の
君
主
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ツ
一
世
と
ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
l
一
世
に
対
し
て
勝
利
を
収
め
た
。
ほ
ぽ
同
じ
こ
ろ
海
上
で
も
決
戦
が
行
わ
れ
、
ト
ラ
フ

ア
ル
ガ
ル
（
ス
ペ
イ
ン
南
端
の
岬
）
に
・
お
い
て
、
ネ
ル
ソ
ン
指
揮
下
の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
フ

ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
連
合
艦
隊
を
打
ち
破
り
、
海
上
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
優
住
を
確
保
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
の
和
約
（
一
八

O
五
年
）
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
、
チ
ロ
ル
、
フ
ォ
ラ

l
ル
ベ
ル
ク
お
よ
び
上
ラ
イ
ン
に
あ
る
前
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
所
領
（
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
を
含
む
）
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
譲
渡
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
チ
ロ

ル
と
フ
ォ
ラ

i
ル
ベ
ル
ク
は
バ
イ
エ
ル
ン
に
、
前
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
所
領
は
パ

l
デ
ン
に
与

え
ら
れ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
侯
国
を
保
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
は
ラ
イ
ン
同
盟
の
建
設
に
よ
っ
て
ド

イ
ツ
の
分
裂
化
を
成
し
遂
げ
る
に
い
た
っ
た
。
一
八

O
六
年
、
一
方
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の

聞
に
、
他
方
で
は
バ
イ
エ
ル
ン
と
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
諸
王
国
、
パ

l
デ
ン
、
ヘ
ッ
セ
ン

・
ダ
ル
ム
シ
ユ
タ
ッ
ト
、
ベ
ル
ク
な
ど
の
諸
大
公
園
、
ナ
ッ
ソ

l
公
園
、
ホ

l
エ
ン
ツ
ォ
レ

ル
ン
、
ザ
ル
ム
、
イ
ゼ
ン
ブ
ル
ク
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
な
ど
の
侯
固
と
の
聞
に
パ
リ
で

一
ヶ
の
条
約
が
結
ば
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
ラ
イ
ン
同
盟
」
の

g
r
ι
0
2
5コ
含
包
弓

は
、
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
の
保
護
の
も
と
で
の
国
家
連
合
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
古
来
の
ド
イ
ツ
帝
国
の
崩
壊
の
運
命
も
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
に
加
え
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
必
要
・
な
安
定
し
た

円
熟
味
を
欠
き
、
た
え
ず
不
安
に
充
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
た
ち
の
人
間
で
あ

っ
た
。
人
間

的
な
生
活
の
面
で
も
、
か
れ
に
は
幸
福
が
拒
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
れ
は
子
供
を
も
、
つ

け
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

ド
イ
ツ
皇
帝
と
し
て
か
れ
の
後
を
つ
い
だ
の
は
、
そ
れ
ま
で
ト
ス
カ
ナ
大
公
で
あ

っ
た
次

弟
の
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
で
あ

っ
た
。
か
れ
は
ト
ス
カ
ナ
大
公
と
し
で
す
ぐ
れ
た
行
政
家
で
あ

っ
た
し
、
皇
帝
と
し
て
も
決
し
て
凡
庸
な
人
物
で
は
な
か
っ
た
。

東
南
方
面
に
お
い
て
、
か
れ
は
、
大
し
た
成
果
を
収
め
る
こ
と
の
な
か
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝

国
と
の
戦
争
を
終
結
せ
し
め
た
。
一

七
九
一
年
、
北
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
小
都
市
ス
ヴ
ィ
シ
ュ
ト

ヴ
で
和
約
が
結
ば
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
オ
ル
ソ
ヴ
ァ
市
の
み
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
年
、
ロ
シ
ア
も
ま
た
ヤ

ッ
シ
（
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
の
主
都
）
で
ト
ル
コ
と
和
約
を
結
び
、
ク

リ
ミ
ア
半
島
と
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
川
と
の
聞
の
黒
海
沿
岸
地
方
を
保
有
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
の
短
い
治
世
の
間
（
一
七
九

0
1九
二
）
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
第

一
次
同
盟
戦
争
が
勃
発
し
た
。
パ
リ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
激
動
的
な
展
開
は
ウ
ィ
ー

ン
の
宮
廷
に
恐
慌
的
気
運
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
は
、
そ
の

よ
う
な
気
運
の
中
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
共
同
で
、
革
命
に
よ

っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
義
兄
弟

の
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
六
世
を
支
援
す
る
た
め
に
外
交
上
の
干
渉
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
政
権
と
の
聞
に
生
じ
た
緊
張
状
態
は
つ
い
に
戦
争
へ

と
み
ち
び
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
七
九
二
年
）
。

そ
れ
と
と
も
に
、
革
命
な
ら
び
に
そ
の
後
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
同
盟
と
の
聞
に
、
そ
れ
こ
そ
四
分
の
一
世
紀
に
も
わ
た
る
大
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
。
そ
の
背
景
を
な
し
た
の
は
、
海
上
勢
力
た
る
イ
ギ
リ
ス
と
大
陸
勢
力
た
る
フ
ラ
ン

ス
と
の
聞
の
世
界
史
的
な
決
闘
で
あ
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
な
ら
び
に
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
は
、
す
で
に
十
七
世
紀
末
以
来
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
大
陸
で
の
戦
争
と
並
行
し
て
の

海
外
で
の
伴
奏
の
よ
う
に
み
え
た
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
聞
の
大
い
な
る
対
決
の
最
後

の
章
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
抵
抗
を
弱
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
あ
ら
た
な
形
勢
の
中
で
、
つ
ね
に
あ
ら
た
な
同

盟
相
手
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
格
闘
に
・
お

い
て
追
求
し
う
る
と
こ
ろ
の
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
勢
力
の
立
場
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の

支
柱
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

っ
た。
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ハ
円
、
海
上
勢
力
。
海
上
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
優
越
的
勢
力
は
す
で
に
十
七

1
十
八
世
紀
の

転
回
期
に
フ
ラ

ン
ス
と
の
戦
い
で
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
十
八
世
紀
の
諸
戦
争
で
強
化

さ
れ
た
。
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ル
に
お
け
る
フ
ラ
ン

ス

・
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
の
せ
ん
滅
に
よ

っ
て、

そ
れ
は
さ
ら
に
強
め
ら
れ
た

（一

八

O
五
年
）
。

口
、
商
業
と
産
業
と
に
基
く
国
土
の
豊
か
さ
。
イ
ギ
リ
ス
は
あ
ら
た
な
技
術
的
・
工
業
的
革

命
（
石
炭
と
鉄
、
蒸
気
機
関
、
機
械
織
機
）
の
母
国
と
な

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
生
産
し
た

も
の
は
そ
の
圧
倒
的
に
優
勢
な
艦
隊
の
助
け
に
よ

っ
て
安
全
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
フ
ラ

ン
ス
は
海
外
（
イ
ン
ド
、
北
米
）
か
ら
排
除
さ
れ
た
。

大
陸
で
は
、
軍
事
的
、
政
治
的
に
フ
ラ
ン
ス
の
も

っ
と
も
重
要
な
相
手
国
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

全
体
国
家
で
あ
り
、
少
く
と
も
一
八

O
九
年
ま
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
闘
い
の
主
役
で

あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
む
し
ろ
ロ
シ
ア
が
主
役
と
な
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
第
二
位
の
地

佐
を
占
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

第

一
次
同
盟
戦
争
（

一
七
九
二

1
九
七
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
プ
ロ
イ
セ

ン
連
合
軍
の

フ
ラ

ン
ス
進
入
と
と
も
に
開
始
さ
れ
た
（

一
七
九
二
年
、
ヴ
ア
ル
ミ

l
の
砲
火
）
。一

七
九
三

年
、
フ
ラ
ン
ス
王
夫
妻
、
ル
イ
十
六
世
（
「
ル
イ
・
カ
ペ

l
」
）
と
マ
リ

l
・
ア
ン
ト
ワ
ネ

ッ
ト

は
、
「
コ

ン
コ
ル
ド
広
場
」
で
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
恐
怖
の
知
ら
せ
に
接
し
て
、
ス

ペ

イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
な
ど
の
多
く
の
諸
国
が
同
盟
に
加
入
し
た
。
革
命
的

な
破
壊
活
動
に
対
抗
し
て
既
存
の
秩
序
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
こ
の
同
盟
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
革
命
政
府
に
あ

っ
て
も
、
そ
の
力
強
い
可
能
性
を
も

っ
て
意
の
ま

ま
に
ふ
る
ま
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
ら
た
め
て
開
示
す
る
に
い
た
っ
た
。
か
れ
ら
は
、

A
7
や
、
あ
ら
た
な
革
命
的
理
念
の
振
動
に
よ
っ
て
活
動
的
と
な

っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
民
衆

の
一
般
的
な
武
装
と
い
う
考
え
方
が
革
命
に
よ
っ
て
歴
史
の
中
に
歩
み
入
っ
て
き
た
。
パ
リ

の
革
命
政
府
の
軍
事
委
員
で
あ

っ
た
カ
ル
ノ
ー
は
、
「
民
衆
の
徴
集
軍
」
『
〈
臥
2
コ

g
g的
。
を

組
織
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
民
衆
軍
は
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
同
盟
軍
を
押
し
出
し
た
。

一
一
イ
デ
ル
ラ

ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
推
移
の
印
象
の
も
と
で
「
パ
タ
ヴ
ィ
共
和
国
」

と
宣
言
し
、
革
命
側
に
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ニ
イ
デ
ル
ラ

ン
ト
の
海
外
植
民
地
（
ケ

l
プ
地
方
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
を
占
領
し
た
。

軍
事
的
な
後
退
の
結
果
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
の
残
余
部
分
の
分
割
に
さ

い
し
て
で
き
る
限
り
大
き
な
分
け
前
を
確
保
せ
ん
が
た
め
に
、
パ

l
ゼ
ル
で
の
特
別
の
和
約

に
よ
り
戦
争
か
ら
脱
退
し
た
（

一
七
九
五
年
）
。

一
七
九
二
年
、
第
一
次
同
盟
戦
争
勃
発
の
直
後
に
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
は
残
し
た
。
か

有明工業高等専門学校紀要
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会
か
ら
古
来
の
権
利
を
譲
渡
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
風
に
は
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
教
会
は
道
徳
的
な
面
で
国
家
を
助
け
る
べ
き
で
あ
り
、
聖
職
者
は
一
種
の
「
道
徳
官
僚
」

Z
0
2
5
2
5
Z
と
し
て
民
衆
の
進
歩
向
上
に
つ
く
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
領
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
を
へ
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
と
広
が
っ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
思
想

に
基
い
て
、
皇
帝
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
す
る
改
革
運
動
を
お
し
進
め
る
に
い
た
っ
た
。

ヨ
l
ゼ
フ
二
世
は
約
七
百
の
修
道
院
を
廃
止
し
、
青
少
年
教
育
や
博
愛
事
業
に
た
ず
さ
わ

っ
た
も
の
の
み
を
存
続
せ
し
め
た
。
残
存
せ
る
修
道
院
は
俗
人
説
教
師
と
同
様
に
国
家
の
き

び
し
い
監
督
下
に
お
か
れ
る
ニ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
ら
た
に
、
修
道
士
や
俗
人
説
教

師
を
養
成
す
る
た
め
の
規
定
が
公
布
さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
に
あ
る
神
学
校
ゲ
ル
マ
ニ

ク
ム

C
O
『
ヨ
伊
豆

2
30を
訪
問
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
、
司
教
達
の
ロ

l
マ
と
の
交
流
は
制
限
さ
れ

た
。
教
皇
の
布
告
を
告
知
す
る
た
め
に
は
、
今
後
は
皇
帝
の
認
可
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

教
会
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
側
の
処
置
に
対
し
て
効
果
的
な
抵
抗
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
啓
蒙
的
な
思
想
（
フ
ェ
ブ
ロ
ニ
ウ
ス
主
義
明

5
2
2
2－
∞
ヨ
己
的
）
の
侵
入
は
か
れ

ら
の
力
を
内
部
的
に
弱
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
廃
止
（
一
七
七
三
年
）
は
か
れ
ら
か
ら
重
要
な

支
え
を
奪
っ
て
い
た
。
教
会
は
新
時
代
の
進
歩
的
対
抗
勢
力
に
対
し
て
無
力
の
波
間
に
漂
っ

て
お
り
、
し
だ
い
に
衰
退
へ
の
道
を
辿
っ
て
い
た
。
教
皇
ピ
ウ
ス
六
世
は
、
そ
の
ウ
ィ
ー
ン

訪
問
に
よ
っ
て
皇
帝
の
意
見
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
た
二
七
八
二
年
に
、

か
れ
は
、
国
家
教
会
主
義
的
指
令
の
撤
回
を
か
ち
得
ん
が
た
め
に
個
人
的
に
ウ
ィ
ー
ン
を
訪

問
し
た
。
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
会
を
改
革
す
る
た
め
の
皇
帝
の
処
置
は
そ
の
後

も
力
強
く
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
圏
内
政
治
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
構
造
の
上
に
非
常
に
深
い
足
跡
を
の
こ
し
た
の
で
あ
る
。

圏
内
政
策
の
上
で
の
第
二
の
大
き
な
問
題
は
ふ
た
た
び

ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
で
あ

っ
た
。
歴

史
的
に
生
成
せ
る
権
利
へ
の
合
理
主
義
的
な
嫌
悪
感
を
伴
う
啓
蒙
主
義
的
、
中
央
集
権
的
な

管
理
国
家
の
観
念
は
、
古
来
の
国
法
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
独
立
性
の
理
念
を
有
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
・
お
い
て
は
、
当
然
相
互
に
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は

勿
論
こ
の
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
に
放
置
し
た
が
、
危
険
な
状
態
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に

門
管
を
と
り
去
る
す
べ
は
心
得
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

独
立
性
を

一
切
顧
慮
せ
ず
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
を
己
れ
の
考
え
に
よ
っ
て
解
決
す
る
、
す
な

わ
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
州
と
し
て
と
り
扱
う
と
の
堅
い
決
意
を
も
っ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の

支
配
者
の
地
位
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
れ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
憲
法
に
対

す
る
宣
誓
を
さ
け
る
べ
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
と
し
て
の
戴
冠
を
原
則
的
に
拒
絶
し
た
。
そ
し

- 20 -

て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
王
冠
は
、
べ

l
メ
ン
の
ヴ
ェ
ン
ツ
エ
ル
王
冠
と
同
様
に

ウ
ィ
ー
ン
の
ホ
l
フ
ブ
ル
ク
に
も
ち
運
ば
れ
た
。
ま
た
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
は
、
従
来
は
ラ
テ

ン
語
が
官
庁
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
も
、
官
庁
語
と
し
て
の

ド
イ
ツ
語
の
導
入
を
命
令
し
た
。
そ
の
結
果
、
広
大
な
多
民
族
国
家
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、

以
後
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
言
葉
が
民
族
相
互
間
な
ら
び
に
民
族
を
超
え
た
相
互
了
解
の
手
段
と

し
て
ひ
ろ
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
国
家
的
改
革
｜
｜
司
法
、
税
制
、
教
会

上
の
｜
｜
も
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
に
ま
で
も
拡
大
施
行
さ
れ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
あ
ら

た
に
州
？
，

o
i
B
に
分
割
さ
れ
、
古
来
の
県
同

o
E
Z円
の
区
分
は
し
だ
い
に
く
ず
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
絶
対
主
義
権
力
に
と
っ
て
一
つ
の
力
だ
め
し
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
徹
底
的

な
遂
行
が
は
か
ら
れ
た
。
も
と
よ
り
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
十
年
と
い
う
治
世
は
、
こ
の
問
題

を
か
れ
の
考
え
方
に
お
い
て
解
決
す
る
た
め
に
は
あ
ま
り
に
も
短
命
に
す
ぎ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。

一
七
八
七
年
に
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
と
ロ
シ
ア
女
帝
カ
ザ
リ
ン
二
世
は
、
ト
ル
コ
に
対
す
る

共
通
の
行
動
を
申
し
合
わ
せ
る
た
め
に
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ケ
ル
ソ
ン
で
会
見
し
た
。
そ
の
と

き
の
協
定
に
基
い
て
、
同
年
に
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
は
大
き
な
成
果
を
収
め
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
は
気
ま
ぐ
れ
な
戦
運
と
と
も
に
戦
っ
た
。
ラ
ウ
ド
ン
将
軍
は
、

一
七
八
七
年
に

ふ
た
た
び
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
を
占
領
し
た
。

一
七
九

O
年
の
は
じ
め
に
、
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
は
四
十
九
歳
を
も

っ
て
残
し
た
。
そ
の
統
治

の
最
後
の
年
は
失
敗
と
後
退
の
連
続
で
あ
り
、
不
運
な
ト
ル
コ
戦
争
は
は
で
し
な
く
つ
づ
け

ら
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
一
七
八
九
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
総
督
に
対
す
る
反
乱
が
お
こ
っ
て

い
た
。
そ
れ
よ
り
少
し
お
く
れ
て
、
パ
リ
で
は
、
か
れ
の
妹
マ
リ
l
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の

地
位
を
危
く
し
た
と
こ
ろ
の
大
革
命
が
勃
発
し
た
。

ま
た
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
は
貴
族
の
抵
抗

が
容
易
に
鎮
静
せ
ず
、
皇
帝
は
、
そ
の
治
世
最
後
の
数
か
月
間
、
数
多
く
の
改
革
的
措
置
を

撤
回
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
が
死
の
床
に
臥
し
た
と
き
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
代
表
は
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
の
王
冠
を
盛
大
な
行
列
を
作
っ
て
オ

l
フ
ェ

ン
へ

と
も
ち
帰
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
独
立
性
は
、
「
ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
集
権
主
義
」
に
対
し
て
ふ
た
た
び
勝
利
を
占

め
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

天
分
豊
か
な
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
非
常
に
ヴ
ァ
ラ
イ
エ
ツ
テ
ィ
に
富
む
人
間
性
は
、
同
時
代

人
や
後
世
の
人
々
に
よ
っ
て
ま
さ
し
く
種
々
様
々
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
の
中
に
ド
イ
ツ

「
国
民
主
義
」
の
代
表
者
を
見
ょ
う
と
す
る
の
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
か
れ
は
、
啓
蒙
的

絶
対
主
義
の
信
念
を
も
っ
た
代
表
者
、
熱
烈
な
改
革
者
、
天
分
に
め
ぐ
ま
れ
た
純
粋
な
人
間

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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浮
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
政
策
は
、
ま
さ
し
く
ケ
ル
ン
の

大
司
教
領
が
数
世
紀
聞
を
通
じ
て
一
種
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
付
属
の
聖
職
領
を
な
し
て

い
た
（
一
五
八
三

1
一
七
六
二
関
係
上
、
か
ね
て
よ
り
低
ラ
イ
ン
地
方
に
深
い
利
害
関
係

を
有
し
た
。
そ
の
大
司
教
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
ケ
ル
ン
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
よ
り
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
次
男
以
下
の
王
子
が
代
々
選
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、

バ
イ
エ
ル
ン
は
、
こ
の
ケ
ル
ン
の
選
帝
侯
の
こ
と
に
関
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
協
力
関
係
を
保

っ
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
バ
イ
エ
ル
ン
の
利
害
関
心
の
あ
り
方
か
ら

臆
測
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
が
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
と
の
領
土
交
換
に
応
ず
る
も
の
と

期
待
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
七
五
六
年
の
「
同
盟
の
革
命
」
以
来
、
も
は
や
ド
イ
ツ
国
内
の
争
い
へ

の
介
入
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
・
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
国
内
の
難
局
ー
ー

は
て
し
な
い
財
政
危
機
ー
ー
に
よ
っ
て
強
力
な
外
交
政
策
の
展
開
が
阻
止
さ
れ
て
い
た
。
ウ

ィ
ー
ン
は
、
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
側
の
暗
黙
の
同
意
を
も
確
認
し
た
。

一
七
七
七
年
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
選
帝
侯
マ
ッ
ク
ス
三
世
・
ヨ
ー
ゼ
フ
が
残
し
た
。
正
統
の

相
続
人
た
る
フ
ァ
ル
ツ
の
カ

l
ル
・
テ
オ
ド
l
ル
は
、
低
バ
イ
エ
ル
ン
と
上
フ
ァ
ル
ツ
の
一

部
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
決
意
せ
し
め
ら
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
低
バ

イ
エ
ル
ン
を
占
領
し
た
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
は
対
抗
上
べ

l
メ
ン
に
進
入
し
た
。
フ

リ
l
ト
リ
ヒ
二
世
は
こ
の
よ
う
な
領
土
拡
大
を
許
そ
う
と
は
せ
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、

一
七
七
九
年
の
テ
ッ
シ
エ
ン
の
和
約
で
イ
ン
・
フ
ィ
｜
ル
テ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
で
満
足
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
和
約
締
結
と
そ
の
前
史
に
・
お
い
て
ロ
シ
ア
の
勢
力
も
介
入
し
、

フ
ラ
ン
ス
と
共
同
で
協
定
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
で
、
皇
帝
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
が

数
年
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
と
の
交
換
に
お
い
て
再
度
バ
イ
エ
ル
ン
を
獲

得
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
ザ
ク
セ
ン
、
ハ
ノ

l
ヴ
ァ

l
、
さ
ら
に
そ
の
後

に
加
入
し
た
多
く
の
諸
国
家
と
の
聞
に
ド
イ
ツ
諸
侯
同
盟
百
可

E
S
E
E
を
つ
く
り
上
げ

た
。
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
は
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
内
部
の
同
盟
結
成
に
直
面
し
て
後
退
し
、
そ

の
計
画
を
放
棄
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
バ
イ
エ
ル
ン
を
獲

得
す
る
と
い
う
も
く
ろ
み
は
失
敗
し
、
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
も
失
わ
れ
た
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

ヨ
l
ゼ
フ
二
世
が
そ
の
母
の
死
後
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
全
体
国
家
の
単
一
支
配
者
と
な
っ
た
と

き
、
か
れ
は
、
と
り
わ
け
国
内
改
革
を
す
す
め
る
こ
と
に
自
己
の
使
命
を
見
出
し
た
。
か
れ

は
、
法
に
し
た
が
っ
て
視
察
し
、
命
令
し
、
監
督
せ
ん
が
た
め
に
し
ば
し
ば
旅
行
を
し
た
。
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ま
た
、
首
都
と
中
央
官
庁
に
よ
っ
て
意
の
ま
ま
に
支
配
さ
れ
る
中
央
集
権
国
家
の
状
態
を
眼

前
に
現
出
せ
し
め
る
こ
と
を
そ
の
狙
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
は
、
進
歩
の
思
想
、
一
般

教
育
、
自
由
、
体
僕
制
の
廃
止
な
ど
新
時
代
の
思
想
に
よ
っ
て
強
く
動
か
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
多
く
の
革
新
的
な
理
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
そ
れ
に
対
し
て
広
い
突
破
口
を
与
え
る

以
前
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
な
ら
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
で
は
あ
る
程
度
実
現
を
み
る
に
い
た

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

体
僕
制
「
巴
ゲ
2
m
g
的。
zr
の
廃
止
は
、
す
で
に
一
七
七
六
年
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の

時
代
に
皇
太
子
ヨ

l
ゼ
フ
の
影
響
で
公
布
さ
れ
て
い
た
（
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
一
八

O
七
年
に

は
じ
め
て
公
布
さ
る
）
。
さ
ら
に
、
皇
帝
は
、
一
七
八
一
年
、
即
住
後
ま
も
な
く
一
般
的
な
寛

容
勅
令
↓
o

－2
2
N
Z百
三
を
公
布
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
宗
派
は
自
由
で
公

然
た
る
礼
拝
行
為
に
つ
い
て
の
同
等
の
権
利
を
認
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
い
で
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
普
遍
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
問
題
と
し
て
、
法
律
改

革
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
期
絶
対
主
義
の
諸
国
家
は
民
法
お
よ
び

刑
法
の
完
全
な
法
典
の
編
纂
に
対
し
て
強
い
関
心
を
示
し
た
が
、
と
り
わ
け
刑
法
の
領
域
で

人
権
の
問
題
が
提
示
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
拷
問
の
廃
止
、
「
法
律
な
く
し
て
刑
罰
な
し
」

コ己＝

0
3
0
5
巴コ
o
r
m
o
と
「
何
人
も
己
れ
の
事
件
に
・
お
い
て
裁
判
官
た
り
え
ず
」

コ0
5
0

古
島

2
5
2ロ
g
官
。
育
g
の
原
則
の
実
施
、
裁
判
官
の
独
立
と
そ
の
地
住
の
保

証
、
な
ら
び
に
刑
法
に
お
け
る
類
推
の
排
除
な
ど
は
そ
れ
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
全
体
国
家
は
当
時
民
法
の
法
典
を
も
編
纂
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の

準
備
が
す
で
に
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
（
一
七
五
三
年
）
後
、
本
格
的

な
作
業
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
以
後
半
世
紀
以
上
に
も
わ
た
っ
て
作
業
が
続

行
さ
れ
、
一
八
一
一
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
敗
戦
の
後
、
「
一
般
民
法
典
」
〉
＝
宮
5
2
2

巴
可
mo
ユ－
0
7
0
2
2
N
E
。r・
と
し
て
よ
う
や
く
公
布
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
疑
い
も
な
く
ド
イ
ツ
の
法
典
編
纂
の
中
で
も
っ
と
も
偉
大
な
業
蹟
で
あ
っ
た
。

次
に
、
啓
蒙
的
支
配
者
の
改
革
企
図
は
、
と
り
わ
け
在
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
地
位
に

対
し
て
向
け
ら
れ
た
。
皇
帝
が
そ
の
教
会
政
策
に
・
お
い
て
、
よ
り
多
く
国
家
政
治
の
観
念
に

よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
教
会
の
道
徳
的
革
新
と
い
う
狙
い
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ

た
か
と
い
う
意
見
の
対
立
は
、
よ
り
深
い
意
味
か
ら
す
れ
ば
・
お
よ
そ
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。
啓
蒙
主
義
的
に
中
央
集
権
化
さ
れ
た
国
家
は
、
教
育
と
進
歩
の
精
神
に
お
い
て
、
つ

ね
に
そ
の
人
民
の
安
全
と
幸
福
の
た
め
に
配
慮
す
べ
き
権
利
と
義
務
と
を
要
求
し
た
。
こ
の

よ
う
な
自
己
理
解
に
よ
り
、
人
民
の
生
活
の
中
の
一
部
の
領
域
に
対
す
る
国
家
の
配
慮
が
教
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な
存
在
ロ
o
E
Z
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

は
事
実
上
国
家
教
会
で
あ
り
、
特
権
的
な
法
的
地
位
を
有
し
た
。
だ
が
、
き
れ
ば
と
い
っ
て

そ
の
こ
と
の
ゆ
え
に
他
の
宗
教
団
体
が
抑
圧
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
カ

ト
リ

ッ
ク
以
外
の
教
会
は
、
そ
れ
が
大
集
団
を
占
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
自
由

な
礼
拝
を
行
う
権
利
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
小
集
団
の
場
合
に
は
、
勿
論
、
そ
の
権
利
は
よ

り
少
い
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
こ
こ
で
は
法
律
的
な
意
味
に
お
い
て
で
は

な
く
、
政
治
的
な
意
味
に
お
い
て
一
ヶ
の
帝
国
教
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
司
教
達
の
社
会

的
な
出
自
に
よ
り
、
そ
れ
は
ま
だ
つ
ね
に
貴
族
の
教
会
で
あ
り

つ
づ
け
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時

代
の
混
乱
期
に
い
た
る
ま
で
、
司
教
の
地
位
は
貴
族
の
一
族
、
し
ば
し
ば
有
力
な
家
族
の
第

二
子
以
下
の
息
子
達
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
五
九
八

1

一
六
六
四
年
の
時
代
に
お
け
る
パ
ッ
サ
ウ
の
領
主
司
教
は
例
外
な
し
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の

公
出
身
の
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ケ
ル
ン
の
大
司
教
・
選
帝
侯
の
地
住
は
、
ほ
ぼ
二
百
年
を

通
じ
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
王
子
で
占
め
ら
れ
た
｜
｜
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
俣
の
一
種

の
聖
職
者
次
子
領
と
し
て
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
と
の
聞
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
再

三
に
わ
た
っ
て
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
古
バ
イ
エ
ル
ン
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ニ
イ
デ
ル

ラ
ン
ト
（
ベ
ル
ギ
ー
）
と
の
交
換
に
よ
っ
て
獲
得
せ
ん
と
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
政
策
的
計

画
を
み
ち
び
く
こ
と
に
な

っ
た
。
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啓
蒙
主
義
、
革
命
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

第
八
章

偉
大
な
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
女
帝
の
後
を
つ
い
だ
の
は
、
一
七
四
一
年
と
い
う
嵐
の
年
に

生
を
享
け
た
そ
の
長
子
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
で
あ
っ
た
。
こ
の
母
と
子
は
、
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世

・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
の
死
去
以
来
、
互
い
に
十
分
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
両
者
は

人
間
と
し
て
性
格
的
に
異
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
母
の
強
さ
は
自
己
の
中
に
宿
る
心
情

。OB
E
と
主
婦
と
し
て
の
賢
明
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
の
異
常
な
程
の
確
固
不
動
性
に
基
く
も

の
で
あ
り
、
息
子
の
方
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
欠
け
て
い
た
。
か
れ
は
す
る
ど
い
理
解
力
、

高
い
義
務
意
識
、
そ
し
て
大
い
な
る
勤
勉
性
を
有
し
、
全
体
的
に
見
る
と
天
分
豊
か
な
人
物

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
れ
は
燃
え
る
よ
う
な
性
急
さ
に
充
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

態
度
で
実
際
の
行
動
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
性
急
さ
の
気
分
を
も
っ
て
完
全
な
支
配
権
力
を
掌
握
す
る
こ
と
を

待
ち
望
ん
で
い
た
。
勿
論
、
か
れ
は
一
七
六
四
年
以
来
ロ
ー
マ
・
ド
イ
ツ
王
、
一
七
六
五
年

以
来
｜
｜
父
フ
ラ
ン
ツ
一
世
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
死
後
｜
｜
ロ
ー
マ
・
ド
イ
ツ
皇
帝
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
神
聖
な
職
務
は
す
で
に
以
前
か
ら
権
力
の
実
体
の
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

事
実
上
ば
ら
ば
ら
に
分
裂
を
遂
げ
て
い
た
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
皇
帝
の
力
は
、
も
は
や
単

に
形
骸
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
全
体
国
家
に
お
い
て
も
、
か

れ
は
一
七
六
五
年
以
来
母
帝
を
輔
佐
す
べ
き
共
同
統
治
者
（
摂
政
）
の
任
に
あ
っ
た
が
、
そ

れ
と
て
も
形
式
的
な
も
の
で
、
国
事
に
関
し
て
決
定
的
な
寄
与
を
な
す
こ
と
を
認
め
ら
れ
て

は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ヨ
l
ゼ
フ
二
世
は
、
バ
ロ

ッ
ク
や
反
宗
教
改
革
の
思
想
界
か
ら
は
遠
く
隔
た
る
ほ
と
ん
ど

啓
蒙
主
義
の
子
と
も
い
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の
賛
美
者
と
し
て
の
か

れ
は
、
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
二
世
の
賛
美
者
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
か
れ

は
、
そ
の
母
の
存
命
中
す
で
に
ド
イ
ツ
皇
帝
に
も
選
ば
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
期
に
皇
帝

の
権
力
を
拡
大
す
る
た
め
の
地
盤
を
獲
得
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
た
。
し
か

し
、
こ
の
努
力
に
・
お
い
て
も
、
か
れ
は
、
後
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
領
の
支
配
者
と
し
て
行
な

っ
た
十
年
間
の
こ
こ
ろ
み
が
失
敗
し
た
の
と
全
く
同
様
に
、
完
全
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

は
や
く
も
一
七
六
九
年
に
、
か
れ
は
、
今
や
プ
ロ
イ
セ
ン
領
と
な
っ
た
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン

の
ナ
イ
セ
の
地
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
を
訪
問
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
家
的
訪
問
行
事
は
、
領
土

を
放
棄
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
象
徴
的
な
確
認
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
翌
年
、
メ

l
レ
ン

の
ノ
イ
シ
ユ
タ
ッ
ト
で
そ
れ
に
対
す
る
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
の
答
礼
訪
問
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
の
接
近
外
交
に
関
連
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
ま
た
｜
｜
最

初
は
不
本
意
に
｜
｜
、
第
一
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
（
一
七
七
二
年
）
に
加
わ
り
、
他
の
二
国

と
の
共
同
行
動
を
展
開
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ガ
リ
ツ
イ

ア
と
ロ
ド
メ
リ
ア
、
プ

ロ
イ
セ

ン
は
エ
ル
ム
ラ
ン
ド
と
西
プ
ロ
イ
セ
ン
、

ロ
シ
ア
は
ヴ
ィ
テ

ブ
ス
ク
と
モ
ヒ
レ
ヴ
周
辺
の
領
域
を
そ
れ
ぞ
れ
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

は
第
二
次
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
（
一
七
九
三
年
）
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
。
第
三
次
の
完
全
な

分
割
・
解
体
に
さ
い
し
て
、
北
部
の
小
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ル
プ
リ
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
を
含
む
マ
ゾ
ヴ
ィ
ア
は
プ

ロ
イ
セ

ン
、
ク
ー
ル
ラ
ン
ド
、
リ
タ
ウ

エ
ン
と
ヴ
ォ

l
ル

ニ
ア
は
ロ
シ
ア
の
有
と
な
っ
た
。

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
領
土
た
る
古
バ
イ
エ
ル
ン
の
地
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ニ
イ
デ
ル

ラ
ン
ト
、
今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
と
交
換
に
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
全
体
国

家
の
政
治
的
な
重
み
を
強
化
せ
ん
と
の
ヨ

l
ゼ
フ
二
世
の
企
図
は
、
よ
り
重
大
で
あ
っ
た
。

こ
の
、
過
去
に
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
計
画
が
今
や
あ
ら
た
め
で
現
実
の
問
題
と
し
て

一18-
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か
く
し
て
、

三
次
に
わ
た
る
「
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
戦
争
」
に
よ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
強
国
の
地
住
へ
の
上
昇
を
闘
い
と
っ
た
。
勿
論
、
そ
れ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
国
家
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
ご
と
き
大
勢
力
に
準
ず
る
第
二
級
の
勢
力
と
し

て
で
は
あ
っ
た
が
。
そ
れ
に
し
て
も
、
以
後

一
八
六
六
年
に
い
た
る
ま
で
そ
の
状
態
が
持
続

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
イ
セ
ン
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

諸
列
強
の
勢
力
の
配
置
は
完
全
に
あ
ら
た
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

ブ
ル
ボ
ン
家
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
聞
の
協
力
関
係
は
そ
の
ま
ま
存
続
し
つ
づ
け
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
両
王
朝
間
の
婚
姻
的
結
合
に
よ
っ
て
強
固
な
も
の
と
さ
れ
た
。

一
七
七

O

年
、
マ
リ

l
・
ア
ン
ト
ワ
ネ

ッ
ト
は
フ
ラ
ン
ス
王
太
子
た
る
の
ち
の
国
王
ル
イ
十
六
世
と
結

婚
、
マ
リ
ア
・
カ
ロ
リ
ー
ナ
も
ブ
ル
ボ
ン
系
の
両
シ
チ
リ
ア
王
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト

一
世
と

結
婚
さ
せ
ら
れ
た
。
一

七
八
四
年
に
ハ
フ
ス
ブ
ル
ク
家
の

一
人
が
は
じ
め
て
ケ
ル

ン
の
選
帝

侯
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
に
お
い
て
な
が
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ツ

一
世
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
は
一
七
六
五
年
に
残
し
た
。
そ
の
と
き
の
女
帝
の
悲
嘆

ぷ
り
は
見
る
も
無
残
な
ほ
ど
人
々
の
感
動
を
誘
う
も
の
が
あ
っ
た
。
疑
い
も
な
く
こ
の
結
婚

生
活
の
中
に
他
に
比
す
る
も
の
の
な
い
程
の
巨
き
な
意
味
を
与
え
て
い
た
彼
女
は
、
そ
の
夫

の
死
に
直
面
し
て
打
ち
ひ
し
が
れ
、
深
く
気
落
ち
さ
せ
ら
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
、
彼
女
は
、
そ
の
悲
し
み
を
終
生
完
全
に
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

重
苦
し
い
心
痛
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
、
そ
の
大
家
族
の
た
め
に
不

断
に
配
慮
し
つ
守
つ
け
た
。
ま
た
、
彼
女
は
、
そ
の
広
大
な
帝
国
内
の
数
多
く
の
民
族
に
対
し

て
、
合
理
的
な
計
画
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
家
庭
の
中
で
の
母
の
よ
う
な
仕
方
で
統

治
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
、
そ
の
子
供
達
の
教
育
に
さ
い
し
て
も
多
く
の
達
見
と
熟
練
ぷ

り
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
十
六
人
の
子
供
は
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
と
の
幸
福

な
結
婚
生
活
の
き

っ
か
り
二
十
年
の
間
に
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

二
人
は
幼
年

期
、
四
人
は
青
年
期
に
亡
く
な
っ
た
。
十
人
の
子
供
が
成
人
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
ヨ

l

ゼ
フ
二
世
と
そ
の
弟
の
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
と
い
う
こ
人
の
皇
帝
、
ル
イ
十
六
世
の
妻
マ
リ
l

．
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
と
両
シ
チ
リ
ア
の
王
妃
マ
リ
ア

・
カ
ロ
リ
ー
ナ
と
い
う
二
人
の
王
妃
が

い
た
。
こ
れ
ら
の
王
子
、
王
女
達
は
力
強
く
決
断
力
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
一
人
の
息
子

は
ミ
ラ
ノ
の
総
督
、
他
の
一
人
は
ケ
ル
ン
の
選
帝
侯
と
な
り
、
二
人
の
娘
は
修
道
院
に
入
っ

た
。
彼
女
は
存
命
中
の
間
、
す
べ
て
の
子
供
達
と
な
が
い
手
紙
の
や
り
と
り
を
つ
づ
け
た
。

一
七
六
五

1
八

O
年
の
聞
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
大
い
な
る
圏
内
的
繁
栄
の
時
代
で
あ
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っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
平
和
の
気
運
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
は
解
決
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
勿
論
焦
眉
の
急
で
も
な
か
っ
た
。
ア
ル
プ
ス
地
方
や
ズ
デ

l
テ
ン
地

方
で
は
工
業
が
栄
え
、
豊
か
な
べ
l
メ
ン
の
自
然
は
そ
の
生
産
的
能
力
を
具
体
的
に
示
し
は

じ
め
た
。
オ
ス
タ
ン
ド
や
ト
リ
エ
ス
ト
に
お
け
る
海
外
貿
易
も
し
だ
い
に
成
長
し
、
帝
国
の

経
済
に
重
要
な
役
割
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
十
五
年
間
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
の
絶
項
期
で
も
あ
っ
た
。
当
時
、

壮
大
な
修
道
院
や
僧
院
、
地
方
の
大
領
主
貴
族
の
夏
の
別
荘
、
大
都
市
（
ウ
ィ
ー
ン
、
プ
ラ

ハ
、
グ
ラ

l
ッ
、
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
）
に
お
け
る
冬
の
宮
殿
な
ど
が
さ
か
ん
に
計
画
さ
れ
、
建

設
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
に
は
、
太
陽
王
（
ル
イ
十
四
世
）
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
対
す
る

政
治
的
な
対
抗
誇
示
と
し
て
途
方
も
な
い
大
き
さ
で
設
計
さ
れ
、
増
築
拡
張
さ
れ
た
皇
帝
の

居
城
た
る
シ
ェ
l
ン
ブ
ル

ン
城
が
出
来
上
が
っ
た
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
貴
族
社
会
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
内
の
小
領
邦
よ
り
も
大
き
な
土
地
所

有
を
自
称
し
た
大
領
主
貴
族
三
お
コ
巳
の
家
族
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、

そ
の
領
内
に
独
自
の
警
察
と
裁
判
所
と
を
有
し
た
。
し
か
し
、
勿
論
、
こ
の
勢
力
の
あ
る
家

族
と
い
え
ど
も
、
国
家
主
権

1
l帝
国
議
会
を
構
成
す
る
身
分

l
lへ
の
上
昇
を
達
成
す
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
か

っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
皇
帝
の
宮
廷
は
、
こ
の
よ
う
な
動

き
を
阻
止
し
う
る
程
に
強
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
貴
族
は
、
そ
の
出
身
系
統
か
ら
す
る
と
き
わ
め
て
国
際
的
で
、
ド

イ
ツ
系
、
イ
タ
リ
ア
系
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
ほ
か
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
系
や
フ
ラ
ン
ス
系
の
家
族

も
混
じ
っ
て
い
た
。
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
プ
ス
地
方
は
こ
の
傾
向

に
関
与
す
る
こ
と
が
少
く
、
ウ
ィ
ー

ン
の
貴
族
社
会
と
は
ほ
と
ん
ど
没
交
渉
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
信
仰
の
篤
い
チ
ロ
ル
地
方
は
数
多
く
の
司
教
を
有
し
、

シ
ユ
タ
イ
エ
ル
マ
ル

ク
の
剣
士
貴
族
は
対
ト
ル
コ
戦
争
で
相
当
の
役
割
を
演
じ
て
き
た
が
、
か
れ
ら
は
帝
国
の
指

導
の
頂
点
に
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

古
来
の
プ
ロ
イ
セ
ン
貴
族
が
独
自
の
ル

l
ツ
か
ら
出
て
数
世
代
以
上
に
も
わ
た
る
不
変
性

を
示
し
た
の
に
反
し
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
貴
族
的
上
層
部
は
そ
の
大
部
分
が
異
民
族
系

で
、
連
綿
た
る
血
統
的
由
来
を
も
た
ず
、
そ
の
気
持
ち
ゃ
態
度
に
お
い
て
国
際
的
で
あ
っ
た
。

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
フ
ォ
ン
・
プ
レ
ラ
ド
ヴ
ィ
ッ
チ

Z
F
o
F
E
〈
O
コ
ァ
，

o
E門

戸

o
i与
が

提

示

し
て
い
る
ご
と
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
は
固
有
の
貴
族
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
は
「
貸
し

出
さ
れ
た
」

2
∞mo

－－0
7
2
2
貴
族
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
は
、
勿
論
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
の
す
べ
て
の
地
方
に
・
お
い
て
正
統

有明工業高等専門学校紀要
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な
か
っ
た
一
七
四

0
1四
一
年
と
い
う
不
運
な
年
に
お
い
て
も
か
た
く
な
に
ま
も
り
つ
づ
け

ら
れ
た
若
き
女
支
配
者
の
毅
然
た
る
態
度
こ
そ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
家
を
救
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
は
、
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
や
上
イ
タ
リ
ア
に
・
お
い
て
、
ま
た
と
り

わ
け
海
外
で
は
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
聞
の
戦
い
と
し
て
さ
ら
に
つ
づ
け
ら
れ
た
。
こ

の
戦
い
は
ア

l
へ
ン
の
和
約
（
一
七
四
八
年
）
を
も
っ
て
終
結
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
そ
の

内
容
は
ド
レ

ス
デ
ン
和
約
の
若
干
の
規
定
を
も
包
含
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
は
、
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
の
譲
渡
の
確
認
、
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
の
承

認
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
位
継
承
の
保
証
な
ど
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
今
や
、
そ
れ
ま

で
そ
の
支
配
下
に
・
お
い
て
い
た
上
イ
タ
リ
ア
の
領
土
の
大
部
分
を
失
う
に
い
た
っ
た
。
ミ
ラ

ノ
公
園
の
一
部
は
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
（
ピ
エ
モ
ン
ト
）
王
国
へ
、
パ
ル
マ
・
お
よ
び
ピ
ア
ツ
エ
ン

ツ
ァ
の
公
園
は
ス
ペ
イ
ン
の
ブ
ル
ボ
ン
家
の
次
子
領
∞
呉

E門

rms
－2
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

譲
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
プ
ル
ボ
ン
家
の
政
策
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
勢

力
の
系
列
か
ら
完
全
に
排
除
す
る
と
い
う
本
来
の
徹
底
し
た
目
標
を
達
成
す
る
ま
で
に
は
い

た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
勢
力
を
あ
る
程
度
犠
牲
に
し
て
そ

の
領
土
拡
大
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
内
部
で
の
戦
い
は

一
応
終
結
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
は
ド

イ
ツ
皇
帝
の
地
位
を
保
持
し
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
皇
帝
権
と
い
う
夢
は

結
局
は
見
果
て
ぬ
ま
ま
に
終
っ
た
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
肥
沃
な
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン

の
喪
失
と
い
う
事
実
を
忘
れ
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
有
能
な
宰
相
カ
ウ
ニ

ツ
ツ
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
交
は
、
プ
ロ
イ
セ

ン
に
対
す
る
報
復
戦
争

へ
の
見
通
し
を
も
っ
て
、
あ
ら
た
に
一
ヶ
の
大
同
盟
を
樹
立
す
る
こ
と
を
画
策
し
は
じ
め
た
。

ま
ず
最
初
に
、
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
帝
と
の
同
盟
が
結
ぼ
れ
た
（
一
七
四
六
年
の
ペ
テ

ル
ス
ブ
ル
ク
条
約
）
。
さ
ら
に
、
小
国
家
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
包
囲
政
策
が
つ
づ
け
ら
れ
、

カ
ウ
ニ
ッ
ツ
は
そ
れ
こ
そ
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
を
達
成
し
た
。
十
五
世
紀
末
以
来
つ
守
つ
い
た

ブ
ル
ボ
ン
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
の
永
年
に
わ
た
る
敵
対
関
係
を
な
げ
う
っ
て
、

A
7
や
フ
ラ
ン

ス
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
あ
ら
た
な
同
盟
国
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
同
盟
関
係
の
革
命
」
（
外
交
革
命
「

g〈ぬ吋印。
5
2
H
仏

2
巳一
g
コ
2
印
）
こ

そ
は
、
部
分
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
の
海
外
に
お
け
る
葛
藤
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
生
ず
る
に
い
た
っ
た
も
の
と
も
い
え
る
。
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一
七
五
六
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

l
の
中
立
条
約
を
結

び
、
支
援
を
約
束
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
大
陸
政
策
は
、
十
七

1
十
八
世
紀
を
通
じ
、
あ
る
特

定
の
大
陸
勢
力
と
の
同
盟
関
係
を
樹
立
し
、
こ
れ
を
財
政
的
な
援
助
と
ご
く
わ
ず
か
な
派
遣

軍
と
を
も
っ
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
々
の
戦
争
を
つ
ね
に
優
勢
に
す
す
め
て
き

た
。
今
や
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
敵
対
者
た
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
側
に
歩
み
寄
っ
た

の
で
、
カ
ウ
ニ
ッ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
に
ひ
き
ょ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

で
あ
る
。

一
七
五
六
年
、
ブ
ル
ボ
ン
家
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
聞
に
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
お
ど
ろ
か
せ
た
。
そ
の
後
、
七
年
戦
争
（
あ
る
い
は
第
三
次
シ
ユ
レ

l

ジ
エ
ン
戦
争
。
一
七
五
六

1
六
一
二
）
と
よ
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
戦
争
は
、

翌
年
に
開
始
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
二
世
は
直
ち
に
ザ
ク
セ
ン
に
侵
入
し
、

そ
の
敵
対
者
達
の
機
先
を
制
し
た
（
ド
レ
ス
デ
ン
、
ピ
ル
ナ
、
ロ
ボ
ジ
ッ
ツ
に
お
け
る
勝
利
）
。

レ
l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
国
会
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
帝
国
戦
争
を
宣
言
し
た
。

一
七
五
七
年
に
は
、
戦
争
の
経
過
の
中
で
の
も

っ
と
も
険
悪
な
局
面
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

フ
リ
l
卜
リ
ヒ
は
コ
リ
ン
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
、
グ
ロ
ッ
ス
エ

l
ゲ
ル
ン
ド
ル
フ
で
ロ
シ
ア

に
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
破
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ロ
ス
パ
ハ
で
フ
ラ
ン
ス
を
、
ロ
イ
テ
ン

で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
破
る
と
い
う
こ
つ
の
輝
か
し
い
勝
利
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
の
年
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
大
同
盟
の
圧
力
下
で
、
も
っ
と
も
重
大
な
苦
境
に
お
ち
こ
ん
だ
。
ベ
ル
リ
ン
は

一
七
六

O
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
り
、
一
七
六

一
年
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

占
領
さ
れ
た
。
一
七
六
一
年
の
問
、
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
は
、
堅
固
に
防
備
さ
れ
た
ブ
ン
ツ
ェ
ン

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
要
塞
（
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
の
）
の
み
を
保
持
し
得
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
と
き
、
「
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
家
の
奇
蹟
」
が
お
こ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
帝
が
一
七
六
二
年
一
月
に
残
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ン
ハ
ル
ト

・
ツ
エ
ル
プ
ス
ト
家
の

王
女
ゾ
フ
ィ

l
・
ア
ウ
グ
ス
テ
（
ロ
シ
ア
女
帝
と
し
て
は
カ
ザ
リ
ン
二
世
）
と
結
婚
し
て
い

た
そ
の
後
継
者
ピ
ョ

l
ト
ル
三
世
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
賛
美
者
で
あ
り
、
直
ち
に
特
別
の
和

約
を
結
ん
で
戦
争
か
ら
離
脱
す
る
に
い
た
っ
た
。

七
年
戦
争
は
、
一
七
六
三
年
の
フ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
ブ
ル
ク
和
約
に
よ
っ
て
終
結
せ
し
め
ら
れ

た
。
そ
れ
は
単
に
旧
状
の
確
認
を
も
た
ら
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
は
シ
ユ
レ

l

ジ
エ
ン
を
保
持
し
、
ザ
ク
セ
ン
か
ら
撤
退
し
た
。
そ
し
て
、
大
公
ヨ
l
ゼ
フ
、

の
ち
の

ヨ
l

ゼ
フ
二
世
を
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
ぶ
こ
と
を
約
束
し
た
。

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
希
望
で
ロ
シ
ア
の
勢
力
を
釘
づ
け
に
す
る
た
め
に
戦
争
を
挑
発
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
に
対
抗
し
て
結
ぼ
れ
た
個
々
の
同
盟

と
利
害
共
同
体
と
を
ま
と
め
、
一
つ
に
結
集
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
ド
イ
ツ
の
個
々

の
小
国
家
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
国
中
心
主
義

的
な
傾
向
は
そ
の
当
時
全
く
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ

っ
た
。
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
二
世
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
将
軍
ベ
ッ
レ
ル
ス
ル
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
私
は
、
あ
な
た
が
真
先

に
ウ
ィ
ー

ン
に
入
る
の
を
見
た
く
て
た
ま
ら
な
い
の
だ
。」

A
7
や
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
生
れ
ん
と
す
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
全
体
国

家
の
防
衛
の
た
め
の
闘
い
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
勿
論
、
海
上
勢
力
た
る
イ
ギ
リ

ス
と
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
は
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
に
反
対
す
る
政
策
の
ゆ
え
に
、

今
回
も
ふ
た
た
び
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
側
に
与
し
た
。
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
同
盟
国
は
大

陸
内
で
の
勢
力
抗
争
に
・
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
若

き
女
支
配
者
は
、
こ
の
よ
う
な
不
運
な
年
に
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
独
立
意
識
の
強
い
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
み
を
の
こ
さ
れ
た
み
ず
か
ら
の
支
え
と
し
て
戦
う
と
い
う
危
険
な
状
況
に
あ

っ
た
。

彼
女
は
直
ち
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
会
が
召
集
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
の
地
に
赴
い
た
。

そ
の
国
会
は
、
歴
史
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
法
に
依
拠
し
て
の
要
求
に
・
お
い
て
尊
大
で
あ
り
、

女
王
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
夫
た
る
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
を
共
同
摂
政
と
し
て
認
め

る
こ
と
を
拒
絶
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
貴
族
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
の

戴
冠
式
に
さ
い
し
て
女
王
の
夫
が
彼
女
と
と
も
に
式
の
行
進
に
参
加
す
る
こ
と
を
す
ら
拒
ん

で
い
た
。
が
、
そ
の
よ
う
な
過
去
の
ゆ
き
が
か
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア

は
、
劇
的
な
光
景
の
中
で
涙
を
も

っ
て
そ
の
よ
う
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
の
考
え
方
を
変
え
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。（
「
わ
れ
ら
の
女
王
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
」
Z
×
コ

02∞可

2
5印
g
z
o
c印
玄

E，
g

↓7
0吋

mMEw－
）

そ
の
聞
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
選
帝
侯
カ

l
ル
・
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
は
べ

l
メ
ン
に
進
入
し
た
。

プ
ラ
ハ
に
お
い
て
、
べ

l
メ
ン
の
等
族
達
は
新
し
い
王
と
し
て
の
か
れ
に
忠
誠
を
誓
っ
た
。

そ
の
後
ま
も
な
く
、
か
れ
は
、
こ
の
軍
事
的
な
ら
び
に
政
治
的
な
成
功
の
印
象
の
も
と
で
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
ば
れ
た
（
カ

l
ル
七
世
・
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
二
七
四
二

i
四
五
）
。

一
七
四
二
年
に
第
一
次
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
戦
争
は
終
っ
た
。
プ
レ
ス
ラ
ウ
と
ベ
ル
リ
ン
で

プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
聞
に
特
別
の
和
約
が
結
ば
れ
、
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
の
大
部
分
の
地
域
が
割

議
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
に
は
古
来
べ

i
メ
ン
に
属
し
、
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
が
軍
事
的
な

理
由
か
ら
か
ね
て
重
視
し
て
い
た
低
シ
ユ
レ

i
ジ
エ
ン
の
全
部
、
上
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
の
大

部
分
な
ら
び
に
グ
ラ
ッ
ツ
伯
領
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
大
同
盟
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
が
離
脱
し
た
こ
と
は
、
戦
争

に
大
き
な
局
面
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
は
早
速
効
果
的
な
反
撃
態
勢
に
移

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍
は
プ
ラ
ハ
と
べ

l
メ
ン
か
ら
退
け
ら
れ
、
カ
ー
ル
七
世
は
上
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
放
棄
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
そ
し
て
、
つ
い
で
、
上
バ
イ
エ
ル
ン
と
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
と
同
盟
し
た
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
二
世

｜
｜
イ
ギ
リ
ス
と
ハ
ノ

l
ヴ
ァ

l
の
王
｜
｜
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
北
ド
イ
ツ
人
と
を
も

っ
て

編
成
さ
れ
た
軍
隊
｜
｜
「
実
用
軍
」
司
z
m
g
主印
O
Z
〉ココ
o
o
－
－
を
前
進
せ
し
め
、
デ
イ

ツ
テ
イ
ン
ゲ
ン
に
・
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
軍
を
破
っ
た
（
一

七
四
三
年
）
。

こ
の
よ
う
な
戦
果
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
勢
威
は
ふ
た
た
び
増
大
し
た
。
プ
ロ
イ
セ

ン
王
は
、
そ
の
以
前
に
獲
得
し
た
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
の
地
を
失
う
こ
と
を
お
そ
れ
、
あ
ら
た

め
て
戦
争
に
介
入
し
た
。

プ
ロ
イ
セ
ン
軍
は
、
こ
の
第
二
次
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
戦
争
に
・
お
い
て
一
時
は
プ
ラ
ハ
を
占

領
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
つ
い
で
ま
も
な
く
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
中
で
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
皇
帝
カ
ー
ル
七
世
・
ア
ル
プ
レ
ヒ

卜
は
残
し
た
。
か
れ
は
不
運
な
人
物
で
あ
り
、
同
時
代
人
の
判
断
に
・
お
い
て
も
そ
の
評
価
は

一
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
息
子
に
し
て
後
継
者
た
る
マ
キ
シ
ミ
リ
ア

ン
三
世
・
ヨ

l
ゼ
フ
は
、

フ
ユ
ツ
セ
ン
の
和
約
（
一
七
四
五
年
）
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
あ
ら
ゆ
る
相
続
継
承
権
を

放
棄
し
、
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ユ
テ
フ
ァ

ン
の
ド
イ
ツ
皇
帝
へ
の
選
出
を
支
持
す
る
旨
を
確
約
し

た。
ド
レ
ス
デ
ン
の
和
約
（
一
七
四
五
年
）
は
第
二
次
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
戦
争
を
終
結
せ
し
め

た
。
そ
れ
は
、
一
七
四
二
年
の
プ
レ
ス
ラ
ウ
の
仮
条
約
と
ベ
ル
リ
ン
和
約
の
内
容
を
強
化
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
追
加
事
項
と
し
て
、
フ
ロ
イ
セ
ン
王
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
を
皇
帝
と
し
て
承
諾
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

一
七
四
五
年
に
、
フ
ラ
ン

ツ

・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
は
ド
イ
ツ
の
選
帝
侯
達
に
よ

っ
て
皇
帝
に

選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
選
挙
と
戴
冠
と
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
内
部
で
の
争
い
は
終
り
を

告
げ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
た
と
え
大
き
く
か
っ
肥
沃
な
シ
ユ
レ
！
ジ
エ
ン
州
を
失
っ
た

に
せ
よ
、
と
に
も
か
く
に
も
伝
統
的
な
皇
帝
の
地
位
と
大
部
分
の
領
土
と
を
守
り
ぬ
い
た
の

で
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
勢
力
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
の
嵐
の
中
で
抹
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
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公
園
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
領
土
交
換
は
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
に
と
っ
て
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
の
女
相
続
人
と
の
名
誉
あ
る
結
婚
と
い
う
代
償
に
よ
っ
て
容
易
に
受
諾
し
得
る
も
の
で

あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ツ
一
世
・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
は
有
能
な
人
物
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
か
れ
は
、
同
時
代
人
な
ら
び
に
後
世
の
人
々
の
批
評
で
は
完
全
に
偉
大
な
妻
の

蔭
に
か
く
れ
る
影
の
人
と
な
っ
た
。
女
帝
は
、
そ
の
夫
た
る
フ
ラ
ン
ツ
一
世
・
シ
ユ
テ
フ
ァ

ン
が
皇
帝
に
選
ば
れ
、
王
と
な
っ
た
（
一
七
四
五
年
）
後
に
・
お
い
て
も
、
広
大
な
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
の
領
土
を
自
ら
統
治
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
か
れ
の
担
当
分
野
は
、

共
同
統
治
の
中
の
個
々
の
部
分
領
域
に
限
定
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

若
き
王
女
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
、
大
き
な
人
生
の
喜
び
に
充
た
さ
れ
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
や

ス
ペ
イ
ン
風
の
堅
苦
し
い
儀
礼
を
軽
蔑
す
る
女
性
で
あ
っ
た
。
即
位
す
る
ら
否
や
、
彼
女
は

即
座
に
式
部
官
を
廃
止
し
た
の
で
あ
る
。
加
う
る
に
、
彼
女
は
、
内
面
的
な
節
度
と
素
直
な

女
ら
し
さ
と
に
め
ぐ
ま
れ
、
ま
た
、
政
治
的
な
問
題
に
h

ぬ
い
て
も
、
お
ど
ろ
く
べ
き
程
の
志

操
堅
固
さ
や
異
常
な
ま
で
の
正
義
の
意
識
を
有
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
、
た
と
え
そ
の
夫

の
死
（
一
七
六
五
年
）
後
生
活
態
度
が
よ
り
厳
し
い
形
式
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
に
せ
よ
、

生
涯
を
通
ピ
て
こ
の
よ
う
な
原
則
を
守
り
つ
づ
け
た
。
は
や
く
も
二
十
歳
に
し
て
、
彼
女
は
、

す
る
ど
い
観
察
者
達
か
ら
非
凡
な
女
性
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
大
使

は
、
彼
女
の
こ
と
を
王
の
心
を
も
っ
て
い
る
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
即
位
の
後
、
直
ち
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
機
会
に
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
の
勢
力
を
弱
体
化
あ
る
い
は
破
滅
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
政
治
的
な
画
策
を
開
始
し

た
。
一
七
四
一
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
側
で
企
図
さ
れ
、
結
晶
さ
れ
た
計
画
は
・
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
皇
帝
権
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
世
襲
領
と

べ
l
メ
ン
は
ヴ
ィ
ツ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
カ

l
ル
・
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
に
、
メ

l
レ
ン
は
ザ
ク
セ

ン
の
ヴ
エ
ツ
テ
ィ
ン
家
に
、
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
は
プ
ロ
イ
セ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
、
と
。
ブ
ル
ボ
ン
家
の
ス
ペ
イ
ン
は
イ
タ
リ
ア
の
隣
接
地
方
を
、
フ
ラ
ン
ス
は
オ

ー
ス
ト
リ
ア
領
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
を
手
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
の
女
相
続
人
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
支
配
権
は
動
揺
常
な
き
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
み

に
限
定
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
の
ド
イ
ツ
皇
帝
へ
の
選
出
も
フ
ラ
ン
ス
の
影
響

力
を
も
っ
て
阻
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
（
一
七
四

0
1四
八
）
の
本
来
的
な
側
面
は
、
そ

れ
が
、
こ
の
大
い
な
る
格
闘
の
一
断
面
と
し
て
の
プ
ロ
イ
セ
ン
と
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
と
の

聞
の
闘
い
に
よ
っ
て
お
お
わ
れ
、
曇
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ひ
ど
く
印
象
の
薄
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
そ
れ
は
ブ
ル
ボ
ン
家
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
の
聞
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
戦
争
、
そ
し
て
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
聞
の
海
外
戦
争
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
と
の
聞
の
ド
イ
ツ
内
で
の
戦
争

が
終
結
し
た
（
一
七
四
五
年
）
と
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
は
ま
だ
海
外
に
お
い
て
続

行
さ
れ
て
い
た
（
一
七
四
五

1
四
八
）
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
選
帝
侯
カ

l
ル
・
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
世
襲
領
へ
の
要
求
を
打
ち
出
し
た
と
き
に
、
軍
事
的
、
政
治
的
な
進
行
を
開
始
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
が
か
れ
を
支
援
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
二
世
は
は
じ
め
、
シ

ュ
レ

l
ジ
エ
ン
公
領
の
リ

l
グ
ニ
ッ
ツ
、
グ
リ
l
ク
、
ヴ
ォ

l
ラ
ウ
、
ェ

l
ゲ
ル
ン
ド
ル
フ
、

そ
れ
に
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
の
主
要
部
分
の
譲
渡
を
代
償
と
し
て
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
側
の

味
方
を
し
よ
う
と
申
し
出
た
。
そ
れ
に
対
し
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
助
言
者
達
は
、
先
行

き
に
見
込
み
の
な
い
不
安
な
状
況
に
直
面
し
て
、
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
の
提
議
を
受
け
容
れ

る
よ
う
忠
告
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
若
き
女
支
配
者
は
正
義
の
意
識
に
・
お
い
て
そ
れ
を
拒
絶
し

た
。
そ
こ
で
、
フ
リ

i
ト
リ
ヒ
は
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
へ
の
進
入
を
開
始
し
、
他
方
ほ
ぼ
同
じ

こ
ろ
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
軍
隊
は
べ

l
メ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
進
入
す
る
に
い

た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
歴
史
上
第
一
次
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
戦
争
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
る
第
一

次
の
戦
争
（
一
七
四

0
1四
二
）
が
お
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

小
国
家
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
十
七
世
紀
の
後
半
に
そ
の
勢
力
を
い
ち
じ
る
し
く
上
昇
さ
せ
た
。

一
六
六

O
年
の
オ
リ
ヴ
ァ
の
和
約
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
権
を
最
後
的
に
ふ
り
払
い
、

一
七

O
一
年
に
は
王
国
（
「
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
」
）
と
な
っ
た
。

能
率
化
さ
れ
た
行
政
運
営
と
財
政
の
倹
約
化
と
に
よ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
の
権
力
的
基

礎
を
つ
く
っ
た
「
軍
人
王
」
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

一
世
（
一
七
二
二

1
四

O
）

は
、
そ
の
息
子
の
た
め
に
衝
撃
力
を
有
す
る
八
万
三
千
人
の
軍
隊
と
か
な
り
の
国
庫
剰
余
金

と
を
の
こ
し
た
。
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
は
そ
の
当
時
約
二
百
五
十
万
人
の
住
民
を
有
し
、

プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
ク
、
（
東
）
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ポ
ン
メ
ル
ン
の
大
部
分
お
よ
び
中
部
と
西
北
ド

イ
ツ
の
若
干
の
領
域
か
ら
成
っ
て
い
た
。

フ
リ

l
ト
リ
ヒ
二
世
は
、
一
七
四
一
年
に
ま
ず
モ
ル
ヴ
ィ
ツ
ツ
の
戦
い
で
勝
っ
た
。
こ
の

勝
利
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ロ
イ
セ
ン
は
プ
レ
ス
ラ
ウ
で
、
両
国
が
共
同
で
戦
う
こ
と
を
相

互
に
義
務
づ
け
る
同
盟
条
約
を
結
ん
だ
。
プ
ロ
イ
セ
ン
は
低
シ
ユ
レ

l
ジ
エ
ン
を
保
有
し
、

ヴ
ィ
ツ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
を
皇
帝
に
選
ぶ
こ
と
を
承
諾
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
、
フ

ラ
ン
ス
は
、
こ
の
形
成
さ
れ
た
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
同
盟
の
指
導
を
引
き
受
け
、
ス
エ

l
デ
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第 19号

ル
ギ

l
、
ミ
ラ
ノ
公
固
な
ら
び
に
ナ
ポ
リ
と
シ
チ
リ
ア
の
王
国
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
の
支
配
権
の
遺
産
の
分
け
前
を
確
保
し
た
。
ド
ナ
ウ
領
域
に
お
い
て
も
、
そ
の
占

有
地
は
、
一
七
一
六

1
一
八
年
の
圧
倒
的
な
勝
利
に
終
っ
た
ト
ル
コ
戦
争
に
よ
っ
て
拡
大
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
皇
帝
の
治
世
の
後
半
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
獲
得
せ
る
領
土

は
不
運
な
ト
ル
コ
戦
争
（
一
七
三
七

1
三
九
）
の
た
め
そ
の
大
部
分
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

カ
ー
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
世
界
帝
国
を
獲
得
す
る
こ
と
に

熱
中
し
た
。
か
れ
は
、
永
年
に
わ
た
り
皇
帝
軍
を
率
い
て
ス
ペ
イ
ン
の
地
に
あ
り
、
折
に
ふ

れ
て
ス
ペ
イ
ン
の
威
厳
と
偉
大
さ
に
つ
い
て
の
力
強
い
印
象
を
く
り
返
し
語
っ
て
い
る
。
そ

の
ス
ペ
イ
ン
滞
留
時
の
印
象
は
か
れ
に
対
し
て
強
力
か
つ
持
続
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
皇

帝
と
し
て
、
か
れ
は
、
形
式
と
臣
下
へ
の
隔
り
と
を
強
調
す
る
ス
ペ
イ
ン
風
の
儀
礼
を
ウ
ィ

ー
ン
の
宮
廷
に
導
入
し
た
。
そ
の
あ
ら
ゆ
る
心
情
性
と
冥
想
性
と
に
お
い
て
、
か
れ
は
外
見

上
ス
ペ
イ
ン
的
な
自
制
心
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
「
か
れ
は
ゲ
ル
マ
ン
的
で
あ

る
よ
り
も
、
む
し
ろ
よ
り
多
く
ラ
テ
ン
的
な
帝
王
で
あ
っ
た
」
（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
レ
ッ
チ
マ

イ
ア
l
目
。

5
1
0
7
同

Z
Z
0
7
5ミ
こ
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
皇
帝
の
姿

は
、
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
る
歴
史
の
中
で
は
、
民
謡
に
ま
で
歌
わ
れ
て
永
く
生
き
つ
や
つ
け

て
い
る
サ
ヴ
ォ
イ
の
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
や
皇
帝
の
偉
大
な
娘
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
背

後
に
か
く
れ
て
一
向
に
目
立
た
ぬ
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

皇
帝
は
男
子
の
後
継
者
を
の
こ
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
か
れ
は
、
否
応
な
し
に
女
系
の

相
続
を
保
証
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
カ
ー
ル
六
世
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
「
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ッ
ク
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
司
E
m
5
2
2
0
7
0

∞g
f
t
oコ
と
い
う
家
法
に
よ
っ
て
王
位
の
継

承
を
規
定
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
す
で
に
一
七
一
二
年
に
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
の
等
族
の

発
議
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
、
つ
い
で
十
年
後
に
王
家
の
家
法
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
個
々
の

領
邦
の
議
会
は
次
々
に
同
意
し
、
最
後
に
は
、
自
負
心
の
強
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
、
こ
の
文
書

に
よ
っ
て
歴
史
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
自
身
の
国
法
は
決
し
て
侵
害
さ
れ
な
い
と
の
留
保
条
件
づ

き
で
同
意
し
た
。
一
七
二
三
年
に
は
、
こ
の
フ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
拘
束

力
の
あ
る
帝
国
法
と
し
て
正
式
に
公
布
さ
れ
た
。
対
外
政
策
上
の
保
証
を
と
り
つ
け
よ
う
と

す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
の
外
交
上
の
努
力
も
、
こ
の
よ
う
な
国
内
政
策
上
の
問
題
と
手
を
た

ず
さ
え
で
す
す
め
ら
れ
た
。

女
相
続
人
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
王
位
継
承
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
日
一
は
保
証
さ
れ
た

か
に
み
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
皇
帝
の
死
後
、
以
上
の
よ
う
な
諸
外
国
の
保
証
が
実
際
に

は
ほ
と
ん
ど
価
値
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
速
か
に
証
明
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
ま
さ

に
、
一
大
暴
風
雨
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
と
二
十
三
才
の
女
相
続
人
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
上

に
ふ
り
か
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
か
ね
て
か
ら
の
敵
対
勢
力
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
家
を
攻
撃
す
る
た
め
の
好
機
と
し
て
こ
れ
を
存
分
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し

て
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
を
同
盟
国
と
し
て
獲
得
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
か
く
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
（
一
七
四

0
1四
八
）
が
ひ
き
お
こ
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
に
と
っ
て
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
存
亡
を
か
け
て
の
初
め
て
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
、
一
七
一
七
年
に
、
皇
帝
カ

l
ル
六
世
と
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ヴ
ァ
イ

ヒ
出
身
の
妻
エ
リ
ザ
ベ

l
ト
・
ク
リ
ス
テ
ィ

l
ネ
と
の
聞
の
一
人
娘
と
し
て
生
れ
た
。
彼
女

の
ス
ペ
イ
ン
風
の
名
は
、
皇
帝
で
あ
る
父
が
あ
ら
ゆ
る
ス
ペ
イ
ン
的
な
も
の
を
愛
し
た
こ
と

に
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
、
｜
｜
男
子
の
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
｜
｜

王
位
に
即
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
そ
の

結
婚
に
関
し
て
早
く
か
ら
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
意
見
に
よ
れ

ば
、
そ
の
結
婚
は
皇
帝
家
に
と
っ
て
重
要
な
王
朝
の
一
つ
、
た
と
え
ば
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ

家
と
の
聞
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
古
き
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
を
獲
得
す
る
と
い
う
企
図

は
、
ま
さ
に
こ
の
世
紀
の
聞
に
再
三
に
わ
た
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
政
策
に
よ
り
こ
こ
ろ
み
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
を
プ
ロ
イ
セ
ン
の
王
太
子
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
、

の
ち
の
フ
リ

l
ト
リ
ヒ
二
世
王
と
結
婚
さ
せ
る
と
い
う
案
も
一
時
は
ウ
ィ
ー
ン
で
考
量
さ
れ

た
。
が
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
意
向
か
ら
は
何
ら
の
よ
い
結
果
も
出
て
こ
な
か
っ
た
。
若

き
大
公
女
の
個
人
的
な
関
心
が
政
治
的
な
計
算
に
基
く
あ
ら
ゆ
る
考
量
に
反
対
し
た
の
で
あ

る
。
勿
論
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が
、
一
七
三
六
年
に
、
一
六
八
三
年
の
対
ト
ル
コ
戦
争
の

勝
利
者
で
あ
っ
た
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
カ

l
ル
五
世
の
孫
た
る
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
フ
ラ
ン

ツ

・
シ
ユ
テ
フ
ァ
ン
と
の
聞
に
行
っ
た
結
婚
は
、
政
治
的
な
問
題
と
全
く
無
関
係
な
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
｜
｜
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
位
継
承
戦
争
の
結
果
と
し
て
の
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
と
ト

ス
カ
ナ
と
の
領
土
交
換
。
｜
｜
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
恋

愛
結
婚
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
今
日
、
結
婚
前
の
時
期
か

ら
両
者
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
多
く
の
手
紙
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の

時
期
以
後
の
す
べ
て
の
往
復
書
簡
、
バ
ロ
ッ
ク
的
ド
イ
ツ
語
の
形
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、

人
間
的
な
偉
大
さ
と
飾
り
気
の
な
い
率
直
さ
と
を
示
す
多
く
の
手
紙
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ツ
一
世
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
位
継
承
戦
争
の
成
行
き
に
よ
り
、

大
国
の
宣
告
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
先
祖
伝
来
の
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
国
か
ら
ト
ス
カ
ナ
大

有明工業高等専門学校紀要96 
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の
協
定
事
項
に
同
意
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
ブ
ル
ボ
ン
と
の
間
の
世
界
政
策
を
め
ぐ
る
一
対
一
の
格
闘
は
、
勿
論
ま

だ
こ
れ
で
終
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
位
の

継
承
戦
争
（
一
七
三
三

1
三
八
）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
（
一
七
四

0
1四
八
）
と
い

う
二
つ
の
大
き
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
争
に
・
お
い
て
ふ
た
た
び
よ
み
が
え
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
と
同
ピ
こ
ろ
お
こ
っ
た
北
方
戦
争
（
一
七

0
0
1こ
こ
に
お
い
て
、

バ
ル
ト
海
領
域
な
ら
び
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
の
あ
ら
た
な
勢
力
分
割
に
関
し
て
の
決
定

が
な
さ
れ
た
。
ス
エ

l
デ
ン
は
、
グ
ス
タ
フ
二
世
・
ア
ド
ル
フ
以
来
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア

な
ら
び
に
バ
ル
ト
海
領
域
に
お
い
て
覇
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
エ

l
デ
ン
は
、
か
れ
に
よ

っ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ほ
か
に
他
の
バ
ル
ト
海
東
岸
地
方
（
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
、
エ

ス
ト
ラ
ン
ド
、
リ
1
フ
ラ
ン
ド
）
を
、
さ
ら
に
加
え
て
ド
イ
ツ
の
オ
l
デ
ル
川
、
エ
ル

ベ
川、

ヴ
ェ

1
ゼ
ル
川
の
河
口
地
域
を
も
獲
得
す
る
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
た
。
か
く
し
て
、
十
七

世
紀
に
は
、
バ
ル
ト
海
は
ス
エ

l
デ
ン
の
内
海
と
な
っ
た
。

ス
エ

1
デ
ン
王
カ

l
ル
十
二
世
は
一
七

O
O年
に
ロ
シ
ア
に
対
す
る
戦
争
を
開
始
し
た
。

そ
し
て
、
か
れ
は
ロ
シ
ア
と
い
う
国
土
の
広
大
さ
に
敗
れ
去
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

か
れ
は
、
ゴ
サ
ッ
ク
の
首
長
マ
ゼ
ッ
パ
の
援
助
提
供
の
誘
い
に
誘
惑
さ
れ
、
ロ
シ
ア
奥
地
の

ス
テ
ッ
プ
地
域
に
ま
で
も
つ
き
進
み
、
ピ
ョ

l
ト
ル
一
世
の
軍
に
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
で
せ
ん
滅
的

な
打
撃
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ス
エ

l
デ
ン
の
北
方
に
お
け
る
優
越
的
地
位
が
下
降
し
た
こ
と
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
プ

ロ
イ
セ
ン
勢
力
の
上
昇
を
み
ち
び
き
、
ま
た
、
ロ
シ
ア
が
未
来
の
世
界
勢
力
と
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
際
政
治
の
中
に
入

っ
て
く
る
た
め
の
道
を
聞
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
は
、
そ

の
内
部
的
な
弱
さ
か
ら
国
王
選
挙
に
さ
い
し
て
不
断
に
外
国
勢
力
の
干
渉
を
招
い
て
い
た
ポ

ー
ラ
ン
ド
貴
族
共
和
国
の
漸
次
的
な
勢
力
崩
壊
に
よ

っ
て
み
ち
び
か
れ
た
も
の
と
も
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
王
選
挙
の
さ
い
に
は
、
ほ
と
ん
ど
必
然
的
と
も
い

え
る
ほ
ど
瀕
繁
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
政
策
を
め
ぐ
る
諸
列
強
聞
の
対
立
が
生
じ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
王
位
継
承
戦
争
（
一
七
三
三

1
三
八
）
も
、
究
極
の
と
こ
ろ
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
ブ
ル

ボ
ン
の
聞
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
数
世
紀
の
永
き
に
わ
た
る
格
闘
の

一
章
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
三
三
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
ア
ウ
グ
ス
ト
三
世
（
ザ
ク
セ

ン
の
ア
ウ
グ
ス
ト
強
力
王
）

が
開
放
し
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
下
に
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
金
銭
的
援
助
・
協
力
の
も
と

に
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
レ
ス
ツ
イ
ン
ス
キ
イ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
と
き
、

ロ
シ
ア
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
ア
ウ
グ
ス
ト
強
力
王
の
息
子
の
味
方
を
し
た
の
で
戦
争
と
な

り
、
ロ
シ
ア
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
進
入
し
た
。
し
か
し
、
一
七
三
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
予
備

的
和
約
が
結
ば
れ
、
一
七
三
八
年
に
は
決
定
的
な
和
約
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
和
約
は
、
そ
の
注
目
す
べ
き
協
定
内
容
に
お
い
て
、
こ
の
戦
争
も
ま
た
そ
の
背
景
に

あ
っ
た
も
の
が
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
皇
帝
家
と
の
聞
の
権
力
闘
争
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
と
セ
ン
ト
・
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
か
ら
支
援
さ
れ
た
ザ
ク
セ
ン
の
王
佐
侯
補

者
ア
ウ
グ
ス
ト
三
世
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
題
で
は
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ロ
シ
ア
が
初
志
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
約
の
他
の
条
項
に
お

い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
こ
の
戦
争
の
真
の
利
得
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
王
ル
イ
十
五
世
の
岳
父
で
あ

っ
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス

・
レ
ス

ツ
イ
ン
ス
キ
イ
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
を
失
っ
た
代
り
に
、
法
的
に
は
ド
イ
ツ
帝
国
に
属
し
た
も
の
の
住
民
の
聞
で
は
フ
ラ
ン
ス

語
が
優
勢
で
あ
り
、
数
世
代
の
間
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
的
影
響
下
に
あ
っ
た
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン

な
ら
び
に
パ
ル
公
国
に
よ
っ
て
償
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
フ
ラ
ン
ツ
・

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
は
自
領
か
ら
退
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
ほ
ぽ
同
ビ
こ

ろ
メ
デ
ィ
チ
家
の
王
統
が
断
絶
し
た
ト
ス
カ
ナ
大
公
国
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
支
配

の
交
替
の
結
果
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
東
方
の
国
境
で
大
き
な
領
土
を
獲
得
す
る
に
い
た
っ

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
の
死
後
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
と
パ
ル
の
地
は
フ
ラ

ン
ス
の
王
冠
の
も
と
に
所
属
す
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
は
ナ
ポ
リ
王
国
を
ス
ペ
イ
ン
の
ブ
ル
ボ
ン
家
に
譲
渡
し
た
が
、
そ
の
代
り
に
、
パ
ル

マ
と
ピ
ア
ツ
ェ
ン
ツ
ァ
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
小
領
土
を
与
え
ら
れ
た
。

こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
佐
継
承
戦
争
で
の
明
白
な
損
失
者
は
、
ま
た
も
や
、
ロ
シ
ア
の
干
渉

軍
の
作
戦
地
域
と
な
っ
て
荒
掠
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
自
身
で
あ
っ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
も

ま
た
下
イ
タ
リ
ア
や
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
が
そ
の
領
土
占
有
と
影
響
力
と
を
漸
増
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
あ
ら
た
に
台
頭
し
た
勢
力
た
る
ロ
シ
ア
は
、
究
極
的
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
内
政
問
題

に
対
し
て
強
力
に
干
渉
す
る
立
場
を
確
保
す
る
に
い
た
っ
た
。

- 12 -

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 

第
一
七
立
早

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
時
代

皇
帝
カ

l
ル
六
世
は
一
七
四

O
年
に
残
し
た
。
か
れ
の
治
世
は
最
初
の
う
ち
は
す
べ
て
が

上
首
尾
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
優
越
的
地
位
は
抑
制
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
王
家
は
べ
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の
か
た
こ
の
偉
大
な
宮
廷
の
政
府
は
、
息
子
を
も
た
ぬ
病
弱
な
王
の
死
後
ス
ペ
イ
ン
世
界
帝

国
が
だ
れ
に
与
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
し
、
な
や
ん
で
い
た
。

そ
こ
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
、
ル
イ
十
四
世
の
孫
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ

ハ
家
と
い
う
三
人
の
侯
補
者
が
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
王
位
継
承
問
題
と
い
う
戦
争
の
原
因

の
正
し
い
側
面
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
そ
の
対
抗
勢
力
た
る
プ
ル
ボ
ン
家
と
の
聞
に
ふ
た

た
び
よ
み
が
え
っ
た
世
界
政
策
上
の
覇
権
争
い
の
背
後
に
速
か
に
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

一
七

O
一
年
に
は
大
戦
争
が
勃
発
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
南
ド

イ
ツ
、
上
イ
タ
リ
ア
、
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
と
い
う
四
つ
の
戦
場
で
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
も
あ
る
仕
方
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
反
乱
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
煽
動
さ
れ
、
支
援
さ
れ
て
お
り
、
一
七

O
三
年
以
来
皇
帝
を
苦
し
め
て
い
た
し
、
そ
の
た
め
皇
帝
は
全
戦
闘
力
を
西
方
に
集
中
せ
し

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

皇
帝
側
に
は
海
上
勢
力
た
る
イ
ギ
リ
ス
と
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
卜
、
さ
ら
に
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ナ

ポ
リ
、
ピ
エ
モ
ン
ト
（
サ
ヴ
ォ
イ
）
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
側
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
立
っ

た
。
マ
ル
ボ
ロ

l
指
揮
下
の
イ
ギ
リ
ス
派
遣
軍
は
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
の
一
部
を
占
領
し
た
。

こ
の
間
、
そ
れ
に
併
行
し
て
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
王
佐
継
承
要
求
者
で
後
の
皇
帝
カ
ー
ル

六
世
で
あ
る
カ

l
ル
大
公
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
支
援
を
得
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
上
陸
し
、
そ

こ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
侵
入
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
そ
の
こ
ろ
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
奪
っ
た
。
一

七

O
四
年
に
は
南
ド
イ
ツ
地
域
で
決
戦
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
・
バ
イ
エ
ル
ン
の
連
合
軍
は
へ

ヒ
シ
ュ
テ
ッ
卜
と
ブ
レ
ン
ハ
イ
ム
で
打
ち
破
ら
れ
た
。

レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
が
一
七

O
五
年
に
残
し
た
と
き
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
し
て
は
稀
に
見

る
ほ
ど
激
し
い
気
象
の
持
主
で
あ
っ
た
長
子
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
（
一
七

O
五

1
一
一
）
が
そ
の

後
を
つ
い
だ
。
同
盟
軍
は
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
に
前
進
し
、
ウ

l
デ
ナ

l
ル
ド
の
戦
い
（
一
七

O
九
年
）
で
大
勝
利
を
得
る
と
い
う
成
果
を
収
め
た
。
か
く
し
て
状
況
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ

て
危
機
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
と
マ
ル
ボ
ロ

l
が
一
七

O

九
年
マ
ル
プ
ラ
ク
ェ
で
第
二
の
決
定
的
な
勝
利
を
収
め
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
は
決
定

し
た
か
に
み
え
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
八
年
間
の
戦
争
遂
行
で
完
全
に
消
耗
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
平
和
を
乞
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の
年
の
う
ち
に
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
フ
ラ

ン
ス
は
大
き
な
譲
歩
を
す
る
用
意
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
弱
体
化
に
よ
っ
て
大
同
盟
は
か

え
っ
て
崩
壊
に
瀕
す
る
に
い
た
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
海
外
で
の
支
配
権
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸

の
均
衡
に
の
み
関
心
を
有
し
、
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
は
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
に
対
す

る
自
国
の
安
全
の
み
を
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
い
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
家
は
フ
ラ
ン
ス
の
優

勢
を
恒
久
的
に
排
除
し
、
そ
れ
を
弱
め
よ
う
と
意
図
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
同
盟
の
中
味
に

す
で
に
亀
裂
を
生
じ
て
い
た
状
況
の
中
で
、
皇
帝
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
は
早
世
し
た
（
一
七
一
一

年
四
月
十
七
日
）
。

以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
、

A
7
や
ス
ペ
イ
ン
の
王
位
に
即
く
準
備
を
し
て
お
り
、
す
で
に
そ

の
軍
勢
を
も
っ
て
ス
ペ
イ
ン
半
島
の
大
部
分
を
征
服
し
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
カ

l
ル

大
公
は
、
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
ば
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
諸
領
邦
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
両
系
統
｜
｜
マ
ド
リ
l
ド
系
と
ウ
ィ
ー
ン
系
ー
ー
が
か

れ
の
手
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
ま
さ
し
く
、
カ
ー
ル
五

世
の
世
界
帝
国
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
同
盟
諸
国
、
少
く

と
も
イ
ギ
リ
ス
は
望
ま
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
和
平
交
渉
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
戦
争
か

ら
離
脱
し
た
。
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
や
そ
の
他
の
同
盟
諸
国
も
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。
一
七
二
二

年
、
苦
境
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
イ
ギ
リ
ス
、
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
サ
ヴ
ォ
イ
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
と
和
約
を
結
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
皇
帝
は
、

そ
れ
ま
で
の
同
盟
諸
国
か
ら
見
捨
て
ら
れ
孤
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
こ
そ
が
、
と
り
わ
け
海
外
に
お
け
る
、
ま
た
、

A
7
や
政
治
的
仲
裁
者
の

役
割
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
・
お
い
て
も
、
真
の
勝
者
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
以
後
北
米
の
ニ
ュ

l
ブ
ル
ン
ス
ウ
ィ
ツ
ク
、
新
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ

ン
ド
ラ
ン
ド
お
よ
び
ハ
ド
ソ
ン
湾
地
方
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
北
ア
メ
リ
カ
の
植
民
帝

国
を
拡
大
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
世
界
帝
国
は
分
割
さ
れ
た
。
本
国
と
海
外
領
土
の
大
部
分
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
将

来
と
も
フ
ラ
ン
ス
と
統
合
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件
で
ブ
ル
ボ
ン
家
の
傍
系
の
有
に
帰
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
属
領
｜
｜
一
一
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
や
イ
タ
リ
ア
の
所
領
、
と
り
わ
け
シ
チ
リ
ア
王

国
｜
｜
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
有
に
帰
し
た
。

皇
帝
は
、
同
盟
諸
国
の
意
向
に
反
し
て
単
独
で
フ
ラ
ン
ス
と
の
戦
争
を
続
行
し
よ
う
と
こ

こ
ろ
み
た
。
し
か
し
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
軍
は
し
だ
い
に

防
衛
戦
へ
と
追
い
つ
め
ら
れ
た
。
カ
ー
ル
六
世
は
結
局
一
七
一
四
年
に
和
約
を
結
ば
ざ
る
を

え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
関
し
て
は
ラ
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
、
ド
イ
ツ
帝
国
に

関
し
て
は
ア
l
ル
ガ
ウ
の
パ

l
デ
ン
で
）
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
か
れ
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
和
約

- 11 -
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ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
所
領
、
と
り
わ
け
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
の
一
部
や
フ
ラ
ン
ス
語
を
語

る
高
地
ブ
ル
グ
ン
ド
な
ど
が
次
々
と
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
そ
の
問
、
フ
ラ
ン
ス

の
優
越
的
地
位
が
増
大
す
る
に
伴
い
、
以
前
に
は
ス
ペ
イ
ン
に
対
抗
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
共
同

行
動
を
と
っ
た
北
部
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
）
も
、
今
や
、
そ
の
独
立
を
守
る
た
め

に
フ
ラ
ン
ス
を
警
戒
し
は
じ
め
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
勢
力
の
側
に
歩
み
寄
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
名
誉
革
命
」
（
一
六
八
八
年
）
以
来
、
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
と
正
統
的
に
結
合

し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
つ
い
で
大
陸
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
優
勢
を
阻
止
せ
ん
が
た
め
に
、
フ

ラ
ン
ス
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
大
い
な
る
膨
張
運
動
の
波
は
一
歩
一
歩
反
対
側
の
諸
国
を
結
合
さ
せ
、
そ
こ

に
結
成
さ
れ
た
同
盟
と
の
聞
に
数
多
く
の
戦
争
を
惹
起
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

継
承
問
題
を
契
機
と
し
て
お
こ
っ
た
い
わ
ゆ
る
譲
渡
戦
争
ロ

2
o
z
gコ

印
｝

s
a
（
一
六
六

七

1
六
八
）
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ス
ペ
イ
ン
領
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
を
獲
得
し
よ
う
と
つ

と
め
た
。
し
か
し
、
ア

l
へ
ン
和
約
（
一
六
六
八
年
五
月
）
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
王
は
二

三
の
国
境
都
市
（
へ
ン
ネ
ガ
ウ
と
ブ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
）
を
得
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
略
奪
戦
争
（
一
六
七
二

1
七
八
）
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
こ
こ

ろ
み
の
主
要
な
狙
い
は
ふ
た
た
び
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
メ

l
へ
ン
の
和
約
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
領
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
な
ら
び
に
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
連

邦
共
和
国
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
国
家
領
域
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン

は
、
ブ
ル
グ
ン
ド
自
由
伯
領
（
ブ
ザ
ン
ソ
ン
を
含
む
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
コ
ン
テ
）
と
二
三
の
国

境
地
点
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

よ
り
広
大
な
領
土
の
獲
得
を
め
ざ
す
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
（
ル
イ
十
四
世
）
は
、
い
わ
ゆ

る
再
併
合
裁
判
所
目

2
2
0コ

印
｝

S
ヨ
ヨ

0
2を
設
立
、
整
備
し
た
。
そ
れ
は
、
正
式
の
訴
訟
手
続

を
通
じ
て
、
ど
の
地
域
が
以
前
に
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
で
あ
っ
た
か
を
決
定
す
べ
き
国
王
の
裁

判
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
有
能
な
裁
判
官
達
に
よ
っ
て
思
う
ま
ま
の
証
拠
作
り
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
で
、
国
王
の
軍
隊
は
、
こ
の
裁
判
の
判
決
を
「
執
行
」
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ル
ツ
戦
争
（
一
六
八
八

1
九
七
）
は
、
フ
ァ
ル
ツ
の
継
承
を
め
ぐ
る
争
い
か
ら
お
こ

っ
た
。
そ
れ
は
ラ
イ
ン

・
フ

ァ
ル
ツ
の
領
域
で
行
わ
れ
、
そ
の
地
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
一
六
九
七
年
の
リ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
（
デ
ン
・
ハ

l
グ
近
郊
の
村
）
の
和
約
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
は
シ
ュ
ト
ラ

l
ス
ブ
ル
ク
を
含
む
エ
ル
ザ
ス
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ァ

ル
ツ
選
帝
侯
の
継
承
の
問
題
は
仲
裁
々
定
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
戦
争
の

nu 

問
、
海
上
に
関
し
て
の
重
大
な
決
定
が
な
さ
れ
た
。
ラ
・
ホ

l
グ
の
海
戦
に
・
お
い
て
フ
ラ
ン

ス
艦
隊
は
イ
ギ
リ
ス

・
ニ
イ
デ
ル
ラ

ン
ト
連
合
艦
隊
に
打
ち
破
ら
れ
（
一
六
九
二
年
）
、
そ
れ

以
来
、
イ
ギ
リ
ス
は
海
上
で
明
白
な
優
住
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
世
紀
の
変
り
目
ご
ろ
に
は
、
三
つ
の
戦
争
、
す
な
わ
ち
山
大
ト
ル
コ
戦
争
（
一

六
八
三

1
九
九
）
、
凶
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
（
一
七

O
一
1
一四）、

ω第
二
次
北
方
戦
争
（
一

七

0
0
1二
二
が
お
こ
り
、
そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
体
系
の
重
点
配
置
は
、
根

本
的
に
次
の
よ
う
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。

け
ス
ペ
イ
ン
の
世
界
帝
国
は
解
体
さ
せ
ら
れ
た
。

口
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
最
強
の
勢
力
と
し
て
の
自
己
を
主
張
し
た
が
、
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
皇
帝
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
大
同
盟
の
防
衛
戦
に
遭

遇
し
て
失
敗
し
た
。

臼
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
エ

l
デ
ン
・
お
よ
び
ト
ル
コ
は
そ
の
大
国
と
し
て
の
地
佐
を
失
っ
た
。

そ
の
代
り
に
二
つ
の
新
興
勢
力
が
登
場
し
た
。
そ
の
一
つ
は
ド
イ
ツ
帝
国
と
か
す
が
い
で

留
め
ら
れ
て
い
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
大
領
邦
国
家
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
、
他
の
一

つ
は
最
初
の
う
ち
は
そ
の
強
さ
が
大
し
て
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
で
あ
る
。

四
二
つ
の
新
興
勢
力
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
重
要
性
を
も
っ
中
佐
の
国
家
へ
と
上
昇
し
た
。
そ

れ
は
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
と
ピ
エ
モ
ン
ト
・
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
（
サ
ヴ

ォ
イ
）
王
国
で
あ
る
。

国
海
上
な
ら
び
に
海
外
で
は
イ
ギ
リ
ス
が
偉
大
な
勝
者
と
な
っ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
ブ

ル
ボ
ン
と
の
聞
の
大
き
な
格
闘
を
利
用
し
、
そ
れ
に
乗
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

大
陸
の
争
い
で
の
仲
裁
者
の
役
割
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
上
で
の
優

越
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
勢
力
の
均
衡
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和
」
と
は
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
背
後
に
イ
ギ
リ
ス
的
政
策
の
利
害
関
心
を
隠
葬

し
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
大
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
戦
争
の
結
末
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
同
盟
の

側
も
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
対
抗
勢
力
を
打
倒
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

戦
争
は
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
の
分
割
を
も
っ
て
終
了
し
、
そ
の
中
の
大
き
な
部
分
は
ブ
ル
ボ
ン

家
の
傍
系
、
小
な
る
部
分
は
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
皇
帝
家
の
有
に
帰
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
（
一
七

O
一
i
一
四
）
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ス
ペ
イ
ン
系
王
統

の
断
絶
に
よ
っ
て
よ
び
お
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
七

O
O年
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
最

後
の
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
二
世
（
一
六
六
五

1
一
七

O
O）
が
残
し
た
。
す
で
に
十
年
こ

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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ニ
ア
境
界
」
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。

マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
女
帝
の
も
と
で
、
こ
の
軍
事
境
界
の
組
織
は
さ
ら
に
遠
く
東
方
の
ジ

l
べ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
に
ま
で
拡
大
延
長
さ
れ
た
。
一
七
六
四
年
に
は
「
セ
ク
ラ

l
境
界
」
、

一

七
六
六
年
に
は
「
ワ
ラ
キ
ア
境
界
」
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
代
に
入
る
と
、
厳

密
な
意
味
で
の
ト
ル
コ
の
危
険
は
も
は
や
存
し
な
か
っ
た
。
今
や
、
皇
帝
家
に
と
っ
て
、
軍

事
境
界
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
対
し
て
し
ば
し
ば
脅
迫
的
な
や
り
方
で
そ
の
独
立
性
を
強
調
し
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
貴
族
を
従
順
に
さ
せ
る
た
め
の
内
政
上
の
手
段
と
し
て
価
値
あ
る
も
の
と
な

っ
た
。大

き
な
戦
争
の
さ
い
に
は
、
軍
事
境
界
地
域
は
か
な
り
の
出
兵
分
担
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
十
八
世
紀
の
末
ご
ろ
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
約
十
万
人
を
徴
募
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
皇
帝
軍
の
中
で
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
人
の
要
素
が
特
別
の
重
要
性
を
有
す
る
に

い
た
っ
た
事
情
が
説
明
で
き
よ
う
。
軍
事
境
界
地
域
の
政
治
的
な
価
値
は
、
そ
こ
の
住
民
達

の
皇
帝
へ
の
確
実
な
忠
誠
心
の
中
に
存
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

上
勢
力
」
｜
｜
イ
ギ
リ
ス
と
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
卜
ー
ー
な
ら
び
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
上
共
和
国

そ
し
て
十
八
世
紀
の
初
め
ま
で
は
プ
ロ
イ
セ
ン
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
体
系
の
中
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
立
場
は

き
わ
め
て
微
妙
な
も
の
が
あ
っ
た
。
ヤ
ゲ
ロ
王
朝
の
断
絶
（
一
五
七
二
年
）
の
後
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
選
挙
王
国
と
な
っ
た
。
時
折
り
行
わ
れ
る
新
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
選
挙
の
さ
い
に

は
、
金
と
政
治
的
な
圧
力
と
が
ド
イ
ツ
の
選
帝
侯
会
議
の
場
合
と
似
寄
っ
た
役
割
主
演
じ
た
。

ブ
ル
ボ
ン
家
と
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
推
す
侯
補
者
を
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
王
位
に
即
け
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。

す
で
に
言
及
し
た
ご
と
く
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ル
イ
十
三
世
（
一
六
一

0
1四
一
ニ
）
と
ル
イ

十
四
世
（
一
六
四
三

1
一
七
一
五
）
の
治
下
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
最
強
の
勢
力
へ
と
上
昇
し
た
。

こ
の
、
よ
く
ま
と
ま
っ
た
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
も
と
で
豊
か
な
生
産
力
を
も
っ
三
つ
の
海
に

は
さ
ま
れ
た
国
家
領
域
は
、
強
力
な
王
の
支
配
に
先
導
さ
れ
て
統
一
さ
れ
た
。
国
家
制
度
の

連
続
制
、
中
世
以
来
の
固
定
的
首
都
パ
リ
、
王
朝
の
相
続
法
｜
｜
こ
れ
ら
の
す
べ
て
は
そ
の

連
続
的
な
発
展
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
の
住
民
の
人
口
数
に
h

おい

て
は
も
と
よ
り
、
経
済
的
な
ら
び
に
文
化
的
な
所
産
に
・
お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
勢
力

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
陸
軍
は
他
に
比
類
を
み
ぬ
ほ
ど
車
越
し
て
お
り
、
財
政
も

十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
増
大
は
、
国
内
政
治
の
上
で
は
、

地
方
分
立
主
義
の
克
服
と
大
き
な
犠
牲
の
も
と
に
か
ち
得
ら
れ
た
宗
教
の
統
一
（
ユ
グ
ノ

l

の
絶
滅
）
と
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス

の
自
信
は
、
次
の
よ
う
な
ル
イ
十
四
世
の
モ
ッ
ト
ー
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
衆
に
敵
す
る

に
足
れ
り
」

zoo

－c
z
σ
5
5匂白円・

ル
イ
十
四
世
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
東
部
お
よ
び
北
東
部
の
国
境
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
勢
力
を

お
し
の
け
る
た
め
に
二
三
の
戦
争
を
こ
こ
ろ
み
た
。
こ
の
地
域
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
は
、

す
で
に
三
十
年
戦
争
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン

和
約
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
は
ロ

l
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
メ
ッ
ツ
、
ト
ゥ

l
ル
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の

司
教
領
を
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
し
、
ス
イ
ス
連
邦
と
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
の
独
立
を
承
認
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
、
ド
イ
ツ
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
勝
利
に
つ
守
つ
い
て
、
ま
も
な

く
同
様
に
ス
ペ
イ
ン
系
の
そ
れ
に
対
す
る
勝
利
と
い
う
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
六
五
九
年
の
ピ
レ
ネ
l
和
約
に
・
お
い
て
、
国
境
に
あ
る
ル

l
シ
ロ

ン
伯
領
を
ス
ペ
イ
ン
か

ら
譲
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
東
部
・
お
よ
び
東
北
部
に
あ
っ
た
ス
ペ
イ

-9-
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
政
治
史
は
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
怖
敵
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
劇
的
な
光
景
を
示
し
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
巨
大
な
勢
力
が
次
々
に
出
現
し

て
大
陸
の
優
越
権
を
築
き
上
げ
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
失
敗
に
帰
し
た
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
陸
内
部
で
の
覇
権
争
い
の
聞
に
島
国
の
イ
ギ
リ
ス
が
し

だ
い
に
仲
裁
者
の
役
割
を
演
ず
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
役
割
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
、

大
陸
諸
国
が
相
互
の
戦
争
で
分
裂
に
お
ち
い
っ
て
い
た
間
海
外
に
お
け
る
優
越
的
支
配
を
築

い
た
と
い
う
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

十
六
世
紀
以
来
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
勢
力
体
系
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
と
ブ
ル
ボ
ン
と
の
間
の
ニ

元
主
義
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
勢
力
は

ブ
ル
グ
ン
ド
や
ス
ペ
イ
ン
を
包
含
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
大
の
敵
た
る
フ
ラ
ン
ス
に
絡
み
つ

い
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
は
ス
エ

l
デ
ン
や
ト
ル
コ
と
の
同
盟
に
よ
っ

て
み
ず
か
ら
を
防
衛
し
た
。
そ
こ
で
、

A
7
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
皇
帝
家
は
、
こ
の
よ
う
な
フ

ラ
ン
ス
の
三
角
同
盟
に
包
囲
さ
れ
、
孤
立
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

政
策
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
部
の
反
乱
勢
力
を
そ
そ
の
か
し
、
ト
ル
コ
に
友
交
的
な
グ
ル
ー
プ
を

援
助
す
る
に
い
た
っ
た
と
き
、
ま
す
ま
す
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
。
皇
帝
の
同
盟
者
は
、
「
海
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一
七
年
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
征
服
さ
れ
、
そ
の
後
約
二
十
年
間
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
の
管
理
の
も
と
に
お
か
れ
た
。

パ
ッ
サ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
和
約
（
一
七
一
八
年
）
に
お
い
て
、
オ
ス
マ
ン
の
政
府
は
、
ベ
オ
グ

ラ
l
ド
を
含
む
北
セ
ル
ピ
ア
、
西
ワ
ラ
キ
ア
な
ら
び
に
テ
メ
ス
ヴ
ァ
ル
を
含
む
パ
ナ

l
ト
地

区
を
譲
渡
し
た
。
二
十
年
の
問
、
こ
れ
ら
の
領
域
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
領
と
し
て
維
持
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
代
に
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
は
ド
イ
ツ
人
市
民
の
都
市
と
な
っ
た
。
市

の
内
部
に
は
ド
イ
ツ
人
の
み
が
定
住
し
て
店
舗
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
結
果
セ
ル
ピ
ア
人
は
郊
外
に
住
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

こ
の
勝
ち
誇
っ
た
戦
争
の
後
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
東
南
方
植
民
は
さ
ら
に
大
い
な
る
展

開
を
遂
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
植
民
活
動
は
、
中
部
・
お
よ
び
南
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

の
、
後
に
そ
れ
に
対
し
て
「
ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ

l
ベ
ン
人
」
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
語
の
言
語
孤
島
の
成
立
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
後

の
方
言
学
の
研
究
は
、
事
実
に
お
い
て
こ
の
「
ド
ナ
ウ
・
シ
ュ
ヴ
ァ

l
べ
ン
人
」
の
三
分
の

二
が
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
つ
き
と
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ケ
ン
系
の

種
族
は
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
の
種
族
の
中
で
も
っ
と
も
早
く
そ
の
種
族
と
し
て
の
意
識
を
失

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
帝
国
の
意
識
を
有
し
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ

l
ベ
ン
人
の
場
合
は
こ
れ

と
は
異
り
、
未
だ
種
族
の
意
識
を
つ
よ
く
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
国
家
的
植
民
活
動
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
一
つ
の
確
実
な
政
治
的

尖
兵
の
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
が

逆
征
服
さ
れ
、
そ
の
多
く
の
地
方
が
荒
廃
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
一
つ
の
大
い

な
る
植
民
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
枢
機
郷
コ
ロ
ニ
ッ
チ
の
覚
書
は
、
そ
れ
が
不
快
な
ハ
ン
ガ

リ
ー
血
統
の
人
々
を
飼
い
な
ら
す
狙
い
で
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
の
べ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
今
一
つ
の
テ
コ
は
軍
事
境
界
地
域
の
設
定
で
あ
っ
た
。
ト
ル
コ
勢

力
の
絶
頂
期
に
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
勢
力
地
域
の
ト
ル
コ
側
と
の
境
界
線
で
は
そ
れ
こ

そ
た
え
ま
な
く
戦
争
や
小
ぜ
り
合
い
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、
三
千
人
以

下
の
兵
隊
を
も
っ
て
砲
兵
な
し
に
企
て
ら
れ
た
他
国
の
領
土
内
で
の
戦
闘
、
そ
れ
に
一
寸
し

た
攻
撃
や
侵
入
も
平
和
条
約
の
違
反
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
不
断
の
戦
争

状
態
に
・
お
い
て
は
、
境
界
領
域
に
対
し
て
独
自
の
行
政
組
織
と
制
度
を
与
え
る
こ
と
が
必
要

不
可
決
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
、
政
治
的
生
活
が
軍
事
的
必
要
性
に

従
属
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
は
じ
め
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
措
置
の
中
心
を
な
す

組
織
は
ク
ラ

l
ツ
に
お
か
れ
た
。
同
時
に
、
内
オ
ー
ス
ト
リ
ア
諸
州
の
行
政
の
中
心
で
も
あ

-8-

っ
た
こ
の
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
州
の
州
都
は
、
ク
ラ
イ
ン
、
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
領
域
に
お
け

る
対
ト
ル
コ
防
衛
の
指
導
を
も
ひ
き
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
境
界
領
域
は
軍
事
境
界

gコ
E
Z
E
E
P円
2
の
名
で
よ
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た
独
得
の
形
式
で
の
境
界
防
衛
の
開
始
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
以
前
の
時
代
に
ま

で
も
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス

の
も
と
で
、
西
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
海
岸
の
ゼ
ン
グ
に
、
そ
の
地
に
定
住
せ
る
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
人
、

ボ
ス
ニ
ア
人
、
セ
ル
ピ
ア
人
の
亡
命
者
達
か
ら
成
る
中
隊
の
司
令
部
が
存
し
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

軍
事
境
界
の
制
度
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
の
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
で
あ
る
。
オ
ス
マ

ン
の
支
配
領
域
か
ら
逃
亡
し
て
き
た
亡
命
者
達
は
、
国
境
防
衛
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
定
住
さ

せ
ら
れ
た
。
か
れ
ら
は
、
そ
の
み
ず
か
ら
選
ん
だ
首
長
た
る
ク
ネ
ズ
同
コ
。
N

の
も
と
で
自
治
の

権
利
を
得
た
。
か
く
し
て
、
ま
ず
、
上
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
に
ワ
ラ
ス
デ
ィ
ン
を
中
心
と
す
る
「
ヴ

エ
ン
ド
境
界
」
が
、
つ
い
で
十
六
世
紀
の
後
半
に
は
ク
ル
パ
の
近
く
の
カ

l
ル
シ
ユ
タ
ッ
ト

を
中
心
と
す
る
「
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
境
界
」
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
、
両
者
と
も
当
初
は
グ
ラ

l

ツ
に
お
け
る
内
オ
ー
ス
ト
リ
ア
宮
廷
軍
事
会
議
に
下
属
し
た
。
カ
ー
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
要
塞
は

一
五
七
九

1
八

一
年
に
設
け
ら
れ
、
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
二
世
の
息
子
の

一
人
カ

l
ル
大
公
に

よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
「
境
界
地
域
の
住
民
」
の
円

gNO円
は
、
つ
ね
に
そ
の
国
境
地
帯
を
防
衛
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
こ
ろ
の

一
種
の
屯
田
兵
で
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
最
初
の
う
ち
は
ま
だ
少
く
、
一

五
七
三
年
に
は
よ
う
や
く
六
千
人
を
数
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
十
七
世
紀
に
入
る
と
、
「
軍
事
境

界
」
は
か
な
り
の
勢
力
を
得
る
に
い
た
っ
た
。

一
六
三

O
年
、
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
二

世
は
ワ
ラ
ス
デ
ィ
ン
の
軍
管
区
に
対
し
民
政
と
軍
隊
指
揮
権
と
を
軍
隊
司
令
官
の
も
と
に
統

一
的
に
掌
握
せ
し
め
る
よ
う
指
令
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
以
後
ク
ネ
ズ
は
軍
隊
司
令
官
に

従
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
逆
征
服
と
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
和
約
締
結
の
後
、
軍
事
境
界
の
大
巾
な
拡

大
が
行
わ
れ
た
。
一
六
九

O
年
に
は
、
大
勢
の
セ
ル
ピ
ア
人
の
亡
命
者
達
が
そ
の
総
主
教
の

ア
ル
セ
ニ
イ
エ
三
世
に
率
い
ら
れ
て
境
界
地
帯
に
流
入
す
る
と
い
う
事
態
が
お
こ
っ
た
。
か

れ
ら
は
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
や
シ
ル
ミ
ア
に
植
民
さ
せ
ら
れ
、
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
の
特
別

の
勅
令
に
よ
っ
て
自
治
と
信
仰
の
自
由
と
を
保
証
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
セ
ル
ピ
ア
人
の
総
主

教
は
シ
ル
ミ
ア
の
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
座
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
七

O
二
年
に
は
、

つ
い
で
、
こ
の
タ
イ
ス
川
、
マ
ロ
シ
ユ
川
、
サ

l
フ
ェ
川
の
下
流
の
全
領
域
は
「
ス
ラ
ヴ
ォ

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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宇
品
っ
か
」
O

は
や
く
も
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
の
聞
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
内
乱
を
政

治
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
心
得
て
い
た
。
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争

が
終
結
し
た
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
し
て
、
そ
の
独
立
性
の
認
容
を
求
め
る
要
求
に
対
し
て

は
妥
協
な
し
に
頭
か
ら
拒
絶
し
、
完
全
に
征
服
さ
れ
た
領
土
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考

え
方
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
か
れ
は
、
そ
の
考
え
方
を
最
後
ま
で
貫
き
通
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
、
こ
の
世
紀
を
通
じ
て
、
互
い
に
相
反
携
し
合
う
二
つ
の
潮
流
が
存
し

た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
こ
そ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
ド
イ
ツ
と
な
ら
ん
で
、
宗
教
改
革
と
反
宗

教
改
革
と
の
争
い
が
、
そ
の
一
方
あ
る
い
は
他
方
の
側
の
明
白
な
勝
利
を
も
っ
て
終
ら
な
か

っ
た
と
こ
ろ
の
稀
有
の
土
地
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ご
と
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い

て
も
ま
た
、
た
と
え
ば
、
国
土
の
東
方
の
三
分
の
一
の
地
域
が
宗
教
改
革
を
受
け
容
れ
、
保

持
し
、
西
方
の
三
分
の
二
の
地
域
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
ど
ま
る
と
い
う
仕
方
で
の
妥
協
が
達

成
さ
れ
た
。
東
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
貴
族
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
に
・
お
い
て
、

ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
集
権
主
義
に
対
す
る
主
要
な
抵
抗
運
動
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
た

の
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
時
代
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
地
に
と
り
わ
け
数
多
く
の
ド
イ
ツ
人

植
民
者
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
を
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
が
ご
こ

ろ
み
ら
れ
た
。
植
民
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
は
、
反
宗
教
改
革
の
末
期
ご
ろ
に
は
何
よ
り

も
信
頼
に
値
す
る
と
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、
つ
い
で
ド
イ
ツ
の
非
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
や
そ
の
他
の
人
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
は
や
く
も
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
の

終
結
後
に
は
一
大
植
民
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
一
七
三

0
年
代
か
ら
四

0
年
代
に
か
け
て
し
だ
い
に
一
ヶ
の
小
民
族
移
動
へ
と
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

さ
し
く
そ
の
成
果
と
い
う
べ
き
出
来
事
が
南
部
・
お
よ
び
中
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
地
方
へ
の
あ
ら
た

な
植
民
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
地
方
で
は
、
計
画
的
に
基
礎
を
据
え
ら
れ
、
国
家
に
よ
っ
て
融
資
さ
れ
た
組
織

的
な
植
民
が
行
わ
れ
た
。
十
八
世
紀
の
絶
対
主
義
国
家
は
、
開
発
の
た
め
の
技
術
的
手
段
を

意
の
ま
ま
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
ゆ
え
に
、
中
世
の
国
家
が
果
し
え
な
か
っ
た
大
規

模
な
植
民
事
業
を
遂
行
し
た
。
絶
対
主
義
国
家
の
植
民
の
動
機
は
経
済
政
策
的
な
性
格
の
も

の
で
、
そ
れ
は
、
「
植
民
」
司

ozzto己
己
子
に
よ
る
福
祉
の
促
進
と
い
う
重
商
主
義
的
な
思

想
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
皇
帝
の
宮
廷

官
房
は
、
植
民
の
意
欲
の
あ
る
農
民
達
を
移
住
さ
せ
る
た
め
に
各
地
に
勧
誘
者
を
派
遣
し
た
。
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か
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ミ
ル
ク
と
蜂
蜜
の
生
産
に
め
ぐ
ま
れ
た
豊
か
な
土
地
と

い
う
風
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
移
住
活
動
を
組
織
づ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
ヴ
ォ
ル
ム

ス
と
レ

l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
皇
帝
の

「
運
送
業
者
」
∞
Z
E
H
Eコ印

E
Z
で
あ
っ
た
。

移
住
者
達
は
ウ
ル
ム
に
向
っ
て
行
進
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
地
で
「
ウ
ル
ム
の
箱
」
巳

5
2

∞
O
Y
E
r
g－
コ
と
よ
ば
れ
た
小
さ
な
ド
ナ
ウ
の
川
舟
に
の
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
分
か
ら
す
す
ん
で
移
住
す
る
者
の
大
部
分
は
ド
イ
ツ
の
西
部
お
よ
び
西
南

部
の
小
国
家
出
身
の
人
々
で
あ
っ
た
。
よ
り
大
き
な
諸
国
家
1
1
バ
イ
エ
ル
ン
な
ど
を
含
め

て
1

1
は
、
外
地
へ
の
移
住
禁
止
や
国
境
で
の
警
察
力
に
よ
る
抑
制
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
で
あ
る
程
度
そ
れ
を
防
い
だ
。
移
住
す
る
人
々
は
ウ
ィ
ー
ン
で
書
類
に
登
録
さ
れ
、
こ

の
リ
ス
ト
は
ず
っ
と
後
々
ま
で
も
保
存
さ
れ
た
。
植
民
者
達
の
出
自
は
と
く
に
重
要
視
さ
れ

た
。
中
佐
の
領
邦
か
ら
来
た
人
々
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
パ
ン
ベ
ル
ク
：
：
：

：
か
ら
来
た
」
と
い
う
風
に
の
べ
、
小
領
邦
出
の
者
は
「
帝
国
か
ら
」
あ
る
い
は
「
神
聖

帝
国
か
ら
」
な
ど
と
の
べ
て
い
る
。
か
よ
う
な
植
民
者
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
の
申
し
立
て
は
、

当
時
の
小
国
家
体
制
下
の
政
治
的
意
識
を
知
る
た
め
に
と
く
に
有
益
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
、
崩
壊
せ
ん
と
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
理
念
と
シ
ン
ボ
ル
と
に
す
が
り
つ
こ
う
と
す
る

環
境
や
体
制
下
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
植
民
活
動
の
開
始
当
初
の
時
期
に
は
、
フ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
も
ま
た
そ
の

た
め
に
活
発
に
動
い
た
。
と
り
わ
け
か
れ
が
活
躍
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
南
方
へ

の
膨
張
運
動
の
頂
点
を
な
し
た
第
二
次
ト
ル
コ
戦
争
（

一
七
一
六

1
一
八
）
の
後
の
時
期
で

あ
る
。
か
れ
は
、
ギ
リ
シ
ア
地
域
で
の
ト
ル
コ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
聞
の
戦
争
の
火
を
つ

け
た
。
皇
帝
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
側
に
与
し
、
ト
ル
コ
に
対
抗
し
て
同
盟
が
結
ば
れ
た
。
プ
リ

ン
ツ

・
オ
イ
ゲ
ン
は
ト
ル
コ
侵
攻
の
命
令
を
受
け
、
戦
い
は
南
ハ
ン
ガ
リ
ー
地
域
に
集
中
し

て
行
わ
れ
た
。
一
七
一
六
年
八
月
五
日
の
ペ

l
テ
ル
ヴ
ァ
ル
ダ
イ
ン
の
戦
闘
に
お
い
て
、
ト

ル
コ
は
破
滅
的
な
敗
北
を
蒙
っ
た
。
そ
の
と
き
の
戦
利
品
は
法
外
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
決
戦
の
結
果
、
東
南
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
テ
メ
ス
ヴ
ァ
ル
の
要
塞
が
皇
帝
側
に
明
け
渡

さ
れ
た
。
パ
シ
ャ
は
開
城
し
、
守
備
隊
は
退
去
し
た
。

こ
の
と
き
の
戦
果
の
効
果
は
大
き
く
、
そ
の
反
響
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
ひ
ろ
が
っ
た
。

教
皇
は
、
勝
利
に
輝
く
指
揮
官
に
対
し
て
帽
子
と
剣
と
を
お
ご
そ
か
に
献
呈
せ
し
め
た
。
皇

帝
軍
の
自
信
は
こ
の
勝
利
に
よ
っ
て
ゆ
る
、
ぎ
な
く
強
力
な
も
の
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
前
衛

軍
は
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
ブ
カ
レ
ス
ト
の
前
面
や
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
駐
留
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
二
ハ
八
八
年
に
占
領
さ
れ
、
一
六
九

O
年
に
失
わ
れ
た
ベ
オ
グ
ラ
l
ド
は
、
一
七

有明工業高等専門学校紀要
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よ
う
な
騎
士
的
な
人
間
像
に
属
し
た
。
か
れ
ら
は
、
か
な
り
後
年
に
い
た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
君
主
と
忠
義
の
誓
約
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
皇
帝
家
は
、
み
ず
か
ら
に
奉
仕
さ
せ
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か

ら
こ
の
よ
う
な
「
紳
士
達
」

m
g
z
F
o
g
s
g
を
引
っ
ぱ
っ
て
き
て
い
た
。
そ
の
中
の
若
干
の

人
々
は
皇
帝
の
軍
隊
で
の
指
導
的
地
位
に
昇
進
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
ラ
ッ
シ
イ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
ケ
イ
ト
、
リ

1
フ
ラ
ン
ド
人
ラ
ウ
ド
ン
、

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
人
ダ
ウ
ン
な
ど
の
人
々
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
系
の
サ
ヴ
ォ
イ
の

プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
紳
士
達
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
。
ピ
エ
モ
ン
卜

系
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
そ
の
文
化
・
教
養
で
教
育
さ
れ
、
ヴ
エ
ル
サ

イ
ユ
宮
廷
の
光
り
輝
く
環
境
の
中
で
育
っ
た
か
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
立
身
を
拒
ま
れ
た
の

で
、
ラ
イ
ン
川
を
こ
え
て
ド
イ
ツ
の
地
に
赴
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
兄
が
す
で
に
竜
騎
兵
の

連
隊
長
と
し
て
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
カ

l
ル
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
皇
帝
軍
に
入
っ

た
。
ウ
ィ

l
シ
の
戦
闘
（
一
六
八
三
年
）
で
は
、
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
ま
だ
単
な
る
平

の
将
校
と
し
て
参
加
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

つ
い
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
逆
征
服
の
た
め
の
よ
り
大
き
な
戦
い
が
開
始
さ
れ
た
。
一
六
八

六
年
に
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
的
な
首
都
で
、
か

つ
ト
ル
コ
の
パ
シ
ャ
の
駐
在
地
で
も
あ

っ

た
オ

l
フ
ェ
ン
が
征
服
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ウ
ィ
ー
ン
の
解
放
に
次
ぐ
、
こ
の
戦
争
で
の
画
期

的
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
ド
ナ
ウ
川
中
流
の
全
領
域
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇

帝
家
へ
の
帰
属
に
寄
与
し
た
決
定
的
な
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
残
余
の
ハ
ン
ガ
リ

ー
地
方
も
征
服
さ
れ
た
。
二
ハ
八
八
年
に
は
、

ト
ル
コ
の
要
塞
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
も
ま
た
、

バ

イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
マ
ッ
ク
ス
・
エ
マ
ヌ
エ
ル
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
皇
帝
軍
の

こ
の
よ
う
な
堂
々
た
る
戦
果
は
、
解
放
の
た
め
の
戦
い
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル
の
征

服
ま
で
続
行
せ
ん
と
の
希
望
を
す
ら
い
だ
か
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
皇
帝
軍
は
一
時
は
マ
ケ

ド
ニ
ア
や
西
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
ま
で
も
進
入
し
た
の
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
の
最
高
指
揮
の
下
で
の
ゼ
ン
タ
で
の
勝
利
（
一
六
九
七
年
）
の
後

戦
争
は
事
実
上
終
了
し
た
。
そ
し
て
、
は
や
く
も
翌
年
の
春
に
は
平
和
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

一
六
九
九
年
に
カ
ル
ロ
ヴ
ィ

ッ
ツ
で
、
一
方
に
お
け
る
ト
ル
コ
と
、
他
方
に
お
け
る
ハ

プ
ス

ブ
ル
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
同
盟
諸
国
と
の
聞
に
和
約
が
結
ぼ
れ
た
。
皇
帝

家
は
、
ジ

l
ベ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
を
含
む
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
、
さ
ら
に
カ
ル
パ
テ
ィ
ア
山
脈
の
屈

曲
部
に
い
た
る
ま
で
の
ド
ナ
ウ
中
流
域
の
全
部
を
領
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
、
二
世
紀
こ
の
か
た
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
闘
っ
て
き
た
ポ
ド
リ
ア
の
国
境
地
帯
を
、
重
要
な

カ
ミ
エ
ニ
エ
ッ
ク
の
要
塞
と
と
も
に
手
に
入
れ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
地
方

（
モ
レ
ア
）
と
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
に
お
け
る
若
干
の
領
土
を
、
ロ
シ
ア
は
ド
ン
川
の
河
口
の
港

市
ア
ゾ
フ
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
た
。

カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
和
約
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
偉
大
な
る
平
和
締
結
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ

の
和
約
締
結
に
よ
っ
て
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
た
め
に
規
制
さ
れ
た
境
界
設
定
と
勢
力
分
野
の

配
分
が
、
本
質
的
に
は

一
九

一
八
年
ま
で
持
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の

東
南
境
界
は
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
和
約
で
確
定
さ
れ
た
状
態
を
以
後
も
持
続
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
以
来
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
勢
力
の
主
眼
点
は
ド
ナ
ウ
中
流
域
に
お
か
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
五
二
六
年
に
開
始
さ
れ
た
企
図
が
一
六
九
九
年
に
は
領
土
的
に
ほ
ぼ

実
現
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
的
ド
ナ
ウ
国
家
の
形
成
で
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
そ
の
他
の
領
土
は
、
そ
れ
以
後
は
単
な
る
副
領
土
Z
与

g
F
E
に
す
ぎ

な
い
地
位
へ
と
お
し
ゃ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
う
ち
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
あ
ら
ゆ
る
精
力
を
西
方
へ
と
指
向
さ
せ
た
ス
ペ
イ
ン

継
承
戦
争
（
一
七

O
一
i
一
四
）
が
、
解
放
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
内
部
的
建
設
の
た
め
の

全
力
結
集
を
妨
げ
た
。
こ
の
重
大
な
争
い
が
終
結
し
た
後
に
は
じ
め
て
、
ウ
ィ
ー
ン
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

後
期
中
世
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
大
勢
力
で
あ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
そ
の
偉
大
な
国

家
の
歴
史
へ
の
意
識
を
保
持
し
た
ま
ま
、
ま
た
成
文
化
さ
れ
た
固
有
の
国
法
な
ら
び
に
政
治

的
に
練
達
し
た
有
力
な
貴
族
達
を
と
も
な
い
、
食
欲
な
二
大
勢
力
同
志
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
関
係
に
つ
い
て
の
独
自
の
国
法
上
の
解
釈
に
基
い
て
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
帝
国
の
版
図
内

に
入
っ
て
き
た
。
政
治
的
な
勢
力
関
係
の
上
で
は
、
勿
論
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

両
者
は
別
々
の
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
み
え
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
つ
ね
に
一
致
し
て
全

体
が
皇
帝
の
側
に
与
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
大
部
分
は
皇
帝
に
反
対
す
る
側

に
立
ち
、
再
三
再
四
ス
ル
タ
ン
と
協
力
し
た
り
、
協
力
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
り
し
た
の
で

＆め
司令。

ウ
ィ
ー
ン
市
前
面
で
の
ト
ル
コ
に
対
す
る
皇
帝
軍
の
赫
々
た
る
勝
利
（
一
六
八
三
年
）
、
歴

史
的
な
大
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
逆
征
服
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
関
係
を
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
の
独
立
国
と
し
て
の
観
念
に
適
合
す
る
ご
と
き
国
制
上
の
連
合
の
感
覚
に
お
い

て
形
作
ろ
う
と
志
向
す
る
者
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
以
後
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
問
題
の
複
雑
さ
の
根
源
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
そ
の
後
一
世
紀
を
か
け

て
企
図
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
こ
こ
ろ
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
解
決
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
と
ど

-6-
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勢
な
皇
帝
軍
の
み
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
ウ
ィ
ー
ン
に
撤
退
さ
せ
、
そ
の
軍

勢
の
大
部
分
を
も
っ
て
都
市
の
防
衛
に
あ
た
ら
し
め
た
。
つ
い
で
、
そ
の
騎
兵
隊
を
し
て
オ

ス
マ
ン
軍
の
前
進
に
対
抗
す
べ
く
ウ
ィ
ー
ン
の
西
方
と
北
方
の
街
道
を
遮
断
す
る
と
い
う
重

要
な
任
務
に
就
か
せ
、
ウ
ィ
ー
ン
救
援
を
命
ぜ
ら
れ
た
諸
軍
を
上
オ
ー
ス
ト
リ
ア
地
域
に
集

結
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
と
宮
廷
は
パ
ッ
サ
ウ
に
の
が
れ
た
。
そ
し
て
、
富
め
る
市
民

階
級
の
人
々
は
ほ
と
ん
ど
パ
ニ
ッ
ク
同
然
の
あ
わ
た
だ
し
さ
で
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

七
月
半
ば
に
オ
ス
マ
ン
軍
は
ウ
ィ
ー
ン
の
前
面
に
お
し
ょ
せ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
戦
争

技
術
上
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
包
囲
攻
撃
を
開
始
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
市
は
リ
ュ
デ
ィ
ガ

ー
－
フ
ォ
ン
・
シ
ユ
タ

l
レ
ン
ベ
ル
ク
伯
や
市
長
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
l
ベ
ン
ベ
ル
グ
の

指
令
の
も
と
に
市
民
と
兵
士
達
に
よ
っ
て
勇
敢
に
防
衛
さ
れ
た
。
市
民
達
は
ほ
と
ん
ど
二
千

人
余
か
ら
成
る
軍
団
を
供
給
し
た
。
そ
れ
に
、
各
種
の
職
業
グ
ル
ー
プ
（
パ
ン
屋
、
旅
宿
業

者
、
学
生
な
ど
）
か
ら
供
給
さ
れ
た
約
三
千
人
余
の
人
々
が
加
わ
っ
た
。
都
市
防
衛
司
令
官

は
・
お
よ
そ
一
万
六
千
人
以
上
の
人
々
を
一
括
し
て
指
揮
し
た
。
勿
論
、
そ
の
中
の
三
分
の
一

は
十
分
な
戦
闘
能
力
を
も
っ
人
々
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン
の
前
面
の
オ
ス
マ

ン
軍
は
・
お
よ
そ
十
度
に
わ
た
り
非
常
に
強
力
な
軍
回
戦
闘
を
し
か
け
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
数
多
く
の
支
援
同
盟
の
軍
勢
は
何
ら
の
効
果
的
な
反
撃
を
も
な
し
え
な
か
っ
た
。

防
衛
者
側
は
そ
の
強
力
な
砲
兵
の
力
に
よ
っ
て
オ
ス
マ
ン
の
総
攻
撃
へ
の
意
欲
を
そ
ぐ
こ

と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
う
ち
つ
づ
く
疫
病
と
負
傷
者
増
大
と
に
よ
っ
て
か
な
り
の
被
害

を
生
じ
た
。
軍
需
品
も
ま
た
欠
乏
し
て
き
た
。
一
六
八
三
年
の
九
月
九
日
に
オ
ス
マ
ン
軍
は

最
後
の
大
攻
撃
を
企
図
し
た
が
、
そ
れ
は
ふ
た
た
び
撃
退
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
に
す
で
に
、
皇
帝
の
救
援
軍
は
ウ
ィ
ー
ン
西
方
の
カ

l
レ
ン
ベ
ル
ク
に
あ
っ
た
。

か
れ
は
、
七

1
八
月
の
聞
に
上
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
地
に
軍
を
集
結
し
て
い
た
。
皇
帝
の
軍
隊

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
シ
ュ
ヴ
ァ

l
ベ
ン
お
よ
び
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
部

隊
の
寄
せ
集
め
で
あ
っ
た
。

A
7
や
こ
の
約
六
万
五
千
人
の
軍
は
カ

1
レ
ン
ベ
ル
ク
の
西
方
ト

ウ
ル
ナ
！
の
野
ま
で
進
ん
で
き
て
い
た
。
が
、
オ
ス
マ
ン
軍
は
か
な
り
の
損
害
を
蒙
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
な
お
本
質
的
に
は
強
力
な
力
を
保
持
し
て
い
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
王
が
最
高
の
指
揮
権
を
承
認
さ
れ
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
の
カ

l
ル
が
作
戦
を

立
案
し
た
。
一
六
八
三
年
の
九
月
十
二
日
に
大
戦
闘
と
な
り
、
オ
ス
マ
ン
軍
は
完
全
に
打
ち

破
ら
れ
た
。
大
宰
相
は
逃
走
し
、
数
多
の
戦
利
品
が
勝
者
の
手
に
お
ち
た
。
そ
の
中
に
は
、

そ
の
と
き
の
凱
旋
行
進
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
っ
て
き
た
コ
ー
ヒ
ー
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で

糸
町
ヲ
令
。
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こ
の
赫
々
た
る
勝
利
の
反
響
は
キ
リ
ス
ト
教
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
あ
ま
ね
く
ひ
ろ
ま
っ

た
。
数
多
く
の
詩
や
物
語
が
こ
の
出
来
事
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
。
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ

ィ
ウ
ス
十
一
世
は
、
偉
大
な
勝
利
の
日
た
る
九
月
十
二
日
を
一
般
的
な
教
会
の
祭
典
「
マ
リ

ア
・
ナ

l
メ
ン
」

Z
R
E
Z
P
5
2
と
し
て
賞
揚
し
た
。

打
ち
破
ら
れ
た
敵
軍
を
徹
底
的
に
追
撃
し
、
完
全
に
せ
ん
滅
す
る
と
い
う
企
図
は
、
ザ
ク

セ
ン
選
帝
侯
と
他
の
帝
国
等
族
達
の
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
解
放
後
召
還
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
失

敗
に
帰
し
た
。
二
週
間
後
に
な
っ
て
は
ビ
め
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
軍
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
よ
っ

て
前
進
が
続
行
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
席
大
司
教
の
所
在
地
た
る
グ
ラ
ン
の
要
塞
（
エ
ス

テ
ル
ゴ
ム
）
が
奪
回
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
市
の
近
く
で
得
ら
れ
た
こ
の
大
勝
利
は
外
交
的
に
利
用
さ
れ
て
一
層
よ
い
結
果

を
も
た
ら
し
た
。
教
皇
庁
の
尽
力
に
よ
り
、
皇
帝
家
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
オ

ス
マ
ン
帝
国
に
対
す
る
共
同
の
戦
い
の
た
め
に
「
神
聖
同
盟
」
’

zo－
－
布
。
ピ
宮
を
結
ん
だ
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
、
皇
帝
軍
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
逆
征
服
が
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
時
代
は
、
と
り
わ
け
、
そ
の
戦
争
技
術
上
の
生
徒
で
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー

ト
リ
ヒ
二
世
が
真
の
皇
帝
と
よ
ん
だ
と
こ
ろ
の
人
物
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ト
ラ
ス
と
も
い

う
べ
き
サ
ヴ
ォ
イ
の
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
（
一
六
六
三
年
に
パ
リ
で
生
ま
れ
、
一
七
三
六

年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
死
す
）
の
時
代
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
（
一
六
五
八

1

一
七

O
五
）
な
ら
び
に
そ
の
二
人
の
息
子
ヨ

l
ゼ
フ
一
世
（
一
七

O
五
1
一
こ
と
カ

l
ル

六
世
（
一
七
一
一

1
四
O
）
と
い
う
三
人
の
皇
帝
の
も
と
で
帝
国
の
第
一
級
の
人
物
で
あ
っ

た。
サ
ヴ
ォ
イ
の
プ
リ
ン
ツ
・
オ
イ
ゲ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
王
位
継
承
戦
争
の
世
紀
に
生
き
た

典
型
的
な
人
間
像
の
一
人
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
時
代
に
は
、
ど
こ
か
で
王
位
が
空
位
に
な

る
や
否
や
戦
争
が
お
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
外
交
政
策
が
一
題
の
数
学
・
幾
何
学
の
問
題
の
ご

と
く
考
察
さ
れ
、
そ
の
解
明
に
つ
い
て
は
正
確
に
計
算
し
て
答
が
出
さ
れ
た
官
房
政
治
の
時

代
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
民
衆
の
非
合
理
的
な
力
は
ま
だ
あ
ら
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
民
族
の
自
決
権
と
い
う
考
え
方
も
ま
だ
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
平

和
条
約
の
締
結
や
相
続
契
約
に
お
い
て
、
民
族
と
国
家
は
人
が
私
的
な
家
族
の
財
産
を
分
割

す
る
が
ご
と
く
分
割
さ
れ
た
。

十
八
世
紀
の
戦
争
は
ま
だ
全
体
戦
争
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
当
時
の
戦
争
は
、
往
々

に
し
て
ま
だ
中
世
的
、
騎
士
的
な
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
も
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
一
つ
の
祖
国
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
族
出
の
将
校
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

有明工業高等専門学校紀要
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の
基
礎
守
つ
く
り
に
重
大
な
寄
与
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
の
治
世
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝

国
に
対
す
る
輝
か
し
い
勝
利
｜
｜
そ
れ
は
皇
帝
で
は
な
く
、
そ
の
将
軍
達
の
功
績
で
あ

っ
た
。

ー
ー
は
、
か
れ
に
対
し
て
「
大
帝
」
「

8
3
E
5
豆
諸

Eω
の
敬
称
を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
、

後
世
の
人
々
は
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト

一
世
は
、
そ
の
即
位
直
後
に
は
や
く
も
、

ジ
l
べ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
に
対

す
る
政
治
的
な
影
響
力
を
主
張
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
。
こ
の
侯
国
は

一
世
紀
以
上
に
も
わ

た
っ
て
ト
ル
コ
の
属
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
関
係
を
断
絶
せ
し
め
ん
と
の
努
力
の
過
程
で
、

そ
の
か
け
ひ
き
の
具
と
し
て
時
折
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
政
治
的
な
協
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
、

ジ
i
ベ
ン
ピ
ュ
ル
ゲ
ン
に
対
す
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
政
策
は
、

通
常
そ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
と
、
ま
た
ス
エ
｜
デ
ン
と
の
聞
の
政
治
的
な
関
係
と
結
び
つ
く

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ス
エ

l
デ
ン
と
ジ
l
べ
ン
ピ
ユ
ル

ゲ
ン
は
、
十
六

1
十
七
世
紀
に
お
い
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
権
力
に
と

っ
て
の
相
互
に
関
係

の
あ
る
舞
台
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

ジ
l
ベ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ

ン
の
内
部
抗
争
に
介
入
せ
ん
と
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
政
策
的
企
図

は
皇
帝
と
ス
ル
タ
ン
と
の
間
の
戦
争
を
再
発
せ
し
め
た
。
そ
し
て
、
ト
ル
コ
の
巡
察
部
隊
は

メ

l
レ
ン
を
へ
て
シ
ュ
レ

l
ジ
エ
ン
に
ま
で
お
し
ょ
せ
る
に
い
た
っ
た

こ

六
六
三
年）
。

こ
の
よ
う
な
窮
境
に
あ

っ
て、

皇
帝
は
単
身
レ

l
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
議
会
に
姿
を
現

わ
し
た
。
そ
の
問
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
エ

l
デ
ン
が

一
時
的
に
攻
撃
正
面
の
方
向
転
換
を
行

っ

た
の
で
、
か
れ
は

一
先
ず
難
を
の
が
れ
た
。
等
族
達
は
帝
国
軍
を
つ
く
る
こ
と
に
同
意
し
、

「
ラ
イ
ン
同
盟
」
も
ま
た
援
助
を
約
束
し
た
。
か
れ
ら
は
、
ミ
ユ

ン
ス
タ

l
の
司
教
諸
侯
た

る
ク
リ
ス
ト
フ

・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
フ
ォ

ン

・
ガ
レ
ン
な
ら
び
に
パ

l
デ
ン
辺
境
伯
の
フ
リ

ー
ト
リ
ヒ
を
そ
の
軍
隊
の
司
令
官
に
任
命
し
た
。
両
者
は
ラ
イ
ン
同
盟
の
軍
隊
を
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
戦
場
ま
で
引
き
つ
れ
て
い

っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
上
、
フ
ラ

ン
ス
と
ス
エ

l
デ
ン
は
軍
事

的
な
分
担
を
申
し
出
て
そ
の
通
り
の
金
額
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
教
皇
と
若
干
の
イ
タ
リ
ア

諸
都
市
も
金
銭
的
な
支
援
を
約
束
し
た
。

こ
の
、

皇
帝
に
よ

っ
て
獲
得
さ
れ
た
援
軍
に
支
え
ら
れ
て
、
す
で
に
三
十
年
戦
争
や
第
一

次
北
方
戦
争
で
の
ぬ
き
ん
出
た
活
躍
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
て
い
た
有
能
な
指
揮
官
ラ
イ
ム
ン
ト

・

フ
ォ

ン

・
モ
ン
テ
キ
ュ
ケ
オ
リ
伯
は
、
ラ

l
プ
川
畔
の
聖
ゴ

ッ
ト
ハ
ル
ト
で
の
勝
利

（一

六

六
四
年
）
に
よ
っ
て
ト
ル
コ
の
脅
威
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
勿
論
、

皇
帝
は
、

こ
の
勝
利
の
成
果
を
う
ま
く
利
用
し
て
そ
の
ま
ま
積
極
的
な
功
撃
に
転
ず
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
か

っ
た
。
そ
れ
よ
り
か
む
し
ろ
、

皇
帝
は
、

｜
｜
西
方
に
お
い
て
目
立

っ
て
き
た
混
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乱
に
対
応
す
る
た
め
に
｜
｜
－
ア
イ
ゼ

ン
ベ

ル
ク

（ヴ
ァ
ル
ヴ

ァ
l
ル
）
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
と

の
聞
に
二
十
年
間
の
休
戦
を
約
す
る
方
が
賢
明
で
あ
る
と
い
う
風
に
判
断
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
よ

っ
て、

ノ
イ
ホ
イ
ゼ
ル

（
ノ
ヴ
ィ

・
サ
l
ム
キ
イ
）
と
グ
ロ
ス
ヴ
ァ
ル
ダ
イ
ン
（オ

ラ
デ
ア
）
の
重
要
な
要
塞
と
二
十
万
タ
l
レ
ル
の
「
贈
与
金
」
と
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ

ン
ス
と
ス
エ
l
デ
ン
と
い
う
同
盟
国
の
援
助
は
皇
帝
か
ら
み
れ
ば
き
わ
め
て
う
さ
ん
臭

い
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
戦
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
成
果
は
き
わ
め
て
さ
さ

や
か
・な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の
獲
得
さ
れ
た
勝
利
の
大
き
さ
か
ら
す
れ
ば
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
対
す
る
ま
さ
に
お
ど
ろ
く
べ
き
程
の
譲
歩
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
内
部
状
況
は
依
然
と
し
て
不
安
な
ま
ま
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
じ

二
ハ
七
一

年
に
燃
え
上

っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
貴
族
の
反
抗
は
、
オ
ス
マ

ン
が
介
入
す
る
前
に
流
血
を
伴
う

残
酷
な
処
置
を
も

っ
て
抑
圧
さ
れ
た
。
十
年
後
に
、
そ
れ
は
テ
ケ
イ
伯
の
指
導
の
も
と
で

一

層
大
き
な
反
乱
と
な

っ
た
。
そ
れ
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
策
と
の
関
連
に
・お
い
て
マ
ジ
ャ
l
ル

人
の
反
乱
を
支
持
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
は
、

A
7
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
部
の
こ
の
よ
う
な
状
況
に

対
し
て
は
何
ら
の
介
入
を
も
行
わ
な
か

っ
た
。

フ
ラ

ン
ス
の
上
ラ
イ
ン
併
合
政
策
に
直
面
し
て
、
皇
帝
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
反
乱
の
指
導

者
テ
ケ
イ
と
交
渉
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
指
示
し
た
。
し
か
し
、
ト
ル
コ
政
府
は

一
六
六
四

年
か
ら
の
二
十
年
の
休
戦
を
延
長
す
る
意
志
を
も
た
ず
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル
駐
在

の
皇
帝
の
代
理
交
渉
人
は
そ
れ
を
獲
得
せ
ん
と
の
無
益
な
努
力
を
こ
こ
ろ
み
た
だ
け
に
終

っ

た
。
そ
の
結
果
、
テ
ケ
イ
は
オ
ス
マ
ン
の
支
援
を
信
じ
、
期
待
し
て
、

皇
帝
と
の
あ
ら
ゆ
る

協
調
を
拒
絶
し
た
。

か
く
し
て
、
は
や
く
も

一
六
八
二
年
の
末
に
は
、
皇
帝
と
ス
ル
タ
ン
の
聞
に
大
き
な
戦
い

が
は
じ
ま
る
の
は
さ
け
が
た
い
状
況
の
よ
う
に
み
え
た
。
皇
帝
は
、
対
ト
ル
コ
防
衛
を
最
大

の
関
心
事
と
し
た
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
十
一
世
の
側
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
援
助
を
期
待

せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
バ
イ
エ
ル

ン
、
ザ
ク
セ
ン
の
両
選
帝
侯
国
は
援
軍
を
約
束
し
た
。

こ
れ
に
反
し
て
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
選
帝
侯
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
事
前
の
話
し
合
い
の

後
は
じ
め
て
援
助
を
約
す
る
に
い
た

っ
た
。

一
六
八
三
年
の
復
活
祭
の
と
き
に
、
皇
帝
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
王
ヨ
ハ

ン一一一
世

・
ソ
ピ
エ
ス
キ
（

一
六
七
四

1
九
六
）
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
と

い
う
こ
と
は
と
く
に
重
大
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。

一
六
八
三
年
の
夏
、
大
宰
相
の
カ
ラ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
に
よ

っ
て
率
い
ら
れ
た
オ
ス
マ
ン
軍

の
主
力
が
ウ
ィ
ー
ン
を
め
ざ
し
て
進
軍
し
て
き
た
と
き
、
そ
の
防
衛
に
あ
た
る
用
意
が
で
き

て
い
た
の
は
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
公
カ

l
ル
（
五
世
）
の
最
高
指
揮
下
に
あ

っ
た
数
的
に
劣

ハプスブルク王朝盛衰史（ 2) 
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関
係
で
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
五
五
五
年
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
宗
教
和
議
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
内
部
の
問
題
と
対
ト

ル
コ
防
衛
問
題
と
が
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
で
示
し
た
も
の
と

い
え
る
。
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
ル
タ

l
派
が
法
的
に
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
、

帝
国
の
等
族
達
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
王
に
対
し
、
効
果
的
な
対
ト
ル
コ
防
衛
の
た
め
の
支

援
金
の
醜
出
に
同
意
す
る
に
い
た
っ
た
。

シ
ュ
レ
イ
マ
ン
二
世
の
死
（
一
五
六
六
年
）
以
来
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
目
立
っ
て
衰
微
の

兆
を
見
せ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
後
十
七
世
紀
の
半
ば
こ
ろ
に
は
、
キ
ョ
プ
リ
ュ
リ
ュ
家
出

身
の
大
宰
相
の
も
と
で
二
度
目
の
発
展
期
が
到
来
し
た
。
あ
ら
た
に
よ
み
が
え
っ
た
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
膨
張
の
勢
い
は
、
キ
リ
ス
ト
教
側
の
三
大
敵
対
勢
力
た
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
・
お
よ
び
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
国
家
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
。
二
十
四
年
戦
争
（
一
六
四
五

1
六
九
）
に
・
お
い
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
重
要
な
拠
点
た
る
ク
レ
タ
島
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

支
配
か
ら
奪
い
と
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
戦
い
で
は
、
カ
ミ
ェ
ニ
ェ
ク
地

方
の
い
く
つ
か
の
国
境
要
塞
が
獲
得
さ
れ
た
（
一
六
七
二
年
）
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
主
要
な
戦
場
は
つ
ね
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
っ
た
。

皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
（
一
六
五
八

1
一
七

O
五
）
は
、
第
二
子
と
し
て
か
ね
て
か
ら
聖

職
者
の
地
位
に
つ
く
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ゆ
え
に
、
非
常
に
し
っ
か
り

し
た
学
問
的
な
教
育
を
授
け
ら
れ
て
い
た
（
か
れ
は
ま
た
音
楽
的
天
分
に
も
め
ぐ
ま
れ
て
い

た
）
。
そ
の
長
兄
た
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
（
四
世
）
は
一
六
五
三
年
に
ド
イ
ツ
王
に
選
ば
れ

た
が
、
は
や
く
も
そ
の
翌
年
に
病
残
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
レ
オ
ポ
ル
ト
は
一
六
五
五
年
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
位
、
二
ハ
五
八
年
に
は
べ

l
メ
ン
の
王
位
に
そ
れ
ぞ
れ
即
か
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
つ
い
で
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
三
世
が
一
六
五
七
年
四
月
二
日

に
残
し
た
と
き
、
そ
の
息
子
レ
オ
ポ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
ば
れ
る
か
ど
う
か
は
確
定
せ

ず
、
き
わ
め
て
あ
や
ふ
や
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
干
渉
に
よ
っ
て
な
が

く
か
っ
激
し
い
選
挙
戦
が
開
始
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ

ハ
家
の
政
策
と
の
協
力
が
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。

対
抗
勢
力
た
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜
・
マ
リ
ア
を
ド

イ
ツ
皇
帝
に
選
ば
せ
る
べ
く
、
ド
イ
ツ
の
選
帝
侯
達
に
外
交
的
に
働
き
か
け
た
。
さ
ら
に
ま

た
、
当
時
の
青
年
王
ル
イ
十
四
世
自
身
の
立
侯
補
も
可
能
で
あ
る
と
の
態
度
す
ら
表
明
し
た
。

勿
論
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
の
こ
の
よ
う
な
も
く
ろ
み
は
失
敗
し
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
レ
オ
ポ

ル
ト
が
一
六
五
八
年
七
月
二
十
八
日
に
皇
帝
に
選
ば
れ
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
か
れ
は
、
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そ
の
選
挙
さ
れ
た
と
き
の
と
り
決
め
に
・
お
い
て
、
と
り
わ
け
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
と
の
外
交
政
策
上
の
協
力
を
断
念
す
る
と
い
う
重
要
な
譲
歩
｜
｜
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
に

対
’
す
る
非
常
に
重
大
な
譲
歩
！
ー
ー
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
が
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
ば
れ
た
そ
の
四
週
間
後
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝

家
の
勢
力
増
大
に
対
抗
せ
ん
が
た
め
の
ド
イ
ツ
の
諸
侯
達
の
組
織
が
フ
ラ
ン
ス
の
後
援
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
ハ
五
八
年
八
月
十
四
日
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、
多
く

の
西
ド
イ
ツ
の
諸
侯
達
が
「
ラ
イ
ン
同
盟
」
〉
＝

g
コ
。
。
（
吉
田
Y
5
に
結
集
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
属
し
た
の
は
ケ
ル
ン
、
マ
イ
ン
ツ
、
ト
リ
エ
ル
の
三
大
聖
職
諸
侯
、
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー

司
教
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ヴ
ァ
イ
ヒ
・
リ
ュ

l
ネ
ブ
ル
ク
公
、
ス
エ

l
デ
ン
王
（
ド
イ
ツ
帝
国

内
に
そ
の
支
配
す
る
領
域
を
有
す
る
こ
と
で
帝
国
等
族
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
）
、
さ
ら

に
加
え
て
へ

ッ
セ
ン
・
カ
ッ
セ
ル
な
ら
び
に
フ
ァ
ル
ツ
・
ノ
イ
ブ
ル
ク
の
君
主
達
で
あ
っ

た。
こ
の
同
盟
仲
間
の
中
に
は
、
三
人
以
上
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
系
の
人
々
、
す
な
わ
ち
ケ

ル
ン
の
選
帝
侯
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ス
エ

l
デ
ン
王
カ

l
ル
十
世
・
グ
ス
タ

フ
、
フ
ァ
ル
ツ
・
ノ
イ
ブ
ル
ク
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
公
な
ど
が
い
た
。
つ
ま
り
、

ヴ
ィ

ッ
テ
ル
ス
パ
ハ
家
の
政
策
が
こ
の
「
ラ
イ
ン
同
盟
」
の
設
立
に
対
し
て
決
定
的
に
関
与

し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
フ
ラ
ン
ス
と
利
害
関
心
を
一
つ
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

ラ
イ
ン
同
盟
締
結
の
翌
日
に
は
や
く
も
フ
ラ
ン
ス
王
が
加
入
し
た
こ
と
で
明
白
と
な
っ
た
。

同
盟
を
政
治
的
に
指
導
し
た
の
は
マ
イ
ン
ツ
の
選
帝
侯
た
る
ヨ
ハ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ

ン

・
シ
ェ

l
ン
ボ
ル
ン
と
そ
の
宰
相
ヨ
ハ

ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン

・フ
ォ
ン

・
ボ
イ
ネ
ブ
ル

ク
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
ラ
イ
ン
同
盟
」
は
、

一
時
は
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
選
帝
侯
た
る
フ
リ
l
ト
リ
ヒ
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

一
世
を
す
ら
加
盟
せ
し
め
る
ほ
ど
の
勢
い
を
示
し
た
が
、
「
ミ
ユ
ン
ス
タ

l
戦

争
」
（
一
六
六
五

1
六
六
）
に
さ
い
し
て
内
部
的
な
利
害
の
対
立
が
露
呈
さ
れ
た
結
果
、
九
年

後
に
は
完
全
に
解
体
す
る
に
い
た
っ
た
。

皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
一

世
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
一
門
特
有
の
性
格
的
持

徴
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
慎
重
さ
、
頑
固
さ
、
控
え
目
、
傍
観
的
な
賢
明
さ
（
ず
る
が
し

こ
さ
）
、
世
態
人
情
に
つ
い
て
の
知
識
、
形
式
と
品
位
に
対
す
る
感
覚
、
迅
速
に
し
て
大
胆
な

決
心
に
反
対
す
る
傾
向
な
ど
。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
の
支
配
者
は
、
み
ず
か
ら
の
実
行
力

と
決
断
力
の
弱
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
能
な
協
力
者
を
慎
重
に
選
び
と
る
能
力
に
た
け
て

い
た
と
い
う
そ
の
性
格
的
長
所
の
ゆ
え
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
未
来
の
強
固
と
し
て
の
立
場

- 3 -
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え
ま
な
い
小
ぜ
り
合
い
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

海
上
で
は
、
オ
ス
マ

ン
の
勢
力
に
対
し
重
大
な
一
撃
を
加
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
五

七
一
年
十
月
十
七
日
に
、
レ
パ
ン
ト
｜
｜
古
代
の
ナ
ウ
パ
ク
ト
ス
、
コ
リ
ン
ト
海
峡
の
入
口

ー
ー
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
教
皇
庁
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
国
の
連
合

艦
隊
は
オ
ス
マ
ン
の
艦
隊
に
対
し
て
輝
か
し
い
勝
利
を
収
め
た
。
指
揮
を
と
っ
た
の
は
カ
ー

ル
五
世
の
庶
子
た
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ド
ン

・
ジ
ュ
ア
ン
で
あ
り
、
こ
の
戦
勝
の
よ
ろ
こ
ば

し
い
反
響
は
忽
ち
の
う
ち
に
大
き
く
喧
伝
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
十
三
世

は
、
こ
の
勝
利
を
永
遠
に
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
に
パ
ラ
の
輪
祭
典
問
。
∞

g
F
Zコ
N
F
E

を
執
り
行
う
こ
と
を
定
め
た
が
、
そ
れ
は
、
つ
い
で
も
た
ら
さ
れ
た
ぺ

l
テ
ル
ヴ
ァ
ル
ダ
イ

ン
で
の
勝
利
の
後
、
ク
レ
メ
ン
ス
十
一
世
に
よ
り
全
教
会
的
な
祝
祭
に
ま
で
た
か
め
ら
れ
た
。

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
偉
大
な
勝
利
を
軍
事
的
に
利
用
し
て
攻
勢
に
転
ず
る
と

い
う
こ
こ
ろ
み
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
当
初
に
も
く
ろ
ま
れ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ

l
プ
ル

に
対
す
る
艦
隊
突
撃
の
企
図
は
、
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
国
側
に
生
じ
た
意
見
の
不
一
致
に
よ
り

つ
い
に
実
行
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
た
え
ま
な
く
く
り
返
さ
れ
た
国
境
戦
争
の
後
、
一
六

O
六
年
に
ツ
ィ

ス
ト
ヴ
ァ

・
ト
ロ
ク
（
コ
モ
ル
ン
と
グ
ラ
ン
の
間
）
で
、
皇
帝
と
ス
ル
タ
ン
と
の
聞
に
、
両

締
約
者
が
互
い
に
占
有
の
現
状
を
承
認
し
合
う
と
い
う
休
戦
条
約
が
結
ば
れ
た
。
オ
ス
マ
ン

帝
国
の
勢
力
も
も
は
や
明
白
に
没
落
期
に
入
ろ
う
と
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
内
部
の
危
機
打
開

に
赴
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
皇
帝
と
同
様
に
中
休
み
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ト
ル
コ
戦
争
は
皇
帝
の
帝
国
政
策
に
対
し
て
少
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ト
ル
コ
に
対

す
る
防
衛
を
通
じ
て
皇
帝
の
力
の
大
部
分
は
つ
ね
に
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
皇
帝
権
は
教
会
の
革
新
運
動
に
対
し
て
終
始
消
極
的
な
姿
勢
を
と
ら

ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
破
目
に
た
ち
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
王
に
し
て
皇
帝
た
る
フ
エ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト

一
世
は
、
ト
ル
コ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

に
、
世
襲
地
の
資
力
と
帝
国
議
会
を
構
成
す
る
諸
侯
達
へ
の
課
税
を
意
の
ま
ま
に
処
理
す
る

こ
と
で
財
政
的
な
裏
付
け
を
確
保
し
よ
う
と
つ
と
め
た
二

般
的
な
帝
国
課
税
と
し
て
の
「
ト

ル
コ
銭
」
↓
ロ
ユ

2
1
0
2
m
を
徴
集
す
る
こ
と
が
再
三
再
四
皇
帝
に
よ
っ
て
提
議
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
が
帝
国
議
会
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
議
会
の
構
成
員
た

る
多
く
の
諸
侯
達
は
ト
ル
コ
侵
入
の
危
険
を
真
剣
に
考
え
よ
う
と
は
せ
ず
、
む
し
ろ
、
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
金
銭
的
要
求
の
背
後
に
ひ
そ
む
皇
帝
権
強
化
の
し
つ
よ
う
な
こ
こ
ろ
み
の

方
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
帝
国
議
会
ご
五
二
一
年
）
に
お
い
て
、
議
会
の
構
成
員
た
る
新

旧
両
派
の
諸
侯
達
は
、
対
ト
ル
コ
防
衛
の
た
め
の
ね
援
金
を
宗
教
問
題
の
調
整
と
ひ
き
か
え

に
認
容
せ
ん
と
の
政
治
的
な
要
求
を
行
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
れ
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ

れ
た
宗
教
問
題
を
調
停
す
る
た
め
の
公
会
議
の
開
催
と
い
う
フ
ラ
ン
は
カ

l
ル
五
世
か
ら
拒

絶
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
増
大
す
る
教
会
分
裂
の
深
刻
化
と
と
も
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の

帝
国
諸
侯
達
は
公
会
議
に
対
す
る
期
待
を
完
全
に
断
念
す
る
に
い
た
っ
た
。

ト
ル
コ
の
第
一
回
ウ
ィ
ー
ン
攻
囲
（
一
五
二
九
年
）
に
直
面
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側

の
等
族
達
は
防
衛
の
た
め
の
資
金
援
助
に
無
条
件
に
同
意
し
た
。
が
、
次
の
時
代
に
な
る
と
、

か
れ
ら
は
、
帝
国
議
会
に
・
お
い
て
、
ト
ル
コ
戦
争
の
た
め
の
皇
帝
の
金
銭
要
求
に
対
し

「信

教
上
の
認
容
な
し
に
は
何
ら
の
財
政
的
援
助
も
あ
り
え
ず
」
と
い
う
利
己
的
な
原
則
を
ふ
り

か
ざ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
帝
国
等
族
の
利
己
的
な
政
策
を
あ
ら
た
め

さ
せ
ん
が
た
め
に
、
カ
ー
ル
と
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
、
ス
ル
タ
ン
と
の
聞
に
交
渉
に
よ
る

和
平
を
成
立
さ
せ
る
と
と
も
に
公
会
議
を
召
集
す
る
よ
う
背
後
か
ら
教
皇
を
動
か
そ
う
と
こ

こ
ろ
み
た
。
し
か
し
、
こ
の
ス
ル
タ
ン
と
の
交
渉
は
結
局
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
教

皇
も
、
そ
の
権
威
を
一
時
は
危
殆
に
瀕
せ
し
め
た
十
五
世
紀
当
時
の
理
念
が
よ
み
が
え
り
は

し
ま
い
か
と
の
お
そ
れ
か
ら
、
八
ム
会
議
の
開
催
と
い
う
プ
ラ
ン
に
拒
絶
の
意
向
を
示
す
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。

ト
ル
コ
侵
入
の
危
機
と
帝
国
等
族
の
利
己
的
な
政
策
と
の
聞
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
一
つ
の
例
は
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
宗
教
和
議
の
失
敗
ご
五
三
二
年
）
で
あ
る
。
ト

ル
コ
軍
の
大
攻
勢
に
対
し
て
皇
帝
は
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
さ
い
、

シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
同
盟
は
、

皇
帝
に
対
し
て
、
軍
事
的
援
助
を
承
諾
す
る
こ
と
の
代
償
と

し
て
帝
国
最
高
裁
判
所
の
廃
止
な
ど
の
要
求
を
提
出
し
た
。
帝
国
議
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の

等
族
達
も
ま
た
、
か
な
り
の
額
に
の
ぼ
る
ト
ル
コ
戦
争
へ
の
支
援
金
の
醗
出
を
拒
絶
し
た
。

ト
ル
コ
の
攻
撃
軍
が
帝
国
の
国
境
間
近
に
迫
っ
て
き
で
は
じ
め
て
、
皇
帝
と
等
族
と
の
聞
に

協
定
が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

皇
帝
は
諸
宗
派
の
占
有
状
況
を
承
認
し
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル

デ
ン
同
盟
側
は
対
ト
ル
コ
防
衛
の
た
め
の
支
援
金
の
醗
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
フ
ェ
ル
デ
ィ

ナ
ン
ト
を
ド
イ
ツ
王
と
し
て
認
め
る
こ
と
を
誓
約
し
た
。
か
よ
う
に
し
て
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク

の
宗
教
和
議
が
成
立
し
た
が
、
勿
論
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
等
族
達
は
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
。

数
年
後
、
国
際
情
勢
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
勢
力
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
緊
迫
し
た
も
の
と
な

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
王
が
ス
ル
タ
ン
と
の
同
盟
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
（
一
五
三
六
年
）
。
ク
レ
ピ

の
和
約
（

一
五
四
四
年
）
が
締
結
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
、
皇
帝
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
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第
五
章

対
ト
ル
コ
防
衛
戦
（
一
五
二
六

i
一
六
八
三
）
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
解
放

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
勢
力
が
十
六
世
紀
末
以
来
、
西
方
で
は
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
日
の
出
の

勢
い
の
対
抗
勢
力
の
前
に
後
退
を
は
じ
め
、
ス
イ
ス
連
邦
と
北
部
ニ
イ
デ
ル
ラ
ン
ト
を
帝
国

か
ら
分
離
さ
せ
る
こ
と
で
一
応
の
妥
協
に
達
し
、
ド
イ
ツ
の
内
部
で
は
新
旧
双
方
の
領
主
達

の
封
建
的
圧
制
に
対
す
る
大
巾
な
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
問
、
か
れ
ら
は
、
東
南
部

に
お
い
て
は
、
突
き
進
ん
で
き
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
勢
力
へ
の
ほ
と
ん
ど
た
え
ま
の
な
い
防

衛
戦
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

モ
ハ

ッ
チ
の
決
戦
（
一
五
二
六
年
）
の
後
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
首
都
オ

l
フ
ェ
ン
（
ブ

ダ
）
を
含
む
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
半
を
征
服
し
た
。
当
時
の
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
卜

一
世
は
、

一
五
一
五
年
の
相
続
契
約
を
根
拠
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
西
部
と
北
部
の
境
界
地
域
の
み
を
確
保

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
等
族
側
の
反
対
党
は
ジ

l
べ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
侯
で

あ
っ
た
サ
l
ポ
ヤ
イ
・
ヤ

l
ノ
シ
ュ
を
王
に
選
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
は
、
ス
ル
タ
ン
・

シ
ュ
レ
イ
マ
ン
二
世
に
よ
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
最
高
主
権
下
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
に
任
命

さ
れ
た
（

一
五
二
六
年
）
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
協
定
に
よ
る
和
解
が
成
立
し
、
フ
ェ
ル
デ
イ

ナ
ン
ト
は
、
サ

l
ポ
ヤ
イ
に
対
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
の
称
号
と
タ
イ
ス
川
以
東
の
領
域
、

108 

ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ユ
タ
ッ
ト
ミ
ュ
ラ
l
著

後

杏

一

訳

〈昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
八
日
受
理
〉

丹

z
p
r
ω
r
c
店内－
F
ω
ο
r
o
D
冨
p
o
r
F

同
d
m
w

コ向。
（ジ

l
ベ
ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
を
含
む
）
の
支
配
権
を
認
め
る
に
い
た
っ
た
。
協
定
に
よ
れ
ば
、

サ
l
ポ
ヤ
イ
の
死
後
そ
の
支
配
領
域
は
ふ
た
た
び
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
有
に
帰
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
が
、

一
五
四

O
年
に
実
際
に
そ
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
に
・
お
い
て
も
、
優
佐
に
立

つ
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
影
響
力
は
依
然
と
し
て
強
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
半
独
立
的
な
ジ

l
べ

ン
ピ
ユ
ル
ゲ
ン
侯
国
は
ス
ル
タ
ン
の
最
高
支
配
権
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ト
ル
コ
に
対
す
る
防
衛
の
た
た
か
い
は
、
教
会
政
策
の
上
で
は
教
皇
庁
か
ら
、
精
神
的
に

は
当
時
の
多
く
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
者
達
に
よ
り
つ
よ
く
支
援
さ
れ
た
。
が
、
外
交
政
策
の

上
で
は
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
の
聞
の
協
力
関
係
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
た
。

最
初
に
ス
ル
タ
ン
と
の
聞
の
外
交
的
な
つ
な
が
り
を
作
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
協
力
関
係
に
基
く
最
初
の
出
来
事
は
一
五
二
六
年
の
オ
ス
マ
ン
の
ウ
ィ

ー
ン
遠
征
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
さ
い
、
「も

っ
と
も
キ
リ
ス
ト
教
的
な
」
フ
ラ
ン
ス
王

は
、
少
し
も
た
め
ら
わ
ず
に
オ
ス
マ
ン
の
用
兵
に
寄
与
す
る
た
め
の
援
助
金
を
支
払
っ
た
の

で
あ
る
。
か
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ス
マ
ン
聞
の
同
盟
政
策
は
、
そ
れ
以
来
｜
｜
若
干
の
中

断
の
時
期
を
除
い
て
｜
｜
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
（
一
七
九
八

1
九
九
）
の
時
期
に

い
た
る
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
不
変
の
偉
大
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
で
あ
っ
た
。

一
五
二
九
年
の
九
月
に
は
じ
め
て
オ
ス
マ
ン
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
市
の
前
面
に
出
現
し
た
。
し

か
し
、
約
一
か
月
間
の
攻
囲
の
後
、
補
給
難
の
ゆ
え
に
退
却
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

以
来
、
次
の
十
年
の
問
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
有
を
め
ぐ
る
争
い
は
境
界
地
帯
で
の
両
者
の
た

-1-
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（岩井 善太）
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所報

日本機械学会論文集第48巻第427号昭和57年3月

’〉 ク 第431号昭和57年7月

計測自動制御学会論文集第18巻第5号

昭和57年5月
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電気集塵装置の放電線振動現象 浜田 伸生

単位操作における一数値計算（その2）永田 良一

セルロース球状ゲルの製造とそのゲル（本里 義明）

クロマトグラフイーに対する性能 松本 和秋

（平山 忠一）

マイクロコンビューターとビデオカメ 吉武 紀道

ラ くその化学への応用〉

ポリウレタンの熱分解に関する研究第吉武 紀道

7報線状ポリウレタンの熱分解に及

ぽす熱分解温度の影響

GC-MSの可能性 吉武紀道

ガスクロマトグラフィー取扱説明書 吉武 紀道

セルロース球状イオン交換体の製造 松本 和秋

（平山 忠一）

（本里 義明）

工業化学のためのプログラミング （大島 栄次）

監修

（須藤 義孝）

外 11名執筆

カルパメートからのCMDの合成とそ（田辺伊佐雄）

の特性に関する研究皿粗 MnO，の富永田 良一

化と重質化処理 宮本信明

渡辺 徹

総合的実験実習 第6号

有明高専紀要

日本化学会誌

有明高専紀要

今

第18号

No.12 

第四号

，， 

昭和57年6月

昭和57年1月

昭和56年12月

昭和57年 1月

昭和57年 1月

総合実習センタ一報告書第6号 昭和57年 6J--4 

総合実習センター 昭和57年3月

日本化学会誌 No.12 昭和56年12月

日刊工業新聞社 昭和57年2月

電気化学 Vol. 49 昭和56年12月

On the Synthesis of C MD  from 

Manganese -Ammonium-Carbamate 

and Its Properties N. Heating Pro-
perties of Densified CMD and App-

lication of Its Dehydrated Product 

to Li-MnO, Cells 

Nobuaki Miyamoto Denkikagaku 

Hidehiko Kid。
Vol. 5 0 1 9 8 2. Jun. 

(Isao Tanabe) 

Heating and Dehydration of CM  D 

from Mn-NH.-Carbamate and Its 

discharge properties of Its Dehy-

drated product in Li-Mn Cells 

(Isao Tanabe) Progress in Batteries and Vol. 4 1 9 8 2 

Nobuaki Miyamoto Solar cells 

Ryoichi Nagata 

Toru Watanabe 
Hidehiko Kido 

送電鉄塔現場継手に用いる鋼管通し 原田 克身 日本建築学会論文報告集第318号 昭和57年8月

ガセットプレート継手の疲労寿命 （黒羽 啓明）

中心寓順応輝度評価に関する実験的 （小林 朝人） 日本建築学会論文報告集第315号 昭和57年 5月

研究 1.基礎的考察 山下俊雄

（村上 泰治）

初期ウエセックス小説

一近代我の源をもとめて（ 4) 松尾 保男 有明高専紀要 第18号 昭和57年1月



有明工業高等専門学校紀要 第 19号 lll 

ヨーゼフ主義的寛容の問題をめぐ

って

G，シュタットミュラー

ハプスブルク王朝盛衰史（ 1 ) 

丹後 杏ー

，， ，， 

入学試験・内申書の成績と学業成績 中村 安生

の関係について

バスケットボール選手の意識調査 仁田原 元

名家手簡（二）翻刻

玄貞著作略考

（美山 泰夫）

花田富二夫

「福岡手紙の会」

花田富二夫

『西洋史学』 122 日本西洋史学会

昭和56年11月

有明高専紀要 第18号 昭和57年 1月

ク ，， イ〉 昭和57年 1月

福岡大学体育学研究第12巻第 1号昭和56年11月

江戸時代文学誌 第 2号 昭和56年12月

今 ,, ク 昭和56年12月

EXISTENCE, STABILITY AND (Tohru Tohyama) Kumamoto J. Sci. (Math) Vol. 1 5 

CONVERGENCE IN A HEAT Makot o Araki March( 1 9 8 2) 

CONTROL PROBLEM. (Tetsuhiko Miyosh) 

米国教育事情（1980) （吉富 久夫）

-Time, Newsweek誌による 村山 康雄

講演題目 氏 名

18-8ステンレス鋼と軟鋼の拡散溶 小田 日月

接

高マンガンオーステナイト鋼のX線 宮川 英明

応力測定 大山司朗

小田 日月

境界に沿う粘性 zonal流の順庄不安 山下 巌

定 （竹松 正樹）

海洋の順圧不安定 （竹松 正樹）

山下 巌

偏，b二重管内気液二相流の研究 猿渡 真一

（佐藤 泰生）

ハニカム型太陽熱集熱器の特性に関 （笹口 健吾）

する研究（続報，ハニカムの肉厚と 吉田 正道

アスペクト比の影響 （井村 英昭）

（勝尾真次郎）

ビデオカメラと光学顕微鏡の接続に 吉武 紀道

よる，二，三，の液晶の動的観察

ポリウレタンの小型PGC-M Sに 吉武 紀道

よる熱分解機構の検討一低分子モデ （古川 睦久）

ル化合物のマススペクトル

有明高専紀要 第18号 昭和57年 1月

発表した学会，講演会名 年・月）

溶接学会西部支部研究発表会 昭和57年7月

日本材料学会 第四回X線材料強度に関するシンポ

ジウム

昭和57年7月

日本海洋学会秋季大会 昭和56年10月

九州大学応用力学研究所 昭和57年 1月

公開研究発表会

日本機械学会講演論文集 No828-2 

九州支部鹿児島地方講演会 昭和57年 5月

第19回日本伝熱シンポジウム

（日本機械学会）

昭和57年5月

昭和56年度九州地区化学教育研究協議会（熊本）

昭和56年11月

第19固化学関連支部合同九州大会（福岡）

昭和57年 7月



112 発表した論文・著書及び講演題目

デンプン系ゲルの合成と性質 松本 和平火 日本化学会第45春季年会 昭和57年4月

（平山 忠一）

（本里 義明）

ジメチルナグリルアミド，ピニルピ （平山 忠一） ~ ，， 昭和57年 4月

ロリドン重合体中空球状粒子の調製 （山口 一紀）

とf生質 松本 和平火

マンガンアンモニウムカルパメート （田辺伊佐雄） 第22回電池討論会 昭和56年11月

からの重質化CMDのZnCし型乾電 宮本 信明

池への放電特性 城戸 英彦

（加藤 善二）

（宇野 孝洋）

マンガンアンモニウムカルバメート （田辺伊佐雄） イシ 。 昭和56年11月

からの重質化CM Dのアルカリ－Mn 宮本 信明

電池への放電特性 城戸 英彦

（加藤 善二）

（宇野 孝洋）

重質化CMDの放電過電圧 城戸 英彦 電気化学協会第49回大会 昭和57年 5月

宮本 信明

（田辺伊佐雄）

重質化CMDのEMD並びNMDの （田辺伊佐雄） ，， イシ 昭和57年 5月

併用 宮本 ｛言明

城戸 英彦

有明海圏域総合開発計画の基本構想、 松島 寛治 建設技術計事会大牟田支部総会 昭和57年 5月

有明海圏域の開発理念と，第一種空 松島 寛治 日本建築学会九州支地区都市計画委員会島原シンポ

港問題について ジウム 昭和57年 8月

子どもの生活環境に関する研究5 北岡 敏郎 日本建築学会研究報告九州支部 第26号・ 2計画系

一都市公園の特性分析（ 1 ）一 （河野 泰治） 昭和57年 3月

（中島 隆）

子どもの生活環境に関する研究6 （河野 泰治） 今 今 今 ，， 

一都市公園の特性分析（ 2）ー 北岡 敏郎 昭和57年 3月

（中島 隆）

1:,J刷日本文の可読性 （小林 朝人） 日本建築学会大会学術講演梗概集 昭和56年 9月

(Legibility) 山下 俊雄 （九州）

（村上 泰浩）

文章の読みやすさ（量推定法）と知 山下 俊雄 日本建築学会九州｜支部研究報告 第26号2

覚対比 （村上 泰浩） 昭和57年 3月

（小林 朝人）



発表した論文 ・著書及び講演題目 113 

連層耐震壁の水平耐力に関する実験 （富井 政英） 日本コンクリート工学協会 第 4回コンクリート工

資料の解析 （江崎 文也） 学年次講演会講演論文

上原 修一 集 昭和57年 6月

ある熱コントロール問題の解の存在 （遠山 徹） 日本教学会 昭和56年10月

性，安定｜生，近似について 荒木 真

（三好 哲彦） 註．氏名欄（ ）は学外者を示す
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